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セッションポスター発表 | T1 ［トピック］変成岩とテクトニクス

EDI

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T1_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster01-10] T1 ［トピック］変成岩とテクトニクス（10件分）

[T1-P-1]

九州中部肥後変成帯に産する高度変成岩のシュードセクション解析による変成温度圧力見積

もり

*小林 記之1 (1. 名古屋学院大学)

ECS

[T1-P-2]

Structural evolution of the Instekleppane, Lutzow-Holm Complex: Deformation patterns in
high-grade zones of east Antarctica
*Sreehari Lakshmanan1, Tatsuro Adachi2, Yuki Mori3, Tomokazu Hokada4 (1. Shimane U. , 2. Kyushu U., 3. JASRI,
4. NIPR)

[T1-P-3]

東南極・リュツォ-ホルム岩体西部に分布する太古代末期TTG地塊の分布とテクトニクス
*中野 伸彦1、馬場 壮太郎2、加々島 慎一3、Wahyuandari Fransiska, A.C.1 (1. 九州大学、2. 琉球大学、3. 山形大学)

[T1-P-4]

関東山地，金峰山花崗岩の周囲に発達する接触変成帯の熱構造

*山岡 健1、村上 大知2、中澤 明子2、延原 香穂2、森 宏2 (1. 産業技術総合研究所、2. 信州大学)

[T1-P-5]

東南極リュツォ・ホルム岩体，西オングル島のミグマタイトの年代論

*加々島 慎一1、馬場 壮太郎2、中野 伸彦3、谷 健一郎4 (1. 山形大学、2. 琉球大学、3. 九州大学、4. 国立科学博物館)

学生優秀発表賞エントリー ECS

[T1-P-6]

下部地殻変形における地震サイクルと溶質移動の役割: 東南極，ナピア岩体での観察から

*村山 燎1、スリハリ ラクシュマナン1 (1. 島根大学)

学生優秀発表賞エントリー ECS

[T1-P-7]

山口県柳井地域領家変成帯の石灰岩に伴う反応帯の交代反応

*長岡 魁人1、池田 剛1 (1. 九州大学大学院理学府地球惑星科学専攻)

[T1-P-8]

北海道えりも町の日高変成帯上部層における変成作用と砕屑性ジルコンU-Pb年代
*高見 柊二1、植田 勇人1、豊島 剛志1、高橋 千絢 (1. 新潟大学)

[T1-P-9]

東南極リュツォ・ホルム岩体スカーレンのざくろ石片麻岩中のナノ花崗岩包有物

*松本 祐門1、池田 剛1 (1. 九州大学)

[T1-P-10]
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愛媛県高縄半島，領家変成岩類中に産するスピネル-コランダム片岩

*椿 陽仁1、澁谷 奨1 (1. 株式会社地圏総合コンサルタント)
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セッションポスター発表 | T2 ［トピック］マグマソース・マグマ供給系から火山体形成・熱水変質まで

EDI

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T2_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster11-35] T2 ［トピック］マグマソース・マグマ供給系から火山体形
成・熱水変質まで

学生優秀発表賞エントリー ECS

[T2-P-1]

屋久島花崗岩に含まれる正長石巨晶の成長過程

*垣内 拓馬1、下司 信夫1、寅丸 敦志1 (1. 九州大学)

[T2-P-2]

九州中部の白石野花崗閃緑岩体の石英のカソードルミネッセンスパターンとTi濃度：マグマ
溜り内での石英の結晶化プロセスの解明

*小北 康弘1,2、城崎 陽太1、加藤 丈典3、湯口 貴史1 (1. 熊本大、2. 山形大、3. 名古屋大)

学生優秀発表賞エントリー ECS

[T2-P-3]

九州中部の白石野花崗閃緑岩のジルコンU-Pb年代，Ti濃度およびTh/Uの同時定量分析：花崗
岩質マグマの冷却プロセスの解明

*坂元 翔1、小北 康弘2、坂田 周平3、井村 匠4、横山 立憲2、大野 剛5、湯口 貴史1 (1. 熊本大学、2. 国立研究開発法
人日本原子力研究開発機構、3. 東京大学地震研究所、4. 山形大学、5. 学習院大学)

[T2-P-4]

マグマ溜り内でのジルコン成長：内部構造とU-Pb年代，チタン濃度，Th/Uの関係

*湯口 貴史1、遠藤 京香2、鈴木 哲士2、小北 康弘3、坂田 周平4、横山 立憲3、井村 匠2、大野 剛5、笹尾 英嗣3 (1. 熊
本大学、2. 山形大学、3. 日本原子力研究開発機構、4. 東京大学地震研究所、5. 学習院大学)

学生優秀発表賞エントリー ECS

[T2-P-5]

第四紀黒部川花崗岩のジルコン中メルト包有物記載

*田口 湧一1、齊藤 哲2 (1. 愛媛大学理学部理学科地学コース、2. 愛媛大学大学院理工学研究科)

学生優秀発表賞エントリー

[T2-P-6]

ジルコン中メルト包有物を用いた山陽帯土生花崗岩質岩体のマグマ固結深度見積もり

*熊谷 汐莉1、齊藤 哲1 (1. 愛媛大・院理)

[T2-P-7]

熊野灘で観測された局所的海底圧変動の力学モデルの考察

*有吉 慶介1、永野 憲1、長谷川 拓也2、中野 優1、松本 浩幸1、高橋 成実3、堀 高峰1 (1. 海洋研究開発機構、2. 気象
庁、3. 防災科学技術研究所)

[T2-P-8]

放射状岩脈の中心近傍の低い流体圧比：天草下島，富岡半島の例

*牛丸 健太郎1 (1. 産業技術総合研究所地質調査総合センター)

学生優秀発表賞エントリー

[T2-P-9]

東北日本、秋田駒ケ岳火山の山体発達史
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*田次 将太1、中川 光弘1、和知 剛2、松本 亜希子1、栗谷 豪1 (1. 北海道大学、2. 株式会社エンバイオ・エンジニアリ
ング)

[T2-P-10]

兵庫県姫路市南東部に分布する白亜紀火山岩類の岩相と層序

*毛利 元紀1、原田 正信2 (1. 岡山地学概査会事務局、2. 兵庫古生物研究会)

[T2-P-11]

秋田県八峰町，泊海岸の上部中新統～鮮新統「素波里安山岩」にみられる枕状溶岩と偽枕状

溶岩の岩石記載と粘性

*相澤 正隆1、安井 光大2,3、井村 匠4、星出 隆志5、橋本 純6、澤藤 凌太2、今井 遼2、畠山 富昌2、児玉 重樹2、浅川

敬公2、伴 雅雄4、林 信太郎7 (1. 北海道教育大学札幌校、2. （株）創研コンサルタント、3. 八峰白神ジオパークガイ
ドの会、4. 山形大学理学部、5. 秋田大学大学院国際資源学研究科、6. ジオわーくサイエンス、7. 秋田大学名誉教授)

学生優秀発表賞エントリー ECS

[T2-P-12]

番川かんらん岩捕獲岩の構造岩石学的研究

*平田 悠馬1、道林 克禎1、田村 明宏2、森下 知晃2、荒井 章司2 (1. 名古屋大学大学院 環境学研究科（岩鉱）、2. 金
沢大学)

学生優秀発表賞エントリー

[T2-P-13]

オマーン・オフィオライト南部, 新期拡大セグメント地殻セクションの地球化学的特徴とその
意義

*荒岡 柊二郎1、錦蛇 真理1 (1. 北海道大学)

学生優秀発表賞エントリー

[T2-P-14]

カメルーン中央西部，マヌーン湖マール噴出物に捕獲されたパンアフリカン花崗岩片のジル

コンU-Pb年代

*中屋敷 実春1、長谷川 健1、伊藤 久敏2、AKA Festus1 (1. 茨城大学大学院、2. 一般財団法人電力中央研究所)

ECS

[T2-P-15]

西南日本内帯中国・四国地域に分布する深成岩類の定置圧力解析 ～角閃石の高温高圧実験
データの多変量解析に基づく地質温度圧力計を用いて～

*中橋 甲斐1、齊藤 哲2 (1. 株式会社蒜山地質年代学研究所、2. 愛媛大学理工学研究科)

ECS

[T2-P-16]

愛媛県芸予諸島大島に分布する白亜紀花崗岩類の酸化還元状態の推定

*下岡 和也1、齊藤 哲2、壷井 基裕1 (1. 関西学院大学、2. 愛媛大学)

[T2-P-17]

山口県萩市須佐地域に産する高山斑れい岩体の形成過程

*嶋田 翔1、江島 圭祐2 (1. 山口大学、2. 山口大学創成科学研究科)

ECS

[T2-P-18]

隠岐島前の大山石英閃長岩の岩相区分:多世代マグマ活動の示唆

*中山 瀬那1、遠藤 俊祐2 (1. 隠岐ジオパーク推進機構、2. 島根大学)

学生優秀発表賞エントリー ECS

[T2-P-19]
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中国山地東部沖ノ山・波賀累帯深成岩体の地球化学研究

*木内 翔太1、下岡 和也1、壷井 基裕1 (1. 関西学院大学)

学生優秀発表賞エントリー ECS

[T2-P-20]

鳥取県溝口地域の花崗岩類の岩相区分と対比

*磯山 未遊1、遠藤 俊祐1 (1. 島根大学)

学生優秀発表賞エントリー ECS

[T2-P-21]

琵琶湖南部に分布する後期白亜紀野洲花崗岩体の地球化学的研究

*中村 一喜1、下岡 和也1、壷井 基裕1 (1. 関西学院大学)

[T2-P-22]

九州中央山地に産する市房山花崗閃緑岩体の岩石学的特徴

*坂元 伸晟1、江島 圭祐2 (1. 山口大学、2. 山口大学創成科学研究科)

学生優秀発表賞エントリー ECS

[T2-P-23]

北部九州，朝倉花崗閃緑岩の南北縦断組成変化と岩体成長過程

*濱野 裕大1、江島 圭祐1、山田 来樹2、横山 立憲3、小北 康弘3 (1. 山口大学創成科学、2. 産業技術総合研究所、3. 日
本原子力開発機構)

[T2-P-24]

溶岩組成の多変量統計解析に基づく箱根火山のマグマ多様性

*廖 鑫1、岩森 光1、坂田 周平1、高橋 正樹2、長井 雅史3 (1. 東京大学　地震研究所、2. 日本大学　文理学部　地球科
学科、3. 国立研究開発法人防災科学技術研究所)

[T2-P-25]

FAIR原則に準ずる地球化学データの統合基盤構築およびデータ駆動型解析への展開
*山口 純平1、江島 圭祐2 (1. 山口大学理学部、2. 山口大学創成科学)

セッションポスター発表 | T9 ［トピック］大地と人間活動を楽しみながら学ぶジオパーク

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T9_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster36-38] T9 ［トピック］大地と人間活動を楽しみながら学ぶジオパー
ク

ハイライト講演

[T9-P-1]

阿蘇火砕流だけじゃない！－おおいた豊後大野ジオパークの地質の多様性

*吉岡 敏和1 (1. おおいた豊後大野ジオパーク推進協議会)

[T9-P-2]

考古資料館の展示で表現する火山と人と自然の共生｜桜島・錦江湾ジオパークの取り組み

*吉瀬 毅1 (1. 桜島・錦江湾ジオパーク推進協議会)

[T9-P-3]

GEOPARK magazineにおける地球科学的情報の効果や意義の検討

*山﨑 由貴子1、古澤 加奈1、本田 泰平1、長谷川 唯1 (1. 特定非営利活動法人日本ジオパークネットワーク事務局)
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セッションポスター発表 | T12 ［トピック］地球史

EDI

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T12_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster39-51] T12 ［トピック］地球史

[T12-P-1]

南極沿岸域堆積物コア試料のCT画像の特性と古環境学的意義

*石輪 健樹1,2、菅沼 悠介1,2、梶田 展人3、柴田 大輔4,5、香月 興太6、川又 基人7,2、池原 実8 (1. 国立極地研究所、
2. 総合研究大学院大学、3. 弘前大学、4. 神奈川工科大学、5. 筑波大学、6. 島根大学、7. 寒地土木研究所、8. 高知大
学)

ECS

[T12-P-2]

銚子地域に分布する犬吠層群の酸素同位体層序に基づく北西太平洋海域の下部－中部更新統

年代モデル

*桑野 太輔1、小杉 裕樹2、原井 優里2、羽田 裕貴3、久保田 好美4、Saeidi Ortakand Mahsa4、亀尾 浩司2、岡田 誠5

(1. 京都大学、2. 千葉大学、3. 産業技術総合研究所、4. 国立科学博物館、5. 茨城大学)

[T12-P-3]

日本海沿岸地域の鮮新統−更新統に産する浮遊性有孔虫化石Globoconella inflata系列種の形態
的特徴

*山﨑 誠1、高尾 健汰2、松井 浩紀1、西川 治1、鹿納 晴尚3、長谷川 四郎3 (1. 秋田大、2. 新潟県庁、3. 東北大・博)

[T12-P-4]

房総半島南端における浮遊性有孔虫化石群集に基づく鮮新-更新世寒冷化イベント時の古環境
復元

*山本 秀忠1,2、林 広樹4、岡田 誠3、長谷川 大輔5,2 (1. 大日本ダイヤコンサルタント株式会社、2. 茨城大学大学院理
工学研究科、3. 茨城大学、4. 島根大学、5. 株式会社キタック)

[T12-P-5]

鮮新世末の北大西洋亜極域における気候変化と海洋循環

*林 辰弥1、桑原 義博1、大野 正夫1 (1. 九州大学)

学生優秀発表賞エントリー

[T12-P-6]

カゲロウ幼虫化石から検出された有機物とその意義

*板倉 義空1、田中 源吾1、菊地 理佳2 (1. 熊本大学、2. 信州大学)

学生優秀発表賞エントリー ECS

[T12-P-7]

日本海堆積物コアのバイオマーカー分析による後期中新世の高解像度海洋環境変動の復元

*星 恒太郎1、沢田 健1、関 有沙2、多田 隆治3 (1. 北海道大学、2. 深田地質研究所、3. 千葉工業大学)

[T12-P-8]

日本海堆積物コアの中新世テフラの対比：古海洋環境の三次元的復元を目指して

*関 有沙1、長橋 良隆2、入野 智久3、多田 隆治4、松崎 賢史5、吉岡 純平6 (1. 深田地質研究所、2. 福島大学、3. 北海
道大学、4. 千葉工業大学、5. 東京大学、6. 国立極地研究所)

学生優秀発表賞エントリー ECS

[T12-P-9]
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インドメガラヤ州Um Sohryngkew川セクションにおける
K/Pg境界近傍の古環境復元
*俵 直弥1、PHUKAN Sarat2、BORGOHAIN Dipima3、狩野 彰宏4、齊藤 諒介1 (1. 山口大学、2. Gauhati
University、3. Indian Institute of Technology Bombay、4. 東京大学)

学生優秀発表賞エントリー ECS

[T12-P-10]

モンゴル国ゴビ砂漠に分布する脊椎動物化石産出層の堆積年代制約に向けた土壌性炭酸塩岩

のU-Pb直接年代測定
*藤井 雄大1、竹谷 勇人2、青木 一勝3、千葉 謙太郎2、Khishigjav TSOGTBAATAR4、Buuvei MAINBAYAR4、

Batsaikhan BUYANTEGSH4、実吉 玄貴2 (1. 岡山理科大学大学院 理工学研究科、2. 岡山理科大学　生物地球学部、3.
岡山理科大学 基盤教育センター、4. モンゴル科学アカデミー古生物学研究所)

学生優秀発表賞エントリー

[T12-P-11]

豊浦層群西中山層からの豊富なMISSの発見と、新たな研究可能性について
*河端 康佑1、齊藤 諒介1 (1. 山口大学)

[T12-P-12]

ネバダ州北東部に分布する下部三畳系ディンウッディー層から産出したコノドント化石とア

ンモノイド化石

*前川 匠1、ジェンクス ジェームス、重田 康成2 (1. 大阪市立自然史博物館、2. 国立科学博物館)

学生優秀発表賞エントリー ECS

[T12-P-13]

宮城県北部に分布する下部―中部三畳系稲井層群の岩相層序と生痕化石相
*遠藤 悠一1、重田 康成2,1 (1. 筑波大学生命地球科学研究群、2. 国立科学博物館生命史研究部)
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セッションポスター発表 | G. ジェネラルセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 G_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster52-63] ジェネラルサブセッション古生物・地学教育・岩石鉱物・火
山・第四紀

[G-P-1]

飛騨帯宇奈月地域に産するインド石-十字石含有複変成ホルンフェルスのジルコン年代学及び
地球化学

*竹原 真美1、堀江 憲路1、廣井 美邦2、足立 達郎3、外田 智千1 (1. 国立極地研究所、2. 千葉大学、3. 九州大学)

学生優秀発表賞エントリー ECS

[G-P-2]

黒瀬川帯蛇紋岩メランジュ中に産出する輝岩の岩石学的記載と形成過程の考察：高知県中央

部を例に

*土田 和輝1、沢田 輝2 (1. 山口大学、2. 富山大学)

[G-P-3]

能登半島に産する漸新世・前期中新世苦鉄質岩の岩石学的・地球化学的研究

*橋本 優生1、髙橋 俊郎1、柴野 暉崇2 (1. 新潟大学大学院自然科学研究科、2. パシフィックコンサルタンツ株式会社)

[G-P-4]

三重県の古琵琶湖層群および東海層群の鮮新統湖成堆積物におけるPraestephanos属珪藻の形
態学的進化と生層序

*小島 隆宏1,2、齋藤 めぐみ3、大塚 泰介4 (1. 北海道立総合研究機構 エネルギー・環境・地質研究所、2. 筑波大学大
学院、3. 国立科学博物館、4. 滋賀県立琵琶湖博物館)

[G-P-5]

SEM-EDXによる砂中の重鉱物の自動分析
*杉田 律子1 (1. 科学警察研究所)

[G-P-6]

山梨県韮崎市に分布する土壌の磁気分析 -法地質学への応用- 
*川村 紀子1、杉田 律子2、組坂 健人2 (1. 海上保安庁海上保安大学校、2. 科学警察研究所)

学生優秀発表賞エントリー ECS

[G-P-7]

後背地地質が微小砕屑物の組成に与える影響に関する法地質学的検討

～ハイパースペクトルカメラによる客観性・定量性の確保～

*渡邉 美紀1、秋葉 教充2、角田 英俊2、杉田 律子2、組坂 健人2、竹内 真司3 (1. 日本大学大学院 総合基礎科学研究
科、2. 科学警察研究所、3. 日本大学 文理学部)

[G-P-8]

2018年9月11日北海道胆振東部地震における支笏湖周辺の崩壊
*廣瀬 亘1 (1. 北海道立総合研究機構)

[G-P-9]

長野県北部，野尻湖立が鼻遺跡における約5万～4.3万年前の堆積環境
*竹下 欣宏1、花岡 邦明、趙 哲済、川辺 孝幸5、中川 知津子3、小林 雅弘、小林 和宏4、関 めぐみ2、野尻湖 地質グ
ループ (1. 信州大学、2. 野尻湖ナウマンゾウ博物館、3. 京都大学、4. 上田高校、5. 山形大学)

[G-P-10]
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第四紀における閉鎖的内湾性Bicornucythere属（甲殻類，貝形虫）の形態と古生物地理

*入月 俊明1、長田 晴樹1 (1. 島根大学)

ハイライト講演

[G-P-11]

背斜と向斜の教え方

*星 博幸1 (1. 愛知教育大学自然科学系)

[G-P-12]

学生のヒマラヤ野外実習プログラム13年間
*吉田 勝1,2、学生のヒマラヤ野外実習 プロジェクト3 (1. ゴンドワナ地質環境研究所、2. ネパール国立トリブバン大
学トリチャンドラ校、3. 島根大学総合理工学部)
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セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-1]

七滝周辺の地層の重なりおよび分布の調査

*熊本市立 月出小学校1 (1. 熊本市立月出小学校)

[J-P-2]

生痕化石と統計学的新手法から明らかにする、8500万年前のスフェノセラムスの生態
*熊本県立 天草高等学校1 (1. 熊本県立天草高等学校)

[J-P-3]

えっ！？島が浮いてる？浮島現象を科学するⅢ ～視程から解き明かす蜃気楼の謎～
*熊本県立宇土高等学校 科学部地学班1 (1. 熊本県立宇土高等学校 科学部地学班)

[J-P-4]

知らない現象（不知火現象）を科学する６ ～ついに観測に成功！不知火の正体に迫る～
*熊本県立宇土高等学校 科学部地学班1 (1. 熊本県立宇土高等学校 科学部地学班)

[J-P-5]

知らない現象（不知火現象）を科学する６ ～不知火はなぜ、八朔の晩にしか見られないの
か？～

*熊本県立宇土高等学校 科学部地学班1 (1. 熊本県立宇土高等学校 科学部地学班)

[J-P-6]

馬門石の赤色はヘマタイトか？３

*熊本県立宇土高等学校 科学部地学班1 (1. 熊本県立宇土高等学校 科学部地学班)

[J-P-7]

島原大変肥後迷惑による津波被害 ～実態把握、効果的な伝承方法の開発、津波の科学的特性
とその検証～

*熊本県立宇土高等学校 科学部地学班1 (1. 熊本県立宇土高等学校 科学部地学班)

[J-P-8]

2つの日記をつなぎわかったダルトン及びマウンダー極小期の降水出現率
*池田学園池田高等学校 科学思考班1 (1. 池田学園池田高等学校科学思考班)

[J-P-9]

江戸幕府の公式天文観測「霊験候簿」を使って「石川日記」の降水出現率や「弘前藩庁江戸

日記」の7月の気温を検証する

*池田学園池田高等学校 科学思考班1 (1. 池田学園池田高等学校科学思考班)

[J-P-10]

指宿火山群での噴気観測による地下モデルの提唱

*池田学園池田高等学校 SSH地球科学班1 (1. 池田学園池田高等学校)

[J-P-11]

2025年5月の桜島連続噴火における温泉水の成分変化

*池田学園池田高等学校 SSH地球科学班1 (1. 池田学園池田高等学校)
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[J-P-12]

動画解析プログラムを用いた桜島の火山雷解析

*池田学園池田高等学校 SSH地球科学班1 (1. 池田学園池田高等学校)

[J-P-13]

沖縄の島々の粟石に含まれる有孔虫化石の比較とできた環境の違い

*豊見城市立豊見城中学校 琉大ハカセ塾1 (1. 豊見城市立豊見城中学校／琉大ハカセ塾)

[J-P-14]

四国中央市や新居浜市の河川に産する蛇紋岩の供給源の推定　～蛇紋岩転石を用いた比較を

通して～

*愛媛大学 附属高等学校1 (1. 愛媛大学附属高等学校)

[J-P-15]

豪州NSW州南東部Bingi Bingi Point複合深成岩体のマグマ分化末期熱水循環の温度・圧力環
境

*兵庫県立 姫路東高等学校1 (1. 兵庫県立姫路東高等学校)

[J-P-16]

2024年7月，紀南の海岸に漂着したスコリア
*和歌山県立 田辺高等学校1 (1. 和歌山県立田辺高等学校)

[J-P-17]

愛知県知多半島内海断層近くの師崎層群の古流向と古傾斜の関係

*名古屋高等学校・ 名古屋中学校1 (1. 名古屋高等学校・名古屋中学校)

[J-P-18]

彩雲と光環の再現実験の検証～光源と雲生成条件の変化～

*中央大学 附属高等学校1 (1. 中央大学附属高等学校)

[J-P-19]

偏西風波動のモデル実験の簡易化～サーモグラフィーの活用～

*中央大学 附属高等学校1 (1. 中央大学附属高等学校)

[J-P-20]

変圧器を利用した水槽実験による皿状構造の再現と形成過程の考察―地層の固結度と水圧の
違いから考える堆積構造の形成条件―

*東京学芸大学 附属高等学校1 (1. 東京学芸大学附属高等学校)

[J-P-21]

使い捨てライターから解明する日本沿岸の海流

*東京学芸大学 附属高等学校1 (1. 東京学芸大学附属高等学校)

[J-P-22]

海岸砂中のマイクロプラスチックの空間分布・時間分布の解明　〜マイクロプラスチック問

題を自分ごとにする教材の開発〜

*東京学芸大学 附属高等学校1 (1. 東京学芸大学附属高等学校)

[J-P-23]

模型実験によるスラブ内二重地震面の再現

*市川 高等学校1 (1. 市川高等学校)

[J-P-24]
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アウターライズ領域における地磁気の縞模様に対応する震源分布の再現実験

*市川 高等学校1 (1. 市川高等学校)

[J-P-25]

手取層群伊月層から産出した植物化石の分類と堆積環境の考察

*市川 高等学校1 (1. 市川高等学校)

[J-P-26]

北海道南西部小樽西部海岸忍路地域～桃内地域の後期中新世～鮮新世における水中火山の噴

火活動史とテクトニクスについて

*北海道龍谷学園 小樽双葉高等学校 科学同好会1 (1. 北海道龍谷学園小樽双葉高等学校 科学同好会)

[J-P-27]

［講演取消］小樽運河周辺の歴史的建造物や倉庫を作っている石材の特徴とその由来につい

て、特に小樽軟石と札幌軟石についての文化地質学的検討

*北海道龍谷学園 小樽双葉高等学校 科学同好会1 (1. 北海道龍谷学園小樽双葉高等学校 科学同好会)
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セッションポスター発表 | T1 ［トピック］変成岩とテクトニクス

EDI

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T1_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster01-10] T1 ［トピック］変成岩とテクトニクス（10件分）

[T1-P-1]
九州中部肥後変成帯に産する高度変成岩のシュードセクション解析による変成温度圧力見積も

り

*小林 記之1 (1. 名古屋学院大学)

ECS
[T1-P-2]
Structural evolution of the Instekleppane, Lutzow-Holm Complex: Deformation patterns in
high-grade zones of east Antarctica

*Sreehari Lakshmanan1, Tatsuro Adachi2, Yuki Mori3, Tomokazu Hokada4 (1. Shimane U. , 2.
Kyushu U., 3. JASRI, 4. NIPR)

[T1-P-3]
東南極・リュツォ-ホルム岩体西部に分布する太古代末期TTG地塊の分布とテクトニクス

*中野 伸彦1、馬場 壮太郎2、加々島 慎一3、Wahyuandari Fransiska, A.C.1 (1. 九州大学、2. 琉球大
学、3. 山形大学)

[T1-P-4]
関東山地，金峰山花崗岩の周囲に発達する接触変成帯の熱構造

*山岡 健1、村上 大知2、中澤 明子2、延原 香穂2、森 宏2 (1. 産業技術総合研究所、2. 信州大学)

[T1-P-5]
東南極リュツォ・ホルム岩体，西オングル島のミグマタイトの年代論

*加々島 慎一1、馬場 壮太郎2、中野 伸彦3、谷 健一郎4 (1. 山形大学、2. 琉球大学、3. 九州大学、4. 国
立科学博物館)

学生優秀発表賞エントリー ECS
[T1-P-6]
下部地殻変形における地震サイクルと溶質移動の役割: 東南極，ナピア岩体での観察から

*村山 燎1、スリハリ ラクシュマナン1 (1. 島根大学)

学生優秀発表賞エントリー ECS
[T1-P-7]
山口県柳井地域領家変成帯の石灰岩に伴う反応帯の交代反応

*長岡 魁人1、池田 剛1 (1. 九州大学大学院理学府地球惑星科学専攻)

[T1-P-8]
北海道えりも町の日高変成帯上部層における変成作用と砕屑性ジルコンU-Pb年代

*高見 柊二1、植田 勇人1、豊島 剛志1、高橋 千絢 (1. 新潟大学)

[T1-P-9]
東南極リュツォ・ホルム岩体スカーレンのざくろ石片麻岩中のナノ花崗岩包有物

*松本 祐門1、池田 剛1 (1. 九州大学)

[T1-P-10]
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愛媛県高縄半島，領家変成岩類中に産するスピネル-コランダム片岩

*椿 陽仁1、澁谷 奨1 (1. 株式会社地圏総合コンサルタント)
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セッションポスター発表 | T1 ［トピック］変成岩とテクトニクス

EDI

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T1_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster01-10] T1 ［トピック］変成岩とテクトニクス（10件分）

[T1-P-1] 九州中部肥後変成帯に産する高度変成岩のシュードセクション解析に
よる変成温度圧力見積もり

*小林 記之1 (1. 名古屋学院大学)
キーワード：肥後変成帯、高度変成岩、シュードセクション、ミグマタイト、変成温度圧力経路

　九州中部肥後変成帯は、九州中部・臼杵－八代構造線の北側に位置し、東西方向に約25
km、南北方向に約7 kmの東西性の地質構造からなり、帯状に分布している。砂泥質変成岩
の鉱物組み合わせにより肥後変成帯は、次のA～Eの5帯に変成分帯されている。A帯：緑泥
石-白雲母、B帯：黒雲母-白雲母-紅柱石、C帯：カリ長石-珪線石-黒雲母、D帯：ザクロ石-菫
青石-黒雲母、E帯：斜方輝石-ザクロ石-黒雲母 (Nagakawa et al., 1997)。Miyazaki (2004)は
低温部から高温部にかけて、Biotite zone、Sillimanite zone、Garnet-cordierite Ⅰ (GCⅠ)
zone、Garnet-cordierite Ⅱ (GCⅡ) zoneに再区分している。肥後変成帯の高温部にはミグマ
タイトが産し、部分溶融が生じていたと考えられている（e.g. Obata et al., 1994; Osanai et
al., 1996; Kobayashi et al., 2005）。小林 (2023) は、肥後変成帯に産する高度変成岩を用い
て、シュードセクション解析を行い、鉱物共生から、変成温度圧力推定を実施した。

本研究では、さらに熱力学的解析の「シュードセクション法」を用いて、高度変成岩中に含

まれるザクロ石の化学組成から、変成温度圧力見積もりを実施した。シュードセクション解

析には、Kobayashi et al. (2005)の、肥後変成帯に産する泥質片麻岩の平均全岩化学組成を
用いた。また、de Capitani & Petrakakis (2010)のTheriak-Domino softwareを用いて、
NCKFMASHTO系のシステムで、1.0 wt% のH2Oを仮定して計算した。シュードセクション
解析から、肥後変成帯に産する高度変成岩中のザクロ石の化学組成に関して、pyrope成分：
Xprp = Mg/ (Fe+Mg+Ca+Mn)、 grossular成分：Xgrs = Ca/(Fe+Mg+Ca+Mn)を求め、ザクロ
石のpyrope成分とgrossular成分のIsoplethを得た。このザクロ石のXprpとXgrs Isoplethを用
いて、高温時の変成温度圧力条件の推定を行った。その結果、D帯では、約700-780℃、5-8
kbarが見積もられ、E帯では、約750-850℃、7-10 kbarが見積もられた。この、解析結果
と、D帯、E帯の従来の地質学的温度圧力計による変成温度圧力見積もり(e.g. Obata et al.,
1994; Osanai et al., 1996) は、ほぼ調和的である。しかし、シュードセクション解析によ
る、E帯を特徴づける斜方輝石(Opx)の出現および珪線石(Sil)、菫青石(Crd)の消失領域は、＞
850℃、＞5 kbarの範囲であり(小林, 2023)、本研究のザクロ石の化学組成から見積もった変
成温度圧力は、E帯に関してやや低温が見積もられた。これは、高温変成作用を被った際、
ザクロ石に元素拡散が生じていたことが考えられる。さらにYoshimura and Obata (1995)
は、D帯に産する高度変成岩中のザクロ石から、顕著な組成累帯構造を報告している。この
ザクロ石のコアの組成を用いて、コア形成時の温度圧力の推定したところ、約300-450℃、
7-10 kbarが見積もれた。この結果から、D帯では、ザクロ石のコアは比較的、低温高圧条件
下で生成し、その後ザクロ石のリムの約700-780℃、5-8 kbarの高温条件に達した変成温度
圧力経路（P-T path）が推測される。
【引用文献】Nagakawa et al. (1997), Journal of the Geological Society of Japan, v. 103, p.
943-952. Miyazaki, K. (2004), Journal of Metamorphic Geology, v. 22 (9), p. 793-809.
Obata et al. (1994), Lithos, v. 32, p. 135-147. Osanai et al. (1996), Japan. Tectonics and
Metamorphism, SOUBUN Co., Ltd., p. 113-124. Kobayashi et al. (2005), Journal of
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Mineralogical and Petrological Sciences, v. 100, p. 1-25. 小林 (2023), 日本地質学会第130年
学術大会, T2-P-13. de Capitani & Petrakakis (2010), American Mineralogist 95, 1006-1016.
Yoshimura, Y. and Obata, M. (1995), Jour. Japan. Assoc. Mineral. Petrol. Econ. Geol., 90,80-
92.
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ECS

[T1-P-2] Structural evolution of the Instekleppane, Lutzow-Holm Complex:
Deformation patterns in high-grade zones of east Antarctica

*Sreehari Lakshmanan1, Tatsuro Adachi2, Yuki Mori3, Tomokazu Hokada4 (1. Shimane U. , 2.
Kyushu U., 3. JASRI, 4. NIPR)
キーワード：East Antarctica、Structural geology、Gondwana tectonics、Continental
collision

　We present comprehensive structural analysis of the Instekleppane outcrop, located in
the western part of the Lützow-Holm Complex (LHC), a high-grade metamorphic terrane
of Neoproterozoic to Cambrian age in East Antarctica. The approximately one-square-
kilometer outcrop is situated to the southwest of Syowa Station and to the east of the
Shirase Glacier and was systematically investigated as part of the 65th Japanese Antarctic
Research Expedition (JARE-65). The lithological assemblage at Instekleppane comprises
felsic orthopyroxene–biotite gneiss, garnet-bearing felsic granulite, magnesium–
aluminium-rich gneiss, mafic hornblende–orthopyroxene–clinopyroxene granulite,
ultramafic bodies, and minor granitic intrusions.Structural analysis reveals six distinct
stages of deformation, designated D0 through D5, of which four (D0 to D3) represent
major tectonometamorphic events. D0 corresponds to the development of primary
magmatic or sedimentary layering that is locally preserved in less-deformed lithologies.
D1 marks the formation of the earliest penetrative foliation, which is typically parallel to
the compositional layering and may represent transposed bedding or igneous banding.
The D2 event is characterized by layer-parallel stretching that led to the formation of
mafic boudins and the development of two generations of folds. The first folding phase
(F21) comprises recumbent, isoclinal, and intrafolial folds, while the second (F22) consists
of overturned folds; both generations display axial planes that trend approximately east–
west. D3 deformation is associated with the formation of upright to moderately plunging
open folds (F3) with northwest–southeast trending axial planes, marking a significant
change in the regional stress regime. The subsequent D4 phase is defined by reverse
shear zones that locally overprint earlier structures, and the final D5 phase is represented
by subvertical, high-strain zones accommodating strike-slip displacement.The
deformation history documented at Instekleppane shares multiple structural and
metamorphic features with those reported from other high-grade terranes in the Lützow-
Holm Complex, such as Rundvågshetta and Langhovde. This suggests a regionally
coherent ductile deformation history during the tectonic evolution of the LHC, reflecting
large-scale crustal reworking processes associated with the assembly of East Gondwana.



日本地質学会第132年学術大会

©日本地質学会
- T1-P-3 -

セッションポスター発表 | T1 ［トピック］変成岩とテクトニクス

EDI

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T1_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster01-10] T1 ［トピック］変成岩とテクトニクス（10件分）

[T1-P-3] 東南極・リュツォ-ホルム岩体西部に分布する太古代末期TTG地塊の分
布とテクトニクス

*中野 伸彦1、馬場 壮太郎2、加々島 慎一3、Wahyuandari Fransiska, A.C.1 (1. 九州大学、2. 琉球
大学、3. 山形大学)
キーワード：太古代、TTG、アダカイト、リュツォ-ホルム岩体

　リュツォ-ホルム岩体はゴンドワナ大陸形成時の造山帯に位置し，大陸集合により形成され
た変成岩類が広く分布する．本岩体は，インヘリテッドジルコン年代に基づいてユニット区

分され，岩体西部には25億年前や20~18億年前の原岩年代をしめす変成岩が分布することが
明らかとなってきている（例えば，Dunkley et al., 2020）．一方で，現状では原岩形成時期
が決定した試料を用いた岩石成因学的解析が十分に行われていない問題点がある．

Takahashi et al. (2018) は，約18億年前の原岩年代をしめすアウストホブデの珪長質片麻岩
から25億年前のジルコン捕獲結晶を見出し，18億年前の珪長質マグマの成因を25億年前の
地殻の再溶融と解釈した．Nakano et al. (2025) は，岩体西部のベルナバネの多様な岩相の
全岩化学組成やジルコンHf同位体組成から，19~18億年前の島弧火成活動を追認するととも
に，25億年前の原岩がスラブ溶融によって形成されたことを指摘した．本発表では，より広
域的にゴンドワナ造山帯内における太古代末期〜古原生代地塊の分布やその形成・進化過程

の解明を目的とし，リュツォ-ホルム岩体西部の珪長質片麻岩と関連変成岩類の解析を実施し
た．

　調査対象とした露岩は，ルンドボークスヘッタ，ストランニッバ，インステクレパネ，ヒ

スタ，ベストホブデである．ルンドボークスヘッタ，ストランニッバ，ヒスタでは主要岩相

である輝石片麻岩類，インステクレパネでは露岩南部に分布するザクロ石−黒雲母片麻岩，
ベストホブデでは輝石片麻岩とザクロ石−黒雲母片麻岩を対象とした．これらの珪長質片麻
岩に加えて，ブロックとして産するマフィックグラニュライや変成輝岩，層状片麻岩として

産する砂泥質片麻岩，不調和レイヤーとして産する優白質片麻岩も対象とした．

　これらの結果，ヒスタおよびベストホブデを除く，すべての珪長質片麻岩は約25億年前の
上部切片年代をしめし，アダカイト質な化学組成をしめすことが明らかとなった．これらの

珪長質片麻岩の化学組成は著しく不均質 (例えば，SiO2 =53–73 wt%; K2O=0.7–6 wt%) であ
るにもかかわらず，ジルコンのHf同位体 (eHf=+3–+8) は均質であることから，すべての試料
の起源物質が同一，つまり太古代末期のTTGであり，後の同化作用や変成作用による元素移
動が示唆される．一方で，ヒスタの珪長質片麻岩はアダカイト組成をしめさず，その切片年

代は約19億年前であり，負のイプシロンHf値（-11–-9）をしめす．ベストホブデは輝石片麻
岩を含むすべての岩相で砕屑性ジルコンのプロファイルをしめし，その堆積上限年代は8億
年前よりも若い．

　年代測定を実施した8試料の苦鉄質岩のうち，原岩年代が得られたものは2試料のみであ
り，両者とも約25億年の切片年代をしめした．このうち1試料は，Crを約2300 ppm含む変
成輝岩である．ルンドボークスヘッタの2試料の泥質片麻岩は堆積上限年代をおよそ25億年
前として差し支えなく，28億年前よりも古いPb-Pb年代をしめすジルコンはほとんど検出さ
れなかった．優白質片麻岩のジルコンのインヘリテッドコアは珪長質片麻岩と同じ約25億年
前の切片年代をしめすが，オシラトリー累帯構造をしめすものは5.7億年前の年代をしめ
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し，この年代を結晶化年代と解釈できる．これらは極めて低いHf同位体比(eHf=-30–-15)で
特徴づけられる．

　以上の結果は，25億年前の原岩がリュツォ-ホルム岩体西部において普遍的に存在するこ
とをしめしている．また，その全岩化学組成（特にSr/YやLa/Yb）およびHf同位体比から，
その成因は海洋スラブの高角度の沈み込みとスラブ溶融，生成したスラブメルトとマントル

ウェッジとの反応に求めることが可能である．著しく古い砕屑性ジルコン年代が認められな

いことから，当時は初期島弧テクトニクス場と考えるのが妥当であろう．ヒスタの19億年前
の原岩とインステクレパネとストランニッバの5.7億年前の優白質片麻岩のジルコンの低い
Hf同位体比は，両者の原岩のマグマの起源が25億年前の地殻のリサイクルであることを示唆
している．つまり，主に25億年前に形成された地塊は，19億年前の島弧テクトニクス場にお
ける下部地殻の再溶融やゴンドワナ大陸形成初期における部分溶融現象を被っている．これ

らをもとに，本発表ではリュツォ-ホルム岩体における太古代末期〜古原生代地塊の起源につ
いても議論する予定である．

引用文献：[1] Dunkley et al. (2020), Polar Sci. 26, 100606. [2] Nakano et al. (2025),
Gondwana Res., 142, 73–91. [3] Takahashi et al. (2018), JAES 157, 245–268.
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[T1-P-4] 関東山地，金峰山花崗岩の周囲に発達する接触変成帯の熱構造

*山岡 健1、村上 大知2、中澤 明子2、延原 香穂2、森 宏2 (1. 産業技術総合研究所、2. 信州大学)
キーワード：接触変成帯、花崗岩、熱モデル、炭質物ラマン温度計

　接触変成帯はマグマが地殻中で移動あるいは定置する際に周囲に残される熱的痕跡であ

り，基本的には熱拡散による最高温度到達時の包絡温度の分布を示す．マグマ貫入による熱

影響のモデル化は，接触変成岩の温度―時間履歴や貫入前の母岩の背景温度の推定などに利
用することができる．しかし，しばしば接触変成作用の説明に用いられる熱モデルでは変成

温度や加熱時間を過大評価あるいは過小評価している可能性がある．これは，前者について

はマグマ貫入の時間スケールの過小評価（Annen, 2017），後者については系からのマグマ
流出を考慮していないこと（Yamaoka et al., 2023）に起因する可能性がある．したがっ
て，接触変成帯の適切な熱モデルは深成岩の形成史と整合するように慎重に構築する必要が

ある．

関東山地西部に位置する中新世の金峰山花崗岩は，化学組成が互いに似通う厚さ20–200 m
のシート状マグマが下方付加しながら漸増的に成長した記録を残している浅所貫入岩体であ

る（Yamaoka et al., 2025）．金峰山花崗岩は砂岩・泥岩を主体とする四万十帯白亜紀付加
体を貫いて顕著な接触変成作用を与えている．本研究では，接触変成岩に対して炭質物ラマ

ン温度計を適用することによって接触変成帯の熱構造を決定し，野外観察や貫入熱モデルと

比較することで，熱構造に影響を与えた深成岩形成プロセスや熱輸送プロセスを検討した．

炭質物ラマン温度計を用いて得られた接触変成帯の熱構造は，岩体の側壁において貫入境界

に向かう約250℃から約600℃までの連続的な温度上昇を記録しており，野外観察との組み
合わせから，泥質岩において約310℃で黒雲母が，約500℃で菫青石が出現したことが分か
る．これら変成鉱物の出現温度はギブス自由エネルギー最小化プログラムであるMAGEMin
（Riel et al., 2022）を用いたモデル計算と低圧条件（≤ 1 kbar）でよく合致する．貫入時の
マグマ温度を推定するため，rhyolite-MELTSを用いて結晶化モデリングを行なった結果，金
峰山花崗岩の典型的な晶出率を説明するためには約760℃でマグマが貫入する必要があるこ
とが明らかになった．結晶化モデリングの際の含水率（飽和）は花崗岩中の多数のmiarolitic
cavityの存在と，石基石英へのTi-in-quartz地質温度計の適用によるマグマ温度の制約からも
支持される．このマグマ温度の制約を用いて，球体状のマグマが瞬間的に貫入する仮定のも

と，解析解を用いた一次元熱伝導モデリングを行なった．その結果，現実的な母岩初期温度

の範囲では，炭質物ラマン温度に対して貫入境界付近で少なくとも50–80℃低温の熱構造が
形成されることが明らかとなった．このモデルと観測のギャップは，貫入境界付近で追加の

熱源が必要であることを示しており，熱水循環あるいはマグマの対流による貫入境界の効果

的な加熱が必要になる．また，金峰山花崗岩の定置履歴を考慮すると，接触変成帯において

貫入期間中に任意の時間で利用可能な熱は貫入マグマフラックスが低くなるほど減少するた

め，モデルと観測のギャップを小さくするには高いマグマフラックスが必要である．今後，

貫入時の対流やマグマフラックスと熱流体による移流の効果の寄与の程度はより詳細な数値

モデルにより検討する必要がある． 
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引用文献Annen (2017), doi:10.3389/feart.2017.00082, Riel et al. (2022),
doi:10.1029/2022GC010427, Yamaoka et al. (2023), doi:10.1130/G51563.1, Yamaoka et
al. (2025), doi:10.1111/iar.70014.
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[T1-P-5] 東南極リュツォ・ホルム岩体，西オングル島のミグマタイトの年代論

*加々島 慎一1、馬場 壮太郎2、中野 伸彦3、谷 健一郎4 (1. 山形大学、2. 琉球大学、3. 九州大学、4.
国立科学博物館)
キーワード：南極、ミグマタイト、原岩年代、火成年代、ジルコンU-Pb年代

　東南極リュツォ・ホルム岩体（LHC）には，新原生代〜カンブリア紀に活動した多様な変
成岩・深成岩が分布する．東部のプリンスオラフ海岸から西部のリュツォ・ホルム湾に面す

る宗谷海岸に向かって，角閃岩相からグラニュライト相へと累進的に変成度が上がるとされ

ている（Hiroi et al., 1991，Shiraishi et al., 1994, 2003など）．Shiraishi et al. (2008）は，
550〜520 Maに高度変成作用を被っており，ゴンドワナ超大陸集合の最終ステージと解釈し
ている．近年，LHCから多くのジルコンU-Pb年代が報告されており， Dunkley et al. (2020)
は，それらを正片麻岩，準片麻岩，および変動期〜後期の火成岩の3つに分類し，原岩・変
成・貫入年代を整理した．原岩年代に基づいて，LHC南西部から北東へ向かって，Inhovde
suite (1070-1040 Ma)，Rundvågshetta suite (2520-2470 Ma)，Skallevikshalsen suite
(1830-1790 Ma)，Langhovde suite (LHV, 1100-1050 Ma)，East Ongul suite (EOG, 630
Ma)，およびAkarui suite (970-800 Ma)と，LHCを細分化したユニット区分を提示している．
西オングル島はLHVに，隣接する昭和基地のある東オングル島は異なるスイート（EOG）に
区分されており，地質および年代の精査が求められている．西オングル島のジルコンU-Pb年
代は，正片麻岩から1096-1060 Maの原岩年代，552-520 Maの変成年代が報告されてい
る．非変形の後期火成岩（花崗岩質ペグマタイトなど）ジルコン年代は不明であるが，川野

（2018）によってpost metamorphic graniteのRb-Srアイソクロン年代として525±28 Maが
報告されている．本研究で用いるミグマタイトは，1つの試料の中で，黒雲母片麻岩，片麻
状構造に調和的な花崗岩，およびこれらに貫入する花崗岩質ペグマタイトを観察することが

できる．これらからそれぞれジルコンを分離し，原岩・変成・後期火成岩の活動年代を明ら

かにすることを目的とする．　ミグマタイトは母岩である黒雲母片麻岩と，片麻状構造に調

和的に花崗岩質部が脈状にあり，さらにこれらの構造を切って非変形の花崗岩質ペグマタイ

トが存在する．2cm厚のスラブを作製し，片麻岩主部，混在部，花崗岩部の3つのタイプに
分割するよう切断した．ジルコンの抽出から年代測定までは国立科学博物館の装置を使用し

た．結果概要を以下に示す．　ジルコンは自形性が強く，コアからリムにかけてoscillatory
zoningが認められる．リムに薄く輝度の高い部分があるほか，ジルコン内部にも高い輝度を
持つものもある．また一方で，輝度が低くoscillatory zoningが不明瞭なものや，わずかであ
るがfir-tree zoningのものも存在する．輝度が低いものはディスコーダントとなり年代値は
得られていない．何れの試料も年代の範囲がほぼ重複しており，ジルコン内部組織等の詳細

な検証が必要であるが，原岩年代として 1094-1004 Maが得られた．また，片麻岩のジルコ
ンのうち特にTh/U比が0.1以下のものは明らかに若い年代値を示す．これらだけで加重平均
を求めると540 Maとなり，変成年代を示すと考える．混在部および花崗岩部も同様にTh/U
比が0.1以下のものは若い年代値を示し，これらの年代範囲は527-517 Maとなる．これは変
成作用の後期または終了後間もなく花崗岩類が貫入していたことを示している． ＜引用文献
＞Hiroi et al. (1991) Geological Evolution of Antarctica, 83-87. Shiraishi et al. (1994)
Journal of Geology, 102, 47–65. Shiraishi et al. (2003) Polar Geosci., 16, 76-99. Shiraishi et
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al. (2008）Geol. Soc. London, special publication,308,21-67. Dunkley et al. (2020) Polar
Sci., 26, 100606. 川野（2018）地球環境研究, 20, 69-79.
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[T1-P-6] 下部地殻変形における地震サイクルと溶質移動の役割: 東南極，ナピア
岩体での観察から

*村山 燎1、スリハリ ラクシュマナン1 (1. 島根大学)
キーワード：シュードタキライト、マイロナイト、超高温変成岩

　The Napier Complex in East Antarctica is one of the few region on Earth that exhibits
extensive exposure of ultra-high temperature (UHT) metamorphic rocks. The timing of this
UHT metamorphism has been constrained to 2550-2480 Ma (Horie et al., 2012).
The Riier-Larsen Main Shear Zone (RLMSZ) divides the UHT region of the Napier Complex
into western and main blocks (Hokada. 1999). The RLMSZ is interpreted as a retrograde
shear zone (Sheraton et al., 1987), with its activity inferred to have occurred either
between 2400-700 Ma or more likely between 2500-2450 Ma ( Hokada et al., 2008). The
latter age range overlaps with the timing of UHT metamorphism, suggesting a possible
tectonometamorphic link. Presence of pseudotachylyte in RLMSZ is reported in previous
studies (Ishikawa et al., 2000), but detailed studies about their origin are not documented
yet.
Recently, pseudotachylytes generated in the lower crust have been increasingly
recognized as being associated with fluid infiltration and as precursors to ductile shear
zones (Menegon et al., 2017; Michalchuk et al., 2023). Lower crustal pseudotachylytes
have been reported, for example, from Tonagh Island (Toyoshima et al., 1999) in the
Napier Complex, yet the possibility of lower crustal earthquakes along the RLMSZ has not
been thoroughly investigated.
This study aims to investigate the field relationships, microstructures, and chemical
compositions of pseudotachylyte and mylonite derived from the RLMSZ, in order to
evaluate the tectonic evolution of the RLMSZ and its link to UHT metamorphism.
The major lithounit in the RLMSZ is a felsic gneiss composed of quartz, feldspar,
pyroxene, amphibole, and opaque minerals. This felsic gneiss has been strongly
mylonitized, with pyroxene porphyroclasts showing evidence of a top-to-the-west sense
of shear. These pyroxene porphyroclasts are partially altered to amphibole along cleavage
planes, suggesting syn-tectonic fluid activity under upper amphibolite facies condition.
Pseudotachylytes observed in the RLMSZ can be classified into four types (one
undeformed and three deformed) based on field relationships and microstructural
characteristics. Deformed pseudotachylyte veins contain porphyroclastic clasts, primarily
recrystallized quartz or feldspar, set within a fine-grained matrix. This matrix is dominated
by amphibole, with minor biotite, ilmenite, and traces of pyroxene, all aligned parallel to
the shear plane, indicating ductile overprinting.
In mylonitic rocks associated with the deformed pseudotachylyte, short black veins–
interpreted as pressure-solution seams–are observed parallel to foliation. These seams
are composed mainly of ilmenite with minor biotite and are restricted to the mylonitic
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basement and deformed pseudotachylyte. They are absent in the undeformed
pseudotachylyte and the associated undeformed host rock.
Chemical compositions and temperature estimates using two-pyroxene thermometry
indicate that the pyroxene porphyroclasts in the mylonite deformed under ultra-high
temperature (UHT) conditions. This implies that the RLMSZ initially developed during or
shortly after peak UHT metamorphism. The microstructures of the deformed
pseudotachylyte reflect an evolution from brittle failure to ductile deformation, with
amphibole-rich matrices suggesting fluid infiltration following seismic slip. The amphibole
alteration of pyroxene and its presence in the mylonitic matrix further supports the role
of fluids in the deformation history. Moreover, the occurrence of pressure-solution seams
points to an interseismic deformation mechanism involving solution transfer.
Our observations suggest a multi-stage evolution of the RLMSZ, beginning with the
formation of a lower crustal shear zone during UHT metamorphism. This was followed by
the generation of lower crustal earthquakes under upper amphibolite-facies conditions,
which triggered fluid infiltration and the development of a ductile shear zone. Pressure-
solution features indicate interseismic deformation linked to fluid presence, while the
presence of multiple brittle–ductile overprints suggest repeated earthquake cycles,
possibly related to shear zone reactivation or exhumation. This study highlights the
processes through which UHT lower crust is deformed, emphasizing how fluid infiltration
is facilitated and how deformation becomes localized, leading to zones of intense strain.
We conclude that lower crustal earthquakes, coupled with fluid-assisted ductile
deformation, play a critical role in the tectonic evolution of deep crustal shear zones in the
Napier Complex and similar high-grade terranes.
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学生優秀発表賞エントリー ECS

[T1-P-7] 山口県柳井地域領家変成帯の石灰岩に伴う反応帯の交代反応

*長岡 魁人1、池田 剛1 (1. 九州大学大学院理学府地球惑星科学専攻)
キーワード：後退変成作用

　山口県柳井地域の領家変成帯の最高変成度のざくろ石―菫青石帯には、石灰岩と珪質岩が
反応帯を伴って産する。本研究では、反応帯形成時の反応を明らかにした。

　反応帯は、石灰岩内に発達する反応帯Aと石灰岩-珪質岩境界に発達する反応帯Bに区別さ
れる。反応帯Aの構成鉱物は、単斜輝石(Cpx)、斜長石(Pl)、スフェーン(Sph)、カリ長石
(Kfs)、ゾイサイト(Zo)であり、反応帯Bでは、これに珪灰石(Wo)が加わる。Cpx、Plは反応帯
全域に遍在している。Kfs、Sphは反応帯中心部に産する。Woは石灰岩側と珪質岩側の両方
に産し、反応帯に対して斜交して発達する。Zoは石灰岩側と反応帯中央部側の両方に産し、
反応帯に対して直交して発達する。反応帯A中央部のZoはPlリムを置換している。反応帯B中
央部のZoは単結晶として産する。
　石灰岩と珪質岩のバルクはほぼCaCO3とSiO2と近似できる。これらの成分では反応帯に産

するWo以外の鉱物を説明することはできない。反応帯中心部に産するSph、Cpx、Kfsはそ
れぞれTiとMg(+Fe)とKを含む唯一の鉱物である。それらの元素が系外から反応帯中心部にの
み供給されることは考えにくい。言い換えればSph、Cpx、Kfsは元々存在していたと考えら
れる。PlリムをZoが置換する組織は、Plも元々存在していたことを示唆する。これらの鉱物
を含む層として、塩基性岩層が考えられる。反応帯は石灰岩、珪質岩、塩基性岩層の間の交

代反応によって形成されたと考えられる。

　反応帯の縁辺部に産するWoは、石灰岩と珪質岩との以下の反応で生成したと解釈され
る。

石英 + 方解石 = 珪灰石 + CO2　―反応①
(SiO2 + CaCO3 + CaSiO3 = CO2)
　反応帯縁辺部と中央部に産するZoは、石灰岩と反応帯中央部のPlとの以下の反応で生成し
たと解釈される。

斜長石 + 方解石 + H2O = ゾイサイト + CO2 ―反応②
(3CaAl2Si2O8 + CaCO3 + H2O + 2CaAl3Si3O12(OH) + CO2)
　反応①は定圧で右辺が高温、反応②は左辺が高温である(Kerrick, 1974)。左辺は高CO2環

境下において安定で、右辺は低CO2環境下において安定である。したがって、両反応が右辺

に進行するためには、粒間流体のXCO2が減少する必要がある。XCO2の減少の原因は系外か

らのH2O流体の流入と考えられる。　　　
　ざくろ石―菫青石帯の最高変成時には、粒間流体が存在しない脱水融解反応が進行してい
たと考えられている(Ikeda, 2004)。そのような条件では、系外からのH2O流体の流入は期待
されない。H2O流体の流入及び反応帯の形成は、後退変成作用時に生じたと考えられる。

引用文献
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[T1-P-8] 北海道えりも町の日高変成帯上部層における変成作用と砕屑性ジルコ
ンU-Pb年代

*高見 柊二1、植田 勇人1、豊島 剛志1、高橋 千絢 (1. 新潟大学)
キーワード：変堆積岩、日高変成帯、ジルコンU-Pb年代

　【はじめに】　北海道中軸部に位置する日高変成帯は，高温低圧型の変成岩と深成岩類か

ら構成され，島弧のような火成活動帯の下部～上部地殻の衝上帯とみなされている．これら

は，大陸地殻の成長過程を理解する鍵として，研究が進められてきた．近年，ジルコンU-Pb
年代から，日高変成帯では古第三紀（35Ma頃）と中新世（20Ma頃）の２度の変成イベント
があったと考えられるようになった．（Kemp＆Shimura, 2007）．多くの研究が行われて
きた高変成度の下部層では，中新世のグラニュライト相変成作用やマイロナイト化の影響が

強く，変成帯形成初期の情報は断片的である．一方，日高変成帯南東部のえりも町～広尾町

にかけて分布する上部層相当の変成岩からは広域的に古第三紀の黒雲母K-Ar年代が報告され
ており（佐伯ほか，1995），変成帯形成の初期段階の情報が得られやすいことが期待され
る．そこで本研究では，えりも町地域の変成岩類について調査を行い，変成作用および砕屑

性ジルコンU-Pb年代を検討した．
【地質概説】本調査地域の日高変成帯では，砂泥質変成岩を主体とし，少量の苦鉄質変成岩

を伴う．西側は中部トーナル岩と断層で接する．このトーナル岩に隣接した地域のうち，西

部では変成岩類は東～北東に傾斜した片理が認められるが，東部では片理を欠いた塊状で，

原岩の堆積構造がよく残されている．これら堆積岩を原岩とする変成岩には各所で石灰質ノ

ジュールを含んでいる様子が見られる．このほか，各所で花崗質岩が変成岩の片理面を切っ

て貫入している．

【変成作用】砂泥質岩では，黒雲母＋斜長石＋石英±白雲母が広く分布するが，西部では菫
青石＋黒雲母＋斜長石＋石英±白雲母±カリ長石およびザクロ石＋黒雲母＋斜長石＋石英±白
雲母±菫青石±カリ長石の組み合わせが見られるようになる．苦鉄質片岩は，普通角閃石＋斜
長石＋Caザクロ石＋石英で構成される．砂泥質変成岩の鉱物組み合わせに基づき，本地域を
黒雲母帯とザクロ石帯に分帯した．また，Wu（2015）によるザクロ石―黒雲母―白雲母―
斜長石温度圧力計によって見積もられた温度圧力は580～600℃，3～6kbであった．
【砕屑性ジルコンU-Pb年代】砂質変成岩から得られた砕屑性ジルコンU-Pb年代の最若集団
は51および58Maであった．日高変成帯から漸移するとされる中の川層群では，
48.8±0.4Ma(札内川層)や64.6±1.1Ma(広尾コンプレックス酸性凝灰岩) などの年代が報告さ
れている(七山ほか第124回学術大会講演要旨 )．今回得られたジルコンU-Pb年代は，原岩が
中の川層群であったことを支持する．

引用文献

Shiba.M,1988, J. Metamorphic Geol 6 273-296
大和田正明1989，地質学雑誌，95，3，227-240
佐伯ほか，1995岩鉱，9，297－309
Kemp&Shimura, 2007, Geology,35(9),807-810
七山太ほか(2017)地質学会講演要旨
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[T1-P-9] 東南極リュツォ・ホルム岩体スカーレンのざくろ石片麻岩中のナノ花
崗岩包有物

*松本 祐門1、池田 剛1 (1. 九州大学)
キーワード：ナノ花崗岩包有物、リュツォ・ホルム岩体、ざくろ石

　ナノ花崗岩包有物は，岩石の部分融解により生じたメルトが変成鉱物中に取り込まれ結晶

化することで形成される．ナノ花崗岩包有物は世界各地の高温の変成帯で見つかっており，

東南極リュツォ・ホルム岩体のグラニュライト相の地域でも報告されている(Hiroi et al.,
2023)．今回，多量のナノ花崗岩包有物がスカーレン地域のざくろ石片麻岩のざくろ石中に
産することを発見した. 本研究では，ナノ花崗岩包有物の化学組成を推定し，ざくろ石の成
長中に存在したメルトの特徴を明らかにした．

試料のざくろ石は粒径10 mm程度の斑状変晶であり，凹凸に富む形状を示す．ナノ花崗岩包
有物の粒径は15-80 µmであり，外形は球状から不定形まで様々な形状を示す．一部はホス
トのざくろ石のクラックと接続している．ナノ花崗岩包有物の構成鉱物は現時点で確認でき

ているもので，石英, 斜長石, カリ長石, 黒雲母であり，各粒子が10 µm未満の非等粒状組
織・granopyllic組織を示す．
ナノ花崗岩包有物のバルク組成を推定するために，包有物全体を網羅する範囲を測定し，分

析値からホストざくろ石の組成をFe含有量がゼロになるまで差し引いて，推定値の上限と定
めた．下限はザクロ石と包有物を共に含む実測の値とした．定量精度を維持するためには分

析値を直径40 µm未満にする必要があるため，粒径20 µm未満の包有物を分析した．今回は
クラックを伴わない包有物を検討した．

ホストのざくろ石のXCa(=Ca/(Fe+Mg+Mn+Ca))は0.03-0.11の範囲で変動し, コアで低くマン
トルで上昇しリムで減少する．ざくろ石の#Mg (=Mg/ (Fe+Mg))やXMn (=Mn/
(Fe+Mg+Mn+Ca))は一定である．ほとんどのナノ花崗岩包有物がざくろ石中心部のXCa=0.04-
0.06の範囲に集中して分布する. ナノ花崗岩包有物の推定されるバルク組成は，AKF図上で下
限から上限に向かってAが増加する包有物と減少する包有物の2種類に分かれる．前者は泥岩
の部分融解実験で生じるメルト(Vielzeuf and Holloway, 1988)の範囲と重複する．組成は包
有物の粒径や包有場所と相関を持たない．

ナノ花崗岩包有物がざくろ石のXCaのほぼ等しい領域に分布することは, ほぼ同時期にざくろ
石に取り込まれたことを示唆する. にもかかわらず，ナノ花崗岩包有物の組成が異なるの
は，包有される前に粒界に存在していたメルトの組成が不均質だったことを意味する．上限

に向かってAが増加する包有物は，泥岩の部分融解メルトであったと解釈できる． 

文献

Veelzeuf and J. R. Holloway (1988) Experimental determination of the fluid-absent melting
relations in the pelitic system. Consequences for crustal differentiation. Contributions to
Mineralogy and Petrology, 98, 257-276.
Hiroi, T. Hokada, T. Adachi, K. Shiraishi, Y. Motoyoshi, and E. S. Grew (2023) Nanogranitoid
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[T1-P-10] 愛媛県高縄半島，領家変成岩類中に産するスピネル-コランダム片岩

*椿 陽仁1、澁谷 奨1 (1. 株式会社地圏総合コンサルタント)
キーワード：領家変成帯、角閃岩相、高縄半島、コランダム、ヘルシナイト

　領家帯では，コランダムやスピネルを含む泥質変成岩が様々な場所で報告されている(手
塚, 1983; 瀬尾ほか, 1984; Okudaira et al., 1993; 馬場, 1997など)．コランダムとスピネル
(ヘルシナイト)を両方含む変成岩が報告されているのは，馬場 (1997)とOkudaira et al.
(1993)のみである．
　本研究地域は愛媛県高縄半島西部に位置する．本地域は，北部から南部にかけて白亜紀の

角閃石黒雲母花崗閃緑岩体 (以下，松山岩体)，領家変成岩類が分布する (越智, 1982)．松山
岩体は，変成岩類の片理面に対して非調和的に貫入している．変成岩類は，鳥海ほか (1991)
と宮崎ほか (2016)，椿・志村 (2024)などにより変成分帯と変成度の検討などが行われてい
る．変成岩類は，主に白雲母黒雲母片岩が分布している．最高変成度ではざくろ石＋菫青石

が共生する変成岩が産し，その変成温度条件は約620‒670℃である．これまでにこの地域か
らコランダムやスピネルを含む変成岩の報告はされていない．

　本発表では，高縄半島において確認されたヘルシナイト‒コランダム片岩の岩石記載や鉱

物化学組成について報告する．また，その組織の形成反応について考察する．

　ヘルシナイト‒コランダム片岩は，松山市青波川の松山岩体と変成岩類の貫入境界付近に

産する．ヘルシナイト‒コランダム片岩の構成鉱物は，石英・斜長石・黒雲母・白雲母・コ

ランダム・ヘルシナイト，少量のイルメナイト・ルチル・燐灰石である．コランダムは斑状

変晶として産する．コランダム中に，白雲母・イルメナイト・斜長石が包有されている．コ

ランダムの周縁部には，ヘルシナイト・黒雲母・斜長石からなるコロナ状組織が見られる

(Fig. 1A)．ヘルシナイトの周縁部には，白雲母が産する (Fig. 1B)．コランダム中に包有され
ている白雲母の組成は，2K/(K＋Na) ＝ 0.99‒1.07でパラゴナイト成分に富んでいる．コラン
ダム中に包有されている斜長石の組成は，An3‒4 Ab95‒96である．ヘルシナイトはオープン

ニコルでは濃緑色を示し，組成はHc90‒95 Spl4‒6 Ghn1‒4である．ヘルシナイトの周縁部に産

する白雲母のZ軸色は淡褐色であり，組成は2K/(K＋Na) ＝ 1.86‒1.96でマスコバイト成分に
富んでいる．

　これらの産状と鉱物化学組成より，ヘルシナイト‒コランダム片岩は，①コランダムを形

成する反応と②ヘルシナイトを形成する反応が順に起きたと考えられる．コランダムは温度

上昇により，Helgeson et al. (1978)などの
　Pg → 2Crn ＋ 2Ab ＋ 2H2O
により形成されたと考えられる．この変成反応が起こる温度条件は570℃程度であり，椿・
志村 (2024)の最高変成温度条件の620‒670℃より低い．
　ヘルシナイトはコランダムの周縁部にコロナ状に産することから，ヘルシナイトの形成に

コランダムは関与していると考えられる．
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セッションポスター発表 | T2 ［トピック］マグマソース・マグマ供給系から火山体形成・熱水変質まで

EDI

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T2_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster11-35] T2 ［トピック］マグマソース・マグマ供給系から火山体形
成・熱水変質まで

学生優秀発表賞エントリー ECS
[T2-P-1]
屋久島花崗岩に含まれる正長石巨晶の成長過程

*垣内 拓馬1、下司 信夫1、寅丸 敦志1 (1. 九州大学)

[T2-P-2]
九州中部の白石野花崗閃緑岩体の石英のカソードルミネッセンスパターンとTi濃度：マグマ溜り
内での石英の結晶化プロセスの解明

*小北 康弘1,2、城崎 陽太1、加藤 丈典3、湯口 貴史1 (1. 熊本大、2. 山形大、3. 名古屋大)

学生優秀発表賞エントリー ECS
[T2-P-3]
九州中部の白石野花崗閃緑岩のジルコンU-Pb年代，Ti濃度およびTh/Uの同時定量分析：花崗岩
質マグマの冷却プロセスの解明

*坂元 翔1、小北 康弘2、坂田 周平3、井村 匠4、横山 立憲2、大野 剛5、湯口 貴史1 (1. 熊本大学、2. 国
立研究開発法人日本原子力研究開発機構、3. 東京大学地震研究所、4. 山形大学、5. 学習院大学)

[T2-P-4]
マグマ溜り内でのジルコン成長：内部構造とU-Pb年代，チタン濃度，Th/Uの関係

*湯口 貴史1、遠藤 京香2、鈴木 哲士2、小北 康弘3、坂田 周平4、横山 立憲3、井村 匠2、大野 剛5、笹

尾 英嗣3 (1. 熊本大学、2. 山形大学、3. 日本原子力研究開発機構、4. 東京大学地震研究所、5. 学習院
大学)

学生優秀発表賞エントリー ECS
[T2-P-5]
第四紀黒部川花崗岩のジルコン中メルト包有物記載

*田口 湧一1、齊藤 哲2 (1. 愛媛大学理学部理学科地学コース、2. 愛媛大学大学院理工学研究科)

学生優秀発表賞エントリー

[T2-P-6]
ジルコン中メルト包有物を用いた山陽帯土生花崗岩質岩体のマグマ固結深度見積もり

*熊谷 汐莉1、齊藤 哲1 (1. 愛媛大・院理)

[T2-P-7]
熊野灘で観測された局所的海底圧変動の力学モデルの考察

*有吉 慶介1、永野 憲1、長谷川 拓也2、中野 優1、松本 浩幸1、高橋 成実3、堀 高峰1 (1. 海洋研究開発
機構、2. 気象庁、3. 防災科学技術研究所)

[T2-P-8]
放射状岩脈の中心近傍の低い流体圧比：天草下島，富岡半島の例

*牛丸 健太郎1 (1. 産業技術総合研究所地質調査総合センター)

学生優秀発表賞エントリー

[T2-P-9]
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東北日本、秋田駒ケ岳火山の山体発達史

*田次 将太1、中川 光弘1、和知 剛2、松本 亜希子1、栗谷 豪1 (1. 北海道大学、2. 株式会社エンバイ
オ・エンジニアリング)

[T2-P-10]
兵庫県姫路市南東部に分布する白亜紀火山岩類の岩相と層序

*毛利 元紀1、原田 正信2 (1. 岡山地学概査会事務局、2. 兵庫古生物研究会)

[T2-P-11]
秋田県八峰町，泊海岸の上部中新統～鮮新統「素波里安山岩」にみられる枕状溶岩と偽枕状溶

岩の岩石記載と粘性

*相澤 正隆1、安井 光大2,3、井村 匠4、星出 隆志5、橋本 純6、澤藤 凌太2、今井 遼2、畠山 富昌2、児

玉 重樹2、浅川 敬公2、伴 雅雄4、林 信太郎7 (1. 北海道教育大学札幌校、2. （株）創研コンサルタン
ト、3. 八峰白神ジオパークガイドの会、4. 山形大学理学部、5. 秋田大学大学院国際資源学研究科、6.
ジオわーくサイエンス、7. 秋田大学名誉教授)

学生優秀発表賞エントリー ECS
[T2-P-12]
番川かんらん岩捕獲岩の構造岩石学的研究

*平田 悠馬1、道林 克禎1、田村 明宏2、森下 知晃2、荒井 章司2 (1. 名古屋大学大学院 環境学研究科
（岩鉱）、2. 金沢大学)

学生優秀発表賞エントリー

[T2-P-13]
オマーン・オフィオライト南部, 新期拡大セグメント地殻セクションの地球化学的特徴とその意
義

*荒岡 柊二郎1、錦蛇 真理1 (1. 北海道大学)

学生優秀発表賞エントリー

[T2-P-14]
カメルーン中央西部，マヌーン湖マール噴出物に捕獲されたパンアフリカン花崗岩片のジルコ

ンU-Pb年代

*中屋敷 実春1、長谷川 健1、伊藤 久敏2、AKA Festus1 (1. 茨城大学大学院、2. 一般財団法人電力中央
研究所)

ECS
[T2-P-15]
西南日本内帯中国・四国地域に分布する深成岩類の定置圧力解析 ～角閃石の高温高圧実験デー
タの多変量解析に基づく地質温度圧力計を用いて～

*中橋 甲斐1、齊藤 哲2 (1. 株式会社蒜山地質年代学研究所、2. 愛媛大学理工学研究科)

ECS
[T2-P-16]
愛媛県芸予諸島大島に分布する白亜紀花崗岩類の酸化還元状態の推定

*下岡 和也1、齊藤 哲2、壷井 基裕1 (1. 関西学院大学、2. 愛媛大学)

[T2-P-17]
山口県萩市須佐地域に産する高山斑れい岩体の形成過程

*嶋田 翔1、江島 圭祐2 (1. 山口大学、2. 山口大学創成科学研究科)

ECS
[T2-P-18]
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隠岐島前の大山石英閃長岩の岩相区分:多世代マグマ活動の示唆

*中山 瀬那1、遠藤 俊祐2 (1. 隠岐ジオパーク推進機構、2. 島根大学)

学生優秀発表賞エントリー ECS
[T2-P-19]
中国山地東部沖ノ山・波賀累帯深成岩体の地球化学研究

*木内 翔太1、下岡 和也1、壷井 基裕1 (1. 関西学院大学)

学生優秀発表賞エントリー ECS
[T2-P-20]
鳥取県溝口地域の花崗岩類の岩相区分と対比

*磯山 未遊1、遠藤 俊祐1 (1. 島根大学)

学生優秀発表賞エントリー ECS
[T2-P-21]
琵琶湖南部に分布する後期白亜紀野洲花崗岩体の地球化学的研究

*中村 一喜1、下岡 和也1、壷井 基裕1 (1. 関西学院大学)

[T2-P-22]
九州中央山地に産する市房山花崗閃緑岩体の岩石学的特徴

*坂元 伸晟1、江島 圭祐2 (1. 山口大学、2. 山口大学創成科学研究科)

学生優秀発表賞エントリー ECS
[T2-P-23]
北部九州，朝倉花崗閃緑岩の南北縦断組成変化と岩体成長過程

*濱野 裕大1、江島 圭祐1、山田 来樹2、横山 立憲3、小北 康弘3 (1. 山口大学創成科学、2. 産業技術総
合研究所、3. 日本原子力開発機構)

[T2-P-24]
溶岩組成の多変量統計解析に基づく箱根火山のマグマ多様性

*廖 鑫1、岩森 光1、坂田 周平1、高橋 正樹2、長井 雅史3 (1. 東京大学　地震研究所、2. 日本大学　文
理学部　地球科学科、3. 国立研究開発法人防災科学技術研究所)

[T2-P-25]
FAIR原則に準ずる地球化学データの統合基盤構築およびデータ駆動型解析への展開

*山口 純平1、江島 圭祐2 (1. 山口大学理学部、2. 山口大学創成科学)
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2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T2_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster11-35] T2 ［トピック］マグマソース・マグマ供給系から火山体形
成・熱水変質まで

学生優秀発表賞エントリー ECS

[T2-P-1] 屋久島花崗岩に含まれる正長石巨晶の成長過程

*垣内 拓馬1、下司 信夫1、寅丸 敦志1 (1. 九州大学)
キーワード：花崗岩、正長石巨晶

　屋久島花崗岩は四万十層群の付加体堆積物に貫入した、約400 km2の露出面積をもつ大型
の深成岩体であり、正長石巨晶を含む一様な斑状組織が特徴である。正長石巨晶は最大

14cmに達し、明瞭なカールスバッド双晶と高い自形性を示す。また正長石巨晶の断面では
黒雲母などの包有鉱物が結晶の外形に平行に配列し、1~3層程度の累帯構造をしていること
が知られている（佐藤・長浜, 1979）。
Kawachi and Sato (1978)は、正長石巨晶がマグマ結晶化の初期段階に形成されたと解釈し
た。しかし巨晶の成長環境や各鉱物の晶出順序については明らかになっていない。そこで本

研究では、正長石巨晶の内部組織観察・鉱物組成分析を行い、その成長過程について議論す

る。

正長石巨晶の強い自形性や定向配列、巨晶内の黒雲母・斜長石結晶包有物が自形で巨晶外形

に平行に配列していることは、結晶が回転できる程度にメルトリッチな環境で巨晶が懸濁し

ていたことを示唆する。また包有結晶の粒径が巨晶内部の包有位置によらず基質の鉱物結晶

と比較して明確に小さいことは、正長石巨晶がほとんど完成したあとで基質鉱物結晶がさら

に成長したことを示唆する。巨晶正長石のOr#(=K/( Na+K+Ca)×100)の組成幅は
Or#=30~90、平均値はOr#=76であり、コアからリムにかけて緩やかに上昇する。一方で基
質部にある他形の正長石はOr#=80~90と巨晶に比べ高い値をとる。このような形状と組成
の違いから両者の形成ステージが明確に区別でき、巨晶が完成した後で基質正長石が晶出し

た可能性が高い。加えて、巨晶内のBa成分が累帯構造を示しリムにはほとんど含まれないこ
と、基質正長石にBaがほとんど含まれないことが明らかになった。これは正長石にBaが取り
込まれやすく、巨晶完成後のメルト中Ba濃度が低い環境で基質正長石が形成したことを示唆
する。カリ長石中のBa拡散係数は小さいため、累帯構造は巨晶が形成した当時の状態を保持
している成長過程の記録として重要な意味を持つ。

（引用文献）

佐藤・長浜 (1979) 屋久島西南部の地質, 地域地質研究報告（５万分の1図幅）, 地質調査所.
Kawachi and Sato (1978) Neues Jahr. Mine. Abh., Bd. 132, 136-152.
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[1poster11-35] T2 ［トピック］マグマソース・マグマ供給系から火山体形
成・熱水変質まで

[T2-P-2] 九州中部の白石野花崗閃緑岩体の石英のカソードルミネッセンスパ
ターンとTi濃度：マグマ溜り内での石英の結晶化プロセスの解明

*小北 康弘1,2、城崎 陽太1、加藤 丈典3、湯口 貴史1 (1. 熊本大、2. 山形大、3. 名古屋大)
キーワード：白石野花崗閃緑岩体、石英、カソードルミネッセンスパターン、Ti濃度、マグマ溜り
プロセス

　プレート収束帯での火成活動は地史を通して一定ではなく，フレアアップと呼ばれる大規

模なマグマ活動が存在する（Paterson and Ducea, 2015, Elements）．白亜紀のフレアアッ
プを示す深成岩体のうち，九州中部の白石野花崗閃緑岩体（以下，白石野岩体）は，朝鮮半

島南部～九州中部に分布する白亜紀深成岩類の中で最南端に位置し，貫入時期（121±14
Ma；全岩Rb-Srアイソクロン年代）が最も古いと推定されている（亀井ほか, 1997, 岩鉱）．
ゆえに，白石野岩体の形成に係るマグマ溜りプロセスを明らかにすることは，白亜紀のフレ

アアップをもたらした火成活動のメカニズムを解明するうえで重要な知見となる．白石野岩

体は肥後深成岩類を構成する1岩体であり，Rb-Sr全岩アイソクロン年代は121 ±14 Maであ
ることが報告されている（亀井ほか, 1997, 岩鉱）．肥後深成岩類は臼杵-八代構造線の北側
に位置し，肥後深成岩類の中で白石野岩体は東西に伸びる帯状の分布を持つ（Yamamoto,
1962, Bull. Fukuoka Gakuin Univ.; 亀井ほか, 1997, 岩鉱）．本研究では，白石野岩体に産
出する石英に着目し，石英のカソードルミネッセンス（CL）像解析とTi濃度定量分析に基づ
き，マグマ溜り内での石英の結晶化プロセスを解明する．石英のTi濃度定量分析には，名古
屋大学 宇宙地球環境研究所のEPMA（JEOL JCXA-733）を用いた．Ti濃度は，白石野岩体の4
地点，5サンプル（東西約5 kmの領域）の岩石サンプル，18粒子の石英の94スポットにおい
て取得した．偏光顕微鏡による観察の結果，白石野岩体の石英には，①他形で，寄木細工状

（Granoblastic）組織を有する石英と，②波動消光を示す石英が顕著に産する．CL像解析に
より，オシラトリゾーニングは認めらないものの輝度が漸移的に変化する「Gradual
zoning」を示すパターンと，輝度が均質な「Homogeneous」パターンが観察された．これ
らの石英に対するTi濃度定量分析の結果，最大166±11 ppmのTi濃度を得た．それぞれの粒
子で最もTi濃度の高い地点をTiO2活動度1.0として，TitaniQ温度計（Wark and Watson,
2006, Contributions to Mineralogy and Petrology）を用いて各粒子の結晶化温度を算出し
たところ，白石野岩体の石英の結晶化温度は638±41℃から812±22℃の幅を有することが分
かった．また，分析を実施した5サンプルでの石英の結晶化温度の相違は認められなかっ
た．同一の岩石サンプルのジルコンからは，約107Maで約800℃から650℃の結晶化年代と
結晶化温度が得られている（坂元ほか, 2025, 地質学会T2セッションにて発表）．石英とジ
ルコンが同程度の温度で晶出したことから，白石野岩体の5サンプル（4地点）において一様
な冷却過程を経たことが推定される．また本研究では，Ti濃度とCL輝度の相関を示さないCL
低輝度領域の分布を新たに見出した．このCL低輝度領域は石英粒子内に網目状に分布する．
波動消光やGranoblastic組織は，応力が加わることにより形成される組織である（田切・堀
江, 1998, 岩鉱; 酒匂ほか, 1971, 岩石鉱物鉱床学会誌）．また，CL輝度は含有されるTi濃度
あるいは結晶の欠陥に依存すると報告されており，CL低輝度分布のTi濃度が輝度に依存しな
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いことは，結晶の欠陥に原因を求めることが妥当である．このため，CL低輝度領域はサブソ
リダス期に岩体への応力が加わった記録であることが推察される．
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EDI

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T2_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster11-35] T2 ［トピック］マグマソース・マグマ供給系から火山体形
成・熱水変質まで

学生優秀発表賞エントリー ECS

[T2-P-3] 九州中部の白石野花崗閃緑岩のジルコンU-Pb年代，Ti濃度およびTh/U
の同時定量分析：花崗岩質マグマの冷却プロセスの解明

*坂元 翔1、小北 康弘2、坂田 周平3、井村 匠4、横山 立憲2、大野 剛5、湯口 貴史1 (1. 熊本大学、2.
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構、3. 東京大学地震研究所、4. 山形大学、5. 学習院大学)
キーワード：白石野花崗閃緑岩、カソードルミネッセンス像、ジルコンU-Pb年代、Ti濃度、Th/U

　花崗岩は地殻に貫入した珪長質マグマが地表に噴出することなく, 地下深部でマグマ溜り
を形成し, 長い時間をかけて冷却固化した岩石である．この花崗岩質マグマの大陸地殻への
付加は, 地殻の発達・進化を評価する上で重要な現象である．大陸地殻の発達・進化をもた
らす火成活動は地史を通して一定ではなく, マグマが大量に生成されるイベントである“フレ
アアップ”が生じることが知られている(Paterson and Ducea, 2015)．フレアアップ期に生じ
た花崗岩質マグマの地殻浅部での冷却過程の解明は, 大陸地殻の発達・進化を知る上で重要
な知見をもたらす. 本研究では白亜紀のフレアアップ期に形成された九州中部の白石野花崗
閃緑岩体を研究対象とし，その冷却過程について報告する．白石野花崗閃緑岩は肥後深成岩

類を構成する1岩体であり，Rb-Sr全岩アイソクロン年代は121±14 Maと報告されている(亀
井ほか, 1997)．肥後深成岩類は臼杵-八代構造線の北側に位置し，肥後深成岩類の中で白石
野花崗閃緑岩体は東西に伸びる帯状の分布を持つ(亀井ほか, 1997)．岩相は主にホルンブレ
ンド-黒雲母花崗閃緑岩で構成されており(亀井ほか, 1997), アダカイトと似た特徴を有するこ
とが報告される(Kamei, 2004)．Kamei (2004)は，このアダカイト的特徴は分別結晶作用に
よって形成されたことを報告した．ジルコンの産出はKamei (2004)により報告されている．
ジルコンは火成岩に広く観察される重鉱物であり，火成岩の歴史や成り立ちを記録している

鉱物の1つである．白石野花崗閃緑岩体に産するジルコンに対してカソードルミネッセンス
(CL)像に基づく内部構造の評価，ならびにレーザーアブレーション融合プラズマ質量分析装
置(LA-ICP-MS)による，ジルコンU-Pb 年代，Ti濃度，Th/Uの同時定量分析を実施した．分析
手法はYuguchi et al. (2020)を踏襲した．Ti濃度はTi-in-zircon 温度計を用いることで，結晶
化温度の導出が可能である(Ferry and Watson, 2007)．また，Th/Uはマグマ溜り内での結晶
分別の程度の指標として用いることができる(Kirkland et al., 2015)．これらを関連させるこ
とで，白石野花崗閃緑岩を形成したマグマ溜りの冷却過程を議論する．CL像観察の結果，白
石野花崗閃緑岩体のジルコンは，波動累帯構造(OZ)と低輝度均質コア(LLC)からなる内部構造
を有する．またジルコンU-Pb年代は122.5 ±2.8 Maから99.9 ±3.5 Maの年代幅を有し，確率
頻度分布図では約107 Maに単峰性のピーク年代を有する．このことから白石野花崗閃緑岩
が約107 Maを中心とした1つのイベントによって形成したことが解釈できる．サンプルごと
の温度時間履歴には明瞭な相違がなく，約107 Maにマグマが800℃から650℃まで冷却した
ことを示す．温度とTh/Uの関係図において，広い温度の変化に対して，Th/Uの分布は限定的
である．つまり温度の低下に対するTh/Uの減少は認められない．九州宮崎県の大崩山花崗岩
体の温度とTh/Uの関係は温度の低下につれてTh/Uが減少しているトレンドを示す(Yuguchi
et al., 2023)．Yuguchi et al. (2023)では，このトレンドは温度低下に伴う結晶分別によるも
のであると解釈した．白石野花崗閃緑岩体は，このようなトレンドが確認できず，800℃か



日本地質学会第132年学術大会

©日本地質学会
- T2-P-3 -

ら650℃の温度条件下で累進的な結晶分別の傾向が認められない．このことは，白石野花崗
閃緑岩体を形成したマグマは，800℃から650℃の範囲において大崩山花崗岩体よりも大き
な冷却速度を持つ可能性を示唆する．本報告は経済産業省資源エネルギー庁委託事業「令和

6年度高レベル放射性廃棄物等の地層処分に関する技術開発事業(JPJ007597) (地質環境長期
安定性総合評価技術開発)」の成果の一部を使用している．
文献 Ferry and Watson. (2007) Contributions to Mineralogy Petrology. 亀井ほか (1997) 岩
石鉱物科学. Kamei (2004) Journal of Asian Earth Sciences. Kirkland et al. (2015) Lithos.
Paterson and Ducea. (2015) Elements. Yuguchi et al. (2020) Lithos. Yuguchi et al. (2023)
Lithos.
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[1poster11-35] T2 ［トピック］マグマソース・マグマ供給系から火山体形
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[T2-P-4] マグマ溜り内でのジルコン成長：内部構造とU-Pb年代，チタン濃度，
Th/Uの関係

*湯口 貴史1、遠藤 京香2、鈴木 哲士2、小北 康弘3、坂田 周平4、横山 立憲3、井村 匠2、大野 剛5、

笹尾 英嗣3 (1. 熊本大学、2. 山形大学、3. 日本原子力研究開発機構、4. 東京大学地震研究所、5. 学
習院大学)
キーワード：マグマ溜りプロセス、３次元カソードルミネッセンスパターン、ジルコンU-Pb年代、
チタン濃度、Th/U、久喜花崗岩体

　本研究は，北上山地に分布する久喜花崗岩中のジルコン結晶の成長特性を，花崗岩質マグ

マ溜りプロセスの解明の鍵として報告を行う．岩石から分離したジルコン結晶の複数断面に

対する解析と薄片中のジルコン結晶に対する解析の2つのアプローチを用い，①結晶の三次
元的な内部構造の特徴，②その内部構造に関連したU-Pb年代，Ti濃度，Th/Uの変化，③マグ
マ溜りの中でのジルコン結晶と他の鉱物（黒雲母，石英，アルカリ長石）との結晶化順序を

解明した．

　ジルコンの大部分を占める組織は，低輝度で均一なコア（Low luminescence core: LLC）
とオシラトリゾーニング（oscillatory zoning: OZ）からなる．LLCとOZから得られたU-Pb年
代は約120 Maであり，これはSuzuki et al. (2024)と相違ない結果となった．LLCとOZの両者
に誤差の範囲を超えた相違は認められない．ジルコンのTi濃度はTi-in-zircon温度計を用いる
ことで，その結晶化温度を導出することができる（Ferriss et al., 2008）．LLCは約900℃か
ら800℃の温度条件で成長し，OZは 850℃から700℃の温度で成長した．Th/Uはマグマ溜り
中の結晶分別の指標として用いることができる（Kirkland et al., 2021）．LLCはOZよりも高
いTh/Uを持つことから，マグマ溜りの冷却に伴う分別結晶の進行によって，LLCからOZに推
移したことが示唆される．これらのことから，ジルコン結晶の成長に際して，マグマ温度の

低下に伴う拡散速度の低減が，LLCを生成する反応律速型成長からOZを生成する拡散律速型
成長への遷移の要因になったと解釈できる．

　薄片中のジルコン分析では，異なった鉱物に包有されるジルコン結晶は，異なるTh/Uを持
つことで特徴付けられる．包有される鉱物を考慮したジルコン結晶のTh/Uと結晶化温度の相
違は，広い温度条件でのマグマ溜りプロセスにおける分別と鉱物の結晶化を解明する上で有

用な手法となる．

＜引用文献＞

Ferriss, E.D.A., Essene, E.J., Becker, U., 2008. Computational study of the effect of pressure
on the Ti-in-zircon geothermometer. Eur. J. Mineral. 20, 745–755.
https://doi.org/10.1127/0935-1221/2008/0020-1860.
Kirkland, C.L., Yakymchuk, C., Olierook, H.K.H., Hartnady, M.I.H., Gardiner, N.J., Moyen, J.-
F., Smithies, R.H., Szilas, K., Johnson, T.E., 2021. Theoretical versus empirical secular
change in zircon composition. Earth Planet. Sci. Lett. 554, 116660.
https://doi.org/10.1016/j.epsl.2020.116660.
Suzuki, S., Yuguchi, T., Ishiguro, K., Endo, K., Kato, A., Yokoyama, K., Ogita, Y., Yokoyama,
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granite, Kitakami Mountains, northeastern Japan: Shallow crustal intrusion and
emplacement processes of granitic magma. J. Mineral. Petrol. Sci. 119:002.
https://doi.org/10.2465/jmps.230807.
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学生優秀発表賞エントリー ECS

[T2-P-5] 第四紀黒部川花崗岩のジルコン中メルト包有物記載

*田口 湧一1、齊藤 哲2 (1. 愛媛大学理学部理学科地学コース、2. 愛媛大学大学院理工学研究科)
キーワード：メルト包有物、ジルコン、黒部川花崗岩

　はじめに　メルト包有物はマグマ溜まりで成長する鉱物中に周囲のメルトが取り込まれた

ものであり、メルトの化学組成や含水量といった情報を保持している。ジルコンに含まれる

メルト包有物は、物理化学的に安定な鉱物であるジルコンがメルト包有物の変質を妨げるた

め、メルトの組成情報を復元するために適した研究対象である（Thomas et al., 2003 Rev
Mineral Geochem)。また近年はメルト包有物の解析からジルコンがマグマから結晶化する
際の物理条件を制約する研究が行われている(例えば、Taniwaki et al., 2023 Lithos;
Kawashima et al., 2024 JMPS; Taniwaki et al., 2025 Lithos)。本研究では、露出した花崗岩
体としては世界で最も若い年代が得られている第四紀黒部川花崗岩を対象に、ジルコン中メ

ルト包有物についての記載研究を行った。 研究試料・研究手法　本研究には、北アルプス北
部に分布する第四紀黒部川花崗岩体から採取された花崗岩試料を使用した。この試料は

Suzuki et al. (2022 Island Arc)により0.735 ± 0.042 MaのU-Pb年代が報告されている。主成
分鉱物として石英、斜長石、アルカリ長石、黒雲母、普通角閃石を、副成分鉱物としてジル

コン、燐灰石を含む。ジルコン内部には微細な燐灰石が含まれるほか、円形〜不定形の包有

物が認められる。本試料から分離・抽出したジルコンを、１粒子ごとにエポキシ樹脂でマウ

ント後、偏光顕微顕微鏡の透過光および反射光で観察しながら円形〜不定形の包有物が露出

するように鏡面研磨を行った。炭素蒸着した後、SEM-EDSでの観察・元素組成マッピングを
行った。 結果と考察　 マウント作業および鏡面研磨作業を行なった16粒のジルコン試料の
うち、５粒のジルコン試料について、円形〜不定形の包有物を観察することができた（Fig.
1）。円形〜不定形の包有物は7つ観察でき、そのうちの3つは微細な石英、アルカリ長石、
斜長石からなる多相包有物であり、残りの4つはガラス質包有物であった。これらはジルコ
ンの結晶成長時に取り込んだメルトが固結したメルト包有物であると考えられる。両者のメ

ルト包有物とも、微細な空隙を伴っている。多相包有物とガラス質包有物のそれぞれについ

て元素組成マッピングをおこなった(Fig. 2, Fig. 3)。ガラス質包有物は組成がおおむね均質で
ある(Fig. 3)。本研究で記載した多相包有物とガラス質包有物は、それぞれ黒部川花崗岩マグ
マの冷却過程において、ジルコンに取り込まれたメルトが結晶化したもの（多相包有物）と

結晶化しなかったもの（ガラス質包有物）に相当すると考えられるが、深成岩である花崗岩

中で、どのようにして両者が形成したのか、また両者の組成に違いがあるのか、等について

は、今後の検討課題である。 謝辞　本研究で用いた試料は、日本原子力開発機構の末岡茂博
士、京都大学の河上哲生博士、富山大学の中嶋徹博士よりご提供頂きました。厚く御礼申し

上げます。

Fig. 1(a)ジルコンの反射電子像。多相包有物とガラス質包有物を含む。
Fig. 1(b)多相包有物の組成マップ。微細な石英、アルカリ長石、斜長石からなる。
Fig. 1(c)ガラス包有物の組成マップ。ほぼ均質なガラスと空隙が認められる。
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学生優秀発表賞エントリー

[T2-P-6] ジルコン中メルト包有物を用いた山陽帯土生花崗岩質岩体のマグマ固
結深度見積もり

*熊谷 汐莉1、齊藤 哲1 (1. 愛媛大・院理)
キーワード：メルト包有物、花崗岩、ジルコン

　はじめに　西南日本内帯には低変成度から高変成度の高温低圧型変成岩や花崗岩類が大規

模に露出しており、これらは地殻深部プロセスを読み解くために重要な地質体と考えられて

いる(例えば、赤崎ほか, 2013；中島, 2018)。本研究対象である土生岩体を含む岩国〜柳井
地域では、花崗岩類の露頭が断続的に分布し、北部から南部にかけての定置深度が増加する

と考えられている。本研究では、岩国〜柳井地域北部に位置し、地殻浅部に定置したとされ

る土生岩体のジルコン中メルト包有物について、ジルコンの結晶化圧力を検討した。さら

に、同地域南部に位置し、地殻深部に定置したとされる蒲野花崗閃緑岩についてのジルコン

結晶化圧力見積もりの先行研究(Kawashima et al., 2024)との比較をおこなった。
地質概説　土生岩体は後期白亜紀に活動した花崗岩類が産出する山陽帯に属しており、玖珂

層群南部のチャート層および泥質岩中に貫入、接触変成作用を与えている(大和田ほか,
1995)。実験試料として用いた岩体の周縁相は中粒の角閃石黒雲母トーナル岩～花崗閃緑岩
からなる。

実験試料　実験試料は主成分鉱物として石英、斜長石、アルカリ長石、黒雲母、角閃石、副

成分鉱物としてジルコン、燐灰石を含む。鏡下観察からジルコンは黒雲母や角閃石の縁部に

包有されるか、斜長石など主成分鉱物の粒間に認められた。SEM-EDSによるジルコン観察か
ら、ジルコンが石英、アルカリ長石、斜長石からなる多相包有物を含むことを確認した。

実験　Taniwaki et al. (2023)およびKawashima et al. (2024)の手法に従い、試料から分離し
たジルコンをNaClとともにカプセルに封入し、ピストン−シリンダー型高温高圧発生装置で
メルト包有物の均質化実験を行った。

結果　実験後のEDS分析結果から、メルト包有物は花崗岩質な組成を持っている。メルト包
有物のSiO2含有量は76.0～78.1 wt％であり、これらはジルコン分離試料の全岩SiO2含有量

(63.5 wt％)より有意に高い。また、メルト包有物のアルミナ飽和度は1.06〜1.21であり、
パーアルミナスな組成を持つ。

考察　メルト包有物組成は岩体の全岩化学組成トレンドのSiO₂含有量の高いところに位置
し、ジルコンは主要鉱物の縁部や粒間に認められた。これらのことから、ジルコンはマグマ

中の鉱物粒間の分化したメルトを包有したものと考えられる。さらにジルコンの結晶化圧力

制約のため、パーアルミナス組成を持つ珪長質メルトに対して考案されたYang et al. (2022)
の地質圧力計を適用したところ、433～176 MPaの圧力が見積もられた。見積もられたジル
コン結晶化圧力のうち、最も低圧な圧力(176±120 MPa)を岩体の最終的な固結圧力として深
度に換算すると、6.8 (±4.6) kmに相当する。この結果は、土生岩体が母岩の玖珂層群の岩石
と明瞭な貫入境界を示している産状、および岩国〜柳井地域北部の変成岩に記録されている

接触変成作用の圧力(約100 ~ 300 MPa) (Ikeda, 2004; Skrzpek et al., 2016)と調和的である。
一方、Kawashima et al. (2024) は、同地域南部に分布する蒲野花崗閃緑岩に含まれるジルコ
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ン中メルト包有物の主要元素組成に対して、機械学習の手法に基づくメルト地質圧力計

（MagMaTaB地質温度圧力計, Weber and Blundy, 2024）を用い、563～266 MPaのジルコ
ン結晶化圧力を見積もった。本研究で得られた土生岩体のメルト包有物について同地質圧力

計を用いたところ、549～248 MPaの圧力が見積もられ、蒲野花崗閃緑岩（563〜266
MPa）と有意な差は認められない。従来、同地域の花崗岩類の定置深度は北から南にかけて
増加すると考えられているが、新たに検討した結果からは、両岩体ともにマグマ上昇過程で

の広い圧力範囲にわたるジルコンの結晶化と、より地殻浅部での最終的なマグマの固結が示

唆される。

引用文献　大和田ほか(1995) 岩鉱 90, 358–364; 赤崎ほか(2013) 岩石鉱物科学 42, 159–
173; Ikeda (2004) Contrib. Mineral. Petrol.146, 577–589; 中島 (2018) 地質雑124, 603–
625; Yang et al. (2022) Contrib. Mineral. Petrol.117, 78; Taniwaki et al. (2023) Lithos 454–
455, 107260; Kawashima et al. (2024) Jour. Mineral. Petrol. Sci.119, 018 Weber and
Blundy (2024) Jour. Petrol. 65, 020., Skrzypek et al. (2016) Lithos 260, 9-27
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[T2-P-7] 熊野灘で観測された局所的海底圧変動の力学モデルの考察

*有吉 慶介1、永野 憲1、長谷川 拓也2、中野 優1、松本 浩幸1、高橋 成実3、堀 高峰1 (1. 海洋研究開
発機構、2. 気象庁、3. 防災科学技術研究所)
キーワード：海底地殻変動、間隙流体圧、海洋との相互作用

　Dense Oceanfloor Network System for Earthquakes and Tsunamis（DONET）による、
1944年東南海地震震源域付近での海底観測により、スロースリップイベント（SSE）が巨大
地震の震源域の浅い部分でも地殻変動を引き起こすことがわかってきた（Araki et al., 2017
Science; Ariyoshi et al., 2021 Frontiers in Earth Science）。しかし、これまでに検出された
SSEは主にDノード周辺に限られている。例外として、Suzuki et al. (2016 Tectonophysics)
はDONET-1のBノード付近の海底圧力データからSSEの可能性を示しているが、海底圧力変
化と同期した低周波微動や超低周波地震が観測された事例は見つかっていない。 
　この制約の一因は観測点の配置にある。間隙水圧で地殻変動を計測できる3つの長期孔内
観測点は、CノードからDノードへ向かう傾斜に沿って設置されており、BノードとDノード
の間の地形は非対称であることが知られている (Takemura et al., 2023 EPS)。Bノード付近
では近年、海山が大陸プレート下に沈み込んでいること（Sun et al., 2020 Nature）、さら
に間隙水が正断層沿いに上昇している可能性（Tsuji et al., 2014 EPS; Toh et al., 2015
PEPI）が報告されている。 
　本研究では、2013年にBノード付近で記録された局所的な海底圧力変化イベントについ
て、その発生原因の別の可能性を検討した。その結果、観測された海底圧力変化は、深さ2–
3 km、半径1–2 km程度の流体を含む層が局所的に膨張・収縮し、それらをつなぐ流路が海
洋の擾乱によって一時的に開閉することによって説明できる可能性が示された。
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[T2-P-8] 放射状岩脈の中心近傍の低い流体圧比：天草下島，富岡半島の例

*牛丸 健太郎1 (1. 産業技術総合研究所地質調査総合センター)
キーワード：マグマ圧、応力逆解析、局所応力、中期中新世、瀬戸内火山岩類

　岩脈や岩床といった板状貫入岩体の方向は、広域応力場だけでなく地形荷重やマグマだま

りに起因する局所応力場にも支配される[1, 2]．放射状から平行状に遷移する岩脈群はその
代表例であり、火道ないしマグマだまりの圧力と広域応力の重ね合わせを反映した構造とさ

れてきた[3, 4]．しかし，こうした岩脈群の弾性論による解析では，中心部に非常に高いマ
グマ圧が必要となる問題がある．例えば九州西部，天草諸島の放射状岩脈群ではマグマ圧が

上載岩圧の約4倍だったと推定された[5]．
本当にマグマ圧が上載岩圧を上回るなら，水平な割れ目にもマグマが貫入し，低角な岩脈・

岩床群も形成されるだろう．この仮説を検証すべく，本研究では放射状岩脈の中心近傍にお

ける岩脈の方向分布を測定・解析し，応力状態を推定した．研究対象は，天草諸島に分布す

る中期中新世の貫入岩類である．これらは始新統および上部白亜系に貫入した流紋岩質～安

山岩質の岩脈・岩床・岩株で，瀬戸内火成活動の西方延長と考えられている[6, 7]．複数の岩
株が露出する富岡半島から約15 kmの範囲では岩脈群は放射状をなし，遠方では東西方向に
配列する[5]．
ところで最近，この天草の貫入岩類が褶曲による傾動を被ったことが古地磁気研究により示

されたが[8]，先行研究[5]は傾動補正をせずに解析していた．そこで，富岡半島および天草
全域のデータを，母岩の始新統が水平になるよう傾動補正した上で，混合ビンガム分布法[9]
を用いて解析をした．

富岡半島の海岸沿いで計41枚の岩脈・岩床の方向を測定した結果，岩脈40枚の傾斜は
60~90°と高角で，低角度な岩体は約30°傾斜の岩床１枚だけであった．走向はばらつくもの
の，全体として半島中央部の花崗閃緑岩体を中心として放射状をなす傾向がみられた．傾動

補正すると岩脈群はより鉛直に近くなった．

富岡半島北西岸のデータを解析した結果，最大主応力軸が鉛直で応力比0.16の軸性圧縮に近
い応力が得られ，代表的な駆動流体圧比[10]は0.19と低かった．また，天草の他区域の岩脈
群も再解析をしたところ，傾動補正なしの解析結果[5]とおおむね一致した．特に平行岩脈群
からは広域応力とみなせる南北引張の正断層型応力が得られた．

　マグマ圧の半定量的評価として，流体圧比（マグマ圧/上載岩圧）の制約を試みた．天草諸
島周辺の古第三系の厚さをふまえると[11, 12]，岩脈群は少なくとも深度3 kmで貫入しただ
ろう．この深度では平均側圧比（平均水平応力/鉛直応力）は1/3～1の範囲に収束する傾向
がある[13, 14]．この仮定と古応力解析の結果をもとに導出した流体圧比は，富岡半島では
0.4~0.9であり，これは弾性論による推定値より明らかに小さい．また，天草全域でみても
流体圧比に中心からの距離による減少傾向はみられなかった．これらの結果は，中心の高い

マグマ圧のみで放射状に貫入するという力学像とは不調和である．やはりマグマ圧だけでな

く他の要因による局所応力[15, 16]の寄与が必要なのだろう．

1. Gudmundsson, 2006, Earth Sci. Rev., 79 1–31. 2. Marti et al., 2016, Front. Earth Sci.,4,
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106. 3. Odé, 1957, GSA Bull., 68, 567–576. 4. Mériaux & Lister, 2002, J. Geophys. Res.,
107, ETG10-1–ETG10-10. 5. Ushimaru & Yamaji, 2022, J. Struct. Geol., 154, 104485. 6. 永
尾ほか, 1992, 岩鉱, 87, 283‒290. 7. Shinjoe et al., 2024, Isl. Arc, 33, e12506. 8. Ushimaru
et al., 2024, Isl. Arc, 33, e12528. 9. Yamaji & Sato, 2011, J. Struct. Geol., 33, 1148–1157.
10. Faye et al., 2018, J. Struct. Geol., 110, 131-141. 11. 岩田・亀尾, 2001, 石技誌, 66, 278–
291. 12. Ushimaru et al., 2024, Isl. Arc, 33, e12511. 13. Brown & Hoak, 1978, Int. J. Rock.
Mech. Min. Sci. Geomech Abstr, 15, 211–215. 14. Zang & Stephansson, 2010, Stress in the
Earth’s lithosphere, Heidelberg: Springer. 15. Roman & Jaupart, 2014, Earth. Planet. Sci.
Lett., 408, 1–8. 16. McGovern et al., 2013, JGR Planets, 118, 2423–2437.
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[T2-P-9] 東北日本、秋田駒ケ岳火山の山体発達史

*田次 将太1、中川 光弘1、和知 剛2、松本 亜希子1、栗谷 豪1 (1. 北海道大学、2. 株式会社エンバイ
オ・エンジニアリング)
キーワード：山体発達史、テフラ層序、Sr-Nd-Pb同位体比、秋田駒ケ岳火山

　火山の噴火履歴や火山体の構造・発達史は、マグマの発生や進化といった火山深部プロセ

スを理解する上で重要な基礎情報となる。本研究の対象である秋田駒ケ岳は、東北日本に位

置する活火山である。本火山の南北斜面にはそれぞれカルデラが形成されており（南部カル

デラ・北部カルデラ）、その内部には後カルデラ山体が認められる。本火山に関しては、噴

火史や山体構造に関する多くの研究があるが[例：1]、テフラと山体構成物の対比について
は、統一的な解釈が未確立であった。本研究では、従来の火山地質学的手法に多様な手法を

加えることで、本火山の発達史を解明した。

まず、1 m DEMをもとに作成した赤色立体地図を用いて、カルデラや火口地形、噴出物の被
覆関係、微地形の保存状況を解析し、山体の構造や発達過程、噴出物の分布を明らかにし

た。次に地表踏査では、地形解析結果の確認や露頭観察に加え、トレンチ調査やボーリング

掘削調査も併用することで、被覆関係や噴火様式・推移を明らかにし、同時に試料採取も

行った。また、テフラ層序学は噴火様式の解明に加えて、噴火履歴に時間軸を導入できる点

でも重要である。本火山では、更新世末期以降のテフラとして、上位からAK1～AK13の13ユ
ニットが識別されており[2]、我々は層序を再確認するとともに、系統的にテフラ試料を採取
した。その後、山体構成物とテフラを対比した。対比にあたり、従来の研究で用いられてき

た岩相や全岩組成といった岩石学データに加え、希土類を含む微量成分やSr-Nd-Pb同位体比
といった地球化学データも用いた。本火山の噴出物は玄武岩～安山岩組成を示し、Sr同位体
比（87Sr/86Sr比）に基づいて、0.70395–0.70406の「低Srタイプ」と、0.70409–0.70433
の「高Srタイプ」に分類できた。テフラに注目すると、AK13–12は高Srタイプ、AK11–8は
低Srタイプ、AK7–1は再び高Srタイプに区分された。さらにNd同位体比（143Nd/144Nd比）
を見ると、同じ高Srタイプであっても、AK13–12は低Nd同位体比を示すことで、AK7–1と区
別できた。加えて、主成分・微量成分の組成により、同一タイプのテフラ相互の識別も可能

であった。山体構成物についても、テフラと同じタイプ分類ができることが分かった。この

ように、本研究では多項目の岩石学・地球化学データをもとに、マグマタイプの多様性とそ

の時間変化を明らかにすることで、テフラと山体構成物をより高精度に対比できた。

以上の結果から本火山の発達史を以下のように構築した。まず、14–13 kaの2度の大規模な
爆発的噴火により、南部カルデラが形成され（AK13-12）、その直後に山体崩壊により北部
カルデラも形成された。後カルデラ活動は北部カルデラ内で始まり、12–9.5 kaに片倉岳山
体を形成後（AK11-9）、9 kaに火砕流を伴う爆発的噴火が発生した（AK8）。8 ka以降は男
女岳を代表とする複数の山体を形成し（AK7）、7 kaには再び火砕流を伴う爆発的噴火が発
生した（AK6）。3.5 ka以降は小規模な（マグマ）水蒸気噴火を繰り返した（AK5, 4）。そ
の後、活動は南部カルデラ内へ移り、2 kaには火砕丘を形成したと考えられる（AK3）。そ
して1.5 kaと1,2 kaに女岳（AK2）と小岳（AK1）が活動した後、西暦1932年と1970–71年
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に噴火した。本研究により、秋田駒ケ岳の発達史に時間軸を導入することに成功した。

この成果は、火山活動とマグマの時間変遷の関係といった火山深部プロセスの理解を深める

だけでなく、例えばマグマ噴出量階段図の精度向上を通じて、火山活動の予測や防災面での

貢献も期待できる。

引用文献[1]田次・他, 2023, 火山, 68, 207-228. [2]和知・他, 1997, 火山, 42, 17-34.
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[T2-P-10] 兵庫県姫路市南東部に分布する白亜紀火山岩類の岩相と層序

*毛利 元紀1、原田 正信2 (1. 岡山地学概査会事務局、2. 兵庫古生物研究会)
キーワード：白亜紀火山岩類、西南日本内帯、岩相層序、カルデラ、漸進的な陥没

　市域南東部の四郷層(後藤・井上,1998)は白亜紀にアジア大陸縁辺で噴出したデイサイト～
流紋岩類からなり，同様な地質は近畿西部～中国東部に連続的に分布する．本地域の火山岩

類はYamamoto(2003)が存在を指摘したカルデラの西縁を埋めて分布する．白亜紀の火山岩
類はカルデラを埋めて分布することが知られ，各地で火山体の認定と内部層序の解明が進む

(例えば，吉川ら，2005；佐藤ら，2022)．上部白亜系の岩相と層序は岸田・弘原海(1967)や
後藤・井上(1998，2001)以外は断片的である(例えば，毛利，2018，2019)．表題地域にお
ける火山岩類の岩相と層序を再検討した．11ルートで火山岩類について岩相観察し以下に示
す10岩相を見出した．岩相 1：塊状・不淘汰・基質支持で長径5～9㎝の本質レンズをふくみ
溶結構造を示す厚い溶結凝灰岩→軽石流・火山灰流タイプの大規模火砕流堆積物 岩相 2：径
1m以上の丹波帯堆積岩類の岩塊と間隙を埋める破砕された基質相からなる不淘汰角礫岩→
岩屑なだれ堆積物 岩相3：火山豆石をふくむ層状の火山礫凝灰岩および淘汰良好・粒子支持
で斜交葉理が発達する細粒凝灰岩→マグマ水蒸気噴火によるベースサージ堆積物 岩相4：斜
長石斑晶の目立つデイサイト溶岩→溶岩体 岩相5：平行葉理の発達する均質な凝灰質砂岩泥
岩互層および細粒凝灰岩層→湖沼性堆積物 岩相6：淘汰良好・粒子支持で層状な細粒凝灰岩
(一部は級化層理や斜交層理が発達)→降下火砕堆積物および火砕サージ堆積物 岩相7：長径
1〜2㎝の本質レンズをふくむ塊状の薄層理な溶結火山礫凝灰岩が調和的累重→軽石流・火山
灰流タイプの小規模火砕流堆積物の累積 岩相 8：ガラス質な流紋岩角礫を塊状・不淘汰・基
質支持でふくむ凝灰角礫岩→岩塊火砕流堆積物 岩相9：流理構造が明瞭な流紋岩体→流紋岩
の浅所貫入および地表へ噴出した溶岩体 岩相10：流紋岩質火砕岩・石英斑岩・流紋岩体→
岩脈および貫入岩体．南部の四郷層の最下部は岩相1から始まる．先白亜系基盤岩の礫・岩
塊を不淘汰にふくむ岩相2 がその層序的上位に分布する．その後，含火山豆石火山礫凝灰岩
からなる岩相3が整合的に覆う．この後は斜長石斑状デイサイト溶岩からなる岩相4が認めら
れる．本層上部では岩相 5,6,7が2～8回繰り返し出現する．本層最上部では岩相3,8,9が整合
的な被覆および浅所貫入する．最後岩相10がこれらに貫入する．四郷層の形成過程はⅠ～Ⅶ
のステ ージにまとめられる(画像)．ステージⅠ：カルデラ形成を伴う軽石流・火山灰流タイ
プの大規模火砕流の発生，ステージⅡ：カルデラ壁の斜面崩壊に伴う岩屑なだれの発生．ス

テージⅢ：浅水底でのマグマ水蒸気噴火によるベースサージの発生，ステージⅣ：デイサイ

ト溶岩の活動，ステージⅤ：湖沼域で凝灰質砂岩泥岩の堆積，火砕物降下・火砕サージの発

生，軽石流・火山灰流タイプの小規模火砕流の噴出が6～8回繰り返す期間，ステージⅥ：岩
塊火砕流の発生と火砕岩層中に流紋岩体の浅所貫入や地表流出，一部地域でマグマ水蒸気噴

火によるベースサージ発生，ステージⅦ：流紋岩質火砕岩や石英斑岩，流紋岩脈がカルデラ

境界の西縁と南縁の構造に規制され貫入．本地域の火山岩類は軽石流・火山灰流タイプの爆

発的な活動(ステージⅠ，Ⅴ)から非爆発的な活動(ステージⅥ，Ⅶ)へと変遷した．　ステージ
Ⅴでは湖沼化と乾陸化が繰り返され，本地域のカルデラ(Yamamoto，2003)西縁で，小規模
な陥没が漸進的に進行する様式(小室ら，2014；今岡ら，2019)で陥没した．文献：小室裕
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明・亀井淳志・大平寛人・三好未希子・田結庄良昭・引原団体研究グループ（2014）地球
科学，68，81-88．後藤博弥・井上剛一（1998）姫路市史第7巻上[自然]　姫路市史編集専
門委員会，39，64-69，86-91．後藤博弥・井上剛一（2001）姫路市史第1巻上自然本編，
姫路市史編集専門委員会，80-87．今岡照喜・井川寿之・岸司・木村元・大中翔平・西川裕
輔・小室裕明（2019）地質学雑誌，125，7，545．岸田孝蔵・弘原海清（1967）柴田秀賢
教授退官記念論文集，241-255．毛利元紀（2018）第72回地学団体研究会総会（市原）プ
ログラム・講演要旨集，57．毛利元紀（2019）第10回石ふしぎゼミ発表要旨集(11月23
日)，益富地学会館．佐藤大介・脇田浩二・宮地良典（2022）地域地質研究報告5万分の1地
質図幅[和気] 岡山(12)，68，地質調査総合センター，35-60．Yamamoto,T.（2003）The
Island Arc，12，Issue3，294-309．吉川敏之・栗本史雄・青木正博（2005）地域地質研究
報告 5万分の1地質図幅[生野] 岡山(12)，47，地質調査総合センター，14-27.
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2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T2_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)
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[T2-P-11] 秋田県八峰町，泊海岸の上部中新統～鮮新統「素波里安山岩」にみ
られる枕状溶岩と偽枕状溶岩の岩石記載と粘性

*相澤 正隆1、安井 光大2,3、井村 匠4、星出 隆志5、橋本 純6、澤藤 凌太2、今井 遼2、畠山 富昌2、

児玉 重樹2、浅川 敬公2、伴 雅雄4、林 信太郎7 (1. 北海道教育大学札幌校、2. （株）創研コンサル
タント、3. 八峰白神ジオパークガイドの会、4. 山形大学理学部、5. 秋田大学大学院国際資源学研
究科、6. ジオわーくサイエンス、7. 秋田大学名誉教授)
キーワード：八峰白神ジオパーク、素波里安山岩、枕状溶岩、偽枕状溶岩、粘性

　はじめに

　秋田県北西部の上部中新統～鮮新統「素波里安山岩」は東側から西側へかけて最東部岩

体，東部岩体および西部岩体に細分される[1]。このうち西部岩体に属する八峰町の泊海岸で
は，ごく狭い範囲内で玄武岩質の枕状溶岩（SiO2=50.1–50.3 wt%）および安山岩質の偽枕

状溶岩（SiO2=60.4–61.8 wt%）が共存して産する[2]。前者は，厚い急冷周縁相（crust）を
伴い親枕（1st pillow）から娘枕（2nd pillow）に派生し，その内部断面には放射状割れ目が
確認できる。後者は薄い急冷周縁相を伴う多面体として産し，その内部断面において外形に

垂直かつ1～2方向の割れ目を伴う。層序関係は，下位に偽枕状溶岩が分布し，火山礫凝灰岩
に漸移した後，枕状溶岩が累重する。枕状溶岩と偽枕状溶岩が一箇所の露頭に共存すること

は珍しく，その成因は未詳である。本論では，泊海岸の枕状溶岩と偽枕状溶岩の関係につい

て，露頭産状，岩石記載的特徴，全岩化学組成，鉱物化学組成に注目して，これらの成因を

考察する。

泊海岸における素波里安山岩の噴火活動

泊海岸の枕状溶岩と偽枕状溶岩は，いずれもGill[3]の中間K系列に属し，Zr/NbやBa/Nbはほ
ぼ同じ値を示す。したがって，両者は共通の起源マグマからの分化によって形成されたと考

えられる。玄武岩（APL）はかんらん石，単斜輝石，および斜長石斑晶を含み，斜長石斑晶
は若干の汚濁帯を有する場合が多いが，正累帯構造を示し，特に外縁部で顕著である。一

方，安山岩（PPL）は単斜輝石，直方輝石，斜長石斑晶を含み，玄武岩よりも斑晶の総量が
少なく，斜長石斑晶は，丸みを帯びたコア部の周囲を厚くリム部が取り巻いて，自形結晶と

なっているものが多い。正累帯構造を示す斑晶のほか，波動累帯構造を示すものも多く，一

部は逆累帯構造もみられる。石基にはピジョン輝石を含む。今回，枕状溶岩と偽枕状溶岩を

セットで観察できたポイントでは，下位に偽枕状溶岩，上位に枕状溶岩が分布する。両者の

間に挟在する火山礫凝灰岩は，若干の時間間隙を示す可能性はあるが，大局的には安山岩質

マグマが噴出した後，玄武岩質マグマへと噴火が移行している。

偽枕状溶岩中で共存する二種類の輝石について，Wells[4]による両輝石温度計で求めた温度
は1,010～1,040℃であった。玄武岩質の枕状溶岩はこれよりも高温（1,100℃）とみなし，
温度と全岩化学組成を用いてShaw[5]の式によりマグマの粘性を求めると，枕状溶岩は61～
109 Pa・s，偽枕状溶岩は2,620～8,742 Pa・sという値を得た。枕状溶岩の値は，ハワイ諸
島キラウェア火山のパホイホイ溶岩流の粘性（実測値）の380 Pa・s[6]に匹敵する。また，
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偽枕状溶岩の典型例として，阿蘇カルデラで報告された溶岩[7]について計算すると21,876
Pa・sであり，八峰町泊海岸の偽枕状溶岩はやや粘性が低い。 計算した粘性率をみると，玄
武岩質枕状溶岩と安山岩質偽枕状溶岩では，2桁～3桁ほどの違いがある。粘性率が大幅に違
うマグマは均質に混合することが困難であり[8]，噴火時に苦鉄質包有物を形成しやすいこと
が知られる。本地域では同様な産状が見られなかったことから，両者のマグマは地下深部で

は同じ起源のマグマから分化したが，噴火時には近傍の異なる噴出源から流出したものと考

えられる。

引用文献

[1]相澤正隆ほか（2024）日本地質学会第131年学術大会講演要旨集.
[2]橋本　純ほか（2025）日本地質学会第132年学術大会講演要旨集.
[3]Gill, J. B. (1981) Orogenic andesites and plate tectonics. Springer-Verlag, Berlin.
[4]Wells, P. R. A. (1977) Contrib. Mineral. Petrol., 62.
[5]Shaw, H. R. (1972) Am. J. Sci., 272.
[6]Chevrel, M. O. et al. (2018) Earth Planet. Sci. Lett., 493.
[7]Watanabe, K. and Katsui, Y. (1976) J. Min. Petr. Econ. Geol., 71.
[8]Sparks, R.S.J. and Marshall, L.A. (1986) J. Volcan. Geotherm. Res., 29.
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学生優秀発表賞エントリー ECS

[T2-P-12] 番川かんらん岩捕獲岩の構造岩石学的研究

*平田 悠馬1、道林 克禎1、田村 明宏2、森下 知晃2、荒井 章司2 (1. 名古屋大学大学院 環境学研究科
（岩鉱）、2. 金沢大学)
キーワード：かんらん岩捕獲岩、アルカリ玄武岩、結晶方位ファブリック、前弧マントル、和泉層

群

　大阪府泉南郡岬町に位置する番川沿いの和泉層群中の岩脈に含まれる前弧マントルかんら

ん岩捕獲岩は、四国の新宮地域のかんらん岩捕獲岩とともに前弧域に位置する稀少なかんら

ん岩捕獲岩である。そのため、番川かんらん岩捕獲岩は西南日本前弧域の貴重な情報を与え

る重要な岩石である。母岩は和泉層群の砂岩泥岩互層に熱変性を与えたアルカリ玄武岩の岩

脈で、玄武岩のサニディンのK-Ar年代は7.5Maで、組織はまばらな斑状組織を示し、単斜輝
石とかんらん石の斑晶を含む。

　番川かんらん岩捕獲岩は、Arai et al. (2018)により主要構成鉱物と各鉱物それぞれの主要
元素、微量元素組成が明らかにされた。捕獲岩は比較的細粒でプロトグラニュラー組織から

弱いポーフィロクラスト組織を示す。かんらん石は数mmから1mm未満の粒径を示した。ま
た、捕獲岩にはフロゴパイトが含まれるかんらん岩が存在し、フロゴパイトの有無でかんら

ん石のFo値やNiO、LREEなどの存在量が異なる。このことから、捕獲岩が交代作用を受けて
フロゴパイトが形成されたと考えられた。

　本研究では、番川かんらん岩捕獲岩について結晶方位ファブリック解析を行い、その構造

岩石学的特徴を化学組成と比較検討した予察結果を紹介する。

文献：Arai et al. 2018 Minerals, 8(11), 540.
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学生優秀発表賞エントリー

[T2-P-13] オマーン・オフィオライト南部, 新期拡大セグメント地殻セクション
の地球化学的特徴とその意義

*荒岡 柊二郎1、錦蛇 真理1 (1. 北海道大学)
キーワード：オマーン・オフィオライト、スプラ・サブダクション帯、海洋地殻、含水量

　アラビア半島北東部に位置するオマーン・オフィオライトは、北部岩体が島弧的特徴を示

す一方、南部岩体は中央海嶺的特徴を示し、その形成環境が長い間議論されてきたが、伊

豆・小笠原・マリアナ弧との比較を含む近年の研究により、オマーン・オフィオライト全体

が沈み込みに関連して形成されたというコンセンサスが得られつつある [e.g., 1-3]。南部か
ら中央部にかけての岩体には、岩脈の走向およびマントル流動構造に基づき、相対的に古い

リソスフェアに対して後から拡大した北東-南東方向の「新期拡大セグメント」が推定されて
いる[4, 5]。このセグメントの内外では、海洋リソスフェアの構造や形成プロセスの解明を
目的とした数多くの研究が個別の地点でなされてきたが、新期拡大セグメントを包括的に

扱った研究はほとんど行われていない。そこで本研究では、新期拡大セグメント内外の地殻

セクションの地球化学データをまとめ、議論を行った。

　地球化学データは、南部岩体（Nakhl-Rustaq, Maqsad (Sumail), Wadi Tayin）の新規分析
データおよびICDP オマーン掘削プロジェクトの成果を含む先行研究で得られた既存データ
を統合し、新期拡大セグメント内外から下部地殻のはんれい岩類約400試料、上部地殻の層
状岩脈群、溶岩層の火山岩類約200試料のデータをコンパイルした。これらのデータを分析
した結果、新期拡大セグメント内部は外部に比べ、(1)はんれい岩類の鉱物化学組成におい
て、特定の単斜輝石Mg#に対して斜長石An値が低く、(2)火山岩類の全岩化学組成において、
SiO2含有量が低く、MgO含有量が高い、また特定のMgO含有量に対してTiO2含有量が高

く、Al2O3含有量が低い、特定のZr含有量に対してCr含有量が高い傾向を示すことが明らか
になった。

　実験的研究により、斜長石はメルトの含水量変化に敏感で、含水量が高いほど斜長石の結

晶化が抑制され、結晶化の際にはAn値が高くなることが知られている[e.g., 6]。また、それ
に伴い液相降下線(LLD)も変化する。このことから、新期拡大セグメント内外での地球化学的
差異を含水量の違いによって説明することができ、内部は外部に比べ形成時の含水量が低

かったと示唆される。MELTSアルゴリズム [7]を用いたモデリング結果との比較からも、新
期拡大セグメント内部は、はんれい岩類、火山岩類いずれも外部に比べより含水量の低い分

化トレンドに乗る。この結果は、V1/Phase1/Geotimesマグマ活動期中に含水量変化があっ
たことを意味するが、単純な沈み込みの進行に伴う含水量の増加とは対照的な変化である。

これは、例えば相対的に拡大軸が沈み込むスラブから遠ざかったなど、沈み込むスラブとの

位置関係の変化として解釈可能であり、新たなセグメントの拡大やマントルダイアピルと

いった構造的証拠とあわせて、オマーン・オフィオライト形成時に推定されているスラブの

ロールバック[8, 9]に関連付けられる可能性がある。
　新期拡大セグメントを特徴づける岩脈の走向の違いは従来、中央海嶺でのマイクロプレー
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トの回転と関連付けられてきたが[10]、セグメント内外で年代に差が認められないこと
[11]、古地磁気データからオフィオライト全体が同様の回転を受けていたことが示唆されて
おり[8]、沈み込み環境での形成という点も含めて再解釈が必要であると考える。今後は、こ
の点も含め新期拡大セグメントの形成プロセスについて議論していく予定である。

引用文献：[1]Ishizuka et al. (2014) Elements 10, 115–120. [2]MacLeod et al. (2013)
Geology 41, 459–462. [3]Rioux et al. (2021) JGR Solid Earth 126, e2020JB020758.
[4]Nicolas and Boudier (1995) J. Geophys. Res. 100, 6179–6197. [5]Nicolas et al. (2000)
Mar. Geophys. Res. 21, 147–179. [6]Feig et al. (2006) Contrib. Mineral. Petrol. 152, 611–
638. [7]Ghiorso and Sack (1995) Contrib. Mineral. Petrol. 119, 197–212. [8]Morris et al.
(2016) Geology 44, 1055–1058. [9]van Hinsbergen et al. (2021) Nat. Geosci. 14, 626–630.
[10] Boudier et al. (1997) Terra Nova 9, 79–82. [11] Rioux et al. (2013) JGR Solid Earth
118, 2085–2101.
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[T2-P-14] カメルーン中央西部，マヌーン湖マール噴出物に捕獲されたパンア
フリカン花崗岩片のジルコンU-Pb年代

*中屋敷 実春1、長谷川 健1、伊藤 久敏2、AKA Festus1 (1. 茨城大学大学院、2. 一般財団法人電力中
央研究所)
キーワード：パンアフリカン花崗岩、ジルコン、U-Pb年代、カメルーン、ゴンドワナ

　Introduction
Lake Monoun is an infamous maar volcano located on the Cameroon Volcanic Line (CVL)
in West-Central Africa. In 1984, the lake discharged a huge amount of CO2 gas that killed
37 people. Lake Monoun was formed in the Holocene by at least three successive
explosive eruptions (Nche et al., 2025). Although juvenile material in the lake-forming
eruption products is alkali basalt, the deposits also contain lots of accidental fragments
from basement rocks. No detailed studies have been done on the geochemistry and age
of the basement rocks in this area of the CVL situated in the northern domain of the
Central African Fold Belt. Such studies are essential to further understand the formation
processes and dynamics of the Gondwanan supercontinent. Here, we report the first
zircon U-Pb age of xenolithic basement rocks in Lake Monoun maar-forming eruption
deposits.

Methods
We carried out modal analysis, cathodoluminescence (CL) imaging, and U-Pb dating of
zircon grains in accidental lithic fragments of Monoun eruptive products. U-Pb dating was
performed from 48 analysis points on 35 zircon grains in sample M21A, mainly following
the procedure of Ito (2014). We compared the 238U−206Pb age and 235U−207Pb age
obtained from a single analytical spot, calculated their ratio, and accepted as concordant
those analyses where the age values were within ± 10 % of each other. Dating results are
shown with 2σ errors.

Results
Rock forming minerals of sample M21A mainly consist of K-feldspar, quartz, and
plagioclase. Most of the quartz is re-crystallized, fine-grained, and mylonitized. Apatite
and chlorite occur as secondary minerals, with chlorite distributed in veins. Based on the
modal composition and the QAPF diagram (Le Bas and Streckeisen, 1991), sample M21A
classifies as monzogranite. Considering its metamorphic features, the rock can be
described as a granitic mylonite. CL images show that most of the zircons have sector and
fir-tree zoning textures. Zircon U-Pb dates show a strong peak at 500-800 Ma. Two
analysis points yielded ages between 1,800 and 2,000 Ma (Fig. 1). The weighted average
age is 559 ± 22 Ma (n = 27, MSWD = 29).
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Discussion
The two zircon grains dated between 1,800 and 2,000 Ma might be derived from
remobilization of Paleoproterozoic crust. Our U-Pb zircon age of 559 ± 22 Ma for the Lake
Monoun monzogranite basement can be compared to the weighted mean of 4 biotite
40Ar/36Ar age of 528 ± 3 Ma for quartz monzonite basement in Lake Nyos area (Dalrymple
and Lockwood, 1990). In the Dschang area, 30 km southwest of Lake Monoun, granitoid
rocks with zircon U-Pb aged at 578 ± 11 Ma and 563 ± 8 Ma are distributed (Kwékam et
al., 2020), that might be related to right-step lateral faulting (Central Cameroon shear
zone) during the late Pan-African orogenic activity. The occurrence of mylonitized quartz
grains in our rock samples suggests that the monzogranite basement was metamorphized
and deformed by the regional fault movement. Crustal evolution in the Monoun and
Dschang areas may have been similar.

References
Le Bas and Streckeisen. (1991) J. Geol. Soc. London. 148, 825-833.
Dalrymple and Lockwood. (1990) Natural Hazards 3: 373-378.
Ito, H. (2014) JVGR. 289, 210-223.
Kwékam et al., (2020) Geol. Soc. London Spec. Publ. 502.
Ludwig, K.R. (2012) Berkeley Geochronol. Center Spec. Publ. 5, 75.
Nche et al., (2025) JVGR. 460, 108265.
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[T2-P-15] 西南日本内帯中国・四国地域に分布する深成岩類の定置圧力解析 ～
角閃石の高温高圧実験データの多変量解析に基づく地質温度圧力計を用いて～

*中橋 甲斐1、齊藤 哲2 (1. 株式会社蒜山地質年代学研究所、2. 愛媛大学理工学研究科)
キーワード：花崗岩、機械学習を用いた地質圧力計、定置深度、西南日本内帯

　はじめに　西南日本内帯は花崗岩質岩が広く分布しており, 含有鉱物, 形成年代などによっ
て日本海側から中央構造線側へ, 山陰帯, 山陽帯, 領家帯に区分されている (例えば, 石原,
1973; Ishihara, 1977など). 特に中国・四国地域の花崗岩質岩については, 化学的組成や形成
年代の広域的な変化などが研究されている (例えば, Iida et al., 2015; Ishihara and Ohno,
2016). しかしながら, 花崗岩質岩定置時の温度や圧力条件について, その広域的変化の詳細に
ついては理解されていない. 花崗岩質岩の定置圧力条件を制約するために, しばしば鉱物組成
を用いた地質圧力計が用いられている (例えば, Suzuki et al., 2022; 中山ほか, 2025など). 一
方で近年, 機械学習を用いた高温高圧実験データの多変量解析に基づく経験的地質温度圧力
計が提案されている (例えばPetrelli et al., 2020; Thomson et al., 2021など). このような経験
的地質圧力計は熱力学的な背景を持たないが, 基となる高温高圧実験条件の範囲内において,
共存する鉱物の組み合わせによらず広く適用できる (石橋ほか, 2021). この特徴を利用して,
本研究では中国・四国地域の花崗岩質岩について，機械学習に基づく経験的地質圧力計を用

いて広域的な圧力条件解析を行ったので, その結果を報告する.
研究手法　本研究は山陰帯から川本花崗閃緑岩, 大東花崗閃緑岩, 小木石英閃緑岩, 阿毘縁花
崗閃緑岩, 奥津花崗閃緑岩, 湯原南斑れい岩, 山陽帯から日近花崗岩, 領家帯から松山花崗閃緑
岩, 森上トーナル岩, 志度花崗閃緑岩を対象に試料採取を行った. それぞれの試料について薄
片の作成, 観察を行った. また, 愛媛大学理学部設置のSEM-EDSを用いて, 角閃石の鉱物化学組
成の分析を行った. 圧力条件見積もりは, Higgins et al. (2022)により提案された機械学習に基
づく経験的地質圧力計を用いて行った. この地質圧力計は, 個々のデータについて圧力見積も
りの誤差を算出する。本研究では, 誤差範囲が200 MPaを超えるものについては考察から除
外した.
結果　山陰帯深成岩類に含まれる角閃石は, 累帯構造を持ち, そのリム部は変質していた. そ
のため, 変質したリム部については圧力見積もりから除外した. これにより本研究で得られた
各岩体の圧力見積もりは, 川本花崗閃緑岩で220～300 MPa, 大東花崗閃緑岩で200～440
MPa, 小木石英閃緑岩で210～280 MPa, 阿毘縁花崗閃緑岩で230～430 MPa, 奥津花崗閃緑岩
で220～370 MPa, 湯原南斑れい岩で220～270 MPa, 日近花崗岩で270～460 MPa, 松山花崗
閃緑岩で310～450 MPa, 森上トーナル岩で300～400 MPa, 志度花崗閃緑岩で350～430
MPaとなった.
考察　得られた圧力は, 角閃石の結晶化圧力と解釈されるが, 各岩体において見積もられた最
低圧力は最終的なマグマの定置圧力に近いものと考えられる. ただし, 本研究のうち山陰帯深
成岩類については, 変質作用の影響により角閃石のリム組成を圧力見積もりに適用すること
ができていないため, 最終的なマグマの定置圧力はより低圧である可能性がある. 一方で, 研
究対象とした山陰帯から領家帯までの各岩体の最低圧力を比較すると, 南に向かってより圧
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力が増加する傾向がある. 本研究の手法により, 明らかとなった深成岩類の圧力見積もりの広
域変化は, 深成岩形成後の西南日本内帯の構造運動を反映したものと考えられる.
引用文献　Higgns et al. (2022), CMP, 177:10; Iida et al. (2015), Island Arc, 24, 205-220; 石
橋ほか (2021), 火山, 66, 2, 119-129; 石原 (1973), 鉱山地質, 23, 13-32; Ishihara (1977), Min
Geol, 27, 193-305; Ishihara and Ohno, (2016), Bull. Geol. Surv. Japan, 67 (2), 41-58; 中山
ほか (2025), 地質学雑, 131, 1, 123-133; Petrelli et al. (2020), JGR Solid Earth, 125,
e2020JB020130; Suzuki et al. (2022), Island Arc, 31, e12462; Thomson et al. (2021), JGR
Solid Earth, 126, e2020JB020604.
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[T2-P-16] 愛媛県芸予諸島大島に分布する白亜紀花崗岩類の酸化還元状態の推
定

*下岡 和也1、齊藤 哲2、壷井 基裕1 (1. 関西学院大学、2. 愛媛大学)
キーワード：白亜紀花崗岩類、大島石、2価鉄の定量分析、吸光光度法

　花崗岩の酸化還元状態は，マグマの発生から固結に至るプロセスにおける起源物質や地殻

物質の同化の程度を検討するために極めて重要な指標である。花崗岩の酸化還元状態の推定

にはこれまで磁鉄鉱-チタン鉄鉱酸素分圧計や過マンガン酸カリウム滴定法などが用いられて
きた。しかしながら，これらの方法は，磁鉄鉱とチタン鉄鉱がメルト中で共存する限られた

花崗岩にのみ適用可能であることや，試薬調製や滴定時の技術的な側面から，全ての花崗岩

体に対して簡便に使用できるものではない。そこで本研究では，愛媛県芸予諸島大島に分布

する花崗岩類（大島Ⅰ型・大島Ⅱ型）について，全岩化学組成分析および吸光光度法を用い

た鉄（Ⅱ）の定量分析（野上ほか, 1996, 火山）を実施し，花崗岩形成時のマグマの酸化還
元状態の推定をおこなった。

　愛媛県芸予諸島大島には，白亜紀フレアアップ期に形成された花崗岩類が広く分布する。

特に北部に分布する花崗岩類は，その記載岩石学的特徴から大島Ⅰ型と大島Ⅱ型に区分でき

る。これらは，大島Ⅱ型が大島Ⅰ型を胚胎するような累帯深成岩体様の分布域を示し，両者

の境界は漸移的である。大島Ⅰ型は優白質塊状で部分的にペグマタイトを伴う。一方で，大

島Ⅱ型は大島Ⅰ型と比較するとわずかに優黒質であり，岩体周縁部では閃緑岩質なMMEや黒
雲母からなるクロットが特徴的に含まれる。全岩化学組成分析の結果，主要元素含有量

（TiO2, MnO, MgO, CaO, Na2O, P2O5）およびMgO/（Total-Fe2O3 + MgO），CaO/（CaO
+ Na₂O）において両者は有意な差を示し，多くの元素において，ハーカー図上での異なる組
成トレンドが認められる。また，Total-Fe2O3は大島Ⅰ型で2.1−2.8 wt%，大島Ⅱ型で
2.1−2.9 wt%の組成範囲を示し，どちらもSiO2の増加とともに減少する傾向を示すが，組成

トレンドの違いは認められない。燐灰石飽和温度計（Harrison and Watson, 1984,
Geochim. Cosmochim. Acta）による温度推定では，大島Ⅱ型が大島Ⅰ型に比べより高い飽
和温度を示す。吸光光度法を用いたFeOの含有量測定では，大島Ⅰ型が0.5−1.4 wt%，大島
Ⅱ型が0.6−1.3 wt%の組成範囲を示す。また，大島Ⅱ型においてSiO2の増加とともに

FeO/Fe2O3比の増加傾向が認められるものの，大島Ⅰ型では系統的なFeO/Fe2O3比の変化は

認められない。

　大島Ⅰ型および大島Ⅱ型の示すこれらの岩石学的特徴は，閃緑岩質マグマからの結晶分化

による連続的な岩相変化を支持せず，むしろ，閃緑岩質マグマによる花崗岩質マグマの加熱

およびマグマ混合による大島Ⅱ型の形成とその際のメルトの絞り出しによる大島Ⅰ型の形成

を示唆する。また，大島Ⅱ型においてSiO2の増加とともにFeO/Fe2O3比が増加する傾向は，

マグマ混合によって大島Ⅱ型のマグマが高温時の酸化的環境から還元的環境に変化したこと

を示唆する。
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*嶋田 翔1、江島 圭祐2 (1. 山口大学、2. 山口大学創成科学研究科)
キーワード：中新世火成活動、日本海拡大、苦鉄質マグマ、高山斑れい岩、貫入関係図

　中新世に発生した日本海拡大イベントは，東北日本弧と西南日本弧がそれぞれの回転軸を

中心に回転するモデル(Otofuji et al., 1985, Earth Planet. Sci. Lett., 75, 265–277)や島弧が平
行移動に加え回転運動するモデル(Hayashida et al., 1991, Geophys. Res. Lett., 18, 1095–
1098)など多様なテクトニクスモデルが提案されてきた．しかし，日本海拡大に関するテク
トニクスモデルの議論は依然として収束しておらず，関連する火成活動を含めたプレート

モーションには議論の余地がある．また，中新世火成活動に関連する苦鉄質マグマの特徴は

対象となる苦鉄質岩体の露出が限られていることから，未だ情報不足である．特に，背弧側

の苦鉄質岩体は極めて限定的であり，山口県須佐地域に分布する「高山斑れい岩」と島根県

島根半島に分布する「新第三紀貫入岩」のみである．苦鉄質マグマは一般に珪長質火成活動

の熱源としての役割を持つほか，マグマ発生機構を含む地下深部情報を有している．そこ

で，本研究では高山斑れい岩体を対象に野外地質調査を主軸とし，岩体を構成する各岩相の

記載岩石学特徴と岩石学的特徴を精査し，貫入関係，形成過程，およびテクトニクス場を明

らかにする．最終的には，これらの検討を中新世火成活動に展開し，古地磁気学および年代

学的手法では未解決な日本海拡大時の「プレート鉛直方向の動き」の復元を目的としてい

る．

　山口県萩市須佐地域の地質は下位から後期白亜紀阿武層群とそれを不整合に覆う中新世須

佐層群およびそれらを貫く高山斑れい岩体によって構成される．また，高山斑れい岩体は高

山斑れい岩とその活動時期にオーバーラップする山島火山岩類に区分され，両者の活動時期

は全岩および黒雲母K–Ar年代測定から15Ma前後とされている(今岡ほか, 1997, 岩鉱92,
302–315; 今岡ほか, 1994, Bull. Res. Inst. Nat. Sci., Okayama Univ. of Sci., No.20)．本地域で
最も露出面積の大きな高山斑れい岩は一般に，主成分鉱物として斜長石，単斜輝石，直方輝

石および角閃石から構成され，石英，磁鉄鉱，チタナイト，二次的に晶出した黒雲母および

方解石を少量含む．また，高山斑れい岩は組織とその構成鉱物から以下の3タイプに区分さ
れる: 1）Type 1（Kgb-1）：二次鉱物が少なく等粒状組織，2）Type 2（Kgb-2）：二次鉱物
が多く不均質，3）Type 3（Kgb-3）：最も優黒質で集積構造を持ち，かんらん石を含む．高
山斑れい岩の大部分はKgb-1が占め，母岩である須佐層群および阿武層群との接触部付近と
岩体の高標高部にKgb-2が選択的に露出する．また，Kgb-3の露出は調査地北東部に限られて
いる．これら3岩相の野外地質学的関係はすべて漸移関係であり，明瞭な境界を持つことは
ない．さらに，Kgb-2の不均質部にKgb-3が含まれている産状も確認される．一方，山島火山
岩類は安山岩質であり，溶岩，岩脈および同時性岩脈として産する．高山斑れい岩との接触

関係は形態ごとに異なり，順にルーフ接触，急冷周縁相を持つ貫入形態およびback veinや
network veinが発達する貫入形態が確認される．また，溶岩の一部には高山斑れい岩が見か
け捕獲岩様に包有される産状もあるが，これが固結後に包有されたものなのか，地殻内でク

リスタルマッシュとして存在していたものを噴出時に包有したものなのか，判別できていな

い．
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　本研究は野外地質学的および記載岩石学的情報に基づき，山島火山岩類（山島溶岩，山島

岩脈，山島同時性岩脈）と高山斑れい岩（Kgb-1，Kgb-2，Kgb-3）の複雑な貫入関係を検討
し，以下にまとめる．高山斑れい岩は母岩である阿武層群と須佐層群に貫入し，両者に接触

変成作用を与える．その後，山島溶岩が須佐地域北部に噴出・流出し，厚い溶岩層を形成す

る．さらに，高山斑れい岩が母岩を含む上記3岩相に貫入する．その際，山島火山岩類マグ
マも再活動し，山島同時性岩脈として貫入する．一方，高山斑れい岩はマグマだまり内で集

積作用を経験しType3，その絞り出しメルトとしてType1および母岩との混合や外部流体の
付加を経験し，Type2へと進化した．最後に，山島火山岩類マグマの活発化に伴い，山島岩
脈が急冷周縁相を伴う明瞭な境界を持ちその他岩相に貫入する．その後，高山斑れい岩体の

火成活動は収束したと結論づけられる．また，山島溶岩の一部にはKgb-3が見かけ捕獲岩様
に包有されることから，山島火山岩類マグマ上昇時には高山斑れい岩マグマ溜まりはすでに

形成途中であったことも示唆される．以上より，本岩体の火成活動は火山深成複合活動の側

面から詳細な検討が必要であると考えられる．
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[T2-P-18] 隠岐島前の大山石英閃長岩の岩相区分:多世代マグマ活動の示唆

*中山 瀬那1、遠藤 俊祐2 (1. 隠岐ジオパーク推進機構、2. 島根大学)
キーワード：アルカリ火成活動、石英閃長岩、モンゾニ岩、隠岐島前、後期中新世

　隠岐島前の地質は中新世末期に始まったアルカリ火成活動により特徴づけられ，中心部に

は唯一の深成岩体として大山石英閃長岩が分布する．大山石英閃長岩は中央火砕丘を構成す

る焼火山粗面岩との地質学的関係，および全岩K-Ar年代（約7 Ma）により島前の火成岩類の
なかで有意に古い岩体と考えられていた（千葉ほか，2000）．
　しかし，Brenna et al.（2015）およびScarrow et al.（2022）により焼火山粗面岩（6.2～
5.7 Ma），大山石英閃長岩（6.3～6.0 Ma）のジルコンU-Pb年代が報告され，両者の年代差
は従来考えられていたより短いことが明らかになった．従って，隠岐島前の焼火山粗面岩と

大山石英閃長岩は，珪長質アルカリ岩類のマグマ供給システムの理解に適した対象である．

しかし，Scarrow et al.（2022）の大山石英閃長岩のジルコンU-Pb年代データには，地質学
的関係と一見矛盾した焼火山粗面岩より若い5.6±0.2 Maの年代値が含まれている．その問題
点の解消，および島前の火成活動の理解のため，本研究では，大山石英閃長岩の野外調査，

薄片観察，および鉱物化学分析を行った．

　大山石英閃長岩は，これまで単一の石英閃長岩相からなる岩体とされてきた．本研究では

新たに，岩体南縁に約1.0 km×0.2 kmの規模のモンゾニ岩相を認識した．本岩相は単斜輝
石，および径数cmに達する薄板状の黒雲母を含むことにより特徴づけられる．また，単斜
輝石，および長石の化学組成は，モンゾニ岩相は石英閃長岩相と比較してより高温な平衡温

度を記録している．さらに，石英閃長岩相はモンゾニ岩相と比較して黒雲母がフッ素に富

む．また，黒雲母のAlとMg#の関係も両者は異なるトレンドを示す．これらのことから，両
者は異なるマグマ由来であることが示唆される．

　両岩相と焼火山粗面岩との前後関係に関して，石英閃長岩相は焼火山粗面岩に捕獲されて

いる露頭が観察され，これは既存研究の地質学的関係と矛盾しない．一方，モンゾニ岩相と

焼火山粗面岩の接触関係は確認できていない．ただし，本岩相の分布域はScarrow et al.
（2022）の5.6±0.2 Maのジルコン年代を示したサンプルの採取地と重複する．そのため，
モンゾニ岩相は焼火山粗面岩と同時期ないし直後に貫入した深成岩体の可能性がある．

文献：Brenna et al.,2015, Contrib Mineral Petrol, 170, 22-43.
Scarrow et al., 2022, American Mineralogist, 107, 1545-4562.
千葉ほか，2000，1/5万地質図幅「浦郷」
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[T2-P-19] 中国山地東部沖ノ山・波賀累帯深成岩体の地球化学研究

*木内 翔太1、下岡 和也1、壷井 基裕1 (1. 関西学院大学)
キーワード：白亜紀花崗岩類、累帯深成岩体、マグマ、西南日本

　累帯深成岩体は，岩体の周縁部から核部に向かってほぼ同心円状に類似する岩相が配列

し，核部に向かうにつれて珪長質になる特徴を持つ（田結庄・野沢, 1985）。その形成過程
についてはマグマ固結時の結晶分化やマグマ混合による岩相の変化が議論されているが未解

明な点が多い。そこで本研究では，累帯深成岩体の特徴を示すとされる，中国山地東部に分

布する沖ノ山岩体および波賀岩体（田結庄, 1985; 1986）について野外調査および鏡下観察
を実施し，全岩化学組成分析から求めた記載岩石学的特徴と地球化学的特徴から，この地域

の累帯深成岩体の形成過程について考察した。

　帯磁率は，沖ノ山岩体が5.24－18.4×10-3 SI，波賀岩体が0.27－23.6×10-3 SIを示し，ど
ちらの岩体も磁鉄鉱系列に属する（Ishihara et al.，1995）。両岩体においてMafic
Magmatic Enclaves(MME)やクロットのような苦鉄質マグマと花崗岩質マグマの混合を示す
ような野外産状が観察された。また，両岩体ともに，MMEや斑れい岩には針状の燐灰石，複
数の花崗岩試料および斑れい岩試料において汚濁帯を持つ斜長石が観察された。観察された

斜長石のコアからリムに対してラマン分光分析によるライン分析を行い，得られたピーク波

数の差から斜長石のアノーサイト量を算出した(Bersani et al.，2018)。その結果アノーサイ
ト量はコアから汚濁帯にかけて上昇し，リムにかけて減少する傾向を示した。XRF分析で得
られた全岩化学組成は，どちらの岩体から得られた試料もSiO2含有量の増加とともに直線性

のよい組成トレンドを形成する。主成分元素のハーカー図では，K2Oが正のトレンド，その
他の元素（TiO2，Al2O3，Fe2O3，MnO，MgO，CaO，P2O5）が負のトレンドを示した。

Total-Fe2O3の含有量は沖ノ山岩体では1.88－9.23 wt%，波賀岩体では1.20－5.88 wt%であ
り，ハーカー図上で重複する組成範囲を示す。微量成分元素分析では，Rb，Ba，Thで正の
トレンドがみられ，V，Cr，Co，Zn，Sr，Yで負のトレンドがみられた。また，1.10-フェナ
ントロリンを用いた吸光光度法（野上, 1996）によりFeOおよびFeO/Fe2O3を求めたとこ

ろ，沖ノ山岩体ではFeO/Fe2O3＝0.42－3.84，波賀岩体ではFeO/Fe2O3＝0.04－1.08で
あった。

　沖ノ山および波賀岩体で見られるHibbard(1995)が示すようなマグマ混合を示す記載岩石
学的特徴や，地球化学的特徴は，両累帯深成岩体が，花崗岩質マグマと苦鉄質マグマの混合

によって岩相を多様化させたことを示唆する。そして斑れい岩試料の斜長石のアノーサイト

量が，増減を繰り返したことから苦鉄質マグマにおいてもマグマ混合が起こったことが示唆

される。また，FeO/Fe2O3の値が沖ノ山岩体と比較して波賀岩体の方が低いことから，波賀

岩体のマグマが沖ノ山岩体のマグマより酸化的な環境で固結したことを示す。

【参考文献】

Bersani et al.，2018，J. Raman Spectrosc.，49，684-698
Hibbard, M. J. 1995，Prentice-Hall, New Jersey, 587p.
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Ishihara et al., 1995, Geol.,18, 217–228
野上健治，1996，火山，41，275-278
田結庄良昭，野沢保，1985，MAGMA，73，1－17
田結庄良昭，1985，岩石鉱物鉱床学会誌，80，337-351
田結庄良昭，1986，岩石鉱物鉱床学会誌，81，32-45



日本地質学会第132年学術大会

©日本地質学会
- T2-P-20 -

セッションポスター発表 | T2 ［トピック］マグマソース・マグマ供給系から火山体形成・熱水変質まで

EDI

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T2_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster11-35] T2 ［トピック］マグマソース・マグマ供給系から火山体形
成・熱水変質まで

学生優秀発表賞エントリー ECS

[T2-P-20] 鳥取県溝口地域の花崗岩類の岩相区分と対比

*磯山 未遊1、遠藤 俊祐1 (1. 島根大学)
キーワード：江尾花崗岩、山陰花崗岩

　はじめに

　鳥取県大山西麓，日野川東岸に位置する西伯郡伯耆町付近（以降溝口地域とする）には，

石賀ほか（1989）により飛騨帯との関係が示唆された帰属未詳変成岩類や片麻状構造をも
つ「江尾花崗岩」が分布している．Kawaguchi et al.（2023）は溝口地域の「江尾花崗岩」
からトリアス紀とジュラ紀のジルコンU-Pb年代を報告した．一方，南方の江尾地域で江尾花
崗岩として扱われていた岩体からは白亜紀以前の花崗岩類は確認されていない．そのため

「江尾花崗岩」は，詳しい研究の後にその名称を含めて再定義が必要と考えられる．また堤

ほか（2018）は北方の淀江地域の変花崗岩類からトリアス紀のジルコンU-Pb年代を報告し
た．トリアス紀およびジュラ紀の年代値は古期および新期飛騨花崗岩類の活動時期と一致す

る．これらの古い花崗岩類には，後期白亜紀～古第三紀の山陰花崗岩類が貫入し，接触変成

作用を与えている．最近，松浦（2025）により溝口地域北部の地質図が改訂され，整理さ
れてきているが，新旧の花崗岩類の分布や帰属については依然として不明な点が残る．本研

究では野外調査と薄片観察により溝口地域に分布する花崗岩類の岩相区分を行い，既報の年

代データを含めてそれらの帰属を検討した．また，一部の岩相については角閃石の化学分析

を行い，岩体区分指標としての可能性や定置深度を検討した．

溝口地域に分布する花崗岩類

（1）片麻状の石英閃緑岩～トーナル岩
本岩相は角閃石の定向配列による顕著な面構造の発達した変花崗岩類で，本地域東部に南北

方向に分布する．面構造はNW-SE走向・北傾斜で揃っている．珪長質（砕屑岩起源），苦鉄
質の変成岩類を伴う．アルカリ長石は含まない．角閃石Al圧力計の適用条件を満たさないた
め，圧力推定はできないが，角閃石は淀江地域の変花崗岩類と同様にAlに富むため（2）の岩
相とは区別可能である．変成岩的な組織から地殻深部での形成が伺われることと，

Kawaguchi et al.（2023）の年代データから，本岩相はトリアス紀の「江尾花崗岩」である
可能性が高い．

（2）塊状の石英閃緑岩～トーナル岩～花崗閃緑岩
南部の白水では石英閃緑岩～トーナル岩相が，中央部の谷川では花崗閃緑岩相が広く分布す

る．いずれの岩相も角閃石に富むが，細粒黒雲母集合体に再結晶している場合が多い．明瞭

な片麻状構造はもたないが，石英は波動消光し，またカタクラスティックな変形を被ってい

る．副成分鉱物として褐れん石に富む．角閃石Al圧力計により，定置圧力は183±10 MPa
（深度約7.1 km）と推定された．既存の年代データの試料採取位置から，本岩相は前期ジュ
ラ紀の「江尾花崗岩」に対比される．
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（3）角閃石黒雲母花崗閃緑岩
本岩相は谷川地区の（2）と（4）の境界に沿って狭長な分布をもつ．(2)の岩相とは非変形で
あることや自形黒雲母を含むことで，（4）の岩相とは角閃石を含むことで区別される．本
岩相は山陰花崗岩類と考えられるが，詳しい帰属は明らかでない．Yokoyama et al.
（2016）は谷川の花崗岩類から約89 Maの閃ウラン鉱およびトール石のEPMA年代を報告し
ている．岩石記載が無いため比較はできないが，本岩相に対応するかもしれない．

（4）黒雲母花崗岩
自形の黒雲母を含む狭義の花崗岩で，約65 Maの根雨花崗岩（Iizumi et al., 1984）に対比さ
れる．本地域西部に広く分布するほか，地下にも広く伏在していると考えられ「江尾花崗

岩」に接触変成作用を与えている．また南部の宮原地区東方の標高370m以上に分布する流
紋岩火砕岩にも貫入している．この貫入境界付近には石英が自形を示す斑岩相がみられる．

（5）アプライト～細粒黒雲母花崗岩
鬼住山周辺に多数の岩脈として産する．完晶質であるが，微文象組織や微細な珪長質鉱物の

球顆を含むことがある．年代データの報告はないが，松浦（2025）では古第三紀岩脈とされ
る．
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[T2-P-21] 琵琶湖南部に分布する後期白亜紀野洲花崗岩体の地球化学的研究

*中村 一喜1、下岡 和也1、壷井 基裕1 (1. 関西学院大学)
キーワード：白亜紀花崗岩類、全岩化学組成、野洲花崗岩

　滋賀県琵琶湖周辺には後期白亜紀に形成された花崗岩質岩体が環状に分布している。これ

らの岩体は黒雲母のK-Ar年代より鈴鹿、比叡岩体は100－90 Maの古期花崗岩類、比良、田
上、野洲岩体は80－70 Maの新期花崗岩類に区別される（沢田・板谷, 1993）。西川ほか
（1983）や周琵琶湖花崗岩団体研究グループ（2000）により、湖東流紋岩が分布する東縁
部には陥没構造が存在することが示唆され、湖東、琵琶湖コールドロンの存在が示唆されて

いる。本研究で扱った野洲花崗岩体は環状岩体の最も内側に存在し、厳密には環状岩体に属

さない。細野・牧野（2002）より、組織によって下部相、主岩相、上部相に分類され、岩相
分布、記載岩石学的特徴、全岩化学組成、斜長石の鉱物化学組成が報告されている。周琵琶

湖花崗岩団体研究グループ（2005）では主岩相は中粒黒雲母花崗岩（一部斑状）－細粒黒
雲母花崗岩であり、細野・牧野（2002）で存在するとされている斑岩相は天井相としての細
粒斑状花崗岩であることを指摘している。また、本岩体では下部相から上部相にかけて含水

量が低下するとともに、マグマ固結時に脱ガスによる水蒸気圧力低下による過冷却が起こっ

たとされている（細野・牧野, 2002）。全岩化学組成は主成分元素と一部の微量成分元素の
測定が行われているのみであり（細野・牧野, 2002 ; 周琵琶湖花崗岩団体研究グループ,
2005）、全岩化学組成に基づく詳細なマグマ溜まりプロセスの検討は行われていない。そ
こで、本研究では野洲花崗岩体について、全岩化学組成分析を実施し、化学組成の特徴を把

握するとともに、微量成分元素組成、希土類元素組成の特徴から野洲花崗岩体のマグマ過程

について考察を行った。　野洲花崗岩体から25試料採取し、蛍光Ｘ線分析装置で主成分元素
10元素と微量成分元素14元素について分析を行った。SiO2は69.9－77.8 wt.%の範囲を示し
た。主成分元素の挙動はハーカー図上において、SiO2の増加に伴って、Fe2O3、MnO、
TiO2、CaO、MgO、P2O5は明らかな減少傾向を示し、Al2O3、Na2Oはわずかに減少傾向を
示し、K2Oはわずかに増加傾向を示した。また、MgOは0.1－0.3 wt.%、CaOは0.5－1.9
wt.%と非常に低い値を示した。量成分元素は、ハーカー図上でZr、Sr、Co、Cr、VがSiO2の

増加に伴い減少傾向を示し、Rbが減少傾向を示した。また、Baの含有量は中粒岩相、細粒
岩相で分化が進むにつれて急激に減少した（図）。これらの結果は細野・牧野（2002）や
周琵琶湖花崗岩団体研究グループ（2005）と調和的である。野洲花崗岩体にはペグマタイ
ト中の石英中に液相包有物が存在することが報告されている（牧野ほか, 2021）。本研究に
おける粗粒岩相における高いBa含有量はマグマ固結時の流体相の影響によるものであると考
えられる。また、Ba含有量が中粒、細粒岩相で分化が進むにつれて急激に減少することは、
Baが脱ガスの際に流体相とともに取り去られたためであると考えられる。一方で、上部地殻
の平均化学組成で規格化したパターン図上、CIコンドライトで規格化したREEパターン図上
では、全ての試料が類似したパターンを示した。これらの地球化学的特徴は野洲花崗岩が単

一の珪長質マグマだまりから形成され、その後の結晶化プロセスと脱ガスにより組成を多様
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化させたことを示唆する。
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[T2-P-22] 九州中央山地に産する市房山花崗閃緑岩体の岩石学的特徴

*坂元 伸晟1、江島 圭祐2 (1. 山口大学、2. 山口大学創成科学研究科)
キーワード：中新世火成活動、西南日本外帯、九州中央山地、花崗岩

　[はじめに]　西南日本前弧域には中新世に活動した火成岩類が全長800 km, 幅150 kmの帯
状に露出している．それらは岩石学的特徴から瀬戸内火山岩類，外帯花崗岩類および周縁帯

火成岩類の3つに大別でき，それぞれ，高マグネシウム安山岩 (HMA)，カルデラを伴う火山
深成複合岩体およびソレアイト質の塩基性貫入岩で特徴づけられる(Shinjoe et al., 2019,
Geological Magazine, 158, 47–71)．これらの火成岩は定常的な海洋プレートの沈み込みに
関連する火成作用では説明できず，海嶺の沈み込みによって引き起こされる異常高温現象が

一例として説明されている．また，西南日本前弧域に分布する珪長質岩類の活動年代は

15.5–13.5Maに集中しており，西南日本弧回転運度の停止直後であると報告されている
(星，地雑, 124, 675–691; Shinjoe et al., 2019)．このように，西南日本前弧域の火成岩類か
ら得られる情報は当時の複雑なプレートモーションを考える上で，重要かつ利用価値のある

データとなる．これまで，中新世のプレートモーションは1980年代から様々なものが提案さ
れおり，古地磁気測定などの地球物理学的手法や地質年代学的手法を経て，進展してきた

(例えば, Otofuji et al., 1985, Earth Planet. Sci. Lett., 75, 265–277; Shinjoe et al., 2019)．こ
れらのアプローチはプレートモーションの平面的な移動や回転を検討するには非常に優位性

の高いが，プレートの深さ方向への移動や関連する火成活動との適用性には問題が残る．そ

こで，本研究は西南日本前弧域，九州中央山地に産する中新世市房山花崗閃緑岩体を調査対

象とし，岩石学的特徴と形成プロセスの検討する．また，花崗閃緑岩と関連する岩相の各種

化学組成分析からテクトニクス場を推定し，中新世プレートモーションに対して火成岩類か

ら「制約条件」を提示する．

[地質概説]市房山花崗閃緑岩体（以降，市房山岩体）は熊本県水上村〜宮崎県椎葉村にかか
る南北約6 km，東西約8 kmの範囲に露出する楕円形の岩体であり，古第三紀の四万十帯に
貫入する．母岩である四万十帯は泥岩，砂岩，岩礫泥岩および泥質変成岩に分類できる．ま

た，境界部付近には花崗閃緑岩と母岩が溶融・混合しており，両者が層状に混じりあう部分

溶融帯が確認され，岩体を囲むように帯状に分布する．一方，市房山花崗閃緑岩は岩相変化

に乏しい岩石であり，他の苦鉄質岩脈から貫かれるなどの産状は全く確認されない．しか

し，母岩である四万十帯の泥岩や泥質片岩の捕獲岩（Xenolith）を大量に含むほか，少量の
MME（暗色包有物）と火成包有物を含む特徴を持つ．
[岩石記載]市房山花崗閃緑岩は主成分鉱物として，黒雲母，斜長石，石英および少量のアル
カリ長石から構成され，特徴的にシンプレクタイトを伴うザクロ石とクロットを形成する電

気石を含む．岩相変化は乏しいが，半自形粒状組織を示すType 1と弱い斑状組織をもつType
2に区分される．いずれも，構成鉱物は同様であるが，前者のほうが岩相内での鉱物粒度変
化が大きい特徴を持つ．MMEと同様な形態で市房山花崗閃緑岩に包有される火成包有岩は主
成分鉱物として，直方輝石，単斜輝石，斜長石，黒雲母および少量の石英で構成され，グラ

ノブラスティック組織を示すものと石英がポイキリティックに他鉱物を包有する組織を持つ

ものに大別できる．また，前者の組織を持つものには一般に苦鉄質鉱物が密集するリムが存
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在し，後者には存在しない．

[形成プロセス] 市房山岩体の野外地質学的情報と記載岩石学的情報から以下の形成プロセス
が考えられる．まず，市房山岩体は四万十帯（地殻浅所）に貫入し，貫入近傍では母岩を溶

融し，層状の部分溶融帯を形成する．また，大量の母岩を捕獲岩として捕獲する．その際，

地殻成分を取り込むことにより，電気石が晶出したと考えられる．さらに，市房山花崗閃緑

岩には減圧よるザクロ石（分解）のシンプレクタイトが確認されるほか，レスタイト様の火

成包有岩を伴う．このことは，市房山花崗閃緑岩マグマが深所で発生し，上昇過程でレスタ

イト様岩石を取り込んだと考えられる．このように，市房山花崗閃緑岩体はマグマ発生〜上

昇・定置にかかる地殻深所〜浅所情報が記録されている可能性がある．



日本地質学会第132年学術大会

©日本地質学会
- T2-P-23 -

セッションポスター発表 | T2 ［トピック］マグマソース・マグマ供給系から火山体形成・熱水変質まで

EDI

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T2_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster11-35] T2 ［トピック］マグマソース・マグマ供給系から火山体形
成・熱水変質まで

学生優秀発表賞エントリー ECS

[T2-P-23] 北部九州，朝倉花崗閃緑岩の南北縦断組成変化と岩体成長過程

*濱野 裕大1、江島 圭祐1、山田 来樹2、横山 立憲3、小北 康弘3 (1. 山口大学創成科学、2. 産業技術
総合研究所、3. 日本原子力開発機構)
キーワード：白亜紀、北部九州バソリス、花崗閃緑岩、岩体成長過程、ジルコン U–Pb年代

　【はじめに】　北部九州には白亜紀花崗岩類（北部九州バソリス）が広く分布しており，

岩相や貫入関係などから17～19岩体が認識されている（大和田・亀井, 2010, 日本地方地質
誌8, 朝倉書店, 304–311）．近年では，ジルコンU–Pb年代測定を用いた地質年代学的な検討
が精力的に進められ，白亜紀北部九州バソリス火成活動の時間軸がより明確になった

（Miyazaki et al., 2018, Int. Geol. Rev. 61, 649–674；柚原ほか, 2019, 地質雑, 125, 405–
420）．一方で，同一岩体のジルコンU–Pb年代値が約10 Maも異なる事例があり，マグマ溜
まり内の不均質性やマグマ供給イベントの多段階性などの可能性が示唆されている．そのた

め，各岩体単位でのマグマ溜まりの成長過程や結晶化作用の解析および３次元的な組成変化

の検討から単一マグマ溜まりにおける包括的な成熟過程の理解が必要となる．そこで，北部

九州バソリスの一つである朝倉花崗閃緑岩体（以降，朝倉岩体）を対象に検討を行った．朝

倉岩体は糸島岩体（約800 km²），早良岩体（約450 km²）に次いで３番目の露出面積（約
300 km²）を誇り，他の深成岩体と複合していない独立に近い岩体である．そのため隣接す
る岩体からの物理的・化学的影響を考慮する必要がなく，岩体固有の「結晶化作用」と「3
次元組成変化」の検討に最適である．本研究では，東西約4.5 km，南北約9.0 kmの範囲に
ついて詳細な地質図を作成し，記載岩石学的特徴と岩石学的特徴およびジルコンU–Pb年代
測定を多角的に検討し，岩体の南北縦断組成変化とマグマ溜まりの形態を明らかにする．本

研究で展開する固有マグマ溜まりに対する基礎データは，大規模深成岩体の成長過程や大陸

地殻形成メカニズムを解明するための突破口となる．

【地質概説】朝倉岩体は福岡県嘉麻市を中心に東西約25 km，南北約12 kmの範囲に露出す
る岩体である．岩体を構成する朝倉花崗閃緑岩には粗粒な角閃石結晶（最大粒径約3 cm）が
観察され，一部の岩相では角閃石と斜長石結晶が定向配列し，流理構造を示す．さらに，岩

体中央部と南部では楕円形の苦鉄質包有物（MME）を含み，高標高部域（約450 m）では塊
状の細粒黒雲母花崗岩や岩脈状のアプライトなどの優白質岩脈が産する．朝倉花崗閃緑岩は

周防変成岩類に貫入しており，貫入境界は北部で南傾斜，南部で北傾斜を示す．南北で岩種

が異なり，北部は角閃岩，南部は泥質片岩が分布する．また，標高859.4 ｍの古処山山頂部
には泥質片岩に伴って産する結晶質石灰岩が露出する．花崗閃緑岩は中粒～粗粒で，完晶質

半自形粒状組織を示し，主に斜長石，角閃石，黒雲母，石英およびアルカリ長石で構成さ

れ，副成分鉱物としてジルコンや二次鉱物の緑泥石と緑簾石を含む．細粒黒雲母花崗岩は主

に斜長石，黒雲母，石英，およびアルカリ長石で構成され，完晶質半自形粒状組織や，稀に

完晶質斑状組織を示す．北部の貫入母岩である角閃岩は主に角閃石，斜長石および石英で構

成され，南部の泥質片岩は主に黒雲母，斜長石，アルカリ長石および石英で構成される．南

部の泥質片岩との境界では，片理に対して調和的な境界と非調和的な境界がみられ，非調和

的な境界部では急冷周縁相や花崗閃緑岩中の泥質片岩ゼノリスが確認された．
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【岩体の組成変化と成長過程】貫入形態やゼノリスの存在から，朝倉花崗閃緑岩は母岩のス

トーピングを伴いながら貫入したと考えられる．朝倉花崗閃緑岩の肉眼鑑定では，岩石粒度

や有色鉱物の含有量比などの特徴が異なり，岩体の周縁部で細粒-苦鉄質，中央部で粗粒-珪
長質の傾向を示すことから，花崗閃緑岩の冷却速度が岩体内で異なることが考えられる．

モード組成分析では，朝倉岩体の苦鉄質鉱物量比の増減が優白質鉱物に比べて大きく，岩体

内組成変化を示す最大の要因であることが示唆された．全岩化学組成分析では，SiO2含有量

が62.2–67.4 wt.%の範囲を示し，ハーカー図では単一の組成トレンドを形成する．また，
SiO2含有量は岩体周縁部から内部へと増加し，苦鉄質鉱物のモード比は減少する．花崗閃緑

岩５試料中のジルコンを分離し，レーザーアブレーション誘導結合プラズマ質量分析法に

よってU–Pb年代測定を行った．結果，岩体周縁部の206Pb/238U加重平均年代値は98–101
Maの範囲である．また，岩体中央部のジルコンの206Pb/238U単粒子年代値は95–99 Maであ
り，2つのコンコーダントな年代集団（95 Maと96–99 Ma）が確認されたため，多段階のマ
グマ供給があった可能性が考えられる．以上の結果から，本調査範囲の朝倉岩体は，岩体の

周縁部および岩体の中央部から有色鉱物の結晶化が進行し，岩体内部へと結晶分化作用が進

行したことで成長したと考えられる．
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セッションポスター発表 | T2 ［トピック］マグマソース・マグマ供給系から火山体形成・熱水変質まで

EDI

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T2_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster11-35] T2 ［トピック］マグマソース・マグマ供給系から火山体形
成・熱水変質まで

[T2-P-24] 溶岩組成の多変量統計解析に基づく箱根火山のマグマ多様性

*廖 鑫1、岩森 光1、坂田 周平1、高橋 正樹2、長井 雅史3 (1. 東京大学　地震研究所、2. 日本大学　
文理学部　地球科学科、3. 国立研究開発法人防災科学技術研究所)
キーワード：火山、地球化学、多変量統計解析

　箱根火山は、伊豆島弧と東北日本島弧の衝突帯に位置する第四紀の火山であり、日本列島

の火山の典型例とされている。中～小規模の成層火山、単成火山、カルデラ、火砕流堆積体

などからなる複雑な火山群であり、その構造は極めて多様である。溶岩組成・マグマ系列も

多様であり、ソレアイト系列およびカルクアルカリ系列を含み、玄武岩質～流紋岩質までの

幅広い組成幅が見られる（高橋・内藤ほか，2006）。これらの特徴は、活発かつ複雑なテク
トニクス場における火山であること、ならびにその６５万年におよぶ形成史を反映している

と考えられる（長井・高橋，2008；山口・山下ほか，2021）。箱根火山に関しては、これ
まで岩石学的研究は蓄積されているものの、微量元素濃度や同位体比に関するデータは著し

く不足している。マグマの生成・移動・分化・噴出のメカニズムは十分に明らかになってお

らず、また、マグマおよび噴出物（溶岩・火山灰）の化学的多様性やその層序・時間変化に

ついても未解明である。従来は、主に主成分濃度に基づく質量収支解析によって、結晶分別

や同化などの仮定メカニズムの検証が行われてきたが（Kuno, 1950）、これらは既存モデル
の範囲に留まり、データ中に潜む予期せぬ、または未知のプロセスの抽出には限界がある。

本研究では、箱根火山の噴出物を対象に、主成分元素・微量元素・同位体比の包括的な分析

を進めている。並行して、得られたデータに対して成分および時間的構造を抽出し、無教師

機械学習（白色化クラスタ解析、独立成分分析）を用いた数値解析手法を開発することで、

実際の地質プロセスとの対応関係を明らかにし、火山活動のメカニズムをデータから推定す

ることを目指している。本研究の対象データセットは、高橋・内藤ほか（2006）、長井・
高橋（2007, 2008）、山口・山下ほか（2021）による先行研究に基づいて作成されたもの
である。長井・高橋（2007, 2008）は、XRFによって測定された主要元素濃度データ、およ
び中央火口丘の一部サンプルに関しては微量元素濃度データも報告している。これらのデー

タに基づき、主要元素濃度を含む1114件のデータセットが得られた。また、本データセット
に含まれるテキスト情報を長井・高橋（2007）による箱根火山の地質史と照合することで、
全てのサンプルに対して地質ステージを付与した。主成分データにはまず、総和100%によ
る閉鎖効果を除去するためにCLR変換を行った。次に、各変数を平均0・標準偏差1に標準化
し、スケールの違いによる影響を排除した。さらに、白色化処理により共分散行列を単位行

列に変換し、変数間の相関を除去した。前処理後のデータに対してK-meansクラスタリング
を実施し、クラスタ数はPCAによる次元削減（3次元、累積寄与率88.4%）とICAによるクラ
スタ分布の軸方向整合性に基づいてk=6と決定した。最終的に、箱根火山全域のサンプルは6
つのクラスタに分類された。このクラスタ分類と長井・高橋（2007, 2008）が提唱した箱根
火山の地質発展段階との間には、ある程度の潜在的関係性が認められる。例えば、第2ス
テージ（玄武岩〜安山岩質成層火山群の形成期：約35万〜約27万年前）では、クラスタ3が
最大の割合を占めている。クラスタ3は箱根火山全体の中で最も低いSiO2濃度を示し、CaO
およびMgOが高く、苦鉄質で分化度の低いマグマを反映していると考えられる。さらに、
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Na2OおよびK2Oが低く、貧アルカリ性の特徴を持つことから、クラスタ3は火山活動初期の
マグマを代表している可能性が高い。第3および第4ステージでは、クラスタ4が主導的な割
合を占めている。クラスタ4はSiO2濃度が中程度で、中性〜中酸性のマグマに相当し、

Na2O・K2Oも平均的でアルカリ性の偏りは見られない。一方、TiO2およびP2O5の濃度が高

く、Tiに富むチタン鉄鉱やPに富む燐灰石などの鉱物を含む可能性がある。これらの特徴か
ら、クラスタ4は比較的分化が進んだマグマを反映していると考えられる。第5および第6ス
テージでは、クラスタ1が支配的である。クラスタ1はSiO2、Na2O、K2Oが高く、MgO、
FeO、CaO、TiO2が低いという特徴を持ち、高度に分化した中酸性マグマに対応する。一方

で、一部の溶岩には直方輝石や単斜輝石、さらに斑状のカンラン石を含む例もあり、異なる

マグマ系列の干渉や混合が関与していた可能性が示唆される。今後、岩石学的なモデリング

により、各クラスタの主成分元素の特徴を定量的に解析する。また、微量元素および同位体

比組成と統合することにより、マグマの成因および火山発達史を議論予定である。

参考文献：

Kuno,H.(1950).Geology of Hakone volcano and adjacent areas.Part I. Journal of the Faculty
of Science,University of
Tokyo.SectionII,Geology,Mineralogy,Geography,Geophysics,7,257–279.

高橋正樹,内藤昌平,中村直子,&長井雅史.(2006).箱根火山前期·後期中央火口丘噴出物の全岩化
学組成.日本大学文理学部自然科学研究所研究紀要,41,151–186.

長井雅史,&高橋正樹.(2007).箱根火山外輪山噴出物の全岩主化学組成.日本大学文理学部自然
科学研究所研究紀要,42,71–95.

長井雅史,&高橋正樹.(2008).箱根火山の地質と形成史.神奈川県立博物館調査研究報告 (自
然),13,25–42.

山口珠美,山下浩之,萬年一剛,&小林淳.（2021）.箱根火山の地質と形成史：最近の研究レ
ビュー.神奈川博調査研報（自然），2021,16,137-160.
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セッションポスター発表 | T2 ［トピック］マグマソース・マグマ供給系から火山体形成・熱水変質まで

EDI

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T2_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster11-35] T2 ［トピック］マグマソース・マグマ供給系から火山体形
成・熱水変質まで

[T2-P-25] FAIR原則に準ずる地球化学データの統合基盤構築およびデータ駆動
型解析への展開

*山口 純平1、江島 圭祐2 (1. 山口大学理学部、2. 山口大学創成科学)
キーワード：FAIR原則、アーカイブ化、データ駆動型解析

　【国際動向】近年，分析機器・技術の発展によって膨大な地球化学データが指数関数的に

蓄積されているが，研究者によるデータの発見，取得，引用および再利用は容易ではない．

このことは「データ駆動型科学」や「研究DX」推進の障壁となり，研究データの管理・公
開・再利用のあり方が国際的な課題となっている．この課題解決に向け，データの統合指針

「FAIR原則」(Findable, Accessible, Interoperable, Reusable: Wilkinson et al., 2016,
Scientific Data 3, 160018)が提唱され，科学分野全般のデータ整理やアーカイブ化が推進さ
れている．特に地質学分野では，GEOROCK(http://georoc.eu)やPetDBの
EarthChem(www.earthchem.org/petdb)などが火成岩類の網羅的なデータセットを提供・公
開している.
【国内動向】日本学術会議は，第四の科学としてのデータ駆動型科学の発展と研究データ共

有・公開を推進するオープンサイエンスを強く支持しているが，国内(特に地質学分野)にお
ける整備は依然として不十分であり，研究基盤構築では欧米主要国に後れを取っている(日本
学術会議，2022，研究DXの推進–特にオープンサイエンス，データ利用推進の視点から–に
関する審議について (回答))．同分野で唯一の国産地球化学データプラットフォームと位置付
けられてきたDODAI(http://dsap.jamstec.go.jp/DODAI/)も，2025 年 7 月 8 日現在アクセス
不能である．したがって，現状，国産の利用可能な地球化学データベースは存在しない．こ

のような現状は，全国的に地球化学データを共有できるプラットフォームが存在しないこと

を意味する．この欠落は日本の大学でも同様だと考える．山口大学も同様で過去数十年にわ

たり卒業論文や共同研究で取得された全岩化学組成・モード組成データなど膨大な未公開

データが学内図書室に紙媒体のまま所蔵されており，貴重な知見創出の機会が失われている

現状にある．そこで，本研究の目的は①山口大学に所蔵される地球科学組成データを集約

し，FAIR 原則に準拠した統合データ基盤を構築すること，②その基盤を用いたデータ駆動型
解析によって新たな知見を創出し，当該基盤の有用性を実証することを目的とする．上記の

目的が達成できれば，①各機関でのデータ集約プラットフォーム整備のモデルケースとなる

ほか，②データ駆動型解析の有用性を示すことで，国内各機関に眠る公表データを全国的に

集約・共有するプラットフォーム整備の端緒となることが期待される．

【データ基盤の構築】本基盤は地球化学データの収集，データの統合およびWebアーカイブ
化の三段階で整備を進めている．山口大学学科図書室には，北部九州から西中国に分布する

白亜紀火成岩類を対象とした卒業論文が計 140 編所蔵されており，そこから抽出した全岩化
学組成とモード組成データは約 7,000 件と膨大な数になる．これは限定領域でデータ基盤を
先行配備し，データ駆動型解析による有用性を実証することで将来的に他の時代・岩石種へ

と段階的に拡張するためのロールモデルを提示する狙いがある．構築作業の一部として，全

データをExcelファイル形式に統合し，データに係る情報(論文の所蔵場所，巻数，題目，試
料採取地域および岩種)を新たに明記し，すべて統一フォーマットで入力した．また，全岩化
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学組成データの1次フィルタリングにはMATNORM(Pruseth et al., 2009, Computers &
Geosciences, 35(7), 1785–1788)を適用した．MATNORMは逆組成行列の同時解法によって
C.I.P.W.ノルムを算出するツールであり，微量元素を考慮した可変分子量の設定やその他特
殊処理を組み込むことで，元データとの総和誤差をゼロに保つ高精度ノルム計算を実現す

る．これを適用することによって全岩化学組成データの異常検出を試みている．また，この

ようして統合したデータのWebアーカイブを作成した．このWeb閲覧ページには検索窓を配
置しており，利用者が希望するデータセットを即時に抽出できるシステムを導入している．

【データ駆動型解析】収集した全ての白亜紀火成岩類の全岩化学組成(北部九州～西中国地方
に限定)を概観するため初期統計解析を実施した.その結果，SiO₂ヒストグラムには48–50
wt%と74–76 wt%にピークが現れ，集合データが苦鉄質–珪長質の二項分布を示すことが判
明した．その他の解析結果は本発表で詳細に議論を行う．
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セッションポスター発表 | T9 ［トピック］大地と人間活動を楽しみながら学ぶジオパーク

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T9_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster36-38] T9 ［トピック］大地と人間活動を楽しみながら学ぶジオパー
ク

ハイライト講演

[T9-P-1]
阿蘇火砕流だけじゃない！－おおいた豊後大野ジオパークの地質の多様性

*吉岡 敏和1 (1. おおいた豊後大野ジオパーク推進協議会)

[T9-P-2]
考古資料館の展示で表現する火山と人と自然の共生｜桜島・錦江湾ジオパークの取り組み

*吉瀬 毅1 (1. 桜島・錦江湾ジオパーク推進協議会)

[T9-P-3]
GEOPARK magazineにおける地球科学的情報の効果や意義の検討

*山﨑 由貴子1、古澤 加奈1、本田 泰平1、長谷川 唯1 (1. 特定非営利活動法人日本ジオパークネット
ワーク事務局)
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セッションポスター発表 | T9 ［トピック］大地と人間活動を楽しみながら学ぶジオパーク

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T9_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster36-38] T9 ［トピック］大地と人間活動を楽しみながら学ぶジオパー
ク

ハイライト講演

[T9-P-1] 阿蘇火砕流だけじゃない！－おおいた豊後大野ジオパークの地質の多
様性

*吉岡 敏和1 (1. おおいた豊後大野ジオパーク推進協議会)
【ハイライト講演】  本ジオパークのエリアには、カンブリア紀後期から第四紀更新世後期まで、
古第三紀以外のほぼすべての時代（紀）の地層・岩石が分布し、更に岩石の種類としては堆積岩、

火成岩、変成岩のすべてが存在する。メインテーマの巨大火砕流（阿蘇火砕流）は本地域を代表す

る地質で自然や文化を特徴づける要素であるが、多様な地質とそれらに繋がる自然や文化も組み込

むことで、より深くて楽しいジオストーリーができることが期待される。 ※ハイライト講演と
は．．．

キーワード：おおいた豊後大野ジオパーク、地質多様性、阿蘇火砕流、西南日本内帯、西南日本外

帯

　おおいた豊後大野ジオパークは九州の中部、阿蘇火山の東側に位置するジオパークであ

る。メインテーマは「巨大火砕流から9万年、生命（いのち）をつむぐ豊後の水と大地の彩
り」で、阿蘇火山の巨大噴火による火砕流が冷えて固まった溶結凝灰岩を河川が侵食して

作った地形や、そこに育まれた自然や文化が特徴のジオパークである。その一方で、おおい

た豊後大野ジオパークのエリアは西南日本の内帯と外帯にまたがり、多種多様の地質体が分

布する地域でもある（星住ほか，2015）。
内帯の基盤岩類としては、エリア北部に領家帯に属すると考えられている白亜紀の花崗岩類

および高温低圧型の朝地変成岩類が分布する。朝地変成岩に伴う花崗岩からはカンブリア紀

後期に相当する497MaのジルコンU-Pb年代が得られている（星住ほか，2015）。またエリ
ア北部から中部の広い範囲に、白亜紀後期の前弧海盆堆積物である大野川層群が分布してい

る。

外帯の基盤岩類では、地域の中南部を北西－南東方向に黒瀬川帯が横断している。エリア内

の黒瀬川帯は蛇紋岩と石灰岩等の堆積岩、変成岩からなり、このうち石灰岩からはシルル紀

のサンゴ化石が産出している。黒瀬川帯の南にはジュラ紀付加体である秩父帯が広く分布し

ており、遠洋成のチャートのほか、異地性岩体として石炭紀～ペルム紀の石灰岩が挟まれて

いる。また、黒瀬川帯の一部を不整合で覆って下部白亜系物部川層群に相当する佩楯山層が

分布している。なお、外帯と内帯を分ける中央構造線は、佐賀関半島の北岸から半島の付け

根で大きく湾曲し、半島の南側で南傾斜となる。そのため、三波川帯はこれ以西では地下に

埋没し、三波川帯と領家帯の境界としての狭義の中央構造線は、九州では地表に露出しない

（寺岡ほか，1992）。
新第三系としては、エリア最南部に祖母・傾・大崩コールドロンに伴う中新世の火山岩類が

分布し、流紋岩、デイサイト、火山礫凝灰岩、珪長質の貫入岩などが見られる。またエリア

の中北部には、同じく中新統である大野火山岩類の安山岩溶岩や流紋岩質溶結凝灰岩など

が、山地の稜線や丘陵上に分布する。さらに第四系としては、阿蘇火山起源の火砕流堆積物

（主に阿蘇3火砕流および阿蘇4火砕流）が広く分布するほか、大野川沿いには段丘堆積物も
見られる。第四紀火山は分布しない。

https://pub.confit.atlas.jp/ja/event/geosocjp132/content/program#highlight
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このようにおおいた豊後大野ジオパークのエリアには、カンブリア紀後期にあたる約5億年
前から、第四紀更新世後期の約9万年前まで、古第三紀以外のほぼすべての時代（紀）の地
層・岩石が分布している。さらに岩石の種類としては堆積岩、火成岩、変成岩のすべてが存

在し、そのうち火成岩は酸性岩から超塩基性岩までを網羅している。これらの多様な地質に

は、すでにジオパークのサイトに設定され紹介されているものもあるが、全体的なジオス

トーリーへの取り込みはまだ十分とは言えない。今後はこれらの多様な地質を、タイムス

ケールをイメージできるような形でジオストーリーに取り込んでいきたいと考えている。

【文献】

星住英夫・斎藤　眞・水野清秀・宮崎一博・利光誠一・松本哲一・大野哲二・宮川歩夢

（2015）20万分の1地質図幅「大分」（第2版）．産業技術総合研究所地質調査総合セン
ター．

寺岡易司・宮崎一博・星住英夫・吉岡敏和・酒井　彰・小野晃司（1992）犬飼地域の地
質．地域地質研究報告（5万分の1地質図幅），地質調査所，129p.
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セッションポスター発表 | T9 ［トピック］大地と人間活動を楽しみながら学ぶジオパーク

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T9_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster36-38] T9 ［トピック］大地と人間活動を楽しみながら学ぶジオパー
ク

[T9-P-2] 考古資料館の展示で表現する火山と人と自然の共生｜桜島・錦江湾ジ
オパークの取り組み

*吉瀬 毅1 (1. 桜島・錦江湾ジオパーク推進協議会)
キーワード：地質考古学、テフラ編年、地形復元

　The Sakurajima-Kinkowan Geopark is currently developing an exhibition at an
archaeological museum that expresses the coexistence of volcanoes, humans, and nature.
This geopark area has experienced 17 Plinian eruptions following the massive Aira
Caldera eruption approximately 30,000 years ago. The archaeological remains found in
the region tell us how humans have overcome these volcanic events, passing their
experiences on to future generations. The new exhibition integrates tephrochronology
and paleogeographic reconstruction—methods commonly used in earth sciences—into
archaeological interpretation to illustrate the spatial and temporal distribution and
environmental adaptation of humans from the Paleolithic to the Jomon period.

By analyzing samples such as volcanic ash and fossilized plants, the exhibition
reconstructs the climate and natural environment of past eras. In addition, archaeological
materials such as stone tools and shell middens are analyzed to reveal the lifestyles of
ancient peoples. Combining these approaches enables a multifaceted understanding of
how volcanic activity, climate change, and marine environmental fluctuations influenced
human settlement, culture, and diet.

The exhibition is organized into the following six themes:

Sea-Level Fluctuations and Human Migration
Visual reconstructions of lowered sea levels during glacial periods show how the current
seabed of Kinko Bay was once land, allowing Paleolithic humans to migrate. Climate and
environmental conditions are estimated from volcanic ash layers and plant fossils.
Human movement and settlement are illustrated through obsidian artifacts and drawings.

Impact of the Aira Caldera Eruption
The Aira Caldera eruption occurred around 30,000 years ago during the Paleolithic period.
Based on Takarada et al. (2022, Geological Survey of Japan), illustrations and distribution
maps depict the scale of the eruption. Changes in human life before and after the eruption
are introduced using archaeological evidence.

Distribution of Sakurajima-Satsuma Tephra
The Sakurajima-Satsuma eruption occurred 13,000 years ago during the earliest Jomon
period. Base surge deposits reached up to 10 km from Sakurajima (Kobayashi et al., 2013,
Geological Survey of Japan). Archaeological data reveal the significant impact on Jomon
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populations. The theme concludes with connections to modern disaster education and
geopark activities.

Jomon Period Sea-Level and Daily Life
The coastline during the Jomon transgression has been geologically reconstructed by
studies such as Moriwaki et al. (2022, Bulletin of the Volcanological Society of Japan).
Maps overlaying shell midden and dwelling locations help visualize how geological
phenomena influenced human living environments.

Movement and Trade of Stone Tools
Petrographic analysis and provenance studies of stone tools found in the geopark area
are possible. Maps showing the distribution routes of obsidian and jade help explain
human exchange and trade networks.

Changes in Human Diet
Through tephrochronological analysis, transitions from Paleolithic hunting and gathering
to Jomon fishing and shellfish collection are revealed. This theme highlights the close
relationship between geological phenomena and diverse food resources from the sea,
mountains, and rivers.

These exhibits combine visual materials (maps, photos, illustrations) with physical
artifacts (stone tools, volcanic ash) to allow visitors to experience the relationship between
geology and humanity. As a rare example of integrated geological and archaeological
data, this initiative contributes to experiential learning and strengthens disaster and
environmental education. It is expected to serve as a new model for exhibitions in
geoparks and museums nationwide.
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セッションポスター発表 | T9 ［トピック］大地と人間活動を楽しみながら学ぶジオパーク

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T9_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster36-38] T9 ［トピック］大地と人間活動を楽しみながら学ぶジオパー
ク

[T9-P-3] GEOPARK magazineにおける地球科学的情報の効果や意義の検討

*山﨑 由貴子1、古澤 加奈1、本田 泰平1、長谷川 唯1 (1. 特定非営利活動法人日本ジオパークネット
ワーク事務局)
キーワード：ジオパーク、日本ジオパークネットワーク、GEOPARK magazine、地球科学

　GEOPARK magazine は特定非営利活動法人日本ジオパークネットワーク（以下、JGN）が
毎年発行する雑誌であり、2014年3月に創刊号を発行し、2025年3月にはVol.12を発行し
た。本雑誌はジオパーク関係者や地球科学の専門家だけではなく、ジオパークを楽しむ様々

な人に情報を発信することに重点を置いており、JGN加盟地域の情報を食べる・遊ぶ・学ぶ
の切り口で紹介する。その中で地球科学的な情報は、知っていることでジオパークをより楽

しむことができるような内容を意識し掲載している。

創刊号からVol.3までは、随所に地球科学的な内容が書かれているものの、大きな項目として
の取り扱いはなかった。項目として取り上げられたのはVol.4からで、『もっと知りたい
GEO』として掲載された。前半は『大地（ジオ）と動植物や生態系（エコ）、人（ひと）が
おりなす世界。』としてジオパークが対象とする3つの要素（ジオ・エコ・ひと）やそれら
のつながりについて解説しており、ジオパークに主眼をおいたものだった。後半は『ジオミ

ニ辞典』として地球科学的な用語の解説をしている（JGN, 2017）。『もっと知りたい
GEO』はVol.5でも継続し、『「活断層」は、大地が動く証？』としてプレート境界や活断
層、地震などについて簡単な図を用いて解説しており、Vol.4に掲載したものよりも専門的な
内容となっている。そして『ジオパークの活断層』として活断層を見ることができるジオ

パークを紹介した。また『ジオミニ辞典』では、Vol.5全体の中からいくつかの地球科学的な
用語を選び短い説明を掲載した（JGN, 2018）。このように最初に地球科学的な事柄や現象
について解説し、それらを見ることができるジオパークを紹介して、その後用語解説を掲載

するという大まかな様式は、Vol.12まで変わっていない。これまで取り上げた地球科学的な
事柄や現象は、活断層、付加体、土砂災害と水害でできた地形、火山噴火、化石、地熱、大

陸の一部だった日本列島、地震による隆起で、それらが見られるジオパークとして延べ27地
域掲載し、『ジオミニ事典』で取り上げた用語は延べ63だった（JGN, 2017；2018；
2019；2020；2021；2022；2023；2024；2025）。地球科学的な事柄や現象は当時の時
事的なものを反映することもあり、活断層では平成28年熊本地震（JGN, 2018）、土砂災害
と水害でできた地形では平成30年7月豪雨（JGN, 2020）、地震による隆起では令和6年能登
半島地震について（JGN, 2025）、それぞれ解説やジオパークの紹介で触れられている。
本雑誌は抽選で応募者にプレゼントが当たる企画があり、その応募時にアンケートを集めて

いる。Vol.12は現在応募中であり、2025年6月末時点で131人の応募があった。アンケート
回答をみると、26人（約19.8 %）が面白かった記事として地球科学的な内容を掲載したペー
ジを挙げていた。一方、Vol.11のアンケートでは回答者261人中27人（約10.3 %）、Vol.11
のアンケートでは回答者227人中20人（約8.8 %）だった。Vol.12で地球科学的な内容掲載
ページに興味を持った読者が多い要因の一つとして、前述の通り令和6年能登半島地震に関
連付けていることが考えられる。本雑誌のように多くの人を広くターゲットとする雑誌にお

いて、専門的な内容の取扱いは難しく、簡易な説明でも興味を持たれず読んでもらえない可

能性は否定できない。しかし、掲載するテーマや内容を工夫すれば、あまり興味を持ってい
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なかった人に地球科学的な事柄や現象を知ってもらう貴重な機会になることが期待できる。

本発表では、過去に掲載した地球科学的な内容についてまとめ、読者アンケートの結果を基

に効果や意義について検討し、効果的なページにするにはどうすればよいか議論していきた

い。

【引用文献】

JGN（2017）GEOPARK magazine Vol.4. 株式会社談, 68p.
JGN（2018）GEOPARK magazine Vol.5, 株式会社談, 64p.
JGN（2019）GEOPARK magazine Vol.6, 株式会社談, 64p.
JGN（2020）GEOPARK magazine Vol.7, 株式会社談, 64p.
JGN（2021）GEOPARK magazine Vol.8, 株式会社談, 64p.
JGN（2022）GEOPARK magazine Vol.9, 株式会社談, 64p.
JGN（2023）GEOPARK magazine Vol.10, 株式会社談, 64p.
JGN（2024）GEOPARK magazine Vol.11, 株式会社談, 64p.
JGN（2025）GEOPARK magazine Vol.12, 株式会社談, 64p.
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セッションポスター発表 | T12 ［トピック］地球史

EDI

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T12_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster39-51] T12 ［トピック］地球史

[T12-P-1]
南極沿岸域堆積物コア試料のCT画像の特性と古環境学的意義

*石輪 健樹1,2、菅沼 悠介1,2、梶田 展人3、柴田 大輔4,5、香月 興太6、川又 基人7,2、池原 実8 (1. 国立極
地研究所、2. 総合研究大学院大学、3. 弘前大学、4. 神奈川工科大学、5. 筑波大学、6. 島根大学、7. 寒
地土木研究所、8. 高知大学)

ECS
[T12-P-2]
銚子地域に分布する犬吠層群の酸素同位体層序に基づく北西太平洋海域の下部－中部更新統年

代モデル

*桑野 太輔1、小杉 裕樹2、原井 優里2、羽田 裕貴3、久保田 好美4、Saeidi Ortakand Mahsa4、亀尾

浩司2、岡田 誠5 (1. 京都大学、2. 千葉大学、3. 産業技術総合研究所、4. 国立科学博物館、5. 茨城大学)

[T12-P-3]
日本海沿岸地域の鮮新統−更新統に産する浮遊性有孔虫化石Globoconella inflata系列種の形態的
特徴

*山﨑 誠1、高尾 健汰2、松井 浩紀1、西川 治1、鹿納 晴尚3、長谷川 四郎3 (1. 秋田大、2. 新潟県庁、3.
東北大・博)

[T12-P-4]
房総半島南端における浮遊性有孔虫化石群集に基づく鮮新-更新世寒冷化イベント時の古環境復
元

*山本 秀忠1,2、林 広樹4、岡田 誠3、長谷川 大輔5,2 (1. 大日本ダイヤコンサルタント株式会社、2. 茨城
大学大学院理工学研究科、3. 茨城大学、4. 島根大学、5. 株式会社キタック)

[T12-P-5]
鮮新世末の北大西洋亜極域における気候変化と海洋循環

*林 辰弥1、桑原 義博1、大野 正夫1 (1. 九州大学)

学生優秀発表賞エントリー

[T12-P-6]
カゲロウ幼虫化石から検出された有機物とその意義

*板倉 義空1、田中 源吾1、菊地 理佳2 (1. 熊本大学、2. 信州大学)

学生優秀発表賞エントリー ECS
[T12-P-7]
日本海堆積物コアのバイオマーカー分析による後期中新世の高解像度海洋環境変動の復元

*星 恒太郎1、沢田 健1、関 有沙2、多田 隆治3 (1. 北海道大学、2. 深田地質研究所、3. 千葉工業大学)

[T12-P-8]
日本海堆積物コアの中新世テフラの対比：古海洋環境の三次元的復元を目指して

*関 有沙1、長橋 良隆2、入野 智久3、多田 隆治4、松崎 賢史5、吉岡 純平6 (1. 深田地質研究所、2. 福島
大学、3. 北海道大学、4. 千葉工業大学、5. 東京大学、6. 国立極地研究所)

学生優秀発表賞エントリー ECS
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[T12-P-9]
インドメガラヤ州Um Sohryngkew川セクションにおける
K/Pg境界近傍の古環境復元

*俵 直弥1、PHUKAN Sarat2、BORGOHAIN Dipima3、狩野 彰宏4、齊藤 諒介1 (1. 山口大学、2.
Gauhati University、3. Indian Institute of Technology Bombay、4. 東京大学)

学生優秀発表賞エントリー ECS
[T12-P-10]
モンゴル国ゴビ砂漠に分布する脊椎動物化石産出層の堆積年代制約に向けた土壌性炭酸塩岩の

U-Pb直接年代測定

*藤井 雄大1、竹谷 勇人2、青木 一勝3、千葉 謙太郎2、Khishigjav TSOGTBAATAR4、Buuvei
MAINBAYAR4、Batsaikhan BUYANTEGSH4、実吉 玄貴2 (1. 岡山理科大学大学院 理工学研究科、2. 岡
山理科大学　生物地球学部、3. 岡山理科大学 基盤教育センター、4. モンゴル科学アカデミー古生物学
研究所)

学生優秀発表賞エントリー

[T12-P-11]
豊浦層群西中山層からの豊富なMISSの発見と、新たな研究可能性について

*河端 康佑1、齊藤 諒介1 (1. 山口大学)

[T12-P-12]
ネバダ州北東部に分布する下部三畳系ディンウッディー層から産出したコノドント化石とアン

モノイド化石

*前川 匠1、ジェンクス ジェームス、重田 康成2 (1. 大阪市立自然史博物館、2. 国立科学博物館)

学生優秀発表賞エントリー ECS
[T12-P-13]
宮城県北部に分布する下部―中部三畳系稲井層群の岩相層序と生痕化石相

*遠藤 悠一1、重田 康成2,1 (1. 筑波大学生命地球科学研究群、2. 国立科学博物館生命史研究部)
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セッションポスター発表 | T12 ［トピック］地球史

EDI

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T12_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster39-51] T12 ［トピック］地球史

[T12-P-1] 南極沿岸域堆積物コア試料のCT画像の特性と古環境学的意義

*石輪 健樹1,2、菅沼 悠介1,2、梶田 展人3、柴田 大輔4,5、香月 興太6、川又 基人7,2、池原 実8 (1. 国
立極地研究所、2. 総合研究大学院大学、3. 弘前大学、4. 神奈川工科大学、5. 筑波大学、6. 島根大
学、7. 寒地土木研究所、8. 高知大学)
キーワード：CT画像、湖底堆積物、南極、海水準変動、氷床変動

　堆積物コア試料は、氷床や海水準変動などの古環境変動を復元するための重要なアーカイ

ブとして広く利用されている。堆積物コア試料は分取された後、詳細な環境情報が化学分

析、微化石分析などにより得られてきた。一方で、近年では、試料の形態や内部構造を保存

したまま高分解能で分析可能な非破壊分析技術の導入が進んでおり、特に数年から数十年ス

ケールの高時間分解能を対象とする環境変動の復元において有用である。その中でも、CT
（Computed Tomography）を用いた堆積物試料の観察は、試料を破壊することなく三次元
的な構造を可視化することが可能である。CT画像の取得は、堆積物試料の分取前に実施する
ため、試料の初期状態を保持した一次情報を取得することができる。特に南極沿岸域の堆積

物試料では、CT画像は目視では検出できないラミナ構造や氷河性堆積物の認定に有効であ
り、氷期から現在にかけての氷床後退過程やその変動に伴う環境変動の復元に有用である。

これまで東南極の宗谷海岸の露岩域では、第59, 61, 64次南極地域観測隊で50本以上の湖
底・浅海底堆積物コア試料が採取されてきた。CT画像の結果から氷河・氷床の変動により変
形した構造や年縞と思われるラミナ構造を有する試料が認められた。堆積物中に記録された

これらの構造は、氷床の後退・前進過程やその過程に伴う堆積環境の変化、さらには海水準

変動を復元する上で極めて有効な指標となる。本発表では、これらのCT画像の解析結果を中
心に、一部試料について行った放射性炭素年代測定も加え、堆積物に記録された環境変動を

明らかにする。また、得られた知見を先行研究で明らかにされている宗谷海岸域の氷床・海

水準変動と照らし合わせることで、CT画像から読み取れる堆積環境の特徴と氷床・海水準変
動との関連性について議論を行う。
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[T12-P-2] 銚子地域に分布する犬吠層群の酸素同位体層序に基づく北西太平洋
海域の下部－中部更新統年代モデル

*桑野 太輔1、小杉 裕樹2、原井 優里2、羽田 裕貴3、久保田 好美4、Saeidi Ortakand Mahsa4、亀

尾 浩司2、岡田 誠5 (1. 京都大学、2. 千葉大学、3. 産業技術総合研究所、4. 国立科学博物館、5. 茨
城大学)
キーワード：更新世、年代モデル、酸素同位体層序、北西太平洋海域、底生有孔虫

　千葉県銚子地域に分布する犬吠層群は，前期–中期更新世に堆積した海成堆積物であり，
堆積速度が大きく，保存状態が良好な微化石や多数のテフラ鍵層を含むことから，層序学的

な研究において重要な地層群である（Matoba，1967；酒井，1990など）．犬吠層群では，
1998年に東京大学海洋研究所によって，銚子市森戸町にて全長250 mに及ぶ銚子コア
（CHOSHI-1）が掘削され，このコアを対象とした層序学的研究が進められてきた．特に，
Kameo et al. (2006) は，古地磁気，石灰質ナノ化石，浮遊性有孔虫化石の酸素同位体分析に
基づいて年代モデルを構築し，このコアがmarine isotope stage (MIS) 24から11に相当する
ことを明らかにした．さらに，中里ほか（2003）などにより，本コアに含まれる多数のテフ
ラ鍵層が上総層群のテフラや広域テフラと対比されるなど，詳細なテフラ層序も構築されて

いる．したがって，銚子コアは，北西太平洋海域における前期－中期更新世の標準年代層序

の基盤として活用できるポテンシャルを有していると考えられる．しかし，Kameo et al.
(2006) による年代モデルの構築で用いられた浮遊性有孔虫化石Globorotalia inflataは海洋表
層環境の変動の影響を受けることから，より全球的な酸素同位体比の変動を記録する底生有

孔虫化石に基づいて，高解像度かつ信頼性の高い年代モデルを構築することが望まれる．そ

こで，本研究では，銚子コアの深度250－100 mの区間を対象として，底生有孔虫化石の酸
素同位体分析を行うことで，新たな下部－中部更新統の年代モデルを構築することを目的と

して研究を行った．本研究では，約20–40 cmの層位間隔で泥岩試料から底生有孔虫化石を
抽出し，Uvigerina spp., Bulimina aculeata, Bolivinita quadrilateraの3つの分類群の酸素同位
体比を測定した．分析には国立科学博物館筑波研究施設が所有するKiel IV carbonate device
およびMAT253を使用した．また，一部のデータには，小杉ほか（2023），Harai et al.
(2025) ，Haneda et al. (in prep.) で得られた分析結果を使用した．深度250–100 mで得られ
た酸素同位体比のプロファイルは約2.5–4.3‰の範囲で変動し，MIS 26からMIS 14に相当す
る氷期・間氷期サイクルが認められた．これにより，従来の年代モデル（Kameo et al.,
2006）でMIS 24とされていたコア最下部は，本研究によりMIS 26に修正され，より正確な
年代対比が可能となった．さらに，本研究で構築された年代モデルに基づくと，コアに挟在

するいくつかの主要な広域テフラ鍵層の天文年代が明らかとなり，これらは地層の広域対比

やその年代制約において重要な層序学的な基盤になり得ると考えられる．
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[T12-P-3] 日本海沿岸地域の鮮新統−更新統に産する浮遊性有孔虫化石
Globoconella inflata系列種の形態的特徴

*山﨑 誠1、高尾 健汰2、松井 浩紀1、西川 治1、鹿納 晴尚3、長谷川 四郎3 (1. 秋田大、2. 新潟県
庁、3. 東北大・博)
キーワード：後期鮮新世、前期更新世、浮遊性有孔虫、日本海

　日本海沿岸に沿って分布する最上部新生界の層序については，石油坑井の開発にともなっ

て古くから検討がおこなわれてきた．特に上部鮮新統から最下部更新統の海成堆積岩類は微

化石を豊富に含み，浮遊性有孔虫Globoconella inflata系列種群（Maiya et al., 1976）の多産
層準は，日本海側地域の坑井の地質年代を決定する重要なマーカーとして利用されてきた

（工藤，1967）．
　ところでこの時期，南太平洋から北西太平洋，および大西洋にかけては，G. inflataとその
祖先種のG. puncticulataが産する（例えば，Lam and Leckie, 2020）．Globoconella inflata
は，後期鮮新世の温暖環境下で南太平洋に出現し，その後北半球に急激に分布を広げたこと

で知られ，G. puncticulataの絶滅は，北半球高緯度域の氷河作用との関連も示唆される
（Scott et al., 2007）．近年，大西洋では，G. puncticulataの産出上限は中－高緯度域にか
けて異時性が示され，必ずしも単純な緯度分布（表層水温の南北方向の勾配）には従わない

との指摘がなされた（Brombacher et al., 2021）．北西太平洋についても，鮮新世から更新
世にかけてG. inflata系列種群が産し，大西洋同様に北半球高緯度の氷河作用に関連した分布
の時空間変動が推測されるが，G. inflata praeinflataは，G. inflataに一括されるにとどまり
（Lam et al., 2022），環境変動との関連には言及されていない．このように，G. inflata系列
種群の層位分布の詳述は，日本海や北西太平洋の環境変動を議論するうえでも重要である．

一方，日本海側地域で産するG. inflata系列種群については，その形態的特徴などの基本的情
報の不足から，外洋域に産する同じ系列の種群との関係については，未だ十分に理解されて

いない．また，秋田地域以北の陸上セクションから産するG. inflata系列種群は，Maiya et al.
(1976)で記載された模式種と異なり二次石灰化を伴わない個体が産し，G. puncticulataとの
形態的な類似も指摘できる．

　そこで本研究では，秋田県から北海道南部地域の海成層のうち，最上部鮮新統から下部更

新統にかけて産するG. inflata系列種群に加え，北大西洋，北西太平洋およびタスマン海で採
集された海洋コア試料中の同系列種群について，5地域の計9層準を対象に走査型電子顕微鏡
画像をもとに，Scott et al. (2007)により同種群の形態的差異を捉えるのに適しているとされ
る口孔を含む外形について，ランドマーク法を用いて形態を比較した．その結果，上部鮮新

統－下部更新統日本海地域産のG. inflata s.l.の形態は，口孔の形状と最終室の外形の特徴か
ら，外洋域に産する系列種群G. puncticulataよりも，現生種のG. inflataとの類似性が示唆さ
れた．講演では，形態的特徴の時間変化についても考察する． 
引用文献

Brombacher et al., 2021, Paleoceanogr. Paleoclimatol., doi: 10.1029/2020PA004205; 工
藤，1967, 石技誌, 32, 304–305; Lam and Leckie, 2020, Micropaleontology, 66, 177–268;
Lam et al., 2022, Geosciences, doi: 10.3390/geosciences12050190; Maiya et al., 1976,
Prog. Micropaleontol., 395–422; Scott et al., 2007, Mar. Micropaleontol., 62, 235–253.
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[T12-P-4] 房総半島南端における浮遊性有孔虫化石群集に基づく鮮新-更新世寒
冷化イベント時の古環境復元

*山本 秀忠1,2、林 広樹4、岡田 誠3、長谷川 大輔5,2 (1. 大日本ダイヤコンサルタント株式会社、2.
茨城大学大学院理工学研究科、3. 茨城大学、4. 島根大学、5. 株式会社キタック)
キーワード：浮遊性有孔虫、後期鮮新世、前期更新世、房総半島、古水温

　前期中新世以降，地球規模で寒冷化が進む中で，特に後期鮮新世の3Ma付近を境に北半球
において大陸氷床が形成・発達したことが知られている（北半球氷河化作用：NHG）．また
この時期は，酸素同位体記録中に卓越する氷期―間氷期サイクルの変動周期が2.3万年から
4.1万年へと変化し，氷期―間氷期サイクルが気候システムを支配する更新世への過渡期に
相当する．したがって，この時期に起こった古海洋学的事象を詳細に復元することは，NHG
の成因や，氷期―間氷期サイクルがどのようにして地球の気候システムを支配するように
なったかを理解する上で極めて重要である．

本研究対象は，房総半島南端に分布する上部鮮新統～下部更新統の千倉層群布良層である．

布良層では岡田ほか（2012）において酸素同位体と古地磁気の複合層序が編まれ，3.1～
2.3Maまでの年代モデルが構築されている．また房総半島は黒潮―親潮会合域に面している
ことから，千倉層群では当時の古海洋学的変動が感度良く記録された可能性が高い．そこで

本研究では，浮遊性有孔虫化石の群集解析を行い，変換関数法や現生アナログ法 (Modern
Analog Technique: MAT法) を用いて，NHG開始期当時の房総半島沖の古海洋環境の復元を
行った．

本研究において，57層準で計13属61種の浮遊性有孔虫化石が得られた．得られた種は産出
頻度の高い順にGlobigerinita glutinata, Globigerina bulloides, Neogloboquadrina incompta,
Globigerina falconensis, Neogloboquadrina pachyderma (右巻き個体), Globoconella
puncticulata, Globigerinoides ruber, Globoconella inflata等であり，これら上位8種で産出全
体の約76%を占める．
同定された浮遊性有孔虫化石の群集組成データに対し，変換関数PFJ-125 (Takemoto and
Oda, 1997) による古水温（表層水温）の復元と，MAT法（林ほか2015など）を用いた古水
温の復元を行った．

MAT法は，化石群集と最も類似した現生群集を示す地点の環境特性に基づき古環境を推定す
る． Takemoto and Oda (1997)では日本近海の現生群集81試料の因子負荷量が公表されて
いる．現在の水温は日本海洋データセンターから公表されている表層～水深300mまでの統
計水温を補間，リサンプリングして用いた．変換関数PFJ125で算出した本研究試料の因子負
荷量から，現生群集との類似度（平方弦距離：SCD）を求め，同一水塊内の基準となるSCD
＜0.25（Dowsett and Robinson, 1997）かつ類似度上位5地点内の加重平均により古水温を
復元した．ただし，上位5地点の水温の標準偏差が1.35℃（PFJ125の年平均式（新村ほか
2006）の標準誤差）を超過する試料については複数の最適解の存在が考えられるため，その
試料を含む1.15～2.05万年のタイムウィンドウ（堆積時の氷期－間氷期サイクルの半周期
内）の古水温値に対して最も近い値を加重平均値および5地点の水温の中から選択し，適用
することとした．

変換関数法，MAT法により復元された古水温は，MIS G6, G4（2.7Ma前後）やMIS 86（約
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2.24Ma）の氷期での水温低下（MAT法での表層水温で-2℃程度）を捉えた．これらの層準
ではN. incomptaやN. pachyderma（右巻き個体）などの混合水域種が増加しており，黒潮前
線の南下で房総沖に混合水の影響が強まったものと考えられる．またMAT法では，MIS 89
（約2.29Ma）の間氷期でも顕著な水温低下が見られた．この層準では混合水域種が減少す
る一方，G. glutinataやG. bulloidesなどの湧昇流種が相対的に増加していることから，房総
沖では湧昇流が生じて冷水渦の影響が強まった可能性が示唆される．

引用文献

岡田ほか，2012，地質学雑誌，118，97-108．
Takemoto and Oda, 1997, Paleontological Research, 1, 4, 291-310.
林ほか，2015，Japan Geoscience Union Meeting 2015講演要旨
Dowsett and Robinson, 1997, Palaeontologia Electronica, 1.1.3A, 1-22.
新村ほか，2006，化石，79，4-17
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[T12-P-5] 鮮新世末の北大西洋亜極域における気候変化と海洋循環

*林 辰弥1、桑原 義博1、大野 正夫1 (1. 九州大学)
キーワード：鮮新世末、北大西洋亜極域、氷河作用、氷期−間氷期サイクル、大西洋子午面循環

　鮮新世の終わりには北半球高緯度域において氷河作用が激化し、現在まで続く氷期−間氷
期サイクルが始まった。大気中の二酸化炭素濃度は鮮新世の末には現在と同レベルまで減少

しており（Seki et al. 2010）、そのため当時の気候変動記録は、近い将来の気候変動を予測
する上での有益な情報となるはずである。そこで我々のグループでは、アイスランドの南方

沖（IODP Site U1314）から回収された堆積物試料の超高解像度マルチプロキシー分析を行
い、気候変動と大陸氷床、および海洋の大西洋子午面循環（AMOC）の関係を調査してい
る。本発表では、鮮新世末の氷河作用の激化のメカニズムに関するこれまでの研究成果と、

数百〜千年規模の海洋循環についての予察的な研究成果を紹介する。

　鮮新世末の氷河作用の激化のメカニズムについては、Hayashi et al. (2020)によってまとめ
られている。それによると、北大西洋亜極域では269万年前頃に表層の北大西洋海流と深層
のISOW（北大西洋深層水の主要な構成要素）が強化され、熱塩循環の北部セクターである
AMOCが活発になった。特に、北大西洋海流の強化は、ヨーロッパに大量の水蒸気を供給す
ることで大陸氷床の成長を促し、氷期−間氷期サイクルを生み出す一因となった可能性が高
い。また、ISOWは氷期と間氷期を通して数百〜千年規模で変動し、氷期には大陸氷床から
分離した氷山の到来よりも前に変化が起きていたことが分かった。このことは、AMOCが氷
山の融解水によって弱められたとする従来の仮説に疑問を投げかけるものである。

引用文献：

・Seki, O., Foster, G.L., Schmidt, D.N., Mackensen, A., Kawamura, K., and Pancost, R.D.
2010. Alkenone and boron-based Pliocene pCO2records. Earth and Planetary Science
Letters 292: 201–211.
・Hayashi, T., Yamanaka, T., Hikasa, Y., Sato, M., Kuwahara, Y., and Ohno, M. 2020. Latest
Pliocene Northern Hemisphere glaciation amplified by intensified Atlantic meridional
overturning circulation. Communications Earth & Environment, 1, 1-10:
https://doi.org/10.1038/s43247-020-00023-4
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[T12-P-6] カゲロウ幼虫化石から検出された有機物とその意義

*板倉 義空1、田中 源吾1、菊地 理佳2 (1. 熊本大学、2. 信州大学)
キーワード：化石鉱脈、更新世、昆虫化石、タフォノミー、有機物

　栃木県那須塩原市に分布する中部更新統塩原層群宮島層は非常に保存状態の良い植物・昆

虫化石を産出することで知られ, 日本における保存的化石鉱脈の代表例である. しかし, 産出
する化石についてのタフォノミー的な研究は少なく, 未解明な点が多い. 本研究では, 水棲昆
虫であるカゲロウ幼虫に着目し, 無機物および有機物分析をおこない, 岩相とともに保存状態
を検討した.
　宮島層が堆積したカルデラ湖の中心部に位置する「木の葉化石園」内の露頭を精査し, 昆
虫を多産する層準をつきとめた. カゲロウ幼虫化石は182個体得られ, 葉理の発達した灰色シ
ルト質泥岩ないし珪質泥岩に含まれていた. シルト質泥岩から産出した2標本, 珪質泥岩から
産出した2標本を対象に, 九州大学中央分析センターの微小部X線分析装置(XGT-9000)を用い
て元素マッピングをおこなった. その結果, カゲロウ幼虫の化石は, 化石表面にSとFeが濃集す
るものと, 化石表面でSとFeが欠乏するものの2タイプに分けられた. 後者は珪質泥岩に含まれ
る化石のみで確認された. また, 粘土鉱物を構成するAl, Si, K, Cも化石表面で欠乏していた. こ
のように化石表面で無機元素がいちじるしく欠乏することから, 生物の死骸が無機鉱物に
よって交代作用を受けることなく化石化し, カゲロウ幼虫オリジナルの有機物が, 化石として
保存されていると考えられる. そこで, 信州大学基盤研究支援センター長野分室の飛行型二次
イオン質量分析装置(TOF.SIMS 5)を用いて, 化石試料極表面の有機物分析をおこなった. その
結果, 化石試料の表面からキチンおよびD-グルコサミンに同定される複数のピークが検出さ
れた. 加えて, m/z；282 ~ 496の範囲で, キチン標準物質と一致しない複数のピークが検出さ
れた.
　カゲロウ幼虫化石の元素マッピングおよびデジタルマイクロスコープによる観察から, 産
出した化石のほとんどは化石表面にSとFeが濃集していることが明らかとなった. このことは
カゲロウ幼虫の軟体部が黄鉄鉱に交代され, 従来の軟体部保存を示す化石のように保存され
たことを示す. 一方, Al, Si, S, K, Ca, Feが化石表面で欠乏する試料は, 硫化鉱物や粘土鉱物によ
る交代作用を受けていないと考えられる. TOF-SIMSによって検出されたキチンとD-グルコサ
ミンは, 昆虫の外骨格を形成する主成分である. このことから, カゲロウ幼虫化石にはカゲロ
ウ幼虫オリジナルの有機物が保存されていると考えられる. また, キチン標準物質と一致しな
いピークは, キチン質とタンパク質が結合した生体物質の可能性があり, 今後その正体を特定
する必要がある.
　本研究により, 塩原層群宮島層産のカゲロウ幼虫化石の多くは, 黄鉄鉱に交代されているが,
一部の標本にはオリジナルの生体有機物が保存されていることが判明した. 化石に残された
生体由来の有機物から, 有機物の腐敗, そして鉱化へと, 段階的なタフォノミーの検討が可能
となる.
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[T12-P-7] 日本海堆積物コアのバイオマーカー分析による後期中新世の高解像
度海洋環境変動の復元

*星 恒太郎1、沢田 健1、関 有沙2、多田 隆治3 (1. 北海道大学、2. 深田地質研究所、3. 千葉工業大
学)
キーワード：藻類バイオマーカー、IODP、ReCoRD、日本海、中新世

　現在の日本海はユーラシア大陸と日本列島に囲まれた縁海であり、最大3000mを超える水
深に対して、隣接する海域とは4つの最大130m程度の浅い海路で接続しているのみである
(Cheng et al., 2025)。地質時代においては海水準変動や隆起・沈降により海水流入の経路が
大きく変動したと考えられている(Matsuzaki et al., 2018)。前期から後期中新世初期にかけ
ての温暖な時期では、現在の日本海における海路以外にフォッサマグナや東北〜サハリンに

かけて存在していた列島間からも外海と接続しており、現在の閉鎖的な日本海とは異なった

古海洋環境が広がっていたと推定される。また、この温暖期とその寒冷期の間（10.8 Ma）
にTortonian thermal maximumと呼ばれる短期間の急激な温暖化が南シナ海において報告さ
れている(Holbourn et al., 2021)。この温暖化イベントが日本海周辺の環境に影響を及ぼした
かどうかは未解明である。中新世の日本海は海洋環境が大きく変動した時期である一方でそ

れ以降の時代と比較すると、高時間解像度の古海洋変動の研究例は少ない。本研究では特に

10.8Ma前後に着目し、バイオマーカー分析を用いて中新世における日本海の高時間解像度
な古海洋および基礎生産変動を行った。本講演ではその予察的な結果を報告する。

本研究ではIODP Expedition 346 Site U1430で掘削され、2024年に実施されたリポジトリコ
ア再解析プログラム（ReCoRD; ReC23-03）でサンプリングされた深海掘削堆積物コアを用
いた。Site U1430は日本海のほぼ中央部に位置する大和堆で掘削された中期中新世から完新
世までの堆積物が採取されている。本研究では7個の岩層層序サブユニットのうち、珪藻軟
泥とシルト質粘土の互層から構成されるサブユニット3Aに着目し、高解像度のサンプリング
を行った。サブユニット3Aの特徴として非常に細かいラミナが確認されている他、11〜
9.7Maの範囲で約4万年周期で堆積環境が酸化的と還元的で周期的に変動していることが
ReCoRDのサンプリングパーティにおいて報告されている。凍結乾燥処理した堆積物試料を
有機溶媒で抽出した後に、シリカゲルカラムによって無極性〜極性成分に分画した。すべて

の極性画分をGC-MSおよびGC-FIDを用いてバイオマーカー分析を行った。

U1430コアにおいて、ハプト藻起源のアルケノン、珪藻・真正眼点藻などに由来する長鎖ア
ルキルジオール、珪藻起源のC25 HBIアルカンおよびチオフェン、渦鞭毛藻起源のDinosterol
をはじめとする様々な藻類起源のステロイドが検出された。海洋表層環境の変動について

は、アルケノンと長鎖アルキルジオールの2つの古水温計から得られた表層水温を比較した
結果、アルケノン古水温計の方が7℃程度高い復元値を示した。Herbert et al　(2016)で報告
されている同緯度の北太平洋他地域と比較を行った結果、アルケノン古水温が当時の水温よ

り高く復元されている可能性が示唆された。検出された藻類バイオマーカーの濃度および

Mass accumulation rateから高解像度の藻類ごとの海洋表層における基礎生産変動を復元し
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た。総じて有機物の濃度は高く、先述したDinosterolおよび円石藻・珪藻由来の
Brassicasterolが全ステロイド中の10〜20％と高い寄与を示した。このことから温暖な表層
において渦鞭毛藻・円石藻による活発な基礎生産がおきていたことが示唆される。またステ

ロイドは生合成されるステロールとステロールが還元的な環境で飽和化して生成するスタ

ノールの両方が検出されている。この比を用いて底層の酸化還元を復元した結果、層準ごと

に顕著な変動が見られた。またステロイドの起源ごとに値にばらつきが見られたことも特徴

的である。特に珪藻や円石藻等の二次共生藻類起源とされるC28ステロールと陸上高等植物

起源とされるC29ステロールで値が大きく異なったことから、それぞれのバイオマーカーの

堆積過程や供給源を詳細に議論する必要がある。本講演ではITRAX XRF Core scannerを用い
て取得されたU1430コアの主要元素の濃度変動データとバイオマーカーから復元された酸化
還元変動と比較・検討を行う。

引用文献

Cheng, Y. et al. (2025) EPSL, 661, 119385.
Matsuzaki, K. M.et al. (2018) PEPS, 5(1), 54.
Holbourn, A. et al. (2021) Paleoceanogr. Paleoclimatol., 36(7), e2021PA004267.
Herbert, T. D. et al. (2016) Nat. Geosci., 9(11), 843–847.



日本地質学会第132年学術大会

©日本地質学会
- T12-P-8 -

セッションポスター発表 | T12 ［トピック］地球史

EDI

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 T12_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster39-51] T12 ［トピック］地球史

[T12-P-8] 日本海堆積物コアの中新世テフラの対比：古海洋環境の三次元的復
元を目指して

*関 有沙1、長橋 良隆2、入野 智久3、多田 隆治4、松崎 賢史5、吉岡 純平6 (1. 深田地質研究所、2.
福島大学、3. 北海道大学、4. 千葉工業大学、5. 東京大学、6. 国立極地研究所)
キーワード：日本海、中新世、テフラ対比、IODP、ODP、リポジトリコア再解析プログラム
（ReCoRD)、XRF core scanner

　海底堆積物中に狭在する広域テフラは、複数地点の堆積物コアから同時堆積面を見出す上

で有用な鍵層になる。第四紀では広域テフラの分布は広く知られているが（町田・新井、

2003など）、中新世で広域対比に有用なテフラはほとんど知られていない。そこで本研究
では複数の手法を用いることで、過去の海洋掘削プログラム（IODP・ODP）で日本海の5地
点の海底から掘削されたレガシーコアを対象として、中新世の広域テフラを活用した地点間

対比を試みた。

対象とした日本海堆積物コアは、1989年のODP第127次航海で掘削された794地点、795地
点、797地点、2013年のIODP第346次航海で掘削されたU1425地点とU1430地点のコア試
料である（Tamaki et al., 1990; Tada et al., 2015）。これらのコア試料は採取から時間が経
過しているが、半割後、高知コアセンターにて冷蔵保管されており、比較的良好な状態であ

る。各地点の堆積物の年代モデルは既に作成されているが、特に30年以上前のODP航海で採
取された3地点の堆積物の年代モデルは中新世部分で年代制約が数百万年に1点と粗く、また
生層序の分析区間も限られるなど、地点間の同時堆積面を見出すには不十分であった

（Tada, 1994; Kurokawa et al., 2019）。
本研究ではまず、アーカイブハーフを用いてXRFコアスキャナー分析を行った。分析には高
知大学海洋コア国際研究所のITRAX（Cox analytical systems）を用いた。1cm間隔で堆積物
組成の分析を行い、27元素の変動を得た。この結果を用いて、特に大陸系のテフラに特徴的
に含まれるジルコニウム（Zr）が濃集しているテフラを選び出し、その層位関係や元素組成
の特徴を用いて地点間でのテフラ対比を試みた。

次に、上記の化学分析で対比可能性が高いと考えられたテフラ試料を分取し、火山ガラスの

元素組成分析を行った。その結果、地点間で対比可能な中新世テフラを複数見出すことがで

きた。さらにテフラ中のジルコン粒子を用いてU-Pb年代測定を行い、既存の年代モデルの改
訂も試みた。

今後は、Zrの濃集している特徴的なテフラのみではなく、全てのテフラに対象を広げて対比
の可否を検討する予定である。また、本研究で対象とした5地点の堆積物はリポジトリコア
再解析プログラム（ReCoRD）「ReC23-03：中新世日本海の古気候・古海洋」で古海洋環境
復元の対象としているため、本研究のテフラ対比を用いることで、中新世日本海の古海洋環

境が三次元的に復元されることが期待される。また、本研究の進展により、将来的には陸上

露頭の中新世堆積物の対比や年代決定に活用できると期待される。

引用文献

町田洋、新井房夫、（2003）新編火山灰アトラス：日本列島とその周辺、東京大学出版会.
Tada (1994) Paleoceanographic evolution of the Japan Sea, Paleo3, 108, 3-4.
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Tada et al. (2015) Proceedings of the IODP, Volume 346.
Tamaki et al. (1990) Ocean Drilling Program Initial Reports Volume 127.
Kurokawa et al. (2019) Cyclostratigraphy of the Late Miocene to Pliocene sediments at
IODP sites U1425 and U1430 in the Japan Sea and paleoceanographic implications, PEPS,
6:2.
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[T12-P-9] インドメガラヤ州Um Sohryngkew川セクションにおける
K/Pg境界近傍の古環境復元

*俵 直弥1、PHUKAN Sarat2、BORGOHAIN Dipima3、狩野 彰宏4、齊藤 諒介1 (1. 山口大学、2.
Gauhati University、3. Indian Institute of Technology Bombay、4. 東京大学)
※著者氏名一部追加（2025.9.4）
キーワード：白亜紀末、大量絶滅、有機地球科学、デカントラップ、コロネン、ビチュメン、堆積

岩

　本研究は、インド・メガラヤ州のUm Sohryngkew川セクションにおけるK/Pg（白亜紀-古
第三紀）境界近傍の古環境変動を、主に有機物分析を通じて復元することを目的としてい

る。K/Pg境界では生物大量絶滅が発生し、その原因として小惑星衝突(Alvarez et al., 1980)
やデカントラップ(Chenet et al., 2009)が挙げられてきた。
近年の研究により、デカントラップは3つの主なフェーズに分かれ、第2フェーズの噴火が境
界直前において急速かつ大量に発生したことが明らかとなった。この第2フェーズで、全体
の火山噴出量の約80%が占められており、その規模は従来の想定を大きく上回るものであっ
た(Chenet et al., 2009)。デカントラップはK/Pg境界大量絶滅に先行して集中的に発生し、生
物圏および気候に深刻な影響を与えたことから、従来の過小評価を改める必要があるとする

見解が近年急速に広まりつつある。

本研究の調査地域はデカントラップから約1000 km離れた地域であり、浮遊性有孔虫の大量
絶滅や境界部でのイリジウム濃縮などK/Pg境界を示す層序的な基準が存在する。地質調査の
結果、K/Pg境界の特徴の一つである赤色粘土層が確認された。有機物分析では、多環芳香族
炭化水素（PAHs）をはじめとする有機分子を抽出し、環境変動の指標として評価した。特
に注目すべきは、境界直後の層におけるコロネンindexの急激な上昇である。コロネンindex
は燃焼温度の指標とされており(Kaiho et al., 2016b)、境界直後にその値が急増したことから
高温燃焼が発生したことが示唆された。非常に高いコロネンindexの値は小惑星衝突や大規
模火山活動によって有機物が燃焼したことを示唆している。また、ノルマルアルカンやカダ

レンなどの陸上高等植物由来の有機物が境界直後で急増しており、陸上植生が破壊され、海

洋に流入したとされる。陸上有機物の海洋流入による海洋の無酸素化はジベンゾチオフェン

の濃度変化から読み取れる。一方、地衣類起源であるジベンゾフランのピークが陸上高等植

物由来の有機物のピークより遅れて出現したことから、陸上植生破壊後に、先駆者として地

衣類が繁殖したことが推測される。これは大量絶滅後の植生回復プロセスの一端を示すもの

である。炭酸塩の炭素同位体比測定は21試料でおこなったが、そのうちの12試料はピーク
が見られない、あるいは低いピークが検出されたためデータ処理の範囲外とした。本研究地

域で炭酸塩の炭素同位体比の測定が不可能だった試料が多い原因については本研究地域の炭

酸塩含有量が非常に低いことが挙げられる。デカントラップのSO2排出による酸性雨が本研

究地域周辺の陸地で激しい化学的風化を起こしたと考えられている(Self et al., 2006)。
本研究の成果は、K/Pg境界におけるデカントラップの影響を理解するための知見を有機地球
化学の観点から提供するものである。特に、PAHsの増加や酸素環境の変化が示すように、
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火山活動が生態系に及ぼした影響は大きいと考えられる。従来、小惑星衝突のみがK/Pg境界
の環境変動を引き起こしたと考えられてきたが、本研究の結果は、デカントラップもまた

K/Pg境界の環境の変動に関して重要な役割を果たしたことを示唆している。
引用文献

Alvarez, L.W., Alvarez, W., Asaro, F., Michel, H.V. (1980) Science 208, 1095 –1108.
Chenet, A.-L., Courtillot, V., Fluteau, F., Gerard, M., Quidelleur, X., Khadri, S.F.R., Subbarao,
K.V., Thordarson, T., 2009. J. Geophys. Res. 114
Kaiho, K., Oshima, N., Adachi, K., Adachi, Y., Mizukami, T., Fujibayashi, M., and Saito, R.
(2016b) Scientific Reports, v. 6, 28427.
Self, S., Widdowson, M., Thordarson, T., Jay, A.E. (2006) Earth Planet. Sci. Lett. 248, 518–
532.
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学生優秀発表賞エントリー ECS

[T12-P-10] モンゴル国ゴビ砂漠に分布する脊椎動物化石産出層の堆積年代制約
に向けた土壌性炭酸塩岩のU-Pb直接年代測定

*藤井 雄大1、竹谷 勇人2、青木 一勝3、千葉 謙太郎2、Khishigjav TSOGTBAATAR4、Buuvei
MAINBAYAR4、Batsaikhan BUYANTEGSH4、実吉 玄貴2 (1. 岡山理科大学大学院 理工学研究科、2.
岡山理科大学　生物地球学部、3. 岡山理科大学 基盤教育センター、4. モンゴル科学アカデミー古
生物学研究所)
キーワード：上部白亜系、土壌性炭酸塩岩、方解石、U-Pb年代測定

　モンゴル・ゴビ砂漠に分布する上部白亜系からは、恐竜類を中心とした脊椎動物化石が豊

富に産出し、世界有数の化石産出地となっている。近年においても、恐竜類や哺乳類などの

新種化石の報告が相次ぎ（Kobayashi et al. 2025; Okoshi et al. 2025; Voris et al. 2025）、
その古生物学的重要性を指摘されている。これらの上部白亜系は、ゴビ砂漠の東西およそ

1000kmの間に広く分布している。これらは、河川成層、湖成層、風成層などとされ、岩相
の側方連続が極端に悪く、かつ示準化石となる微化石の産出も乏しい。加えて、鍵層として

有用な火山灰層も乏しく、層序対比が困難であった。このような問題解決へ向け、近年では

現地性の土壌性炭酸塩岩（カリーチ)中の方解石や、恐竜の歯化石を構成する燐灰石に対し
て、U-Pb年代測定法を用いた地質年代制約の試みが報告されている（Kurumada et al.
2020; Tanabe et al. 2023）。これらの結果はいずれも先行研究より推定された堆積年代と
整合的であり、手法の有用性が確認されている。そこで、広域に分布する化石産出層の層序

対比を可能にするために、化石産出層に対し、より広域に堆積年代測定を行うことが望まし

い。本研究では、モンゴル・ゴビ砂漠に散在する上部白亜系の広域層序対比のため、カリー

チに含まれる方解石を用いてU-Pb年代測定を実施した。カリーチは、土壌中での生成過程や
続成作用により、方解石を晶出する。さらに、このような土壌性炭酸塩岩は、ゴビ砂漠の上

部白亜系に広く分布する。したがって、ゴビ砂漠の上部白亜系に関する放射年代と層序関係

を明らかにする対象に適している。

　本研究で対象とした試料は、Bayn Shire地域に分布するBaynshire層、Javkhlant地域に分
布するJavkhlant層、Altan Ula地域に分布するNemegt層のカリーチである。これら地層は、
いずれも河川成層より構成される。岡山理科大学–モンゴル科学アカデミー古生物学研究所
の合同調査隊により、現地性のカリーチと確認された6試料を測定対象とした。
　偏光顕微鏡観察から測定試料を比較した結果、微細構造に違いを認めたものの、すべての

試料内において、砕屑物の間隙を方解石が充填する構造が認められた。砕屑物は主に石英や

長石類より構成され、ルチル、柘榴石なども確認された。方解石の晶出状態はミクライトや

ノジュール/コンクリーション質、スパー状など多様であった。方解石に対しEPMA組成分析
を行ったところ、その組成はほぼ純粋(MgO<1 wt%)であることが確認できた。LA-ICP-MS U-
Pb年代測定では、偏光顕微鏡およびLAカメラの反射光により注意深く方解石の測定位置を選
定し、測定を行った。その結果、6試料中3試料より地質学的に意味のある年代値を得ること
ができた。本発表では、現在までの進捗状況と結果を報告する。

引用文献 : Kobayashi et al. 2025. iScience, 28(4).　Kurumada et al. 2020. Terra Nova，



日本地質学会第132年学術大会

©日本地質学会
- T12-P-10 -

32(4)， 246-252. Okoshi et al. 2025. Acta Palaeontologica Polonica, 70(1), 193-203.
Tanabe et al. 2023.　Island Arc， 32(1)， e12488. Voris et al. 2025. Nature, 1-7.
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学生優秀発表賞エントリー

[T12-P-11] 豊浦層群西中山層からの豊富なMISSの発見と、新たな研究可能性に
ついて

*河端 康佑1、齊藤 諒介1 (1. 山口大学)
キーワード：前期ジュラ紀、トアルシアン海洋無酸素事変、microbially induced sedimentary
structures

　本研究は、下部ジュラ系豊浦層群西中山層から、MISS（microbially induced sedimentary
structures）を初めて報告するものであり、本地域におけるジュラ紀前期環境変動の研究
に、新たな視点を提供する。

MISSは先カンブリア時代から現在にかけて観察される、バイオマットにより形成された堆積
構造である(1)。バイオマットを構成する高い移動性を持つ細菌は、浸食に対する応答とし
て、有機質のメッシュ状構造に堆積粒子を取り込み、細胞外高分子を分泌して堆積物を安定

化させる (1)。このような過程により、堆積面に垂直な断面では、典型的なMISSの構造の一つ
として、フィラメント状の微細な組織が堆積粒子を取り込むようにネットワークを形成する

組織が生じる。これは、堆積当時のバイオマットの構造を反映していると考えられている(1)

(2)。また、堆積速度が遅い期間に堆積面上に発達したバイオマットは、堆積物に覆われると

新たな堆積面へ移動し、再びバイオマットを形成する(1) このような性質から、MISSは形成
当時の堆積面構造を保存している可能性がある(1)。

トアルシアン海洋無酸素事変 (Toarcian Oceanic Anoxic Event=T-OAE, ∼183 Ma) (3)は、海洋

の無酸素化(3)、メタンハイドレートの溶解(4)、海洋生物の絶滅率の上昇(5)、大陸風加速度の

上昇と水循環の強化(6)などを伴う地球温暖化イベントである。T-OAEは大気―海洋系におい
て、有機物炭素同位体比で-5∼-7‰、炭酸塩同位体比で-3∼-6‰という、顕生代最大規模の炭
素同位体比負異常 (Carbon Isotope Excursion＝CIE)で特徴づけられる(4)。T-OAEは全球規模
の温暖化イベントであるが、その環境変動の規模には顕著な地域差が報告されている(6)。し
かしながら、T-OAEの研究地域はテチス海の浅海域に集中しており、当時最大の海洋である
パンサラッサ海域からの報告に乏しいことから、T-OAEが及ぼした全球的な影響には不明な
点が多い。

本研究地域である豊浦層群西中山層は、山口県下関市豊浦地域に分布するパンサラッサ海北

西縁周辺地域に堆積したジュラ紀前期の大陸棚堆積物である(7)。西中山層からはT-OAEにお
けるCIEが詳細に報告され(8)、パンサラッサ海域におけるT-OAE研究において特に重要な地域
である。本研究では西中山層において、T-OAEを含む、プリンスバッキアン後期からトアル
シアン前期に相当する層厚約90 ｍの範囲から、薄片観察によりMISSの断面構造を記載し
た。結果、調査範囲の多くの層準において、非常に発達したMISSが発見された。MISSは生物
擾乱が弱い層準において顕著であるが、強い生物擾乱を受けた堆積物中においても、MISSと
考えられる断片化したフィラメント状構造が見られた。MISS が発達していることから、西
中山層ではT-OAE以前から、腹足類などの堆積面表層の有機物を摂食する生物に乏しい環境
が支配的であったことが示唆される。また、MISSは堆積物の供給速度や堆積環境の変化に対
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するバイオマットの応答を記録している可能性があり、T-OAEを含む、プリンスバッキアン
からトアルシアンにかけての地域的な環境変動を議論するうえで、重要な指標として活用で

きる可能性がある。さらに、MISSは化石の保存性を高める可能性が示唆されている(9)ことか
ら、西中山層の豊富な化石の産出に寄与している可能性がある。

引用文献

(1) Noffke, N., 2009. Earth-Science Reviews, 96 173-180.
(2) Noffke, N., et al., 2013. Astrobiology, 13 1103-1124.
(3) Jenkyns, H.C., 1988. American Journal of Science 288 101-151.
(4) Hesselbo, S.P., et al., 2000. Nature 406 392-395.
(5) Little, C.T.S., Benton, M.J., 1995. Geology 23 495-498.
(6) Kemp, D.B., et al., 2020 Geology 48 976-980.
(7) Yamada, T., Ohno, T., 2005. The Geological Society of Japan 111 389-403.
(8) Izumi, K., et al., 2012. Palaeogeography, Palaeoclimatology, Palaeoecology 315 100-
108.
(9) Seilacher, A., 2008. Palaeogeography, Palaeoclimatology, Palaeoecology 270 252-257.



日本地質学会第132年学術大会

©日本地質学会
- T12-P-12 -

セッションポスター発表 | T12 ［トピック］地球史

EDI
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[T12-P-12] ネバダ州北東部に分布する下部三畳系ディンウッディー層から産出
したコノドント化石とアンモノイド化石

*前川 匠1、ジェンクス ジェームス、重田 康成2 (1. 大阪市立自然史博物館、2. 国立科学博物館)
キーワード：コノドント、アンモノイド、前期三畳紀、ディンウッディー層、サイネス層群

　アメリカ合衆国西部のグレートベースン地域には，ペルム系と三畳系の海成層が広く分布

している．ネバダ州東部・ユタ州・アイダホ州・ワイオミング州に分布する下部三畳系は，

複数の累層からなるサイネス層群としてまとめられている（Lucas et al., 2007）．ディン
ウッディー層は，サイネス層群の最下部に位置しており，グレートベースン地域に広く分布

している（Lucas et al., 2007）．ディンウッディー層からは，コノドント化石が多数報告さ
れており，その地質年代は下部三畳系インドゥアン階と推定されている（Paull, 1980）．本
研究では，ネバダ州Crittende Springsに分布するディンウッディー層から産出したアンモノ
イドとコノドント化石について報告する．

本研究の調査地であるCrittenden Springsは，ユタ州との州境に近いネバダ州エルコ郡の北
東部に位置している．この地域に分布するディンウッディー層は，主に厚い泥岩層を主体と

し，海棲生物の化石を豊富に含む石灰岩や砂岩の薄層を多数挟んでいる．ディンウッディー

層の泥岩層は，ペルム系の石灰岩やチャートを不整合に覆い，オレネキアン階と推定されて

いるサイネス層下部の暗灰色石灰質泥岩層に不整合に覆われる．コノドント化石とアンモノ

イド化石は，化石に富む石灰岩や石灰質砂岩の薄層から多数産出する．これまでに，

Wordioceras wordiei, Gyronites rigidus, Gy. frequens, Ussuridiscus varaha, Ghazalaites
roohiae, Proptychite sp. などのアンモノイド化石が産出した．また，コノドント化石は，
Clarkina carinata, C. nassichuki, C. griesbachiensis, C. krystyni, Hindeodus spp.,
Sweetospathodus kummeli, Neospathodus dieneriなどが多産した．これらの化石が示す地質
年代は，インドゥアン階下部（グリンスバキアン亜階）上部～インドゥアン階上部（ディー

ネリアン亜階）であった（Jenks et al., 2021, 2025）．Gy. rigidus, Gy. frequens, Gh. roohiae
などのアンモノイド化石は，これまでにテチス海地域からのみ産出が報告されていたが，パ

ンサラッサ海地域まで広域に分布していたことが明らかになった．

グリンスバキアン亜階とディーネリアン亜階の境界（GDB）は，Gyronites属のアンモノイド
化石かS. kummeliの初産出層準によって決定されているが，調査地域のディンウッディー層
においては，S. kummeliがGy. rigidusの初産出層準よりも約30m上位の層準から産出し始め
ていた．この結果は，テチス海地域において，前者が後者よりも下位の層準から産出し始め

るという報告（Han et al., 2022）と異なっていた．そのためGDBの指標種の決定には，今
後，複数の地域でGDB前後の両者の初産出層準を比較検討する必要があると考えられる． 

文献：Lucas, S.G. et al. (2007) New Mexico Museum of Natural History & Science
(NMMNHS) Bulletin 40, 103-108; Paull, R.K. (1980) [PhD thesis] University of Wisconsin-
Madison, 186 p.; Jenks, J.F. et al. (2021) NMMNHS Bulletin 86, 1-23; Jenks, J.F. et al. (2021)
NMMNHS Bulletin 97, 1-29; Han, C. et al. (2022) Global and Planetary Change, 208,
103703.
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学生優秀発表賞エントリー ECS

[T12-P-13] 宮城県北部に分布する下部―中部三畳系稲井層群の岩相層序と生痕
化石相

*遠藤 悠一1、重田 康成2,1 (1. 筑波大学生命地球科学研究群、2. 国立科学博物館生命史研究部)
キーワード：前期―中期三畳紀、岩相層序、生痕化石、パンサラッサ海西縁、貧酸素環境

　ペルム紀–三畳紀境界絶滅は、当時の海洋生態系に壊滅的な被害を与え、生物相の完全な
回復には前期三畳紀をすべて含む500万年以上の時間を要した。しかし、この長期的な生物
相の回復パターンと貧酸素環境などの環境ストレス要因との関連性はいまだ十分には明らか

になっていない。宮城県北部に分布する南部北上帯稲井層群は、下部三畳系平磯層・大沢層

および中部三畳系風越層・伊里前層からなり、研究事例の少ないパンサラッサ海西縁の大陸

縁辺部の堆積環境を記録している。先行研究では、この稲井層群における生物擾乱の程度に

大きな変動が報告されているが、稲井層群の岩相層序全体に基づく議論はこれまでなされて

おらず、そのパターンや当時の海洋環境との関係性については十分に解明されていない。そ

こで本研究では、先行研究が多く行われてきた前浜–赤牛–大沢地域、歌津地域、神割崎–大
指地域において野外調査を実施し、稲井層群の連続的な岩相層序の解明と、それに基づく当

時の堆積環境の推定を行った。その結果、スパシアン階下部相当の平磯層下部からアニシア

ン階相当の伊里前層下部までの連続的な岩相層序が明らかになった。平磯層は、主に下部外

浜から内陸棚で堆積した砂岩および砂質泥岩からなり、上方細粒化を伴う海進シーケンスを

示す。一方、平磯層―大沢層境界より上位では、砂岩中のハンモック状斜交層理が消失し、
暴浪時波浪限界以深の沖合環境で堆積したと考えられる。大沢層中部および風越層では塊状

または上方細粒化を伴う砂岩が発達し、頻繁に円磨度の高い偽礫を含むことから、重力流堆

積物に由来すると考えられる。大沢層から伊里前層下部にかけての泥岩部分では、生物擾乱

を欠く平行葉理の発達した泥岩が繰り返し出現し、堆積当時の沖合環境における断続的な貧

酸素環境の存在を示唆する。生痕化石は、大沢層ではPlanolitesとPhycosiphonが優勢である
一方、風越層から伊里前層下部ではChondritesやNereitesが卓越する。さらに伊里前層下部で
は、当時の貧酸素環境の改善を示す指標とされるTeichichnusおよびRhizocoralliumが頻繁に
観察される。このことは、伊里前層下部が堆積したアニシアン期以降には稲井層群における

沖合の底層環境の持続的な貧酸素環境の解消を示唆する。稲井層群における貧酸素環境の改

善時期は、パンサラッサ海遠洋域における無酸素水塊の解消時期とも一致しており、全球的

な環境変動と同期する可能性を示す。一方で、貧酸素環境の発生・解消のパターンは当時の

各海域でそれぞれ異なり、パンサラッサ海西縁においても地域固有のパターンの存在を支持

する。今後、他地域とのより精度の高い年代対比により、全球的な環境変遷パターンの詳細

が解明できると期待される。
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[1poster52-63] ジェネラルサブセッション古生物・地学教育・岩石鉱物・火
山・第四紀

[G-P-1]
飛騨帯宇奈月地域に産するインド石-十字石含有複変成ホルンフェルスのジルコン年代学及び地
球化学

*竹原 真美1、堀江 憲路1、廣井 美邦2、足立 達郎3、外田 智千1 (1. 国立極地研究所、2. 千葉大学、3.
九州大学)

学生優秀発表賞エントリー ECS
[G-P-2]
黒瀬川帯蛇紋岩メランジュ中に産出する輝岩の岩石学的記載と形成過程の考察：高知県中央部

を例に

*土田 和輝1、沢田 輝2 (1. 山口大学、2. 富山大学)

[G-P-3]
能登半島に産する漸新世・前期中新世苦鉄質岩の岩石学的・地球化学的研究

*橋本 優生1、髙橋 俊郎1、柴野 暉崇2 (1. 新潟大学大学院自然科学研究科、2. パシフィックコンサルタ
ンツ株式会社)

[G-P-4]
三重県の古琵琶湖層群および東海層群の鮮新統湖成堆積物におけるPraestephanos属珪藻の形態
学的進化と生層序

*小島 隆宏1,2、齋藤 めぐみ3、大塚 泰介4 (1. 北海道立総合研究機構 エネルギー・環境・地質研究所、
2. 筑波大学大学院、3. 国立科学博物館、4. 滋賀県立琵琶湖博物館)

[G-P-5]
SEM-EDXによる砂中の重鉱物の自動分析

*杉田 律子1 (1. 科学警察研究所)

[G-P-6]
山梨県韮崎市に分布する土壌の磁気分析 -法地質学への応用- 

*川村 紀子1、杉田 律子2、組坂 健人2 (1. 海上保安庁海上保安大学校、2. 科学警察研究所)

学生優秀発表賞エントリー ECS
[G-P-7]
後背地地質が微小砕屑物の組成に与える影響に関する法地質学的検討

～ハイパースペクトルカメラによる客観性・定量性の確保～

*渡邉 美紀1、秋葉 教充2、角田 英俊2、杉田 律子2、組坂 健人2、竹内 真司3 (1. 日本大学大学院 総合基
礎科学研究科、2. 科学警察研究所、3. 日本大学 文理学部)

[G-P-8]
2018年9月11日北海道胆振東部地震における支笏湖周辺の崩壊

*廣瀬 亘1 (1. 北海道立総合研究機構)

[G-P-9]
長野県北部，野尻湖立が鼻遺跡における約5万～4.3万年前の堆積環境
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*竹下 欣宏1、花岡 邦明、趙 哲済、川辺 孝幸5、中川 知津子3、小林 雅弘、小林 和宏4、関 めぐみ2、
野尻湖 地質グループ (1. 信州大学、2. 野尻湖ナウマンゾウ博物館、3. 京都大学、4. 上田高校、5. 山形
大学)

[G-P-10]
第四紀における閉鎖的内湾性Bicornucythere属（甲殻類，貝形虫）の形態と古生物地理

*入月 俊明1、長田 晴樹1 (1. 島根大学)

ハイライト講演

[G-P-11]
背斜と向斜の教え方

*星 博幸1 (1. 愛知教育大学自然科学系)

[G-P-12]
学生のヒマラヤ野外実習プログラム13年間

*吉田 勝1,2、学生のヒマラヤ野外実習 プロジェクト3 (1. ゴンドワナ地質環境研究所、2. ネパール国立
トリブバン大学トリチャンドラ校、3. 島根大学総合理工学部)
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セッションポスター発表 | G. ジェネラルセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 G_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster52-63] ジェネラルサブセッション古生物・地学教育・岩石鉱物・火
山・第四紀

[G-P-1] 飛騨帯宇奈月地域に産するインド石-十字石含有複変成ホルンフェルス
のジルコン年代学及び地球化学

*竹原 真美1、堀江 憲路1、廣井 美邦2、足立 達郎3、外田 智千1 (1. 国立極地研究所、2. 千葉大学、
3. 九州大学)

　宇奈月地域は飛騨帯の東縁部に位置し、含藍晶石‐十字石結晶片岩に代表される時計回り

のP-Tパスをもつ中圧型変成作用(525–700 ℃, 0.5–0.6 GPa)を経験した地域である（Hiroi,
1983）。本地域ではパーアルミナスな泥質片岩及び石炭紀の不純石灰岩（廣井、1978）
と、バイモーダルな化学組成の火山岩が産することから、宇奈月変成岩類の原岩は後期古生

代に大陸縁辺上に堆積した陸棚堆積物由来である可能性が示唆される（Isozaki, 1997等）。
このように広域地質学的な視点から、本地域は日本海拡大以前の日本列島と韓半島を含む

ユーラシア大陸東縁部との位置関係やテクトニクスを考える上で重要である。本地域の中圧

型変成作用の時期は、石英長石質片岩（いわゆるレプタイト）の原岩である流紋岩と、石英

長石質片岩を捕獲岩として含む花崗岩の2つの火成作用で制約される（Horie et al.,
2018）。Horie et al. (2018)では、石英長石質片岩のジルコン年代が258±2.3 Maを示すのに
対し、石英長石質片岩片を取り込んだ花崗岩のジルコン年代が253±1.9 Maであった。この
結果は、中圧変成作用が約258Ｍａ以降に生じ、約253Maには主要な変成作用が終了したこ
とを示す。本地域北部の中谷上流では、マイロナイト化した紅色花崗岩中に残晶状の十字

石、藍晶石、ザクロ石を含み、インド石と紅柱石に富む複変成泥質ホルンフェルスが捕獲岩

として存在している（Hiroi, 2022）。インド石は菫青石の高温型の多形であり、一般にホル
ンフェルス中でインド石として成長した場合も降温過程で菫青石に転移する（例えば

Kitamura & Yamada, 1987）。すなわち中谷の深成岩中の捕獲岩にインド石が産出すること
は例外的であり、中圧型の広域変成作用と低圧高温（約700 ℃, 0.3 GPa）での熱変成作用が
順次進行し、その後急冷したことを示唆している。したがって原岩形成から中圧型広域変成

作用、花崗岩による接触変成作用、冷却が極めて短期間のうちに進行した可能性がある。本

研究では複変成ホルンフェルス試料に着目し、ジルコン年代ならびに微量元素組成分析から

宇奈月変成岩の熱史について検証した。ホルンフェルス試料中のジルコン粒子は、凹凸のあ

る外形をしており、コアの周囲に幅10μm以下の石英や斜長石、黒雲母を包有する多孔質な
リムが観察された。同様の構造を示すジルコンはHay & Dempster (2009)等によって
「outgrowth rim」として報告されており、低温環境において形成したとされる。高感度高
分解能イオンマイクロプローブ（SHRIMP-IIe、国立極地研究所設置）を用いて、ホルンフェ
ルス試料のジルコンU-Pb年代測定を行ったところ、コアからは350-290Ma程度の年代が得
られたのに対して、リムからは加重平均値254.8±3.5 Ma（N：１０, MSWD: 1.1）が得られ
た。コアの年代分布は宇奈月地域イシワ谷から採取された泥質片岩中のジルコンの年代分布

と調和的である。リムから得られた年代はHorie et al.（2018）の報告した中圧変成作用の
期間に含まれる。さらに同試料のジルコンのコア及びリムについて微量元素存在度分析を

行った結果、両者に異なる傾向が見られた。特にリムの希土類元素組成が重希土類元素に富

み、Ce及びEu異常をほぼ示さないことから、リム成長時にザクロ石及び斜長石の成長はな
かったと考えられる。また、リムのLi、K、Fe、Mn等の存在度がコアと比較すると高いこと
から、リム成長時に黒雲母や十字石、ザクロ石の分解の影響を受けた可能性が示唆される。
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本試料中にインド石が保存されていることから、ジルコンのリムの成長がホルンフェルス化

と関連すると推定される。 引用文献：Hiroi (1983) Contributions to Mineralogy and
Petrology, 82, 334-350; 廣井 (1978) 地質学雑誌, 84, 521-530; Isozaki (1997) Island Arc, 6,
2-24; Horie et al. (2018) Chemical Geology, 484, 148-167; Hiroi (2022)日本地質学会第129
年学術大会(T1-O-25); Kitamura & Yamada (1987) Contributions to Mineralogy and
Petrology, 97, 1-6. Hay & Dempster (2009) Journal of Petrology, 50, 571-589.
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セッションポスター発表 | G. ジェネラルセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 G_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster52-63] ジェネラルサブセッション古生物・地学教育・岩石鉱物・火
山・第四紀

学生優秀発表賞エントリー ECS

[G-P-2] 黒瀬川帯蛇紋岩メランジュ中に産出する輝岩の岩石学的記載と形成過
程の考察：高知県中央部を例に

*土田 和輝1、沢田 輝2 (1. 山口大学、2. 富山大学)
キーワード：単一鉱物岩、輝岩、黒瀬川帯、超苦鉄質岩

　日本列島各地に分布する黒瀬川帯においては，蛇紋岩メランジュ中に単一鉱物岩

（monomineralic rock）が包含されることが報告されており，特に輝岩（pyroxenite）の存
在が知られている（Yokoyama，1987）．黒瀬川帯は九州中部から関東山地まで広く分布
し，四国地方では愛媛県南部から高知県西部にかけて分布することが知られている

（Ichikawa et al．，1956ほか）．
本発表では，高知県南国市岡豊および高知市鏡去坂において採取された輝岩について，産出

状況と岩石記載を行い，これらの岩石の成因について考察する．

1．高知県南国市岡豊
本地域では，標高約70 mの山腹の舗装路沿い（N33°35'41.39"，E133°37'15.01"）に約300
mにわたり蛇紋岩が露出する．輝岩は，この蛇紋岩メランジュ中にブロックとして産出し，
最大50〜70 cm大の塊状で確認された．蛇紋岩自体は広範囲に剪断変形を受けているが，一
部には比較的変形の少ない領域も認められる．輝岩ブロックには風化の程度により，淡黄緑

色のもの（強風化）と淡灰色のもの（比較的新鮮）が見られた．

2．高知県高知市鏡去坂
この地域では，舗装道路（N33°35'44.99"，E133°27'35.07"）から東側にある沢に入ること
ができる．沢は東西へ流れており，ここでは輝岩の転石が認められる．転石のサイズは10
cm程度のものから1〜1.5 mに達する大型のものまで多様である．蛇紋岩の存在は露頭とし
て確認できず，調査時には蛇紋岩の転石も確認されなかった．さらに沢を東へ登り，標高

268 m地点に至ると，メタガブロの露頭が確認された．輝岩はおおまかに細粒・中粒・粗粒
の3種のバリエーションがあり，粒度の粗いものほど風化が進行していた．各粒度における
主要構成鉱物の差異についても併せて述べる．

本発表では，上記2地点で採取された輝岩試料について，岩石薄片による顕微鏡観察の結果
を示すとともに，産状記載をあわせてその形成過程について考察する．これらの単一鉱物岩

は，島弧下部地殻あるいは上部マントルを起源とする火成岩の断片である可能性があり，一

部のオフィオライト岩体を除けば，下部地殻〜上部マントル起源の岩石の露出例は限られて

いる．そのため，本研究は，沈み込み帯深部におけるメルトや流体との相互作用を解明する

ための貴重な手がかりを提供し，黒瀬川帯蛇紋岩メランジュの形成過程を理解する上でも重

要な意義を持つ．

参考文献

・市川浩一郎・石井健一・中川衷三・須槍和彦・山下昇（1956）：黒瀬川構造帯．地質学
雑誌，62，82–103．
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・Yokoyama，K．（1987）：Ultramafic rocks in the Kurosegawa 　tectonic zone，
Southwest Japan．J．
　Japan Assoc．Mineral．Petrol．Econ．Geol．，82，
　319–335．
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セッションポスター発表 | G. ジェネラルセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 G_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster52-63] ジェネラルサブセッション古生物・地学教育・岩石鉱物・火
山・第四紀

[G-P-3] 能登半島に産する漸新世・前期中新世苦鉄質岩の岩石学的・地球化学
的研究

*橋本 優生1、髙橋 俊郎1、柴野 暉崇2 (1. 新潟大学大学院自然科学研究科、2. パシフィックコンサ
ルタンツ株式会社)
キーワード：能登半島、漸新世、前期中新世、苦鉄質岩、日本海拡大

　北陸地域には日本海拡大に伴って形成されたと考えられる火山岩類が広く分布している．

能登半島北東部には前期中新世に堆積した合鹿層，神和住層，宝立山層が堆積しており，そ

れらに貫入したとされるドレライトが分布している(吉川ほか，2002)．中～南西部には漸新
世～前期中新世にかけて噴出した玄武岩類が穴水層として分布している(上松ほか，1995)．
本発表では，能登半島に産する苦鉄質岩を岩石学的・地球化学的に解明することで、共通性

や相違点を報告する．

能登半島苦鉄質岩は全岩SiO2，K２O，FeO*/MgO，横軸に全岩MgOをとるハーカー図，始
原マントル規格化パターン図，REEパターン図に基づいて3つのType(A～C)に分類した．
Type Aは中～南西部に産出する玄武岩類から構成され，低カリウム系列で，SiO2-
FeO*/MgO図においてカルクアルカリのトレンドを示し，MgO wt.%が比較的富み，各パ
ターン図では比較的枯渇的な特徴を示す．Type Bは北東部に産出する合鹿層と神和住層に貫
入するドレライトから構成され，中～高カリウム系列で，SiO2-FeO*/MgO図においてソレア
イトからカルクアルカリのトレンドを示し，MgO wt.%が比較的乏しく，各パターン図では
比較的肥沃的な特徴を示す．Type Cは北東部に産出する宝立山層に貫入するドレライトであ
り，Type AとType Bの中間的な組成を組成及びパターン図を示す．特にType Aの一部は未分
化玄武岩とされており，ノルム組成などから，結晶分化作用によってそのほかの玄武岩類が

形成された可能性がある．しかし，不適合度が類似しているZr/Nb比やマスバランス計算か
らは単純な結晶分化作用だけでは説明できない．そのため，それぞれ異なる生成機構である

として沈み込みにおける成分を考えると、Type Aは純粋なDMMマントルが起源であるが，
Type Bは堆積物メルトの関与が大きく，Type Cは中間的であることがわかった．また，太平
洋MORBと日本海溝堆積物の組成混合線上にType A～Cすべてがプロットされることから、
日本海溝堆積物のメルトが関与していることがわかる。

Type A～Cについて地球化学的判別図を用いると，Type AはVAB(火山弧玄武岩)であり，Type
BはWPB(プレート内玄武岩)に区分され，Type CはType AとType Bの中間的な組成をもつテ
クトニクスと区分される．特にType Bについて，日本海拡大における沈み込み成分を区分す
ることができないため，SGTPRE(Ueki et al.，2023)を用いると，陸弧性テクトニクスの寄与
が判別された．このことは，地殻要素を含む陸弧性テクトニクス場を地球化学的判別図では

区分できなかったため，Type Bは見かけ上のWPBであり，実際は陸弧性のテクトニクスであ
ることが考えられる．また，Type AについてもSGTPREを用いると，背弧海盆玄武岩に区分
される玄武岩類があり，能登半島苦鉄質岩は陸弧～島弧のテクトニクス変遷と背弧海盆の形

成を表していると考えられる。

以上のことから，能登半島苦鉄質岩はマントルソースの部分溶融度及びスラブ起源物質の寄

与度，日本海拡大におけるテクトニクスセッティングとの関連性を想定する必要があると考
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えられる．

〈引用文献〉

吉川ほか，2002，地域地質研究報告5万分の1地質図幅
上松ほか，1995，地質学論集第44号，101-124
Ueki et al.，2023，G3，volume25，Issue2
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セッションポスター発表 | G. ジェネラルセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 G_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster52-63] ジェネラルサブセッション古生物・地学教育・岩石鉱物・火
山・第四紀

[G-P-4] 三重県の古琵琶湖層群および東海層群の鮮新統湖成堆積物における
Praestephanos属珪藻の形態学的進化と生層序

*小島 隆宏1,2、齋藤 めぐみ3、大塚 泰介4 (1. 北海道立総合研究機構 エネルギー・環境・地質研究
所、2. 筑波大学大学院、3. 国立科学博物館、4. 滋賀県立琵琶湖博物館)
キーワード：珪藻化石、古琵琶湖層群、東海層群、Praestephanos

　はじめに

珪藻化石は，新生界の堆積物における生層序研究に広く用いられてきた．とくに外洋域の海

生珪藻化石においては精度の高い生層序が確立されている（Yanagisawa & Akiba, 1998）．
一方，淡水珪藻化石層序の研究は十分に進んでおらず，広域あるいは地域間において対比可

能な生層序の確立が課題である．

三重県に分布する陸水成の鮮新統である古琵琶湖層群上野層と東海層群亀山層には，それぞ

れ“大山田湖”（川辺, 1994）と“安濃津湖”（森ほか, 2015）とされる長期間存続した湖の堆積
物が認められている．これらの湖は同時期に存在し，湖間には水系のつながりがあったと推

定されている（里口, 2017）．また，上野層と亀山層からは，淡水浮遊性の珪藻
Praestephanos属が共通して産出することが報告されている（服部ほか, 2017; Tuji &
Ohtsuka, 2020）．本発表では，上野層と亀山層においてPraestephanos属珪藻の進化に基づ
いた生層序について検討した結果を報告する．

研究地域と試料

古琵琶湖層群（鮮新－更新統）は，琵琶湖の前身である“古琵琶湖”とその周辺環境で堆積し
た地層である．上野層はその最下部にあたり，約4.4–3.5 Maの堆積物から構成され，三重県
伊賀市周辺に分布している（Satoguchi, 2020）．伊賀市大山田地域には，最初期の古琵琶
湖である大山田湖の堆積物である厚い塊状の泥層が分布する．本研究では同地域の上野層の

約4.0–3.6 Maの区間より堆積物試料を採取した．
一方，東海層群亀山層（鮮新統）は伊勢湾西岸地域に分布しており，三重県津市には安濃津

湖の堆積物である塊状泥層がみられる（吉田ほか, 1995）．本研究では主にこの泥層を対象
として，亀山層の約4.1–3.6 Maの区間より試料を採取した．
結果と考察

古琵琶湖層群上野層からは，約3.9–3.7 Maの区間から，2種のPraestephanos属が見出され
た．これらの珪藻は既知種と異なる形態学的特徴を有することから，新種P. tokaiensisおよび
P. miensisとして記載された．この2種の形態は互いに非常によく似ているが，殻套有基突起
の配置パターンと，殻面有基突起の数に違いが認められる．2種の産出区間はそれぞれ約
3.9–3.8 Maおよび約3.8–3.7 Maであり，約3.8 Maにおいて両者の交替が確認される．この交
替期付近の層準では，2種の形態の相違点の一つである殻面有基突起の数が，P. tokaiensisか
らP. miensisへと漸移的に変化する様子が確認されることから，両種は祖先・子孫関係にある
と推定される（Kojima et al., 2023）．
東海層群亀山層においても，約3.9–3.6 Ma 区間からP. tokaiensisとP. miensisの産出が確認さ
れた．両種の産出区間はそれぞれ約3.9–3.8 Maおよび約3.8–3.6 Maである．上野層と同様に
2種は約3.8 Maに入れ替わり，その付近の層準では殻面有基突起数の漸移的な変化も認めら
れた．
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以上のように，上野層と亀山層で同時期に同様のパターンでPraestephanosの形態学的進化が
起こったことが明らかとなった．2種の交替層準は，上野層と亀山層に共通する生層序基準
面とみなすことができる．また，このような進化的イベントの一致は，大山田湖と安濃津湖

の間に水系のつながりが存在したことにより，浮遊性の珪藻であるPraestephanosが両地域間
を移動可能であったためであると考えられる．このように，水系の接続があった地域・地層

間では，淡水珪藻化石に基づき層序対比できる可能性があることが示唆される．

引用文献

服部圭治ほか（2017）Diatom, 33, p. 38.
川辺孝幸（1994）琵琶湖の自然史, p. 25–72.
Kojima, T. et al. (2023) Paleontological Research, 28, p. 291–306.
森勇一ほか（2015）日本第四紀学会講演要旨集, p. 14.
里口保文（2017）化石研究会会誌，50，p. 60–70.
Satoguchi, Y. (2020) Lake Biwa: Interactions between Nature and People Second Edition, p.
17–24. 
吉田史郎ほか（1995） 地域地質研究報告 ( 5 万分の1地質図幅)，地質調査所，136p.
Tuji, A. & Ohtsuka, T. (2020) Lake Biwa: Interactions between Nature and People Second
Edition, p. 61–66.
Yanagisawa, Y. & Akiba, F. (1998) Jour. Geol. Soc. Japan, 104, p. 395–414.
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セッションポスター発表 | G. ジェネラルセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 G_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster52-63] ジェネラルサブセッション古生物・地学教育・岩石鉱物・火
山・第四紀

[G-P-5] SEM-EDXによる砂中の重鉱物の自動分析

*杉田 律子1 (1. 科学警察研究所)
キーワード：法地質学、SEM-EDX、重鉱物の分類、自動分析

　事件や事故の証拠資料の鑑定では，客観性や迅速性が求められており，土や砂もその例外

ではない．また，試料量が少なく，破壊検査に用いることのできる量は限られてしまうこと

もしばしばある．そのため，顕微鏡による検査が重要となるが，検査者の熟練度による同定

精度の違いや客観性の担保が問題となる可能性がある．さらに，不透明鉱物については顕微

鏡よる検査では鉱物種の同定に至らないことも多いため，元素分析やX線回折が有効であ
る．しかし，通常の粉末XRDは破壊検査であるため，鉱物ごとの大きさや形態的な特徴の把
握は困難であり，含有量が少ないと検出されない可能性もある．

そこで，客観性を担保し，迅速な分析法としてエネルギー分散型Ｘ線分析装置付き走査型電

子顕微鏡（SEM-EDX）による自動分析が有効であると考えられる．昨年までに，海岸砂から
分離した重鉱物のSEM-EDXによる主成分元素分析が，異同識別や地域推定への活用が可能で
あるとの結果を得ている（杉田，2024）．しかしながら，一個ずつ手作業で測るのは時間
と労力が必要である．自動分析では多数の粒子を比較的短時間で測定し分類することが可能

であるため，実務での利用が期待される．軽鉱物については，Kikkawa et al. (2019)によっ
て法地質学的利用の有効性が示されているが，重鉱物については検討されていない．鉄酸化

鉱物や燐灰石などは包有物として鉱物中に認められることも多く，このような微細な鉱物や

少量しか含有されない鉱物の見落とし防止にも効果が期待できる．

実験には，0.2～1 mmの粒径の砂をポリタングステン酸ナトリウムによる重液分離で得られ
た重鉱物画分で，エポキシ樹脂でスライドガラスに固定し研磨し，炭素蒸着したものを使用

した．分析はエネルギー分散型Ｘ線検出装置（オックスフォードインストゥルメンツ　

ULTIM MAX）を装着した電解放出型走査電子顕微鏡（日立ハイテク　SU8230）を使用し，
自動分析はULTIM MAXの解析ソフトウェアAZtecFeatureを用いた．

使用した試料は偏光顕微鏡による観察で，カンラン石，単斜輝石，直方輝石，角閃石，ザク

ロ石，不透明鉱物などが含まれていることが明らかとなっている．解析にはあらかじめ鉱物

を識別するために元素組成をスキームとして設定する必要があるため，既存の文献（Deer et
al., 1992 ほか）を基に機器の特性を考慮して設定を行った．また，薄片上の傷や凹凸などに
よる影響を避け，かつ包有物も検出できるように，形態的な特徴検出のフィルターを設定し

た．

その結果，約2000個の粒子を2時間程度で分析することができ，使用した試料では鉱物の分
類がおおむね可能であった．しかし，包有物まで分析するためには小さい粒子を認識させる

必要があり，そのために大きい粒子でもクラックが入っていたり内部の輝度にムラがあるも

のでは粒子の検出の際にそれぞれの小さい領域が一個の鉱物として認識されてしまうことと

なった．そのため，一個の鉱物が複数の粒子から構成されていることになり，実際に確認さ
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れる鉱物の数と分析点数は大きく乖離していた．一方で，鉱物ごとの総面積を算出すること

が可能であるため，分析領域に含まれている鉱物の量を試料間で比較することは可能であ

る．

今回の粒子検出およびスキームの設定が，あらゆる試料に適用できるとは考えられない．し

かし，ある特定の試料に対して有効な設定を行い，その設定で別の試料を分析した場合にク

ラス分けが可能か否か自体を識別の指標として類似の試料を選別するために活用することが

できると考えられる．また，包有物を無視して大粒径の鉱物のみをターゲットとした粒子検

出の設定を行い，類似した傾向の試料に対して包有物に着目した粒子検出による再分析でさ

らに識別を行うという利用法も考えられる．

引用文献

Deer et al., 1992, An Introduction to the Rock – Forming Minerals. Longman Scientific &
Technical.
Kikkawa et al., 2019, Forensic Sc. Int., 305, 109947.
杉田律子, 2024, 日本地質学会第131年学術大会講演要旨, G6-O-7.
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セッションポスター発表 | G. ジェネラルセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 G_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster52-63] ジェネラルサブセッション古生物・地学教育・岩石鉱物・火
山・第四紀

[G-P-6] 山梨県韮崎市に分布する土壌の磁気分析 -法地質学への応用-

*川村 紀子1、杉田 律子2、組坂 健人2 (1. 海上保安庁海上保安大学校、2. 科学警察研究所)
キーワード：土壌、磁化率、法地質学

　土壌は科学捜査において最も検査件数の多い地質学的試料である．これまで日本での土壌

の検査では，実験室においての色彩や粒度分析、また鉱物学的な検査法による分類が行われ

てきた．多数の土壌試料を短時間で検査する方法を確立することができれば，早期に解決に

繋げることが可能となる．そこで本研究は，試料の量が少ない場合や野外での捜査を想定

し，少量でも検査可能な磁気測定を試みた．研究対象とした土壌は，多彩な母岩を有する山

梨県韮崎市付近の東西約10 km，南北約20 kmの範囲から採取されたものである．地質図で
は母岩は，①デイサイト・流紋岩 溶岩・火砕岩，②安山岩・玄武岩質安山岩 溶岩・火砕
岩，③火山岩 火山麓扇状地堆積物，④火山岩 岩屑なだれ堆積物，⑤海成層 砂岩 後期白亜紀
付加体，⑥閃緑岩・石英閃緑岩 島弧・大陸，⑦閃緑岩・石英閃緑岩 島弧・大陸、⑧谷底平
野・山間盆地・河川・海岸平野堆積物，⑨段丘堆積物の９つに区分されている．これらの土

壌試料は，Sugita & Marumo (1996；2001)によって色彩や粒度分析が実施されており，こ
れらの結果が土壌試料の母岩の分類に有用であることが示されている．本研究はこれらのバ

ルクの土壌試料をチャック付きポリエチレン袋に入れて，厚さを2 mm以下にして，携帯型
磁化率計（ZH instruments社製，SM-30）で初磁化率を測定した．その結果，母岩が火山岩
である土壌試料は値が比較的高く，堆積物である場合は低い，という特徴が認められた．ま

たバルクの土壌試料からシルト以下の粒子をふるい分けし，携帯型磁化率計で測定したとこ

ろ，ほとんど値に差が見られなかった．そこで，携帯型磁化率計よりも測定精度の高い

Bartington社製磁化率計(MS2 System)を使用して初磁化率を測定した．その結果，バルク試
料と同様に母岩に対応した値が認められた．シルト以下の粒子を低温および高温で熱磁気分

析して，キュリー点や磁気転移点を調べた．それらの結果は、磁化を担う鉱物は磁鉄鉱とチ

タン鉄鉱であることが分かった．これらの磁性鉱物の量や割合が土壌試料の初磁化率に反映

されていることが明らかになった．初磁化率測定は，今後の土壌試料の検査の有用な方法と

して提案できる可能性がある．

引用文献

Ritsuko Sugita & Yoshiteru Marumo(1996), Validity of color examination for forensic soil
identification, Forensic Science International, 83(3), 201-210.

Ritsuko Sugita & Yoshiteru Marumo (2001) Screening of soil evidence by a combination of
simple techniques: validity of particle size distribution, Forensic Science
International,122(2-3), 155-158.
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セッションポスター発表 | G. ジェネラルセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 G_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster52-63] ジェネラルサブセッション古生物・地学教育・岩石鉱物・火
山・第四紀

学生優秀発表賞エントリー ECS

[G-P-7] 後背地地質が微小砕屑物の組成に与える影響に関する法地質学的検討
～ハイパースペクトルカメラによる客観性・定量性の確保～

*渡邉 美紀1、秋葉 教充2、角田 英俊2、杉田 律子2、組坂 健人2、竹内 真司3 (1. 日本大学大学院 総
合基礎科学研究科、2. 科学警察研究所、3. 日本大学 文理学部)
キーワード：法地質学、後背地、微小砕屑物、鉱物の色、ハイパースペクトルカメラ

　【はじめに】

　犯罪捜査において遺留物や凶器などに残された「土砂」が犯行現場や犯人を特定する手助

けとなることがある．しかし，そのような捜査に用いられる証拠資料は微細かつ微量なもの

が大半を占め，非破壊や全量を消費しない方法での検査が求められるため，鉱物種等の種類

の判別は困難である．これまでの筆者らの研究では，河川砕屑物（以下，鉱物粒子等）の種

類は河川の後背地の地質を反映しており，さらに試料中の鉱物粒子等の種類の構成割合と，

肉眼で判別した鉱物粒子等の色の組み合わせの割合には相関性があることが示唆された（渡

邉ほか，2023）．しかしながら，色の判断は客観性に問題があった．そこで本研究ではハイ
パースペクトルカメラ（以下，HSIカメラ）を用いて，鉱物粒子等の色と後背地の地質の相
関性の定量化を試みた．

【試料・使用機材】

山梨県韮崎市の大武川，尾白川，釜無川，小武川，塩川，須玉川，御勅使川流域においてス

コップで1 kg程度の河川堆積物を採取し，湿式ふるいわけにて得られた径1~2 mmの砂，19
試料を分析した．本研究で用いたHSIカメラは，測定波長が397.32~1003.58 nm（本解析で
は450～950 nmを使用），波長分解能が3.0 nmである（バンド数約200）．RGBカメラが3
種類の光の波長帯（バンド）を取得できるのに対してHSIカメラは100~200バンド以上の波
長情報を取得でき，より細かな色の情報を取得可能である．また，光源は白熱電球を机から

約65 cmの高さで3方向から当てた．試料は高さ20 cmの台座に乗せ，カメラは試料から約
13 cmの高さに設置した．

【昨年度までのHSIを用いた研究】
採取した試料から肉眼で黄色，黒色，緑色，赤色，白色，透明，金色の粒子を取り出して基

準色とし，全19サンプルについて相関分析を行った．そのうち特にスペクトル形状の異なる
黄色，緑色，赤色の粒子の中央付近から5×5ピクセルの範囲を選択し，それぞれにR(赤)，
G(緑)，B(青)の疑似カラーを持たせ，これに似たスペクトルを持つサンプル中のピクセルが
それぞれR，G，Bに着色されるよう，疑似カラー画像を作成した．その結果，たとえば御勅
使川から採取したサンプルの大部分が疑似カラーGに着色され，塩川から採取したサンプル
の大半が疑似カラーRに着色された．この結果は，これまでの筆者らの研究における鉱物粒
子等の色の組み合わせが同一河川内で同様であることと整合的であり，HSIカメラを用いた
定量化が可能であることを示唆している（渡邉ほか，2024）．この手法は，定量化の観点か
らは改善の余地があるため，今回新たに相関分析を用いて評価する方法を検討した．
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【測定方法】

相関分析を行い得られたピクセル毎の相関係数を，浮動小数点形式で画像に輝度値として与

え，32 bitのグレースケール画像を作成し，画像解析ソフトImageJにて設定する閾値以上の
輝度をもつピクセルの数をカウントすることで，各基準点と相関性のある面積を算出した．

閾値は基準点同士の相関分析を行うことでお互いに干渉しない，0.97が最適と判断した．ま
た試料の代表性は各試料から3回すくい直し，測定結果の平均値をとることで確保した．

【結果と考察】

図に異なる後背地を持つ3地点（23-2，23-6，23-7）の結果を示す．相関係数が0.97以上の
ピクセル数を円グラフにまとめたところ，3地点の結果は大きく分かれ，それぞれの後背地
の特徴が現れた．とくに23-7については，渡邉ほか2023において肉眼でも多く認められた
赤色の粒子が結果に良く現れており，後背地の特徴を示していると言える．しかし23-6に良
く見られた緑色の粒子はあまり検出されなかった．これは閾値を設定する際に黒色と緑色が

干渉しない値を設定しており，23-6には黒色に近い緑色が多くあることから閾値の見直しが
必要であることが示唆される．

【今後の展望】

今回考案した手法は，閾値を変数とすることで地域性やサンプルの多様性に応じて設定でき

る点，また基準点を地域特有の鉱物に見られる色に置き換えることで対応可能な点が，地域

による後背地の違いに応用できると考える．また地質学の専門家が見たときの感覚的な色の

違いを定量化したことにより，地質学を専門としていない者にも利用しやすい手法と考えら

れる．しかし肉眼で捉えることのできる色の違いとスペクトルの差とはまだ一致しない部分

が多くあり，今後も検討を重ねていく必要がある．

【引用文献】

渡邉美紀ほか，2023，社会地質学シンポジウム論文・要旨集，51-52
渡邉美紀ほか，2024，社会地質学シンポジウム論文・要旨集，9-10
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セッションポスター発表 | G. ジェネラルセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 G_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster52-63] ジェネラルサブセッション古生物・地学教育・岩石鉱物・火
山・第四紀

[G-P-8] 2018年9月11日北海道胆振東部地震における支笏湖周辺の崩壊

*廣瀬 亘1 (1. 北海道立総合研究機構)
キーワード：2018年北海道胆振東部地震、テフラ層すべり

　2018年9月6日午前3時6分に発生した平成30年（2018年）北海道胆振東部地震では，厚
真町周辺で発生したテフラ層すべりで甚大な被害が発生した（廣瀬ほか，2018など）．一
方，千歳市や札幌～北広島市内など，震源である胆振東部地域から約60km以上離れた地域
でも，小規模ながら土層すべりが発生していた．厚真町，札幌市周辺に注目が集まっていた

こともあり，支笏湖周辺の斜面崩壊については情報が極めて少ない．本研究では，支笏湖北

岸周辺で発生した土層すべりについて，崩壊前後の空中写真および衛星写真，現地調査に基

づき分布等の再検討を行った．

　支笏湖周辺の土層すべりに関する資料として，西本・伊東（2018），伊東・西本
（2020）および石川・川村（2022）などがある．伊東・西本（2020）によれば，土層すべ
りは，9月5日未明の降雨と，9月6日3時7分の北海道胆振東部地震に関連して発生した．9月
5日の土層すべりは，支笏湖北岸の国道453号山側の斜面（千歳市幌美内西部）で4時30分に
確認された．傾斜約50度の急斜面に堆積していた，水分を多く含む軽石混じり火山灰からな
る移動体が，国道山側から道路を横断し支笏湖に達した．土層すべりの規模は斜面長120m×
幅20mにおよぶ．北西約5km付近にある道路気象テレメータ（北奥漁）では，9月3日～5日
にかけて連続雨量263mm，時間最大雨量51mm/h（9/5，02：00）が記録されている．
　9月6日の土層すべりは、3時7分の地震発生直後に支笏湖北岸の国道453号山側の斜面（千
歳市幌美内東部）で確認された．傾斜約50度の急斜面に堆積していた直径20～30cm程度の
軽石混じり火山灰を移動体とする土層すべりで，国道453号を横断して反対側の法面に到達
した．土層すべりの規模は斜面長60m×幅40mである．近傍の震度観測点（千歳市支笏湖温
泉、東南東へ約7km）で震度5強が観測されている．
　9月5日～6日に発生した土層すべりは上記2か所以外に知られていない．しかし降雨の強
度および震動の強さからは他の箇所でも発生した可能性は否定できないため，空撮資料およ

び衛星写真を用いて分布を検討した．

使用した写真は，土層すべり発生前はSPOT6（2018年9月2日撮影；地上分解能パンクロマ
ティック1.5m），発生後は株式会社パスコ撮影の固定翼斜め写真（2018年9月7日撮影）お
よびGoogle Earthの画像（2018年9月11日），林野庁撮影のデジタル空中写真（C19-14 第6
白老：2019年7月9日撮影；地上分解能30cm）である．
　9月2日以降9月7～11日にかけて発生した可能性のある土層すべりは，支笏湖の北西で少
なくとも3地点確認された．斜面長40～80m，幅10～30m程度の裸地として認められ，斜面
下方に倒木が折り重なるように分布していること，裸地内に植生がほとんど認められず，ガ

リーが形成されているように見える．すべり面は支笏湖北岸のものよりやや色が明るく，当

該地域に分布する新第三系漁川層の変質火山岩の風化部が崩落したものである可能性があ

る．

　支笏湖北岸の土層すべり発生個所では，黄白色で直径数cm～30cm程度の粗粒な軽石が認
められ，輝石斑晶を多数含むことから恵庭-a降下軽石と判断される．土層すべりは，粘土～
細砂サイズの基質を有する軽石で覆われる斜面の遷急線直下から発生している．軽石はやや
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円摩され，降下堆積後にやや再移動した可能性が高い．ただし冷却による破断面とみられる

やや鋭角な部分も残っているため，移動距離はそれほど長くはないとみなされる．また，観

察した箇所では再堆積軽石層の厚さは十数～数十cm程度と厚くはなく，その下方には基盤
岩である新第三系が部分的に露出している．透水性に乏しい基盤岩を覆う，軽石堆積物が降

雨により水分に飽和することで崩壊に至ったと考えられるが，斜面の微地形による集水地形

の効果など，引き続き検討が必要である．

【引用文献】

廣瀬 亘・川上源太郎・加瀬善洋・石丸 聡・輿水健一・小安浩理・高橋 良(2018)平成30年北
海道胆振東部地震に伴う厚真町およびその周辺地域での斜面崩壊調査(速報)．北海道地質研
究所報告,90,33-44.
石川達也・川村志麻（2022）気候変動脆弱地域の複合地盤災害リスクの評価に関する取り
組み．地盤工学会誌，70（3），30-34．
伊東佳彦・西本　聡（2020）5.5 支笏湖の土層すべりと岩盤崩壊．地震による地すべり災害
－2018年北海道胆振東部地震-．「地震による地すべり災害」刊行委員会，189-192．
西本　聡・伊東佳彦（2018）国道453号の斜面崩壊．平成30年北海道胆振東部地震による
地盤災害調査団速報会，公益社団法人地盤工学会・公益社団法人土木学会．2018年10月2
日．
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セッションポスター発表 | G. ジェネラルセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 G_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster52-63] ジェネラルサブセッション古生物・地学教育・岩石鉱物・火
山・第四紀

[G-P-9] 長野県北部，野尻湖立が鼻遺跡における約5万～4.3万年前の堆積環境

*竹下 欣宏1、花岡 邦明、趙 哲済、川辺 孝幸5、中川 知津子3、小林 雅弘、小林 和宏4、関 めぐみ
2、野尻湖 地質グループ (1. 信州大学、2. 野尻湖ナウマンゾウ博物館、3. 京都大学、4. 上田高校、
5. 山形大学)
キーワード：野尻湖、立が鼻遺跡、堆積環境、層序、生活面

　野尻湖地質グループは，1976年の発足以来一貫して野尻湖西岸の立が鼻遺跡とその周辺
に分布する上部更新統～完新統を対象に，それらの高精度な層序と形成過程の解明を目指し

て調査・研究を進めてきた．立が鼻遺跡の北東部はⅠ区と呼ばれ、その周辺は，“月と星”と
呼ばれるナウマンゾウの切歯とヤベオオツノジカの掌状角をはじめ，ナウマンゾウの頭骨や

肋骨群、骨製クリーヴァーや骨の接合資料といった立が鼻遺跡を特徴づける化石や遺物が発

見された地域である（Kondo et al., 2018）．本発表では，2014年～2025年に実施された第
20次～24次野尻湖発掘，およびその間の地質調査で明らかとなった立が鼻遺跡のⅠ区周辺
に分布する野尻湖層立が鼻砂部層のT2，T4，T5ユニット（野尻湖地質グループ，2004）の
単層単位の区分と堆積環境に焦点を当て述べる．

　ナウマンゾウ化石が多産するⅠ区周辺の立が鼻砂部層T2ユニット（約4.9～4.4万年前）
は，砂礫層と砂層からなるs0，s1，s2，s3，s4の5つのサブユニットに細区分できる（野尻
湖地質グループ，2025）．本ユニットは南北方向に層相変化が激しく，湖水面の上昇と低下
の繰り返しによって形成された可能性が示唆されている（野尻湖地質グループ・野尻湖火山

灰グループ，2016）．北部（湖岸寄り）のT2ユニットs1とs4には大量の中礫～巨礫（多く
が亜角礫）が含まれており，現在の湖岸の堆積物とよく似るため，現在とよく似た環境で

あったと考えらえる．当時ヒトがいたならば，水位が下がって湖底面が露出した期間は，活

動の場として利用された可能性があり，s1とs4，特にそれらの上面（層理面）は，立が鼻遺
跡の立地とその変化を探る上で重要な層準（生活面）である．また，T2ユニットs1とs4に含
まれる礫は，大きさ，形状，礫種構成などから見て湖底もしくは湖岸の侵食にともない基盤

の泥流堆積物から洗い出されたものであることが明らかとなっている（中村・竹下，

2017）．礫を供給した要因は，気候変動や季節変化，短期の気象変化，あるいは地殻変動
などによる水位変化も念頭において解明を進める必要がある．

　立が鼻砂部層T4ユニット（約4.4～4.3万年前；野尻湖地質グループ・火山灰グループ，
2016）は，スコリア層と砂礫層，火山灰層，砂層からなり，4つのサブユニット（下位より
順にb，c，d下，d上）に区分することができる（野尻湖地質グループ，2025）．狩猟・解
体場の状況証拠ではないかとして注目された旧層序区分の中部野尻湖層Ⅰの化石や遺物の産

出層（野尻湖人類考古グループ，1990）を現在の地質層序に当てはめると，その多くがT4
ユニットの上部（T4ユニットd下・上）に含まれることがわかってきた．T4ユニットd上は
北東-南西方向に伸びる3～4列の湖岸州を構成し，1シーズンにも満たない短期間に形成され
たと考えられ，その上面の存続期間もごく短期である．湖岸州から10m足らず陸側（北側）
のT4ユニットd上の上面（生活面）には，スコリア層（T5ユニットa）が埋める大型偶蹄類
の足跡も見つかっており（野尻湖生痕グループ・足跡化石班，2016），この面からは短期
間のヒトを含む動物の歩様が復元できる可能性がある．

　立が鼻砂部層T5ユニット（約4.3万年前）は，スコリア層と砂礫層，火山灰層，砂層から
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なり，4つのサブユニット（下位より順にa，b，c，d）に細区分することができる．本ユ
ニットの基底部付近からはヤベオオツノジカ上腕骨の接合資料（野尻湖人類考古グループ，

2018）が発見されたほか，本ユニットに含まれる大礫・巨礫がT5ユニットbやT5ユニットa
の上面を荷重か加圧で変形させている様子が確認された（野尻湖地質グループ・野尻湖火山

灰グループ，2016）．

引用文献

Kondo et al. (2018) Quaternary International, 471, 385-395. 
中村文洋・竹下欣宏（2017）野尻湖ナウマンゾウ博物館研究報告，25，1-17．
野尻湖地質グループ（2004）野尻湖ナウマンゾウ博物館研究報告，12，1-13．
野尻湖地質グループ（2025）野尻湖ナウマンゾウ博物館研究報告，33，13-32．
野尻湖地質グループ・野尻湖火山灰グループ（2016）野尻湖ナウマンゾウ博物館研究報
告，24，15-32．
野尻湖人類考古グループ（1990）地団研専報，37，145-160．
野尻湖人類考古グループ（2018）野尻湖ナウマンゾウ博物館研究報告，26，21-38．
野尻湖生痕グループ・足跡化石班（2016）野尻湖ナウマンゾウ博物館研究報告，24，107-
113．
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セッションポスター発表 | G. ジェネラルセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 G_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster52-63] ジェネラルサブセッション古生物・地学教育・岩石鉱物・火
山・第四紀

[G-P-10] 第四紀における閉鎖的内湾性Bicornucythere属（甲殻類，貝形虫）の
形態と古生物地理

*入月 俊明1、長田 晴樹1 (1. 島根大学)
キーワード：貝形虫、第四紀、形態解析、古生物地理

　　Bicornucythere属は日本全国の閉鎖的内湾環境に優占する代表的な貝形虫（微小甲殻
類）の分類群で（池谷・塩崎，1993），2枚の石灰質殻の表面が網状装飾に覆われ，後端部
に1対の棘状突起を有する．この属に含まれる種は長年B. bisanensis (Okubo)だけの1種とさ
れてきた．Abe (1988)やAbe and Choe (1988)は，この種の種分化や生物地理に初めて取り
組んだ．これらの論文では，Keijella属に属すとされているが，東アジア沿岸のB. bisanensis
に4つの型（A, P, G, M）が存在し，サイズの異なる2つのグループは種が異なると推測さ
れ，日本にはA型とM型が生息しているとされた．その後，入月・渕川（2007）は新たにU
型（Bicornucythere sp. U）の存在を指摘し，他の型の生物地理についても議論した．これら
の型のうち，現在，A型はB. bisanensis，M型はB. misumiensis (Nakamura and Tsukagoshi)
とされている（Nakamura and Tsukagoshi, 2022）．また，P型はBicornucythere sp. Pとし
て，日本からも報告された（Irizuki et al., 2022など）．
　本発表の目的は，これらの種（型）の殻形態の違いを定量的に記載し，上記のような研究

結果に加えて，ここ数年で明らかになった時空間分布についての情報を総括して，第四紀に

おけるこの分類群の生物地理の変遷とその要因を検討することである．

　結果として，表面装飾のパターンや楕円フーリエ解析などの形態解析に基づくと，日本で

は明らかに異なる殻形態を持つ，上記4種が現在の日本の内湾に生息していると推定され
た．B. bisanensisは北海道から九州まで日本全国の閉鎖的内湾中央部の潮下帯の泥底から多
産し，化石記録が豊富で，日本では少なくとも後期鮮新世から存在する（Iwatani et al.,
2011）．B. misumiensisは中国南部沿岸に多く，日本では瀬戸内海全域の湾奥部や有明海な
どのように，広大な干潟が広がる潮間帯や完新世ボーリングコアから産出が認められ，塩分

変動の激しい環境に優占する(Nakamura and Tsukagoshi, 2022)．Bicornucythere sp. Pは日
本では分布が狭く，周防灘西部や別府湾の守江湾のように九州北部周辺の潮間帯から潮下帯

に生息している（Irizuki et al., 2022）．この種は韓国やロシアに生息するため (Abe and
Choe, 1988)，対馬海峡や関門海峡を経由して日本へ移動した可能性が高い．Bicornucythere
sp. Uは日本海側には認められず，太平洋側の高知県浦ノ内湾や瀬戸内海東部（Irizuki et al.,
2008など），および紀伊半島田辺湾（小林ほか，2025）の潮下帯に生息し，紀伊半島潮岬
より東側では確認されていない．しかしながら，この種は少なくとも中期更新世に関東まで

生息を広げ，後期更新世には伊勢湾などから多産する．以上のことからBicornucythere sp. U
は亜熱帯から暖温帯の環境を好み，紀伊半島潮岬が分布の障壁になっており，完新世におけ

る黒潮流路と関係があると推測される．また，瀬戸内海西部に認められないことは，この海

域が完新世の海進初期にこの種に適さない環境だった，または安芸灘と燧灘の境界が分布の

障壁になっていた可能性などが考えられる．

　このように閉鎖的内湾に優占する日本産Bicornucythere属貝形虫は，それぞれ殻形態が異
なり，特有の場所に生息し，中期更新世以降の振幅の大きい海水準変動に伴う海流や海峡の

変化に大きく影響を受けて現在の生物地理が形成された．
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引用文献：Abe (1988) In, Hanai et al. eds., Evolutionary Biology of Ostracoda, 919–925.
Abe and Choe (1988) In, Hanai et al. eds., Evolutionary Biology of Ostracoda, 367–373. 池
谷・塩崎（1993）地質論，39: 15–32．入月・渕川（2007）日本古生物学会2007年年会講
演要旨．Irizuki et al. (2008) Paleont. Res., 12: 283–302. Irizuki et al. (2022) Mar. Pollut.
Bull. 174: 102002. Iwatani et al. (2011) Paleont. Res., 15: 269–289. 小林ほか（2025）汽水
域研究会講演要旨．Nakamura and Tsukagoshi (2022) Zootaxa, 5134: 569–587.
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セッションポスター発表 | G. ジェネラルセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 G_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster52-63] ジェネラルサブセッション古生物・地学教育・岩石鉱物・火
山・第四紀

ハイライト講演

[G-P-11] 背斜と向斜の教え方

*星 博幸1 (1. 愛知教育大学自然科学系)
【ハイライト講演】  地学という教科は高校までない。それも必修ではない。それに対して、小学
校から理科という教科の中で、地学の基本概念はどんどん教えられている。発表者はこの部分に注

目して、どのように基本概念を導入したらよいか提案している。地学教育の基本にかかわる重要問

題である。※ハイライト講演とは．．．

キーワード：地学教育、褶曲、背斜、向斜

　褶曲は現在の初等・中等教育において中学校理科第2分野で扱うものと学習指導要領で定
められている。そのため、教科書各社の中学校理科教科書には褶曲について「地層に力がは

たらいて押し曲げられたもの」のような簡単な説明と概念図が示されている。高等学校理科

では、学習指導要領に褶曲の扱いの定めはないものの、現行の高等学校理科「地学基礎」の

教科書のすべてに褶曲の説明が含まれており、それらの多くの教科書では背斜と向斜につい

ても説明されている。説明は教科書によって若干異なるものの、模式図とともに「上に向

かって凸に曲がった部分を背斜、下に向かって凸に曲がった部分を向斜という」や「山状に

盛り上がった部分を背斜、谷状にくぼんだ部分を向斜という」のように説明されている。高

等学校理科「地学」の教科書でも褶曲の説明は「地学基礎」の説明とほぼ同じである。地学

を学ぶ生徒や予備校生などを想定した学習参考書での褶曲の説明も「地学基礎」の説明と同

様である。こうした説明は褶曲の形状と鉛直方向との関係に基づくものだが、実は背斜と向

斜の説明として不正確である。今回筆者はこの問題について指摘するとともに、改善案を提

示する。

背斜と向斜を認定するポイントは、地層の層序的な上位方向と褶曲形状との関係である。背

斜は上位方向が発散する（褶曲の軸部に背きあう）部分であり、向斜は上位方向が収束する

（軸部に向きあう）部分である。高等学校教科書で扱う褶曲の模式図は、褶曲の模式図に地

層の上位方向を矢印で示すことによって問題がなくなる（画像参照）。そして背斜は「地層

の上位方向の矢印が発散する部分」、向斜は「地層の上位方向の矢印が収束する部分」と説

明すればよい。このように説明することは、地層の層序的上位・下位方向と鉛直・水平を基

準とした場合の上下（鉛直上方・鉛直下方）が異なる場合があることを生徒に意識させるこ

とにも繋がる。高等学校の地学教育では、背斜と向斜の意味を生徒が正しく理解できるよう

に、今回提示する改善案を踏まえて教科書・学習参考書等を改訂する必要がある。

本報告の内容の詳細については星（2025）を参照されたい。

＜文献＞ 星 博幸（2025）背斜と向斜．地学教育78（1）印刷中

https://pub.confit.atlas.jp/ja/event/geosocjp132/content/program#highlight
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セッションポスター発表 | G. ジェネラルセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 G_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster52-63] ジェネラルサブセッション古生物・地学教育・岩石鉱物・火
山・第四紀

[G-P-12] 学生のヒマラヤ野外実習プログラム13年間

*吉田 勝1,2、学生のヒマラヤ野外実習 プロジェクト3 (1. ゴンドワナ地質環境研究所、2. ネパール
国立トリブバン大学トリチャンドラ校、3. 島根大学総合理工学部)
キーワード：ヒマラヤの地学実習、ヒマラヤの地学、ネパールヒマラヤ、ヒマラヤ地学ツアー

　2012年に始まった学生のヒマラヤ野外実習プログラムの実習ツアー（SHET）は，コロナ
感染症問題で休止した2021年を除いて2025年3月まで13年間毎年行なわれてきた（学生の
ヒマラヤ野外実習プロジェクトHP,
www.gondwanainst.org/geotours/Studentfieldex_index.htm）．ヒマラヤは地球で最も高
く，また最も新しい山脈である．インド亜大陸がアジアに衝突してから現在までの5500万
年の間に起こったドラマティックな地球規模地学事件がここで展開されている．この地球上

で最も新らしくかつ活動的な山脈では，極端に鋭い地形，現在も続く急斜面の形成と絶え間

ない水平方向の移動と垂直上昇の結果として，地震，地すべり，雪崩，土石流，河川洪水な

どの自然災害が頻繁に発生している．山脈に平行して明瞭な帯状分布を示す地形・地質と気

候特徴は，各帯における自然災害の特徴・種類や大きさを支配している．ヒマラヤは山脈形

成の地質過程や自然災害を学ぶ最高の自然博物館である．実習ツアーはネパールヒマラヤ中

西部をバスで北から南に横断し，ヒマラヤ造山帯を構成するすべての地質帯，テチスヒマラ

ヤ帯－高ヒマラヤ帯－低ヒマラヤ帯－亜ヒマラヤ帯－ガンジス沖積帯と，それらの境界をな

す４巨大断層帯の地質・地形・自然災害を10日間程で観察する．詳細は毎年の実習ツアー実
施要項や実習ツアー報告書（吉田，2025）で見ることができる．13年間の参加者は日本，
ネパール，インド，中国、マレーシアの31大学２高校の学生・生徒187人と市民23人であっ
た．航空運賃など全ての費用を含む実習ツアーの一人当たり経費は13年間平均で204,822
円，寄付金等による参加者への補助は31,418円で，学生一人当たりの平均参加費は173,327
円であった．実習ツアーは13年間無事故で，重大な健康問題も発生しなかった．本プロジェ
クトに対する実習ツアー参加者の評価は高く，ヒマラヤの地質のすばらしさに加えて，英語

の実習テキストの活用とトリブバン大学生らとの緊密な交流による英語環境への親密感の高

揚が特筆されている（吉田，2016）．発表では実習ツアー13年間のハイライト，ロジス
ティックス，参加者構成，ツアー経理，評価と成果を報告したい．なお，2026年3月には第
14回の実習ツアーが予定されている．そしてSHET参加学生の参加費補助を目的とするクラ
ウドファンディング「学生にヒマラヤで学ぶ機会を！」は毎年常時行われている

(www.gondwanainst.org/shet-cf)．日本地質学会会員の皆様の実習ツアーへのご参加やクラ
ウドファンディングへのご支援を期待したい．

引用文献

吉田勝(2016)学生のヒマラヤ野外実習プログラムV，実習ツアー参加者の声．地学教育と科
学運動，77, 80-87.，
吉田勝(2025）学生のヒマラヤ野外実習プログラム情報 www.gondwanainst.org/ shet-
info.doc
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セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-1]
七滝周辺の地層の重なりおよび分布の調査

*熊本市立 月出小学校1 (1. 熊本市立月出小学校)

[J-P-2]
生痕化石と統計学的新手法から明らかにする、8500万年前のスフェノセラムスの生態

*熊本県立 天草高等学校1 (1. 熊本県立天草高等学校)

[J-P-3]
えっ！？島が浮いてる？浮島現象を科学するⅢ ～視程から解き明かす蜃気楼の謎～

*熊本県立宇土高等学校 科学部地学班1 (1. 熊本県立宇土高等学校 科学部地学班)

[J-P-4]
知らない現象（不知火現象）を科学する６ ～ついに観測に成功！不知火の正体に迫る～

*熊本県立宇土高等学校 科学部地学班1 (1. 熊本県立宇土高等学校 科学部地学班)

[J-P-5]
知らない現象（不知火現象）を科学する６ ～不知火はなぜ、八朔の晩にしか見られないのか？
～

*熊本県立宇土高等学校 科学部地学班1 (1. 熊本県立宇土高等学校 科学部地学班)

[J-P-6]
馬門石の赤色はヘマタイトか？３

*熊本県立宇土高等学校 科学部地学班1 (1. 熊本県立宇土高等学校 科学部地学班)

[J-P-7]
島原大変肥後迷惑による津波被害 ～実態把握、効果的な伝承方法の開発、津波の科学的特性と
その検証～

*熊本県立宇土高等学校 科学部地学班1 (1. 熊本県立宇土高等学校 科学部地学班)

[J-P-8]
2つの日記をつなぎわかったダルトン及びマウンダー極小期の降水出現率

*池田学園池田高等学校 科学思考班1 (1. 池田学園池田高等学校科学思考班)

[J-P-9]
江戸幕府の公式天文観測「霊験候簿」を使って「石川日記」の降水出現率や「弘前藩庁江戸日

記」の7月の気温を検証する

*池田学園池田高等学校 科学思考班1 (1. 池田学園池田高等学校科学思考班)

[J-P-10]
指宿火山群での噴気観測による地下モデルの提唱

*池田学園池田高等学校 SSH地球科学班1 (1. 池田学園池田高等学校)

[J-P-11]
2025年5月の桜島連続噴火における温泉水の成分変化
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*池田学園池田高等学校 SSH地球科学班1 (1. 池田学園池田高等学校)

[J-P-12]
動画解析プログラムを用いた桜島の火山雷解析

*池田学園池田高等学校 SSH地球科学班1 (1. 池田学園池田高等学校)

[J-P-13]
沖縄の島々の粟石に含まれる有孔虫化石の比較とできた環境の違い

*豊見城市立豊見城中学校 琉大ハカセ塾1 (1. 豊見城市立豊見城中学校／琉大ハカセ塾)

[J-P-14]
四国中央市や新居浜市の河川に産する蛇紋岩の供給源の推定　～蛇紋岩転石を用いた比較を通

して～

*愛媛大学 附属高等学校1 (1. 愛媛大学附属高等学校)

[J-P-15]
豪州NSW州南東部Bingi Bingi Point複合深成岩体のマグマ分化末期熱水循環の温度・圧力環境

*兵庫県立 姫路東高等学校1 (1. 兵庫県立姫路東高等学校)

[J-P-16]
2024年7月，紀南の海岸に漂着したスコリア

*和歌山県立 田辺高等学校1 (1. 和歌山県立田辺高等学校)

[J-P-17]
愛知県知多半島内海断層近くの師崎層群の古流向と古傾斜の関係

*名古屋高等学校・ 名古屋中学校1 (1. 名古屋高等学校・名古屋中学校)

[J-P-18]
彩雲と光環の再現実験の検証～光源と雲生成条件の変化～

*中央大学 附属高等学校1 (1. 中央大学附属高等学校)

[J-P-19]
偏西風波動のモデル実験の簡易化～サーモグラフィーの活用～

*中央大学 附属高等学校1 (1. 中央大学附属高等学校)

[J-P-20]
変圧器を利用した水槽実験による皿状構造の再現と形成過程の考察―地層の固結度と水圧の違
いから考える堆積構造の形成条件―

*東京学芸大学 附属高等学校1 (1. 東京学芸大学附属高等学校)

[J-P-21]
使い捨てライターから解明する日本沿岸の海流

*東京学芸大学 附属高等学校1 (1. 東京学芸大学附属高等学校)

[J-P-22]
海岸砂中のマイクロプラスチックの空間分布・時間分布の解明　〜マイクロプラスチック問題

を自分ごとにする教材の開発〜

*東京学芸大学 附属高等学校1 (1. 東京学芸大学附属高等学校)

[J-P-23]
模型実験によるスラブ内二重地震面の再現

*市川 高等学校1 (1. 市川高等学校)
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[J-P-24]
アウターライズ領域における地磁気の縞模様に対応する震源分布の再現実験

*市川 高等学校1 (1. 市川高等学校)

[J-P-25]
手取層群伊月層から産出した植物化石の分類と堆積環境の考察

*市川 高等学校1 (1. 市川高等学校)

[J-P-26]
北海道南西部小樽西部海岸忍路地域～桃内地域の後期中新世～鮮新世における水中火山の噴火

活動史とテクトニクスについて

*北海道龍谷学園 小樽双葉高等学校 科学同好会1 (1. 北海道龍谷学園小樽双葉高等学校 科学同好会)

[J-P-27]
［講演取消］小樽運河周辺の歴史的建造物や倉庫を作っている石材の特徴とその由来につい

て、特に小樽軟石と札幌軟石についての文化地質学的検討

*北海道龍谷学園 小樽双葉高等学校 科学同好会1 (1. 北海道龍谷学園小樽双葉高等学校 科学同好会)
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セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-1] 七滝周辺の地層の重なりおよび分布の調査

*熊本市立 月出小学校1 (1. 熊本市立月出小学校)

　研究者生徒氏名：髙木英志

１.研究目的
熊本県御船町には、阿蘇火砕流堆積物（第四紀）、御船層群（白亜紀）、水越層（ペルム

紀）などの時代の異なる地層が分布している。

御船町七滝周辺では、御船川に沿う北側の道路の斜面に地層が露出しており、場所によって

異なる地層を観察することができる。

しかし、各層の境界は泥や砂に埋もれたり、木々で隠されていて、直接観察することはでき

なかった。

そのため、地層の重なり方については、不明な点が残されている。

本研究では、御船町七滝から松ノ生地区における地層の重なりや分布を考察する。

２.研究方法
①露出している地層のルートマップを作成する。

②地層から落下してきた岩の中から化石を探し出す。

③過去の論文を参照にして、地層の特徴と化石から、その地層の年代を特定する。

④走向傾斜を測り、その地層がどのような状態か考察する。

３.研究結果
・松ノ生地区では黒色頁岩が露出し、西に約84°傾斜していた。
・その黒色頁岩の約20m西側には、赤色泥岩が露出していた。
・赤色泥岩のさらに約145m西側で、砂岩と泥岩からなる地層が観察できた。
・その地層は、シュードアサフィスなどの二枚貝を産出することを確認した。

・そのさらに西側には、黒曜石のレンズを挟む溶結凝灰岩が見られた。

・溶結凝灰岩は約70mの厚さがあった。

４.考察　
・砂岩と泥岩からなる地層から産出するシュードアサフィスなどの二枚貝は、御船層群下部

層から報告されている種であるため、この地層は、御船層群下部層だと考えられる。

・その西側の溶結凝灰岩は約70mの厚さがあるため、阿蘇山の大規模な火砕流の堆積物と考
えられる。

キーワード：

御船町七滝、松ノ生地区、阿蘇火砕流堆積物、御船層群、水越層、第四紀、白亜紀、ペルム

紀
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セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-2] 生痕化石と統計学的新手法から明らかにする、8500万年前のスフェノ
セラムスの生態

*熊本県立 天草高等学校1 (1. 熊本県立天草高等学校)

　研究者生徒氏名：田中彩絵　山並陽菜　山中詩穏

私達の住む熊本県天草市には御所浦という島があり、「スフェノセラムスの壁」と呼ばれる

場所がある。ここは、白亜紀の層理面が広大に露出している場所であり、二枚貝の

Sphenoceramus.naumannni（以下、スフェノセラムス）の化石が多産されている。先行研
究調査を行ったところ、田代ほか（1992）の研究ではカイ二乗検定を用いてスフェノセラ
ムスのコロニーを判別していた。「スフェノセラムスの壁」についてはほとんど調査が行わ

れておらず、壁のスフェノセラムスの生態については未解明な部分が多かった。そこで私達

はこの壁について詳しく調査しようと思い、研究を開始した。

　

<目的>
①広大な層理面で貝化石のコロニーを判別する統計学的手法の開発

②周囲の生痕化石から当時の環境を推測する

<研究方法>
1.現地調査
　コドラート法を用いて壁を縦1.5m横1.5mの区画に分け、貝や生痕化石などの分布を調査
した。貝については、向きや大きさ、裏表、生痕化石については種類や大きさを調査した。

2.貝化石の統計学的群集解析
　文献内で使われていたカイ二乗検定を用いて、壁のスフェノセラムスのコロニーを判別し

ようとしたが、田代ほか（1992）ではカイ二乗検定にかけるグループの判別方法が述べら
れていなかったため、まずは壁の貝化石をグループに分ける必要があった。そこで私達は検

定にかけるグループを決定するk-means法と最終判別の為のレーダーチャートを加えた新た
なコロニーの判別方法を考案した。

　まず、貝化石の位置を現地調査の結果を用いて座標に起こし、適当な基準点を2つ取る。
そしてそれぞれの基準点に近い方でグループ分けをしてそのグループの重心を取る、という

動作を重心の座標が動かなくなるまで繰り返す。最後に重心が動かなくなったところでグ

ループ分けをした。

　グループ分けをした後に、グループの中の貝化石について「貝の向きに偏りはない」とい

う帰無仮説を立てカイ二乗検定を行い、帰無仮説が棄却される確率が80％より大きければコ
ロニーと判定した。

　しかし、研究途中でカイ二乗検定では1方向に偏っている場合と、2方向に偏っている場合
で同じ結果となることに気づいた。先行研究より、コロニーを作っている場合は1方向に向
きが偏ることが報告されていたので、2方向に偏っている場合はコロニーではないと考え、1
方向のみに偏っているものを判別するためにレーダーチャートでの最終確認を加えた。
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<結果・考察>
1.現地調査ではスフェノセラムス化石やその他の貝化石、生痕化石などが見つかった。また
スフェノセラムス・ナウマニの合弁化石も発見した。このことはこれらの化石は現地性化石

であることを示している。

　生痕化石についてはCosmorhaphe,Spirorhaphe, Lorenziniaの3種が見つかった。これらの
生痕化石が示す古環境としてCosmorhapheからは小幡（1999）より、低酸素環境であった
ことが推測された。また、のだ（1993）からは深海であることも示唆された。3種の生痕化
石を複合して考えると、小幡（2005）より、水深200mから6000mの深海であることもわ
かった。

2.私達が開発した手法が実際に使えるのか検証するために、国立研究開発法人海洋研究機構
（JAMSTEC)が公開している深海に生息している現生の貝の写真の中から、コロニーであるも
のとないものを探し、考案した手法で判別を行った。その結果正しく判別をすることができ

た。今後、さらに枚数を増やして検証する必要はあるが、本研究で考案した手法は実用でき

ると考える。

　考案した新手法を用いて、これまでに壁で4つのコロニーが見つかった。この4つのコロ
ニーはそれぞれコロニーごとに向きが違っていた。今後の検証が必要であるが、海底の水流

が影響しているのではないかと考えている。

これまでの結果より「スフェノセラムスの壁」のスフェノセラムスは水深200m~6000mの
深海、低酸素環境でコロニーを形成して生活していたことがわかった。

<今後の展望>
　①調査範囲を拡大し、より多くのコロニーの判別をする。

　②現生の貝の新手法を用いたコロニー判別の回数を増やし、新手法の信憑性を高める。

　③スフェノセラムスのコロニーの中での詳しい生態を明らかにする。

　④スフェノセラムスが生息していた具体的な海の深さを明らかにする。

キーワード：スフェノセラムス・コロニー・統計学・生痕化石・サントニアン
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セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-3] えっ！？島が浮いてる？浮島現象を科学するⅢ ～視程から解き明かす蜃
気楼の謎～

*熊本県立宇土高等学校 科学部地学班1 (1. 熊本県立宇土高等学校 科学部地学班)

　研究者氏名：

2年　徳丸 幸樹, 堀田 舞衣, 西田 琉花, 橋本 直大　
1年　田代 崇真

１ 背景・目的
　蜃気楼の一種とされる不知火現象の研究を進める中で、浮島現象も蜃気楼であることを

知った。そこで、不知火より発生しやすい浮島を観測し、よく浮いて見える浮島現象の発

生・観測条件を明らかにするため研究を始めた。

昨年度までの研究から、①気温と海水温の温度差が大きい、12～１月の良く晴れた日の早朝
②高さの低い観測点③観測対象まで約10㎞の距離が浮島の観測条件であると分かっている。
　今回の研究目的は、以下の３つである。

Aよく浮いた浮島現象を観測し、条件を確認する
B視程が良い時期を明らかにし、蜃気楼の観測に最適な時期を探る
C再現実験から光の屈折に必要な温度層の位置を調べる

２　研究内容

A 野外観測
　宇城市不知火町にある永尾神社の海岸(高さ1m)から大島方面へ向けて、2024年11月下旬
から2025年3月までの５ヶ月間に計15回の観測を行った。観測では、過去の研究からわかっ
ていた観測条件である温度差や観測点の高さ、対象までの距離も同じであるにも関わらず、

浮き具合に大きな差がある浮島現象が観測された。

そこで、観測時の不知火海の様子に注目したところ、約200cmの潮位差が生じていた。この
ことから、この潮位が浮島の観測に大きく影響しており、潮位が高いほどより浮いた浮島を

観測でき、満潮時の中でも潮位が高くなっているタイミングが最適であると考えた。また、

過去の研究から浮島の発生には、温度差が大きくなる早朝(冬ならば朝7時頃)が適しているこ
とが分かっているため、不知火海での蜃気楼の観測には、早朝と潮位が最も高くなる満潮時

刻が重なるタイミングである「満月、新月の日の２～３日前」が最適であることが分かっ

た。

B 視程の影響
　野外観測の際、視程が良い日と悪い日があり、視程、見通しのよさが浮島の観測に大きな

影響を与えていることが分かった。そこで、視程が良い時期を明らかにすることで、蜃気楼

の観測に最適な時期を探ることを目的とした。観測は、宇土高校から熊本市方向(北方向)に
存在する距離の違う３つの対象に対して、毎日、朝8時に定点で写真撮影を行い、撮影した
写真の視程はどの対象まで見えたかをもとに１，２、３のどれかに分類し、月ごとのその平

均値の比較を行った。また、視程に影響されると考えられる黄砂やpm2.5、水蒸気量などの
大気中の微粒子のデータを収集し、視程への影響を調べた。結果、視程が良かった時期も、

大気中の微粒子が少なかった時期も、夏から秋であったため、視程が良く、浮島観測に適す
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る時期は夏から秋であることが分かった。

一年の視程の変化に加え、一日の中の視程の変化も調査した。黄砂等の微粒子が飛来してい

ない天気の良い日に一時間ごとに視程観測を行い、一日の中で視程の変化を明らかにする。

観測は計三日間、朝八時から一時間ごとに行った。観測の結果、朝から昼になるにつれて視

程が良くなっていった。

また、気象庁の地点熊本のデータを用いて視程の傾向を確認する。ただし、使用するデータ

は天気の影響を除くために降水量が0の日のみとする。結果、1年の中では定点観測と同様に
冬から春に視程が悪く、夏から秋に視程が良いとわかった。一日の中では、気象庁でのデー

タでも朝に視程が最も悪く、昼頃に最もよいという傾向が見られた。

C 光の屈折に必要な温度層の位置
　浮島の発生に必要な温度層の位置を調べるために、ヒーターを用いた浮島の再現実験を

行った。実験はヒーターを対象側から8枚並べ、観測点の高さを0㎜、5㎜に変えてそれぞれ
一枚ずつずらす場合と一枚以外ずらす場合で行った。結果、②③付近で浮き具合が変化した

ことから、高さを高くするとその変化が生じた位置が対象側に近づいたことから①下位蜃気

楼の観測には対象付近の気温差が重要であること、②観測点の高さが高くなると光が屈折す

る場所が対象側に近づくということが分かった。また、この結果を独自のシミュレーション

に当てはめたところ同様のことが確認できた。

３ まとめ
　不知火海での浮島の観測条件（浮島の観測と今回のモデル実験より）

①気温と海水温の温度差がある…12～1月の早朝
②観測点の高さが低い…満潮時の海岸
③適当な距離がある…10km程度
④潮位が高く、満潮時刻が日の出時刻に近い･･･満月・新月の２～３日前

⑤視程がよい…夏から秋
⑥対象付近の温度差がある

４　参考文献

◆国土地理院 　◆気象庁　◆YAHOO!天気　◆気象衛星ひまわり９号
◆蜃気楼のすべて！(日本蜃気楼協議会) 　◆熊本県水産研究センター 　
◆川合秀明、北村祐二、柴田清孝

（2020、下位蜃気楼の光路計算マダガスカルで見た蜃気楼）

キーワード：浮島現象、蜃気楼、視程、再現実験、温度差
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セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-4] 知らない現象（不知火現象）を科学する６ ～ついに観測に成功！不知火
の正体に迫る～

*熊本県立宇土高等学校 科学部地学班1 (1. 熊本県立宇土高等学校 科学部地学班)

　研究者氏名：

2年　徳丸 幸樹, 堀田 舞衣, 西田 琉花, 橋本 直大　
1年　田代 崇真

1：はじめに
(１)不知火現象とは
不知火現象とは不知火海と呼ばれる八代海北側にて、１年に１度、八朔（旧暦８月１日）の

晩にのみ見られる現象とされており、時間変化で１つの光源が横方向に分裂し、つながって

見える蜃気楼の一種と考えられている（図１）。しかし、37年前に撮影された写真を最後に
目撃情報はなく、さらに、鮮明な動画記録もなされておらず、時間変化も明らかになってい

ない。未だ科学的に解明されていない不思議な自然現象である。

(２)昨年までの成果
幻の現象を見たいと思い研究を始め、今年度で８年目となった。一昨年までの6年間に不知
火が見られるとされる八朔を中心に計23回もの観測を行ったが、一度も不知火らしき現象は
見られなかった。

しかし、シリコンヒーターを用いた不知火再現装置により室内での不知火の再現に成功し、

不知火の発生条件が明らかになって来た。

２：目的

今回は、以下の３つの疑問を元に不知火の研究を行った。

疑問１：～現象～不知火とはどのようなもの？

疑問２：～原理～観測した不知火の原理は？

疑問３：～理由～今年不知火が見られた理由は？

３：研究内容

疑問１：～現象～不知火とはどのようなもの？

（１）聞き取り調査

不知火が現在見られていない理由を探るために、地元の方々に不知火に関する聞き込み調査

を行った。その結果、昔不知火が見られていた時には夜間に漁を行っていたこと、また、不

知火が見られなくなった時期と八朔の夜間に漁を行わなくなった時期が重なるということが

分かり、現在不知火が見られないのは漁に使われる明かりである「漁火」がないことが原因

ではないかと仮説を立てた。

（２）観測方法

八朔前夜（令和 6 年 9 月 2～3 日未明）、地元の漁師さんの協力の元、不知火海に漁火を乗
せた船を出していただいき、これまで同様、宇城市不知火町永尾の永尾神社から不知火海を

挟んだ八代市大島方面を観測した。（図２）

（３）観測結果
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観測の結果、一つであるはずの光源の数が２→３→２と変化する不知火の撮影に成功した。

これは、実に36年ぶりのことであり、不知火の鮮明な動画撮影は世界初の快挙となった。光
源の数の変化は30 秒ほどで発生し、横方向の光の変化は約 10 分続いた。動画から、不知火
の時間変化が明らかになった。（図３）

疑問２：～原理～観測した不知火の原理は？

（１）蜃気楼とは

蜃気楼は空気中の温度差によって光が屈折し、景色が不思議な見え方をする現象である。蜃

気楼にはいくつかの種類があり、一般的に知られているものは下位蜃気楼と上位蜃気楼であ

る。また、ほとんど知られていないが、「側方蜃気楼」というものも考えられており、不知

火現象はこの側方蜃気楼の1 種とされている。
（２）蜃気楼の種類

A 下位蜃気楼
一般的な蜃気楼。上冷下暖の温度層である時に見られ、対象の景色が下方向に反転する。対

岸の島が浮いているように見える「浮島現象」や暑い日にアスファルトの道路などで遠くに

水があるように見える「逃げ水現象」もこの下位蜃気楼の一種である。

B 側方蜃気楼
上下方向の温度差がある時に発生する「下位蜃気楼」に対して、観測者が真っすぐと続く陸

地と海の境界線上に存在し、陸地の冷たい空気と海上の暖かい空気との横方向の温度差によ

り横方向に光が屈折することで発生するのが「側方蜃気楼」である。

C 不知火
不知火現象が見られる不知火海には、広大な干潟が直線的に分布している。干潟上には潮だ

まりという海水が残っている温かい場所が存在し、干潟上で左右方向に温度が異なる地点が

無数に形成される。不知火海では微風が吹くため、干潟上はより複雑な温度分布となり、横

方向に光が伸びたように見える不知火が発生する。（図４）

　

疑問３：～理由～今年不知火が見られた理由は？

今年の不知火の観測対象である「漁火」は、船の明かりであるため街明かりよりも海面に近

い。そこで、光源の高さに着目して光路シミュレーションを行った（図５）。光源が街明か

りの場合不知火を見る観望所は蜃気楼が見える範囲に入っていないのに対し、漁火の場合

は、蜃気楼が見える範囲に入っていることが分かる。これは、光源が低く、海面付近にある

温度層（気温が変化する空気層）の影響を受けやすいためである。よって、今年不知火が見

られたのは、観測の対象として「漁火」を用いたためであると言える。

４：まとめ・今後の展望

（１）まとめ

・36年ぶりとなる不知火の観測に成功した
・世界初となる不知火の動画の撮影から不知火の時間変化を明らかになった

・不知火は、不知火海の直線的に広く分布する干潟と、微風による複雑な温度分布により発

生する。

・今回の不知火観測成功は海面に近く光が屈折しやすい「漁火」のおかげ

　（２）今後の展望

・なぜ八朔の晩にしか見られないのか

キーワード：不知火、蜃気楼、干潟、漁火、シミュレーション
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セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-5] 知らない現象（不知火現象）を科学する６ ～不知火はなぜ、八朔の晩に
しか見られないのか？～

*熊本県立宇土高等学校 科学部地学班1 (1. 熊本県立宇土高等学校 科学部地学班)

　研究者氏名：

2年　徳丸 幸樹, 堀田 舞衣, 西田 琉花, 橋本 直大　
1年　田代 崇真

１　はじめに

不知火現象 (図１)とは、八朔(旧暦の８月１日)の晩に不知火海で見られるとされる蜃気楼現象
のことである。

２　目的

　今回はなぜ八朔の晩に見られるのか気象の視点から以下の２つに注目して研究した。

A：不知火海における気温と海面水温の温度差
B：不知火海を吹く風の特徴

３　不知火海における気温と海水温の温度差について

（１）目的・仮説　

昨年の研究に使用していた海水温データに問題点が見つかったため、今回は自分たちで海水

温を計測することにした。その際、八朔の時期は今まで使用していた水深5m地点の海水温
よりも、海面付近の海水温のほうが高くなっているのではないかと仮説を立てた。

（２） 　方法　
①　　海水温測定器の作成

マイクロコンピュータ(ARDUINO　UNO)や温度センサー、SDカードモジュールなどを用い
て自動海水温測定器を作製した。測定は５分おきにできるようにし、取得した海水温データ

は自動的に取得した時間とともにSDカードに保存されるようにした。
②　　不知火海への設置

地元の漁業協同組合さんの協力のもと、実際の不知火海への設置を行った。不知火海沖の牡

蠣いかだと、不知火海へと流れる河川である鏡川の河口の2地点に設置した。
　③データの解析

　今回牡蠣いかだに設置した装置は波や潮流の影響によって破損してしまったため、今回

は、鏡川河口での海水温データを用いて一日の中での海水温の変化や、気温との温度差を調

べる。

（３）結果・考察

まず、水深の浅い方が、１日の中で温度変化しやすいことが分かった。次に、月別での違い

を見ると、９月から11月にかけて海水温は下がっていることが分かった。そして、これらの
データと今まで使用していた水深５mの海水温とを比較すると、１0月になるとほとんど同
じになり、11月では低くなっていたことから、水深の浅い方が、年間を通じて温度変化しや
すいと言える。さらに、熊本県水産研究センターから提供してもらった水深０mのデータ
と、水深５mの海水温とを比較すると、海面水温の方が夏は高くなり、冬は低くなってお
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り、これまでの水温変化の傾向と一致したため、温度差は冬が最大であるが、不知火海にお

いては、八朔の時期も十分であり、蜃気楼が発生しやすい時期だと言える。

４　不知火海を吹く風の特徴

昨年の研究で、不知火海において、昼は季節風、夜は海陸風の陸風が吹いていると分かっ

た。今回は、風速に注目した。結果、夜は弱い風が多く吹いており、昼は強い風が吹いてい

ることが分かった。このように昼夜で風向や風速などが変わる要因は、地上と上空の気温差

が関係しているのではないかと思われる。昼は、地上と上空の気温差が大きいため、地上と

上空の空気がよく混ざり合い、上空の強い風が地上に降りて上空の季節風に影響される。一

方、夜は気温差が小さいため、地上では弱い風だけが吹くと考えた。このことから、不知火

の発生条件である「微風」が吹くのは、夏から八朔の時期である。

５　まとめ、今後の展望

気温と海水温の温度差：蜃気楼の発生条件である温度差は、夏は小さいが八朔頃は十分あ

る。

不知火海を吹く風：不知火の発生条件である夜間の微風は、夏や八朔の時期に多く、

冬は少ない。

よって、不知火発生の気象条件を満たす時期は八朔であるため、不知火は八

朔に見られるとされてきたと考えられる。

6　参考文献
・高校、高専気象観測機器コンテスト　　・気象庁　　・熊本県水産研究センター　　　

・地理院地図　　・不知火の研究（宮西通可、1943）　　・不知火新考（立石巌、1994）

キーワード：海陸風、季節風、不知火海、海水温、気温
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セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-6] 馬門石の赤色はヘマタイトか？３

*熊本県立宇土高等学校 科学部地学班1 (1. 熊本県立宇土高等学校 科学部地学班)

　研究者氏名：

2年　徳丸 幸樹, 堀田 舞衣, 西田 琉花, 橋本 直大　
1年　田代 崇真

[１：はじめに]
熊本県宇土市網津町馬門で産出される馬門石(まかどいし)は、約９万年前の阿蘇山の噴火によ
るAso-4火砕流堆積物の阿蘇溶結凝灰岩の一種であり、赤色が特徴的な岩石。また、古墳時代
には近畿地方まで運ばれ、権力者の古墳の石棺材に利用された。⁽¹⁾
本研究では、Aso-4火砕流堆積物の阿蘇溶結凝灰岩のうち、赤いものを「馬門石」、黒い
ものを「Aso-4」と呼ぶ。⁽²⁾

[２：目的]　
馬門石の赤色の原因について過去の文献で調べたところ、「酸化が関係しているのでは」

とあったが、詳細は不明であった。そこで、私たちは馬門石の赤色の原因を探ることにし

た。

[３：研究内容]
今回は、以下の４点から研究を行った。

Ａ：文献調査・実験

Ｂ：成分分析・焼成試験（熊本県産業技術センター）

Ｃ：現地調査（熊本県宇土市馬門地区）

Ｄ：薄片の製作・観察

Ａ：文献調査・実験

（１）文献調査

赤色の鉄の酸化物にはFe₂O₃（ヘマタイト）とFeO(OH)があることが分かった。⁽¹⁾
（２）実験

馬門石とAso-4の相違点について調べた。密度、磁性に大きな違いはなかったが、硬さは
Aso-4の方が硬かった。Aso-4を用いてFeO(OH)の生成実験を行ったが変化は見られなかった
ため赤色の原因はFeO(OH)ではないと考えられる。⁽⁴⁾

Ｂ：成分分析・焼成試験（熊本県産業技術センター）

（１）蛍光Ｘ線分析

どの資料も成分組成はほぼ同一で約10％の鉄を含んでいた。⁽⁵⁾
（２）Ｘ線回折

Fe₂O₃の存在を明瞭に確認することはできなかった。⁽⁶⁾
（３）焼成実験

馬門石とAso-4を電気炉で24時間加熱すると、1000℃で加熱後はどちらも鮮やかな赤色に変
化した。このことから含まれている鉄が馬門石の赤色の原因ではないかと考えられる。
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Ｃ：現地調査（熊本県宇土市馬門地区）

（１）馬門地区

水路や谷沿いでの観察で、水平、鉛直方向ともに分布が散らばっていることを確認できた。

（２）工事による大規模露頭

馬門石とAso-4の分布や、境界面や色の変化を広範囲で連続的かつ立体的に観察できた。　⁽⁷⁾　
馬門石とAso-4は、ともに黒曜石レンズや礫を含み、岩相色以外はほぼ同じで、境界面は不明
瞭で、漸移変化していた。このことから元々は同じ岩石だったと考えられる。

馬門石中にAso-4が塊状に分布していたり、狭い範囲で馬門石とAso-4が複雑に混在したりし
ている部分もあり、 馬門石の生成には「高温」の他にも条件があると考えた。

Ｄ：薄片の製作・観察（御船町恐竜博物館）

　御船町恐竜博物館の協力の下、岩石薄片の製作や観察を行った。溶けて形が崩れた火山ガ

ラスや凝灰岩の特徴である多孔質の隙間を観察できた。この多孔質の隙間により、火砕流と

して堆積直後の高温なAso-4中に空気が流入することができたと考えた。 馬門石中にAso-4が
塊状に分布したり、両者が複雑に混在したりしていた露頭も、局所的な空気の流入の程度に

より、「充分な酸素」の獲得に違いが生まれたためと考えられ、充分な酸素が得られた部分

は赤い馬門石になり、得られなかった部分が黒いAso-4のまま残ったと考えられる。

[４：考察]
赤色の原因はヘマタイト（Fe₂O₃）で、火砕流として堆積した直後の高温下で、多孔質によっ
て流入した空気中の酸素を充分に得られた部分が高温酸化し、Fe₂O₃(ヘマタイト)を生じて馬
門石になったと考えた。⁽⁸⁾
　地表や基盤近くのオレンジ色の部分は、温度が不十分なため非溶結で、風化・侵食されや

すく、その後の変化でFeO（OH)を形成したと考えた。

[５：まとめ]
・馬門石の赤色の原因は、Fe₂O₃(ヘマタイト)である。
・馬門石は、堆積直後はAso-4と同様に黒かったが、火山ガラスが溶結し黒曜石レンズでき
るほど高温で、なおかつガス交換により流入した酸素を充分に得られた一部が、高温酸化に

よってFe₂O₃(ヘマタイト)を生成し、赤い馬門石となった。

[６：参考文献]
[1]「馬門石 噴火の軌跡に触れる」熊本日日新聞朝刊(2021年6月13日)
[2]高田利夫(1969) 酸化鉄、水酸化鉄系化合物の生成と物性
[3]三沢俊平(1983) 鉄サビ生成の現状と未解明点
[4]鈴木茂(2008)鉄さびの形成過程と構造変化
[5]椙山正孝(1959) 金属材料の高温酸化とその対策
[6]井上勝也(1983) 鉄酸化物の種々相
[7]熊本県地質図(10万分の1) 熊本県地質図編纂委員会(2008)
[8]地理院地図

キーワード：馬門石、Aso-4、Fe₂O₃(ヘマタイト)、酸素、高温酸化
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セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-7] 島原大変肥後迷惑による津波被害 ～実態把握、効果的な伝承方法の開
発、津波の科学的特性とその検証～

*熊本県立宇土高等学校 科学部地学班1 (1. 熊本県立宇土高等学校 科学部地学班)

　研究者生徒氏名：

2年　徳丸 幸樹, 堀田 舞衣, 西田 琉花, 橋本 直大　
1年　田代 崇真

１：動機

熊本県宇土市にある石切場近くの橋には、ピンク色が特徴の馬門石が石材として使われてい

る。調べるうちに、元々は木造の橋であったが、島原大変による津波で流失したことがきっ

かけで、その後石橋となったことを知った。そこで、島原大変肥後迷惑について 研究するこ
とにした。

２：島原大変肥後迷惑とは

日時：寛政４年４月１日（1792年５月21日）20時頃
場所：島原半島にある眉山

原因：眉山の山体崩壊

内容：海への土砂の流入による津波の発生

被害：死者約15000人

３：研究の目的

（１）島原大変での津波被害の実態把握を行い、災害の効果的な伝承方法を開発する。

（２）防災・減災を啓発するための津波被害の科学的特性を検証する。

４：研究内容

Ａ　実態把握（現地調査）

宇土半島に分布する供養塔や津波石などの災害遺構を訪ね、聞き取り調査を行う。

（１） 震災遺構
①方法

宇土半島の北側にある戸口、緑川、円応寺、下網田、 長浜、大田尾の６ヶ所で行った。
②結果

殆どの地点は地図に表示されておらず、遺構までたどり着くのが大変であった。

（２） 住民への聞き取り調査
①方法

震災遺構周辺の地域住民に聞き取りを行う。

②結果

遺構の存在や島原大変があったことは知っていたが、詳しいことを知っている人はほとんど

いなかった。

③考察

島原大変に関する詳細な内容に関する認知度は低いことがわかった。
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Ｂ　効果的な伝承方法の開発

（１） 目的
聞き取り調査の考察から、震災遺構の存在を知り、できれば足を運んでもらえるような、伝

承のための効果的なツールが必要であると考えたため。

（２） 方法
Googleマイマップを使用し、この災害をまとめたデジタルマップを作成する。
Ｃ　過去の災害から考える津波の科学的特性

（１） 文献調査と結果
文献を元にして津波被害についてまとめた結果、長浜や戸口は、被害が大きいことがわかっ

た。近い地点での津波の被害の程度が大きく異なっていたことから、津波の発生源との距離

以外に、被害の大きさを変動させる要素があるのではないかと考えた。

（２） 仮説
文献調査から、津波の被害の程度を左右する津波の高さは、「海岸線の地形」によって変わ

るのではないかと仮説を立てた。

（３） 方法
「島原大変肥後迷惑」の文献データを用いて、津波の被害が分かっている地域における「海

岸線の地形」を調べる。

（４） 結果
特に被害が大きかった長浜－下網田では海岸線が入り組んでおり、津波高が15ｍにもなって
いた。また、海岸線がゆるいU字型となっている大田尾では遡上高が22,5mと最も高かっ
た。

（５） 考察
「津波高」や「遡上高」は、 海岸線が入り組んでいたら高くなり、直線的なら低くなるので
はないかと考えた。

（６） 追加検証１：宇土半島以外の被害状況
玉名地域は宇土地域と同様に、熊本地域と比べて被害が大きくなっていた。これらの地域で

は、直線的ではなく、入り組んだ海岸地形をしていた。

（７） 追加検証２：東日本大震災
①目的

島原大変だけではデータが少ないため、東日本大震災でも同様に調べることにした。

②結果

津波高は「直線型」より「V字型・U字型」の方が大きかった。
③考察

島原大変と同様の結果であった。 よって、「海岸線の形によって津波高は異なる」と言え
る。

Ｄ津波の科学的特性とその検証

（１） 目的　津波高は海岸線の形によって異なることを、模型を用いた実験で確かめる。
（２） 方法　５色の発泡スチロールを重ね、発砲スチロールカッターで切り、海岸線の模型
を作る。水槽に水を入れ、端に模型、もう一方にスロープを作り、水を入れたペットボトル

を転がして波を発生させる。模型に波が到達した段の色を記録する。

（３） 結果　V字型＞U字型＞直線＞袋型＞岬　の順に波が高くなった。
（４） 考察　島原大変や東日本大震災と同様の結果となったため、実験は成功したと言え
る。

５：まとめ・感想

先人たちが残してくれた津波石や供養塔などの震災遺構を実際に訪ねることで、身近な所に

津波が襲来したことを実感した。

６：謝辞・参考文献

研究を進めるにあたり本校教諭の本多栄喜先生、その他本研究に関わってくださった皆様に

感謝申し上げます。
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・気象庁HP（津波の基礎知識など）・新課程版スクエア最新図説地学（2022年、第一学習
社）・熊本県潮害誌を参考にまとめられた「宇土市史研究（創刊号）」・カシミール3D・地
理院地図・島原大変による寛政大津波（堀川治城、平成20年）・島原大変大地図（松平文庫
所蔵資料）・日本の歴史上最大の火山災害島原大変（国土交通省九州地方整備局雲仙復興事

務所、平成15年

キーワード：島原大変肥後迷惑、山体崩壊、津波、防災、減災
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セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-8] 2つの日記をつなぎわかったダルトン及びマウンダー極小期の降水出現
率

*池田学園池田高等学校 科学思考班1 (1. 池田学園池田高等学校科学思考班)

　研究者生徒氏名：小倉心美、及川紗彩、及川紗柚、加藤ほのか、中尾文乃、東ひかる、川

野仁子、小田平佑理、富川慎也、倉野月菜、永松けい 、西村一真、仲埜実由菜、牧優希、中
森陽介、田畑咲栄、草道陽斗、西美羽、長坂悠甫、堀ノ内聖珠、原浦寧々、廣田瑛南、廣田

珂南

１．研究の動機

本研究は､機器観測以前の天候を探ることが出来そうなデータとして､古文書の天気記録に着

目し過去10年で11の古文書を分析してきた(Fig.1)｡今年分析した｢石川日記｣ (1720-1912) は
現在の東京都八王子市の石川家で代々書き継がれてきた農事日記で､｢弘前藩庁江戸日記｣

(1668-1860･以下､弘前藩)は現在の東京都墨田区にあった藩邸で書かれた公式記録で江戸の
町の出来事も記録されている｡

２．研究の目的

石川日記と弘前藩の降水出現率を繋いで定量的な復元をして､江戸時代の天候を探る｡

３．研究の方法

⑴天気概況の区分は､現在の気象庁の出現率の4分類に近づけて､雪→雨→曇→晴と悪いほう
の天気を優先して採用した｡｢晴｣と｢曇｣が併記されている日は､1日のうち､8.5割以上曇って
いれば｢曇｣､8.5割(20.4時間)未満であれば｢晴｣と､空間分布を時間分布に換算して判断した｡
⑵和暦を西暦に変換しつつ､日々の天気概況を入力した。さらに､年ごとの詳細率も計算し

た。

４．データ処理

取得したデータは､｢石川日記｣が177年間の70,071日で､弘前藩は､201年間で52,554日だっ
た｡

｢詳細率｣以外の天気の出現率の集計においては､1年の1/3の欠測のある年は1つのシーズン
が欠けていると判断して集計から削除した｡気象庁の集計を参考に2月29日は削除した｡
５．詳細率について

｢詳細率｣とは庄による独自の関数で､天気記録の詳細さを表す指標である｡

❶複数種類の天気が併記されていたり､❷時間変化に関する記述があったり､❸大雨などの降

水の規模に関する情報が含まれている日数の占める年比率で､

｢(❶日数+❷日数+❸日数)/年間の全記録日数｣の式で求める｡天気記録が簡略であるほど､天気
の観察回数が少なく､夜間の降水や小規模な降水が見落とされる可能性が高くなるとされる｡

６．データと考察

⑴データ①と考察:東京気象台と八王子の距離の検討
八王子市と東京気象台 (港区虎ﾉ門)の直線距離は約39㎞である｡｢気象台の降水出現率(0.0㎜
≦)｣と｢日記の降水出現率｣の相関係数は0.85で強い相関があることがわかり､2つの地点の降
水出現率を比較できると考えた(気象庁は無降水の表記を｢-｣とし､微量の降水は｢0.0㎜≦｣と
する)(Fig.2)｡古文書の天気記録は､日単位で見れば定性的で誤差があるが､積算値をみると定
量的な分析に堪える資料であると考える｡



日本地質学会第132年学術大会

©日本地質学会
- J-P-8 -

⑵データ②と考察:重回帰分析による石川日記の降水出現率の復元と他の復元値の比較
｢詳細率｣x₁と｢日記の降水出現率｣x₂を説明変数､｢気象台の降水出現率｣yを目的変数として重
回帰分析で復元したところ､決定係数は0.81であった(Fig.3.4)｡
重回帰分析による復元で使った式は､y=2.06 x₁+1.67 x₂+0.01 x₃-5.80 x₄ -0.06であった｡
⑶データ③と考察:2つの日記をつなぎ弘前藩の降水出現率の復元をして､マウンダー極小期
の4つの飢饉の原因を探る
データ③で得られた重回帰分析による復元値を正として､弘前藩の1668-1719年の期間の降
水出現率を重回帰分析で復元した｡2つの日記の1720-1751年の重複期間が欠測の少ないので
復元値を目的変数にして､弘前藩の降水出現率や詳細率､sin､cosなどの周期関数を説明変数
に使った｡

降水出現率の上昇した年と､延宝の飢饉(1674-1675)､延宝8年の飢饉(1680)､天和の飢饉
(1682-1683)､元禄の飢饉(1691-1695)の4つの飢饉が対応する｡日本におけるマウンダー極小
期の飢饉の降水の定量的な先行研究がないが､本研究により新たなデータが得られたと考え

る(Fig.5.6)｡
７．まとめ

⑴八王子市と気象台があった虎ﾉ門との直線距離は約39㎞で､降水出現率の相関係数は0.85で
あった｡

⑵２つの日記を繋ぎ弘前藩の1719年以前を復元すると、マウンダー極小期の中において、降
水出現率の上昇と4つの飢饉が対応している｡
８．今後の展望

東京で書かれた江戸時代初期の日記を探し､時期を遡り天候の復元を試みる。

キーワード：石川日記、弘前藩庁江戸日記、詳細率、重回帰分析、マウンダー極小期



日本地質学会第132年学術大会

©日本地質学会
- J-P-9 -

セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-9] 江戸幕府の公式天文観測「霊験候簿」を使って「石川日記」の降水出現
率や「弘前藩庁江戸日記」の7月の気温を検証する

*池田学園池田高等学校 科学思考班1 (1. 池田学園池田高等学校科学思考班)

　研究者生徒氏名：小倉心美、及川紗彩、及川紗柚、加藤ほのか、中尾文乃、東ひかる、川

野仁子、小田平佑理、富川慎也、倉野月菜、永松けい 、西村一真、仲埜実由菜、牧優希、中
森陽介、田畑咲栄、草道陽斗、西美羽、長坂悠甫、堀ノ内聖珠、原浦　寧々、廣田瑛南、廣

田珂南

１．研究の動機

江戸時代の天候を知るために、古文書の天気記録を使って定量的な復元を試みてきた

(Fig.1)。　
今年分析した「霊憲候簿」¹⁾ (東京・1838-1854) は、天文学者の渋川景佑が、江戸幕府の命
で作成した天文観測記録で、17年間にわたり小石川や九段坂で行ったものである。
２．研究の目的

⑴霊験候簿の天気記録を分析し、先行研究で猛暑年とされる1853年の気温を復元する。ま
た、昨年分析した「石川日記」²⁾や「弘前藩庁江戸日記」³⁾(以下、江戸日記)の晴の出現率と
気温を比較する。

⑵昨年、独自に考案した降水出現率の復元方法「池田方式」や「重回帰分析」、「ピアニの

方法」で石川日記(八王子、1720-1912)の降水出現率と、霊験候簿を比較検証する。
① 池田方式とは：庄⁴⁾の発表した「日記の降水量閾値」をヒントに古文書から得られる降水
出現率等の天気記録の数値同士の近似式を使った気象台の降水出現率(0.0㎜≦)を復元する独
自の方法。日記は降水量が不明であるために、結果的に「0.0㎜≦」の降水出現率を復元し
たことになる。

②重回帰分析とは：目的変数y を２つ以上の説明変数x₁,ｘ₂ の関数として表すこと
③ピアニの方法とは：実測値があるデータの中で、予測値を実測値に近づける補正方法

３．研究の方法(独自の復元方法の検証)
⑴天気概況の区分は、現在の気象庁の出現率の４分類に近づけて、雪→雨→曇→晴と悪いほ

うの天気を優先して採用した。

⑵和暦を西暦に変換しつつ、日々の天気概況をエクセルに入力した。

４．データ処理

取得したデータは、霊憲候簿が17年間の3,686 日で、石川日記は、193年間で70,071日<
江戸日記は201 年で52,554 日だった。
５．詳細率について

詳細率とは庄による独自の関数で、❶複数種類の天気が併記、❷時間変化に関する記述、❸

大雨などの降水規模の記述がある日数の年比率を表す。ただし、霊憲候簿は1日に３～４回
の天候観測があるため記述の詳しさを表す詳細率の影響を考慮せずに天気の4つの出現率を
算出した。

６．データと考察

⑴データ①と考察

　霊憲候簿でみると1853年は晴の出現率が高く、風向記録の回数では、南風以外の風向記
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録が少ない(Fig.2.4)。財城⁵⁾は「大高氏の記録」を使って、1853年の7月が猛暑年だったと報
告している。霊憲候簿を調べると、観測期間のうち、月平均の最高気温は1853年の7月で
あった。華氏αを摂氏βに「β℃=(α°F－32)×5/9」で変換すると、7月は平均30.6℃、8月の平
均は30.1℃で気象庁の「真夏日」の定義にあたる(Fig.3)。
平野⁶⁾は「7月の晴の出現率」と「気温」の相関が高いことを複数の日記で証明している。そ
こで、霊憲候簿の気温と江戸日記の7月の晴の出現率の相関から、1688年まで遡って平均気
温を復元した(Fig.5)。予想に反してダルトン極小期（1645-1715年）の7月に高い気温がみ
られることがわかった。(Fig.6)
⑶データ②と考察：霊憲候簿と復元した石川日記の降水出現率との比較(比較期間:1838-
1854)
私たちが考案した降水出現率の復元をヒントに古文書等から得られる数値同士の近似式を

使った気象台の降水出現率(0.0㎜≦)を復元する池田方式を検討した(Fig.7.8)。
矢印①・・1720-1875年の日記の降水量閾値は、詳細率と日記の降水量閾値のべき乗近似式
で復元

矢印②・・1876-1912年の気象台の降水量閾値と気象台の降水出現率との関係は対数近似式
で復元

矢印③・・1720-1875年の気象台の降水量閾値を日記の降水量閾値とのべき乗近似式で復元
矢印④・・1720-1875年の気象台の降水出現率を気象台降水量閾値との対数近似式で復元。
７．まとめ

⑴先行研究で示された、1853年の7月と8月は30℃を超える真夏日であった。
⑵復元値の中で、霊憲候簿に近かったのは、重回帰分析、次に池田方式であった。

８．今後の展望

江戸期の天候の定量的な復元をして、地球温暖化による異常気象への対応を考える材料とし

たい｡

キーワード：霊験候簿、石川日記、弘前藩庁江戸日記、池田方式
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セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-10] 指宿火山群での噴気観測による地下モデルの提唱

*池田学園池田高等学校 SSH地球科学班1 (1. 池田学園池田高等学校)

　研究者生徒氏名：中崎真央・牛嶋康太・木浦琉慧・澁谷百々花・内野亮太・茶屋道　玲・

劉　謙・足立　光・薗田怜旺・岩谷明香里・加藤彩名・川路眞愛

1 動機
鹿児島県1）には11の活火山が存在し，中でも活火山「池田・山川」は成層火山を形成して
いないため,居住地域や観光客が多い。一方で，御嶽山のような水蒸気噴火による突然の災害
リスクが高く，噴火予測は重要な課題である。実際に2007年以降に深さ10ｋｍ以内でマグ
ニチュード2～3の地震が多発している(Fig.1)。
2 池田・山川の地域特性
　池田・山川は鹿児島県薩摩半島南東端に位置し,池田カルデラと鰻池，山川などのマール群
を含めた総称である。約6,400年前に現在の池田湖付近から激しい水蒸気噴火が始まり，そ
の後大規模な火砕流の噴出が続いた。その噴火後にマール群が形成され， 山川マールからは
ベースサージが発生した。これら一連の噴火で現在の池田カルデラが形成された。現在は,鰻
池周辺や権現,南迫田などで噴気活動が認められる。また,1967年8月5～8日には指宿地区で
有感となる群発地震が発生した。2)
3 調査地と火山ガス濃度測定方法
　調査地は,熱水活動が活発で，かつ火山ガスを安全に採取できる池田・山川の中央に位置す
る指宿火山群の権現変質帯,南迫田変質帯,鰻池変質帯を選んだ(Fig.2)。2022年より，これら
の地点において一ヶ月毎の定期観測を行っている。測定対象成分は,マグマ起源のCO₂及び
SO2,熱水起源のH2Sである。CO2とH2Sはチャック付きポリ袋で約50倍に，一方SO2は約4
倍にシリンジで希釈している。測定にはガスセンサーと気体検知管を併用し,得られた測定値
は気体検知管による値を用いる。

4 結果（組成比変化）
　火山活動の化学的指標であるSO2/H2S,CO2/H2S（組成比の経時変化と地震）で評価する
(Fig.3,4)。SO2/H2Sの経時変動は,3地点とも最初は減少傾向であったが,2023年8月7日の地
震で長期的な現象が停止し,同年11月15日の直下地震(M2.4とM2.5)が起こると明瞭な増加が
見られ,特に南迫田,鰻池で顕著である。その後のSO2/H2SのＶ字変動に比べCO2/H2S比は鰻
池のみ増加に変動し,他の二点は変動が少ない。
5地震活動との関係
　Fig.3,4から,「地殻応力-火山ガス上昇モデル」を考案した(Fig.5)。マグマ由来の火山ガス
(SO2やCO2)が上昇時に,地殻応力により阻害されるが，地震によって応力が解放されると熱
水溜まりへと急激に上昇し,噴気孔から放出される。これにより,通常は減少傾向にある火山
ガスが,地震発生時に増加する傾向があると推測される。このモデル及び先行文献4)5)に基づ
き，指宿火山群の地下構造モデルを提案する。火山ガスはマグマから構造線や断層に沿って

上昇し,噴気孔から放出される。一方,熱水は海水や湖水から浸潤して形成された地下水が鰻
池変質帯の下で加熱されて,大量の熱水溜まりとなり,そこから南迫田及び鰻池変質帯へと浸
潤していくと考えられている4)5)。鰻池変質帯では高濃度のH2Sが観測されることから,浅部
に大規模な熱水溜まりが存在すると推定される。また，噴気中のSO2濃度が3地点で最も低
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いのは，この豊富な熱水による希釈のためと考えられる。

　熱水は,鰻池直下の熱水溜まりからデイサイト火砕岩の帯水層に沿って南迫田変質帯に供給
されるが,熱水溜まりは比較的小さいと考えられる(Fig.6)。
　権現変質帯も熱水は鰻池直下の帯水層から供給され，また,権現山から供給される天水の一
部に火山ガスの酸性成分が溶け,指宿地区で唯一強酸性(pH2)の表層水が存在する。権現直下
地震の直前に,権現だけではなく鰻池にもSO2の上昇が確認された(Fig.7)。
6 今後の課題
火山ガス各成分濃度と地震の関連性を調べモデルの検証を進めるために，地震のデータの収

集も続けていく。これらを通じて活火山「池田・山川」における噴火や火山活動の指標とな

る特定の成分濃度変動や組成比変動等のデータを蓄積し，火山防災に繋がる長期的な基礎

データの蓄積に励みたい。
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7）川辺禎久他,産業技術総合研究所地質調査総合センター,地域地質研究報告,開聞岳地域の
地質,2005

キーワード：噴気観測・火山ガス組成比・地殻応力・火山活動予測
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[J-P-11] 2025年5月の桜島連続噴火における温泉水の成分変化

*池田学園池田高等学校 SSH地球科学班1 (1. 池田学園池田高等学校)

　研究者生徒氏名：中崎真央・牛嶋康太・木浦琉慧・澁谷百々花・内野亮太・茶屋道　玲・

劉　謙・足立　光・薗田怜旺・岩谷明香里・加藤彩名・川路眞愛・関　爽太朗・横山　陸

1 動機
　2022年より,我々は桜島で簡易アルカリろ紙法を用いた酸性火山ガス成分（SO2，
Cl⁻,F⁻）の定期観測を実施し、火山活動との関連性を評価した。しかし,これらの成分濃度と
活動指標との相関は弱く,有効な予測指標とはなり得なかった。主な原因として，風向や降雨
などの気象条件により,火山ガスの付着効率が低い点が挙げられる。そこで我々は,外的影響
が少なく、かつマグマ起源のCO₂を含む揮発成分の検出が可能な温泉水に着目し,新たな定期
観測を開始した。温泉水中の溶存成分3）4）は,マグマからの揮発成分濃度を強く反映する
可能性が高く、火山活動との相関の高い化学的指標になり得ると期待される。

2 方法
2-1温泉水の採取
2024年5月より桜島南岳火口から南に2kmに位置する有村・古里温泉源泉（地下30ｍ,2025
年4月の温泉閉館に伴い，同月から近隣の古里温泉より採取）と，桜島の北端に位置する白
浜温泉（地下1000ｍより採取）の２カ所で，毎月中旬に１L密閉容器に採取し，現地で気
温・気圧，水温，電導率，pH，Na＋・K＋・F－を分析後，同日中にSO42-とCl-，全炭酸濃
度を実験室で測定した。

2-2 温泉水の分析について
　温泉成分の測定方法は、環境省の鉱泉分析指針1）及び,測定範囲の目安として温泉法に基
づく成分分析表を参考にした。

外気の影響による成分変化を防ぐため、原則として採取地で分析を行い,気温・気圧は多機能
デジタル高度計,水温は熱電対温度計（カスタム社製CT-1200D）により測定した。電導
率,pH、Na⁺・K⁺・F⁻（イオン電極法）は,水質測定器LAQUAtwin（堀場社製）を用いた。一
方,SO₄²⁻は塩酸酸性後に塩化バリウム比濁法,Cl⁻は塩化銀比濁法と液体検知管（光明理化学
201SM）の併用,全炭酸濃度は2－3に示す方法を用いた。
2-3 炭酸ガスセンサーを用いた全炭酸濃度測定法
温泉水の炭酸塩はpHに応じて炭酸成分（CO₂、HCO₃⁻、CO₃²⁻）が変動するため測定が困難
である2）。そのため温泉水を密閉容器に入れ，硝酸酸性にして炭酸成分を全て遊離CO₂にし
た後、振とうして気相に移行させ，二酸化炭素センサ－（INKBIRD社）で濃度を測定する。
あらかじめ炭酸水素ナトリウム標準溶液で検量線を作っておき，全炭酸濃度として換算す

る。

3 結果と考察
　我々が有村(古里)温泉,白浜温泉の2地点で一ヶ月毎に観測した各火山ガス成分濃度等の一
覧表、各火山ガス濃度と月別噴火（爆発）回数,マグマの噴出量の目安として鹿児島県が火口
から20km以内の降灰量を33カ所で測っておりその合計棒グラフで示した。
　これらのグラフより,噴火回数が著しく増加した5月とその2ヶ月前から全炭酸濃度及びF-濃
度の上昇が確認された。これらの成分は,海水濃度がそれほど高くないため,海水の影響をほ
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とんど受けておらず,マグマ起源の揮発成分と解釈される。したがって,CO2とF-の2つの濃度
上昇は,火山活動活発化に先行する地球化学的変化であり,噴火予測における有効な指標とな
る可能性が示唆される。また,全炭酸については太田らの先行研究3）4）と,F-については
我々のアルカリろ紙での火山ガス分析の結果と整合性がある。

一方、Cl-濃度,SO42-濃度は,元々海水の濃度が高く,マグマ由来の揮発成分の変動が希釈され
ているものと考えられ,Cl-濃度は火山活動が活発になる前に微増し,噴火後,徐々に減少する傾
向が認められたもののが,明確な関係性は見られなかった。SO42-濃度は有村(古里)温泉にお
いて,火山活動が活発になるにつれて上昇傾向が見られたが,白浜温泉ではSO42-濃度の変動
は不規則な変動を示し,一貫した地球化学的指標としての有効性は低いと考えられる。
以上の結果からF⁻および全炭酸濃度は,海水混合の影響が少ないため,マグマ由来の揮発成分
として,火山活動の先行指標となり得る。一方,Cl⁻やSO₄²⁻濃度は、海水の外因的影響を受け
やすく,解釈には注意が必要と考える。
4 今後の課題
　今後も温泉水の定期観測を続けて、地球化学的指標による火山活動予測の基礎データを蓄

積し,火山防災に役立てていきたいと考えている。
5 参考文献
1）環境省（2014）：鉱泉分析法指針（平成26年改訂）,1–45
2) 公開特許公報(A)_炭酸ガス濃度測定器具,出願番号:2007137779,年次: 2007
3) 九州大学理学部島原火山観測所,桜島火山における温泉の地球化学的観測,九州大学会報61-
63,1984
4) 太田一也,我が国の火山噴火予知計画における地球化学的火山噴火予知研究の現状,日本地
球化学会,125-127,1988
5) 平林順一,桜島火山の地球化学,火山,第2集,第27巻(1982)第4号293-309
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[J-P-12] 動画解析プログラムを用いた桜島の火山雷解析

*池田学園池田高等学校 SSH地球科学班1 (1. 池田学園池田高等学校)

　研究者生徒氏名：関　爽太朗・横山　陸

　火山雷1）は桜島で噴火が起こるとよく見られる放電発光現象である。噴出する粒子同士の
衝突やマグマの破砕などで帯電し発生すると考えられているが，噴煙の帯電状態などを含

め，その発生の仕組みが解明されていない。そこで，西歩美ら2）は昭和火口噴火に伴う火山

雷について，また，重吉絢斗ら3）は南岳山頂火口に伴う火山雷について，目視で動画解析を
行い，その特性評価を行った。しかし，目視での動画観測は非常に人手と時間がかかる上

に，観察者による誤差が結果に影響することが懸念される。

　そこで，本研究では，数値解析ソフトウェア「MatLab」を用いて定点カメラの動画解析を
自動で行い，火山雷の検出と特性評価を行う。そして，噴火規模や噴煙との相関を調べ，将

来的には火山雷による噴火規模の予測を目指す。まずは，重吉絢斗らと同様に株式会社財宝

温泉から提供された垂水市からの定点カメラの動画をもとに火山雷を自動で検知し，画像解

析する方法を以下のように考案する。

　まず，動画の映像を一フレーム毎に画像に変換する。その後，一フレーム違いの画像二枚

から，火山雷が発生した場合にその位置や高さを求めるプログラムを全てのフレームで行

う。具体的には，二枚の画像をそれぞれRGBのうちB値の大きさを反映したモノクロの画像
にグレースケール化する。次に変換した二枚の画像のB値の差分となる画像を生成する。そ
の後，B値の差が一定の値より大きい部分が白，それ以外は黒となる画像を生成(二値化)し，
最後に細かなノイズを除去する。こうしてできた画像に白い部分が残っていれば，そこが火

山雷の発生した場所であると推測し，発生した時間と標高，長さを求めて記録する。これを

全てのフレームに適用し，映像内の全ての火山雷を検出する。

　本研究では提供された火山雷動画の中で特徴的な2022年8月2日の映像，2022年12月3日
の映像の二事例の解析を試み，画像解析プログラムの評価を行った。前者は小さな噴火で密

度の小さい噴出物を火口周辺にまき散らすタイプのもので，後者は大きな噴火で高温な噴出

物を高く噴き上げるタイプのものである。両者とも火山雷が多く発生しており，動画解析の

サンプルとして利用できると判断した。

以下のような動画解析結果が得られた。

まず，2022年8月2日の動画については，噴火物があまり高い位置まで上昇せず，低い位置
に停滞して映像を通して一定の座標に火山雷が続けざまに発生した。さらに，この映像では

縦方向に伸びた火山雷と横方向に伸びた火山雷が混在して確認できた。また，噴出物が上昇

し始め，一定の高さに到達するまでは点雷が多く確認された。火口付近で発生した火山雷は

縦方向及び横方向の伸びが少なく，逆に噴出物上部で発生した火山雷は縦方向，横方向共に

長い物が多く，斜め方向に伸びた火山雷も確認できた。

次に，2022年12月3日の動画については，噴出物が火口から昇り始めると共に縦方向に長い
雷が多数発生したことを確認した。その中には桜島の火口付近まで届くものも確認できた。

時間が経過するに連れ，火山雷の発生頻度が落ちていった。南岳火口では火山噴出物が噴火

直後すぐに砕け散り，帯電するため，このような結果になったと考えられる。

今後は動画解析のサンプル数を増やし，仮説をより正確なものにしていきたい。また，これ
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から更に動画解析プログラムの精度を高め，さらに研究を進展させたい。

参考文献　
1）相澤広記，火山電磁気観測の進展，火山 第 61 巻 (2016) 第2号 345-365 頁
2）西　歩美ら, 桜島の噴火に伴う火山雷の特性評価とそのモデルの提唱, 日本物理学会第8回
Jr.セッション,口 頭発表,鹿児島県立錦江湾高等学校
3）重吉絢斗ら，桜島南岳火口における噴火に伴う火山雷の特性評価，2023年日本地質学会
ジュニアセッション抄録，池田学園池田高等学校

キーワード

火山雷・動画解析・画像の差分処理
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[J-P-13] 沖縄の島々の粟石に含まれる有孔虫化石の比較とできた環境の違い

*豊見城市立豊見城中学校 琉大ハカセ塾1 (1. 豊見城市立豊見城中学校／琉大ハカセ塾)

　研究者生徒氏名：鶴田湧丸

　粟石（あわいし）とは星砂で有名な有孔虫の死骸や砂などが固まった石灰岩である。琉球

石灰岩の中でも港川石灰岩と呼ばれている新しい石灰岩で、後期更新世にできたとされてい

る。名前の由来は、お菓子の“粟おこし”に似ていることから名付けられたとされている。軟
らかく、加工がしやすいため、明治時代から建材などに多く使われてきた。粟石についてわ

かっていることは、沖縄本島中南部と周辺の離島にあることや、有孔虫以外の化石も粟石を

作っていることであり、わかっていないことは各島の粟石の中に含まれる有孔虫化石の種類

やその違い、粟石がどのような環境でできたのかである。そこで沖縄の島々の粟石を比較し

て、どのような有孔虫化石が含まれているのかと、その粟石がどんな場所や環境でできたの

かを明らかにすることを目的とした。

　沖縄本島中南部の浦添市のカーミージーと八重瀬町、伊計島、津堅島、野甫島で粟石を採

取した。採取した試料をハンマーで割り、新鮮な面の色、固さ、粒の大きさ、どのような有

孔虫がいるのかをルーペなどで観察した。試料を薄片にして、顕微鏡で観察して、各地の粟

石の中にどのような有孔虫がみつかるのかを調べて、有孔虫の多さを円グラフで表した。そ

して、生きている有孔虫のすんでいる環境と比較して、おおよそどのような環境でできたの

かを明らかにした。

　目視観察の結果、カーミージーは、薄い黄土色で、ところどころ固くなっていて、粒子が

とても細かかった。八重瀬は、薄い茶色で、石の表面が固くなっていて、粒子は細かかっ

た。伊計島は、白っぽい黄土色で、粒子は5ヶ所の中で中間ぐらいだった。津堅島は、茶色
で、とてももろく、粒子はかなり粗めだった。野甫島は、白と黄土色の層状という独特な模

様をしており、粒子は5ヶ所の中で一番粗かった。
　顕微鏡観察の結果、各地の有孔虫化石の種類を多い順に示す。

カーミージー：マージノポーラ、カルカリナ、アンフィステジナ・ラディアータ

　八重瀬：マージノポーラ、カルカリナ、アンフィステジナ・ラディアータ、アンフィステ

ジナ・レッソニー、ヘテロステジナ

　伊計島：カルカリナ、アンフィステジナ・ロビフェラ、バキュロジプシナ、アンフィステ

ジナ・ラディアータ

　津堅島：カルカリナ、アンフィステジナ・レッソニー、マージノポーラ、アンフィステジ

ナ・ラディアータ、バキュロジプシナ、アンフィステジナ・ロビフェラ

　野甫島：カルカリナ、アンフィステジナ・ロビフェラ、バキュロジプシナ、マージノポー

ラ、アンフィステジナ・ラディアータ、アンフィステジナ・レッソニー

各地の粟石の中には、全体的にカルカリナが一番多く含まれていた。カーミージーと八重瀬

ではマージノポーラが多く、伊計島と津堅島と野甫島はカルカリナが多く、バキュロジプシ

ナも見ることができた。このことからカーミージーと八重瀬の粟石は、伊計島、津堅島、野

甫島の粟石よりも深いところで形成されたと考えられる。

キーワード：粟石、琉球石灰岩、沖縄、有孔虫、環境
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[J-P-14] 四国中央市や新居浜市の河川に産する蛇紋岩の供給源の推定　～蛇紋
岩転石を用いた比較を通して～

*愛媛大学 附属高等学校1 (1. 愛媛大学附属高等学校)

　研究者生徒氏名：元木希歩

［はじめに］

愛媛県四国中央市土居町を流れる関川と浦山川の上流域には、主に低温高圧型の変成岩類を

産する三波川帯が分布しているが、その中にあるEclogite unitではより高温高圧条件で変成
を受けた岩石を産することが知られている。そのため、関川と浦山川の下流域では多様な変

成度の転石を見ることができる。そこには、構成鉱物の違いにより多様な外観を有する蛇紋

岩も存在しており、昨年の研究では、当該地域にて採集した変成岩類の観察に加え、蛇紋岩

を対象にＸ線回折実験を行い、採集した蛇紋岩の供給源の推測を行った。

　しかしながら、蛇紋岩の供給源は1つでは無く、Higashi-Akaishi ultramafic bodyとSmall
Serpentiniteが挙げられる。昨年の研究ではHigashi-Akaishi ultramafic bodyを供給源とした
蛇紋岩について推測したが、今回の研究ではSmall Serpentiniteを供給源とした蛇紋岩につい
て分析することにした。そこで、Higashi-Akaishi ultramafic bodyを流路に含まず、Small
Serpentiniteを含む新居浜市の国領川と西条市の加茂川で岩石を採集し、新たに分析実験を
行い、Small Serpentiniteを考慮したより正確な蛇紋岩の供給源の推定を行った。

［方法］

　愛媛県新居浜市の国領川と西条市の加茂川において転石を採集し観察した。採集した岩石

のうち蛇紋岩と思われる岩石について、岩石カッターでカットした後、粉末状にして

RIGAKU製粉末X線回折装置Ultima IVを用いてＸ線回折実験を行い、岩石を構成する鉱物の分
析を行った。そして、分析結果と論文や地質図を照らし合わせ、供給源を推定した。

［結果］

　国領川の蛇紋岩には、蛇紋石のひとつであるAntigoriteの他にMagnetite、Diopside、
Bruciteが含まれ、加茂川の蛇紋岩にはAntigoriteの他にMagnetite、Diopside、Brucite、
Clinochlore、Forsteriteが含まれていた。BruciteやForsteriteを含む蛇紋岩がみられたことか
ら、かんらん岩が熱水と反応して蛇紋岩となる蛇紋岩化作用があまり進んでいないことがわ

かった。

　さらに4つの河川で採集した、蛇紋岩以外の変成岩についてまとめたところ、多く見られ
た変成岩はそれぞれ、関川についてはザクロ石角閃岩や曹長石角閃石片岩、浦山川について

は曹長石角閃石片岩や泥質片岩、国領川についてはザクロ石角閃岩や泥質片岩、加茂川につ

いては泥質片岩、緑色片岩であった。

［考察］

　分析結果と地質図を照らし合わせると、Antigoriteのみの蛇紋岩とMagnetiteを含む蛇紋岩
については、4つの河川で共通し、数も一番多いことから、すべての河川の流路をすべてカ
バーしているAlbite-biotite zoneのSmall Serpentiniteから供給されたと考えられる。そし
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て、二番目に多く見つかったBruciteを含む蛇紋岩は、蛇紋岩化作用があまり進んでいないこ
と、また浦山川以外の河川で見られたため、関川のものはHigashi-Akaishi ultramafic body
から、国領川と加茂川は二つの河川の流路に含まれているAlbite-biotite zoneのSmall
Serpentiniteから供給されたと考えられる。さらに浦山川だけで見つかったClinochloreと
Talcを含んだ蛇紋岩は他の河川の流路にないGarnet zoneのSmall Serpentiniteから供給され
たと考えられる。

　上記の蛇紋岩の供給源の考察について、それぞれの河川で採集した蛇紋岩以外の変成岩の

特徴や量を比較したところ、Albite-biotite zoneとGarnet zone由来の変成岩が多く見られた
ことからも、今回の結果を支持している。

　最後にこの研究を通し、転石を分析することで、河川の上流には何の岩石の露頭が存在す

るのかを知ることができ、実際に露頭へ行かなくても河川の流路に含まれる地質について確

認でき、岩石を採集できるため、高校生にとっても効率よく研究を進められることがわかっ

た。

キーワード：蛇紋岩　関川　浦山川　国領川　加茂川　三波川変成岩類　X線回折実験
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セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-15] 豪州NSW州南東部Bingi Bingi Point複合深成岩体のマグマ分化末期熱水
循環の温度・圧力環境

*兵庫県立 姫路東高等学校1 (1. 兵庫県立姫路東高等学校)

　研究者生徒氏名：辻本ゆき乃、西川大貴、藤本知真、松岡沙和、山口歩珠、冨士佳蓮

　マグマは開放系環境で分化するため、マグマ分化過程の解明は容易ではない。Kawakatsu
and Yamaguchiは、大東－横田花崗閃緑岩の角閃石から波状累帯構造を発見し１）、既に晶
出した鉱物が、変成作用よりずっとエネルギーの小さい熱水残液の循環によって、二次的に

置換されることを示唆した。これに触発された筆者らは、揖保川花崗閃緑岩の角閃石から波

状累帯構造を発見し、その形成メカニズムを明らかにした２）。鉱物全体が置換されてしま

うと、どのような環境で何が起こったのかを追跡することは困難だが、波状累帯構造は、

いったん晶出した鉱物が経験した二次的な影響の証拠を残すものであり、これからマグマ分

化過程末期の環境を推定することができる。深成岩類の角閃石に見られる波状累帯構造は、

市販の深成岩類の角閃石にも普遍的に見られる。

　筆者らは、2022年に、豪州NSW州南東部Bingi Bingi Point複合深成岩体で採取した閃緑岩
とトーナル岩の角閃石から波状累帯構造を発見した３）。京都大学理学部の協力を得て、筆

者ら自身が角閃石の波状累帯構造のEPMA分析を行った結果、マグマ分化末期に酸化的環境
でマグマの発泡・脱水に伴う熱水残液の循環が起こり、既に晶出していた角閃石のリム部に

波状累帯構造が発達したと推定した３）。

　今回、角閃石に波状累帯構造を形成した熱水残液の温度、圧力を明らかにするために、波

状累帯構造が発達している角閃石のリム部と、角閃石のリム部と共存する斜長石とアルカリ

長石のEPMA分析を行った。Mutchらによる角閃石のAl含量による圧力推定値の計算方法４）
によると、淡緑色リム部の平衡圧力は1.7 kb～1.0 kbと推定された。またOttenによる角閃石
のTi含量による温度推定値の計算方法５）によると、平衡温度は645～545 ℃であった。斜
長石－アルカリ長石温度計６）によって、波状累帯構造部の再平衡温度を計算すると、1 kb
で400 ℃、10 kbで500 ℃となった。さらに根建らによる不透明鉱物の共存関係７）に基づ
く分圧推定値は、酸素分圧log fO2＝-19.5 ～-19.0となり、これらはいずれも、角閃石のリ
ム部および波状累帯構造がサブソリダス環境における累進的酸化によって形成されたことを

示している。

１）Kawakatsu,K. and Yamaguchi, Y. 1987. Geochim.Cosmocim.Acta,51, 535-540.
２）兵庫県立姫路東高等学校科学部地学系研究部. 2023. 日本地質学会第130年学術大会要
旨.
３）兵庫県立姫路東高等学校科学部地学系研究部. 2024. 日本地質学会第131年学術大会要
旨.
４）Mutch,E.J.F.,Blundy,J.D.,Tattitch,B.C.,Cooper,F.J. and Brooker,R.A. 2016.
Contrib.Mineral.Petrol, 171:85.
５）Otten,M.T. 1984. Contrib.Mineral.Petrol,86, 189-199.
６）Whitney,J.A. and Stormer,J.C. 1977. Amer.Mineral.62, 687-691.
７）根建心具・大貫仁・吉田武義・田切美知雄. 1984. 岩鉱.79.,5.,200-213.
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キーワード：波状累帯構造、熱水残液、発泡・脱水、サブソリダス環境、累進的酸化
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セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-16] 2024年7月，紀南の海岸に漂着したスコリア

*和歌山県立 田辺高等学校1 (1. 和歌山県立田辺高等学校)

　研究者生徒氏名：楠本和真，畑平 梨湖，廣井琴好

　2024年7月，和歌山県白浜町の海岸で多数のスコリアが漂着しているのを発見した．県内
の海岸において，軽石の漂着は古くから知られているが（原田，1988），多数のスコリアが
漂着した例は近年なく，その特徴を観察することで噴出地点の特定につながる可能性がある

と考えて，調査を実施した．調査範囲を広げたところ，形態のよく似たスコリアは，和歌山

市から串本町に至る紀伊半島西部の海岸に広く漂着していることが確認された．

　漂着して間もないスコリアは割れ口が円磨されていない新鮮な状態で，多量の海藻類や

ペットボトル等のゴミとともに打ち上げられていた．調査地点ごとに，大きいものから順に

20個または40個の軽石とスコリアを採取し，長径・中間径・短径を計測した．また，色調
や生物付着の有無などの特徴を記録した．採取した軽石・スコリアの一部について，密度を

算出した．質量は電子天秤で測定し，体積は水を張った水槽に軽石を沈め，あふれ出した水

の量から求めた．軽石およびスコリアの密度は0.41～0.88 g/cm3の範囲にあり，平均0.59
g/cm3であった．スコリアの密度は軽石の密度よりも小さい傾向がみられた．
　このスコリアの漂着日は，スコリアが発見される直前で南風の強かった2024年7月10日前
後と推定される．今回漂着したスコリアの外見は，2023年10月に硫黄島沖で噴出したもの
（国立研究開発法人海洋研究開発機構，2024）と酷似しており，小笠原諸島硫黄島沖の海底
火山より噴出・漂流したスコリアが黒潮に乗って，約8ヶ月後に紀伊半島沖へ運ばれたと考
えられる．

参考文献

原田哲朗 編（1988）紀の国石ころ散歩．236p．
公文富士夫 編（1998）新版砕屑物の研究法．399p．
国立研究開発法人海洋研究開発機構（2024）南西諸島～関東地方に漂着した小笠原硫黄島
由来と考えられる軽石の岩石学的特徴と漂流シミュレーション検討．

https://www.jamstec.go.jp/rimg/j/topics/20240531/pdf/20240530.pdf

キーワード：紀伊半島　スコリア　漂着
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セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-17] 愛知県知多半島内海断層近くの師崎層群の古流向と古傾斜の関係

*名古屋高等学校・ 名古屋中学校1 (1. 名古屋高等学校・名古屋中学校)

　研究者生徒氏名：牧野航大(Kouta Makino) ・足立健人(Kento Adachi)・堀越健太郎
(Kentaro Horikoshi )・鈴木凜士(Rinto Suzuki)

1. 背景と目的
　師崎層群は18Ma-15Maに(近藤・木村，1987)深海底で堆積したと考えられている地層で
ある．宮川他(2021)は，重力探査の結果から，師崎層群堆積当時に正断層として活動してい
た内海断層が逆断層としてはたらくことにより知多半島が隆起して山地となったと述べてい

る．2024年6月，南知多町の海岸で地質調査をしていた我々は，砂岩層の底面に見られる荷
重痕の変形に興味を持ち，牧野他(2024)において変形荷重痕の存在と変形の系統性からわか
る古傾斜の方向について報告した．古傾斜の方向と古流向について，追加調査を行い，考察

を加えたのが本発表である．

2. データおよび解析方法
　調査地域は村宮他(2020)のstop 3にあたる．Transverse erosional marksによる古流向の
判定は Allen(1971) を参考にした．古傾斜の方向の判定は Moretti(2001) を参考にした．

3. 結果
　変形荷重痕からわかる古傾斜の方向は主に北東方向であるのに対し，transverse erosional
marks からわかる古流向は主に東北東方向であり，クロスラミナからわかる古流向は主に東
南東への古流向を示した．よって，古傾斜の方向と古流向は一致していなかった．さらに，

古流向を層準ごとに見ると，主な古流向について，概ね東向きだが，下位から中位，上位に

かけて左回りするように南寄りから北寄りに変化する傾向が見られる(図1)．Transverse
erosional marks の示す古流向とクロスラミナの示す古流向は同じ層準では概ね一致した(図
1)．

4. 考察
　古川他(2021)によれば，師崎層群の砂岩層の後背地は調査地域の北北東80km付近に分布
する瑞浪層群狭間層である．師崎層群を構成する主な砕屑物は混濁流により，北北東から運

ばれてきたあと，内海断層付近の深海に堆積したものと考えられる．混濁流が北北東から流

れてきたのに地層の表面の斜面が北東傾斜になっていることから，北東-南西断面で考える
と，砕屑物を運搬した混濁流が内海断層の断層崖に突き当たり，慣性により逆斜面をさかの

ぼって，断層崖と同じ向きの傾斜を持つ地層を堆積させたのではないかと考えた．我々は，

モデル実験を行ってこの考察の確信を深めた．調査地域は断層崖から450mから750m程度
しか離れていないため，北北東からの混濁流が断層崖に突き当たった場合，堆積する地層の

層理面が図3のように北東向き傾斜の斜面となったであろう．伊勢湾断層も内海断層と同様
に師崎層群堆積当時に正断層として東側が低くなるような断層活動を行っていたとすれば，

混濁流は伊勢湾断層の近傍の水深の深い地域を経由して調査地域に到達したと考えられ，断

層の屈曲点付近で断層崖に突き当たっていたと推定できる．このようすを立体的に表したも
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のが図4のモデルである．図4のモデルには混濁流が断層崖に突き当たったあと行き場のなく
なった水が，断層崖に沿った方向流れていくようすが描かれている．地層に残される水流の

方向が断層崖の延びる方向に沿った方向になりやすいことも，このモデルで説明できる．ま

た，地層が堆積した年代は日本海の拡大期に一致し，東日本は反時計回りに，西日本は時計

回りに回転したとされる．内海断層の上盤が西日本と同じ回転をし，下盤が東日本と同じ回

転をしたと仮定したならば，調査地域において時間の経過とともに水流の方向が反時計回り

に変化したことが説明できる．

5．文献
ALLEN, J. R. L., 1971，Sediment. Geol., 5: 167-385.
古川邦之・谷健一郎・金丸龍夫・星博幸，2021，日本地質学会学術大会講演要旨第128学術
大会セッションID: R5-P-9
近藤善教・木村一朗，1987，地質調査所，93 p．
牧野航⼤・堀越健太郎・鈴⽊凜⼠・⾜⽴健⼈，2024， ⽇本地質学会学術大会講演要旨第
131年学術⼤会セッションID:J-P-13　
宮川歩夢・阿部朋弥・住田達哉・大坪誠，2021，GSJ 地質ニュース Vol. 10 No. 1．p4-8.
Moretti M, Soria JM, Alfaro P and Walsh N, 2001, Facies, 44: 283-294.
村宮悠介・氏原温・大路樹生・吉田英一，2020，地質学雑誌，126巻7号p.355-363

キーワード：変形荷重痕，Transverse erosional marks，モデル実験，師崎層群，クロスラ
ミナ
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セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-18] 彩雲と光環の再現実験の検証～光源と雲生成条件の変化～

*中央大学 附属高等学校1 (1. 中央大学附属高等学校)

　研究者生徒氏名：井上　怜

1研究目的・背景
　彩雲は，巻積雲・高積雲などの輪郭に当たった太陽光が雲粒によって回折・干渉すること

で雲に色がついて見える現象である．彩雲の色や色幅は雲形に依存する特徴がある．彩雲の

再現実験は大気光象の理解の導入として取り上げられることが多いが，雲や光源の条件を定

量的に扱った例はほぼ無い．

　先行研究として，ゴム風船がしぼむ時の減圧を利用してフラスコ内に雲を作り，光を照射

して彩雲を作る報告（山下，2004）がある．減圧は正確だが，光源や気圧以外の雲生成にお
ける条件は変えていない．ペットボトルを用いた例として札幌啓成高校（2023）がある．
この報告では彩雲を観察する角度と色の関係は数値化したが，雲の条件に関して定量的では

ない．そこで本研究では，デシケーターを用いて減圧し，気圧差・水蒸気量・雲の体積をそ

れぞれ３段階ずつ変化させ，太陽光と白色LED光源を用いて比較し，彩度が高く持続性のあ
る彩雲を作るための条件を見出すことを目的とした。

2研究方法・結果
2－1雲生成条件を変化させた実験と結果
（1）アクリルケースの中に濡らした雑巾を入れ密閉する．
（2）デシケーターの中に気圧計とアクリルケースを入れ，雲核に模した線香の煙を3秒間加
える．

（3）真空ポンプを用いて減圧し，雲を生成する．
（4）光源（白色LED）を照射し，観察する（図1）．
（5）撮影した画像から色を抽出し，HSL色空間で定量化する．
　上記の手順において，雑巾を濡らす水量を10，50，100ml，アクリルケースの枚数を1，
2，3枚，減圧度合を100，200，300hPa，それぞれ変化させる．なお，水量は大気中の水蒸
気量（ml），アクリルケースの枚数は生成可能な雲の体積（1158，2316，3474㎤），減
圧度合は大気と地上との気圧差（hPa）を表す．
　結果として，表１のようになった．

2－2光源と気圧差を変化させた実験と結果
　気圧差を2－1より細かく設定し，2種類の光源を照射することで，回折による色の変化の
違いを分析することを目的とした．

（1）デシケーターに気圧計と50mlの水で濡らした雑巾を入れ，雲核に模した線香の煙を3
秒間加える．

（2）真空ポンプにより6段階減圧し（50，100，150，200，250，300hPa）雲を生成す
る．

（3）光源2種類（太陽光，白色LED）を照射し，観察する．
（4）実験2-1（5）と同様．
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　光源に着目すると，太陽光では全色のスペクトルが見られたが，LEDを光源とした場合は
緑，紫，マゼンダ，橙色に色が偏った．また気圧差に着目すると，どちらの光源においても

気圧差を大きくするにつれて色幅が狭くなった（表2）．
　また，実験2－1，2－2では光環（彩雲と同じ原理によって起こる，光源を中心として同
心円状に回折像が広がる大気光象）が発生した．

2－3シリカゲルを加えた実験と結果
　彩雲を作るため，シリカゲルを用いて乾燥空気を作り（図2），できた雲に白色LED光を当
てた．結果，シリカゲルを2.5g用いた場合に，最もよく彩雲が発生した（図3）．

3考察
　本研究の方法で，適切な水蒸気量を用いて減圧すれば確実に彩雲または光環を生成でき

る．従来の方法よりも安定して彩雲が生成できるのは，彩雲ができる範囲が広いことで観察

が容易であるためと考える．体積を大きくすると雲量が増える．よって水蒸気量や気圧差が

小さいときは１枚あたりに生じる雲量が少ないため体積を大きくした方が彩雲は観察しやす

い．逆に水蒸気量や気圧差が大きいときは，１枚当たりの雲量が多いうえに雲を重ねてしま

うことでミー散乱が生じ彩色しなかったのだと考える．また，回折は波長と粒子サイズに依

存する．気圧差が大きいほど色の幅が狭くなったのは，気圧差が大きいほど雲の粒子サイズ

が小さくなったからだと考える．

　光源によって彩雲の色が変化するのは，光源のスペクトルが異なるからだと考える．太陽

光のスペクトルは比較的均一であるため彩雲もすべてのスペクトルが観察でき，白色LEDは
青，緑のスペクトルが極端に多いため彩雲も色が偏ったのだと推察する．

4今後の課題および展望
　彩雲と光環の違いの要因である粒子サイズが，空気の乾燥度合で変化することが検証され

た．雲の粒径を調整するための雲生成条件と乾燥空気の条件を，より細かく定量化していき

たい．

　分析においては，CD，レンズとカメラを用い，発生した彩雲のスペクトルを連続的に測定
する方法を検討している．

5参考文献
山下晃．2004：フラスコ内に作る彩雲と光環．天気51．5．361-362．
北海道札幌啓成高等学校．2023：彩雲の見方による色の変化．

キーワード：彩雲　再現実験　デシケーター　定量化　シリカゲル



日本地質学会第132年学術大会

©日本地質学会
- J-P-18 -



日本地質学会第132年学術大会

©日本地質学会
- J-P-19 -

セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-19] 偏西風波動のモデル実験の簡易化～サーモグラフィーの活用～

*中央大学 附属高等学校1 (1. 中央大学附属高等学校)

　研究者生徒氏名：横田瑛士

Ⅰ　研究背景・目的

　偏西風波動は，中緯度の気象に大きな影響を与えるため，その性質が活発に研究されてい

る．図１のように南北の気温傾度が大きくなると，偏西風は大きく蛇行し南北流型となる．

さらに大きく蛇行すると，寒冷低気圧が南下し暖かい高気圧が北上して，偏西風から切り離

される．これをブロッキング現象といい，低気圧や高気圧が長期に停滞し，異常気象をもた

らす．

　偏西風波動のモデル実験として回転水槽実験がある(小倉，2016)．これは、図２のような
三重構造の水槽で，北極上空から見た北半球を再現し，偏西風波動と同様の原理で波立つ様

子を観察するものである．これにより，偏西風波動の性質を分析することができる．

　水槽で再現された波動を観察するのに，一般的にはアルミニウム粉末を用いる．アルミニ

ウム粉末では，波形や波動の向き，速さを観察することができる．だが，アルミニウム粉末

は，吸引すれば呼吸器官に支障をもたらし引火すれば爆発するため，その扱いや処理が難し

い．

本研究では，アルミニウム粉末の代わりにサーモグラフィーを活用することで，より安全で

簡明な回転水槽実験が行えることを示す．回転水槽実験にサーモグラフィーを用いたものは,　
森（2011）があるが稀である．サーモグラフィーは，水槽表面の温度分布や波形を観察する
ことができる．本研究でその実用性を証明する．また，赤道付近に見立てた部分と北極部分

に見立てた部分の温度差を変化させたときに，波動の安定具合がどのように変わるのかを，

実験によって調べた．

Ⅱ　実験方法

　本研究では，図２のような三重構造の水槽の中心から，氷水，水，湯を入れることで，そ

れぞれ北極付近，中緯度地域，赤道付近を再現した．これを回転台に載せ，モーターを使い

左回転させることで，地球の自転を再現した．水の部分の水面には波動ができるため，それ

をサーモグラフィーカメラで撮影し，その都度回転開始からの時間を記録した．

　氷水の部分は5℃にし，湯の部分を（ⅰ）30℃，（ⅱ）40℃，（ⅲ）50℃，（ⅳ）60℃に
することで，温度差を（ⅰ）25℃，（ⅱ）35℃，（ⅲ）45℃，（ⅳ）55℃とした（表1）．
この温度設定で，それぞれ1時間ずつ回転させ，それを3セット行った．１時間以上回転させ
た回転水槽実験はないため,　これは本研究の特性といえる．実験中には，氷水の部分と湯の
部分に温度計を一つずつ差し，氷や湯を足すことで温度を一定に保った．

　なお，すべての実験において，水深を40mm，回転速度を5rpm，水路幅を120mmに統一
した．

Ⅲ　結果

　結果を図３に示した．図の縦軸は時間（単位：分）を，横軸はどの温度差での実験かを示

している．また，縦軸の右隣の帯は，安定した波動の波数とその時間（単位：分）を表して
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いる．

　温度差が（ⅰ）25℃，（ⅱ）35℃と比較的小さいときは，波数4や5が安定しやすかっ
た．また，5分くらいのものが多く，あまり長くは安定しなかった．一方で，温度差が
（ⅲ）45℃，（ⅳ）55℃と比較的大きいときは，波数3や4が安定しやすかった．また，長
時間安定したものが多く，40分近く安定したものもあった．

Ⅳ　考察

　温度差が大きいときのほうが，波数が少なく，長く安定したのは，ブロッキング現象が原

因だと考えられる．温度差が大きくなると，それを解消しようと波動は大きく蛇行する．冷

たい水と温かい水が互いに食い込む形となり，冷たい水よりも中心槽側に温かい水が入りこ

み，波動から切り離される．その結果，波数は少なくなり，また，ブロッキングと同様に長

時間安定する．

　これは実際の気象現象と合致しており,　本研究ではサーモグラフィーを使って，偏西風波
動のモデル実験に成功したといえる．

Ⅴ　結論

　本研究によって，サーモグラフィーが，回転水槽実験に有効に使えるということを示せ

た．また，回転水槽の中心槽と最外槽の温度差が大きくなると，ブロッキング現象がおき，

波数3と4の波動が長時間安定しやすいということがわかった．

Ⅵ　引用文献

小倉義光『一般気象学〔第2版補訂版〕』東京大学出版会、2016年
森保仁（2011）. 「自然科学教育に必要な気象学に関するモデル実験教材の開発と応用」．
科学研究費助成事業研究成果報告書，https://kaken.nii.ac.jp/file/KAKENHI-PROJECT-
21500856/21500856seika.pdf．

Ⅶ　謝辞

　本研究を進めるにあたり，共同で実験を行った多賀光氏に感謝する．また．田島丈年先

生・三輪貴信先生（中央大学附属高等学校教員）に終始多大なご指導を賜った．ここに深謝

する．

キーワード：偏西風波動　回転水槽実験　サーモグラフィー



日本地質学会第132年学術大会

©日本地質学会
- J-P-19 -



日本地質学会第132年学術大会

©日本地質学会
- J-P-20 -

セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-20] 変圧器を利用した水槽実験による皿状構造の再現と形成過程の考察―
地層の固結度と水圧の違いから考える堆積構造の形成条件―

*東京学芸大学 附属高等学校1 (1. 東京学芸大学附属高等学校)

　研究者生徒氏名：相川雅門

1.目的
　皿状構造の形成過程に関しては,これまでも議論されてきた。辻・宮田(1987)によると,皿
状構造の形成過程で生じる水洞は,地層と下方から流入される水との圧力が適当な時に形成さ
れる。それを踏まえ,本校でも探究活動において佐藤・鎌田(2023)により,水槽を用いた皿状
構造の実験が行われてきた。しかし,全体の地層が水と一緒に持ち上がることはあったが,水
洞は形成されず,皿状構造の再現には至らなかった。そこで,本研究では水槽での再現装置を
用いて,実際に皿状構造を再現し,その形成に必要な条件がどのようなものであるか解明した
上で,実験の再現性を高めることを目的とした。

2.皿状構造について
　皿状構造は,シルト層や砂岩層に認められる層理面と平行な向きにできる葉理で,層理に垂
直な断面では長さ数cm〜数10cmで上方に凹の形態をしている。辻・宮田(1987・1997)によ
ると,まず地層下部から水(浸透流)が湧き上がり,この時に水の圧力と量が適当な時,地層中に水
洞が形成される。そして,水洞が形成された周辺の砂粒は浸透流に巻き込まれた後に水洞の底
に堆積する。

3.実験方法
　実験方法としては,⽔槽に⽔と⽯英砂を約15cm⼊れ,地層を棒で押し固めた後,数⼗分放置
してから5mm程度の⽯英砂を追加し,不透⽔層を作成した。その後,さらにカラーサンドを
5mm 程度加えた。それから,再度15cm程度の⽯英砂を加えて押し固め,数時間放置した。最
終的に,変圧器に接続したモーターを⽤いて⽔槽に⽔を注⼊し,内部に形成された構造を確認
するとともに,カラーサンドが⽔槽中でどのように移動したかも確認した。

4.結果
　実験を通して数回,皿状構造と思われる構造を確認することができた。これまで,「水圧が
強い」ことが課題として挙がっていたが,変圧器を利用したことでゆっくりと水を流入させる
ことができ,水が斜め上方に進んでいく様子を観察することができた。また,不透水層にカ
ラーサンドを敷いたところ,基本的にはそのまま残っていたものの,水の影響により上方に移
動したところもあったので,不透水層はある程度,水洞を止める働きを担っていると考えられ
る。

5.考察
　本研究では水槽での再現実験を行い, 変圧器で水流を調整することで,皿状構造の形成の過
程に生じる水洞を観察することができ,佐藤・鎌田(2023)の仮説ように,適当な地層の強度と
水圧の環境下においては,皿状構造は形成された。一方で,地層を1週間程度,放置してから水
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を流入させると不透水層の下で数秒間停止し,一気に地上まで水とその周辺の堆積物が,既存
の葉理を突き破って上昇する,噴砂のような現象が起きた。水の流入が終わった後の地層を観
察すると,不透水層(泥層)よりも下に堆積した砂層が,水により液状の流動体となり,既存の地層
を破壊して貫入する,砕屑性貫入構造が見られた。このことから,実験の条件を変えることで
皿状構造以外の堆積構造も,形成される可能性があることが分かった。

6.今後の展望
　今後は,不透水層とカラーサンドの敷き方を工夫し,不透水層の前後の動きを明確化させる
とともに,実験条件を変えることで噴砂などの他に堆積構造が見られないか変圧器を用いて定
量的に検証していきたい。

キーワード：皿状構造、堆積構造、噴砂、変圧器、不透水層
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セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-21] 使い捨てライターから解明する日本沿岸の海流

*東京学芸大学 附属高等学校1 (1. 東京学芸大学附属高等学校)

　研究者生徒氏名：土屋　奏

　近年、海洋ゴミに関する問題は世界各地で議論されており、この問題は環境や生態系、さ

らには人々の生活に深刻な影響を及ぼしている。中でも漂流ゴミは、遠く離れた地域にまで

運ばれることで国境を越えた問題となっており、その発生源の特定や対策が難しくなってい

る。

　本研究では、関東地方の海岸に漂着した使い捨てライターを収集し、その流出地と日本沿

岸の海流を明らかにすることを目標とした。

　調査は、東京都（お台場）、神奈川県（西浦漁港、鵠沼海岸、逗子海岸、諏訪町下海岸、

真名瀬海岸、森戸海岸、三浦半島西側の小さな海岸、吉浜海岸）および静岡県（三津海岸、

千本浜海岸）の地点で2024年6月から2025年7月の約13ヶ月間ライターの収集を行なった。
　使い捨てライターに焦点を当てたのは、使い捨てライターが小さく、壊れにくく、製造国

や流出地の表記がされているという特徴が本研究に適しているためである。各地点で収集後

のライターについて、鹿児島大学・藤枝繁教授作成の「ディスポーザブルライター分類マ

ニュアル Ver.1.2」に則り解析した。タンク底面やタンクの側面に印字された文字（製造国
名、企業名、電話番号等）を調査し、製造国や流出地を判別した。

　確認されたライターの多くは「CHINA」と記載されていた。また、中国語がタンク側面に
印刷されているものもあり、回収したライターの多くは中国製であることがわかった。ま

た、日本製と書かれたものは少なく、韓国・台湾・その他東南アジアから来たライターは現

時点で１本ほどしか発見されていない。これらから、ライターの主な流出地は、製造国が中

国のライターが多いということから中国なのではないかと考えられる。

　また、回収したライターの多くが中国製であったことは、ユーラシア大陸から漂流したご

みが本地域の海岸にも達していることを示唆する。過去の研究でも、中国・台湾由来のライ

ターが日本海・東シナ海沿岸で多数確認されており、中国からのごみ漂流が日本沿岸に影響

することが報告されている。その一方、日本製のライターは本調査ではほとんど発見され

ず、漂着した海外製のライターは主に海外起源のものであると考えられる。

　今後は、採取地点や期間を拡大し、サンプル数を増やすことで、流出地の特定をしていき

たい。また、調査中に中国語で製造された都市名が書かれている浮きを発見したため、ライ

ターと同時に収集することで流出地の特定を進めていきたい。

　本研究では、海岸に漂着した使い捨てライターをライター分類マニュアルに従って分類・

分析した結果、中国製ライターが多くを占めることを確認した。この結果から、相模湾およ

び駿河湾の海洋ゴミの流出源の一部がユーラシア大陸から来ている可能性があることがわか

る。今後も継続的に流出地のわかる海岸漂着物を収集することで、サンプル数を増やし、研

究への信頼性を高めるとともに、流出地の詳細な解明を進める。

キーワード：使い捨てライター、漂着ごみ、関東地方の海岸、海流と流出地の特定
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セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-22] 海岸砂中のマイクロプラスチックの空間分布・時間分布の解明　〜マ
イクロプラスチック問題を自分ごとにする教材の開発〜

*東京学芸大学 附属高等学校1 (1. 東京学芸大学附属高等学校)

　研究者生徒氏名：野田百花

１．目的

　近年，マイクロプラスチック(MPs)による国際的な海洋汚染が問題となっている。海洋ご
み問題を自分ごととして捉えるため，関東の身近な海岸におけるMPsによる汚染被害の状況
を調べることにした。本研究では，高校生でも簡単に実践できるMPs検出法を確立し，MPs
の空間分布と時間分布の両方から分析する。さらに，研究成果を本校の地学基礎の授業に取

り入れ，生徒のMPs問題への関心向上に役立てる。

2. 方法
2-1. サンプリング方法
　空間分布と時間分布を，本研究では図１のように定義する。

2-1-1. 実地調査①
　2024年7月11日，千葉県柳島海岸の4地点と，東京都葛西臨海公園の11地点で，海岸の地
表から深度20cmまでの砂サンプルを検土杖で採取した。（図２参照）

2-1-2. 実地調査②
　2024年11月23日，東京都葛西臨海公園の10地点で，地表から深度30cmまでの砂サンプ
ルを検土杖で採取した。砂サンプルは，１地点につき10cmごとの3サンプルに分類した。
（図３参照）

2-1-3. 実地調査③
　2025年4月19日，東京都葛西臨海公園の12地点で，2-1-2. と同様に採取した。（図４参
照）

2-2. 染色方法
　染色の前に砂サンプルに含まれるMPsの分離と精製を行った。比重が2.3g/cm3である飽和
炭酸カリウム水溶液を重液に用いて，超音波機で振動を与え，比重分離を行った。大部分の

堆積物を取り除き，MPsを含む上澄みを回収した。上澄みを濾過し，濾紙に残ったMPsをナ
イルレッド染色液で染色した。

2-3. 蛍光観察
　暗室で青色LEDを照らしながら，赤色フィルターを通して肉眼で観察した。発光するMPs
粒子があるかどうかを目視で確認し，その個数を記録した。

2-4. 教材化
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　2024年2月26日から3月6日にかけて，本校1年生の3クラスを対象に，計２時間の染色実
験と発光観察を体験する授業を行った。授業を受けた生徒に，授業評価アンケートを実施し

た。

3. 結果
3-1. 実地調査①
　MPsの発光の有無を確認したところ，柳島海岸で4地点のうち0地点，葛⻄臨海公園で11地
点のうち7地点で発光が確認された。

3-2. 実地調査②
　空間分布について，地点Bでは前浜でMPsの個数が一番多かったが，地点A，C，Dでは前
浜と後浜の境界上がMPsの個数が最大となった。一方，鉛直方向の分布について，深度
0cm~10cmでMPsの個数が最大となった。（図５参照）

3-3. 実地調査③
　空間分布について，地点A，Bは前浜と後浜の境界上でMPs量が最大となった。鉛直分布に
ついて，地点Aは深度20cm~30cm，地点Bは深度10cm~20cmでMPs量が最大となった。
（図６参照）

4. 考察
　空間分布について，実地調査②と実地調査③では，ともに前浜と後浜の境界部分でMPsの
個数が最大となった。前浜は満潮時に波が押し寄せる範囲であるため，前浜と後浜の境界部

分で最も波が弱くなり，運ばれたMPsは停滞しやすく，堆積していたMPsは波にさらわれに
くくなると考察できる。

　時間分布について，実地調査②では，結果より，深度0cm~10cmでMPsが多く観察され
た。さらに，海岸部分の0cm~10cmの層ではMPsの個数が分散しているが，深度
10cm~30cmの層では個数の変動が少ないことから，表層部分で波の影響を受けたことで，
MPsが一時的に移動したと考えられる。実地調査③では，地点A，Bともに深度0cm~10cm
よりも深度10cm~30cmで多くのMPsが観察された。表層のMPsは波の影響のみならず，清
掃活動など人為的活動にも影響されていることが考えられる。一方で，深度10cm~30cmの
MPs量は，実地調査②と比較して増加していることから，MPsの堆積に従って個数が増える
と推測できる。

　教材化について，87.3%の生徒が関心の変化を感じたと回答したことから啓発効果が高い
と言える。一方，発光観察では観察者によって測定値が大きく変動したが，これは発光して

いるMPsの見分け方に関する指導が不十分であったためと考えられる。

5. 結論
　本研究では，観光地である葛西臨海公園において柳島海岸よりも多くのMPsが確認され，
人為的要因による影響の大きさが示唆された。空間分布では，前浜と後浜の境界部分にMPs
が集中する傾向が見られ，波のエネルギーが弱まる特徴が影響していると考えられる。時間

分布では，表層のMPsは波や清掃活動により変動が大きく，深層では堆積が進行している様
子が確認された。また，教材化について，啓発効果が確認されたため，発光観察の精度向上

と指導方法の改善を図る。

キーワード：マイクロプラスチック，空間分布，時間分布，教材化，ナイルレッド染色，

ボーリング調査
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セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-23] 模型実験によるスラブ内二重地震面の再現

*市川 高等学校1 (1. 市川高等学校)

　研究者生徒氏名：藤井優衣

背景

　沈み込み帯において形成されるスラブ（沈み込むプレート）は、冷たく高密度な海洋プ

レートが他のプレートの下へ沈み込むことで形成される、比較的硬く冷たい構造体のこと。

このスラブは、モホロビチッチ不連続面を境に、上部は玄武岩質の海洋地殻、下部はかんら

ん岩質のマントル部分から構成される（Hacker et al., 2003)。
　スラブが沈み込むことで起きる地震（スラブ内地震）は、深さに応じて分類され、深さ

70〜300 kmは稍深発地震、深さ300〜700 kmは深発地震である。
　二重地震面（Double Seismic Zone；DSZ）とは、沈み込むプレート内部で深さ約70〜
700kmの間で二層に分かれて地震が発生する現象を指す（長谷川, 1978）。
　上面では、沈み込むスラブの曲がりによって引張応力が生じ、岩石が剪断破壊を起こし、

下面ではスラブ内の蛇紋岩などの含水鉱物が高温高圧下での脱水による間隙水圧の上昇によ

り地震が誘発される（Hacker et al.，2003；Kita et al., 2006）。また、スラブ内部の応力場
は深さに応じて変化し、上部では引張応力、下部では圧縮応力や流体圧が主に働く

（Samowitz & Forsyth, 1981）。このような応力環境の違いや、含水鉱物の脱水など複数の
要因が組み合わさることで、DSZが形成されると考えられている（Flórez et al., 2019）。た
だし、関与する要因らの関係性やDSZの普遍性については、他の文献も含め断定されていな
い。

　数値シミュレーションでは震源分布や応力場の部分的再現に成功しているが（Gerya &
Meilick, 2011）、アナログモデルによって二重地震面の形成過程を再現した報告は筆者の確
認した限り存在しない。

目的

　模型実験により二重地震面を再現し、その普遍性が存在するか、地震の発生数が上下層で

異なる現象が生じか検証し明確にすることを目的とする。

実験材料・方法

　スラブ（沈み込むプレート）を脆性破壊可能な乾燥粘土、周囲のマントルを粘弾性体であ

るシリコンゴムシートで模擬する。前実験ではCreative Paperclayと硬度40Aの透明シリコン
ゴムシートを使用し破壊の挙動を確認し、本実験では硬度50Aの透明シリコンゴムシートを
使用する。また、どちらとも発泡スチロール（発泡倍率15〜20倍・密度50〜66 kg/m³ 、
EPS素材）を使用する。透明立方体容器（1辺10cm程度）、スローモーション撮影用カメラ
も使用する。

　まず、２枚のアクリル板を垂直に20cm間隔で平行に設置する。装置は横から見た際に、
20°、50°、65°の角度をもつ直角三角形になるように切断した発泡スチロール、固めた石膏
斜面に発砲スチロール側に厚さ2 mm、石膏側に厚さ3 mmのゴムシートを貼りこれをアク
リル板の内側に固定する。角度は、沈み込みスラブの傾斜角の中でも最頻値として浅部
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（0〜100 km）に対応する20°、中深部（100〜200 km）に対応する50°、そして深部
（200 km〜）に対応する65°を採用した（Hu & Gurnis, 2020）。また、下層側のゴムシー
トを厚くすることで、スラブ深部での圧力増加を模擬する。粘土板は厚さ1 cmで均一に乾燥
させ，ビニールシート上で行うことで台紙に貼り付くことを防ぐ。

　紙粘土を厚さ１cmで均等に完全乾燥させ粘土板を作り、作った粘土板を装置の上から粘土
板を入れ、下から引っ張る。引っ張った時の紙粘土の破壊の様子を動画（スローモーショ

ン）で撮影し、割れの発生場所を記録する。実験は複数回行い、割れの位置（上側か下側）

とその回数を記録する。これは、スラブ内の応力集中領域で地震が発生することに基づき、

モデル中の脆性破壊を地震発生に対応する現象として扱う。これを踏まえ、上下層のどちら

でより多くの破壊が生じるかを比較することで、二重地震面における地震活動の差を検証す

る。再現に成功すれば、容器サイズ（１辺30〜40cm）や角度（20°刻みなど）、粘土の厚
さを変えて普遍性を検証する。

キーワード：沈み込み帯, スラブ, 二重地震面(DSZ), 脆性体(プレート模擬物質), 粘弾性体(マン
トル模擬物質)
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セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-24] アウターライズ領域における地磁気の縞模様に対応する震源分布の再
現実験

*市川 高等学校1 (1. 市川高等学校)

　研究者生徒氏名：五味万優子

　海洋プレートは，海溝からの沈み込みによるプレートの折れ曲りにより，アウターライズ

と呼ばれる地形的な高まりを海溝海側に形成する．アウターライズから海溝海側斜面にかけ

ての領域では，沈み込みに伴うプレートの屈曲により海洋プレート浅部に伸張応力場が生

じ，海洋性地殻を断ち切る正断層によって形成されたホルスト・グラーベン構造が発達する

とともに，一般に「アウターライズ地震」と呼ばれる正断層型の地震が海洋プレート内部で

発生することが知られている．日本海溝の海溝海側にあるアウターライズ領域では，プレー

ト屈曲に関連した海底地形が様々な走向を持っている．これらの地形的特徴の走向は，ホル

スト・グラーベン構造のように海溝軸に平行なものだけでなく，沈み込む太平洋プレートの

地磁気の縞模様に平行なものも認められている．地磁気の縞模様とは，地球磁場の反転に

よってできるものである．海嶺では，出てきたマグマが冷え固まると海洋地殻の一部にな

る．その時，マグマに含まれる磁鉄鉱が当時の地球磁場の方向を記憶して固まるため，海洋

地殻が生成時の地球磁場を記憶したままプレート運動によって海嶺から徐々に離れていき，

その間にも地球磁場は反転を繰り返すために海嶺に対して平行な磁気の縞模様が出来上が

る．本研究では，日本海溝のアウターライズ領域において，地磁気の縞模様に対応して震央

分布がみられていることについて，アナログ実験を行い，地磁気の縞模様に対応して地震が

起こるということを検証する．これにより，どの境界で破壊が起こりやすいかを推測するこ

とができると考える．実験では，シリコン製のプレート，磁鉄鉱粉末，２液性レジン，磁石

を用いて磁気の縞模様をもったプレートの模型を作り，重りで力を加えて模型を割り，その

割れ方を観察する．

キーワード：アウターライズ地震，地磁気の縞模様，アナログ実験
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セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-25] 手取層群伊月層から産出した植物化石の分類と堆積環境の考察

*市川 高等学校1 (1. 市川高等学校)

　研究者生徒氏名：髙梨智也

　手取層群は福井、石川、岐阜、富山、新潟県に分布する上部ジュラ系および下部白亜系で

あり、古くから多様な化石を産出することから、古生物学的研究において重要な地層であ

る。手取層群の化石研究は、東アジアにおける当時の環境を推測する上で意義が大きい。

　2025年5月3日および5月5日に、手取層群伊月層(福井県大野市下山谷山谷)にて調査を行
い、合計67点の化石を採取した。このうち、ミズワラビ科と考えられる植物化石が含まれて
たことから、本研究ではそれらの植物化石に注目し以下の2点について検討する。なお、対
象とする植物化石は大きいものでおよそ15cm四方に達し、表面には葉脈や胞子嚢と考えら
れる点状の化石が確認される。

　第一に、伊月層の堆積環境に関する文献調査を行う。今回採取した化石は比較的大型かつ

保存状態が良好であり、当時の環境が植物の保存に適していた可能性が示唆される。この仮

説を検討するため、伊月層からすでに報告されている他の植物化石に関する既存文献の調査

も併せて行う。

　第二に、発見した植物の分類学的同定を行う。化石の形態的特徴を詳細に観察し、既存の

文献と照合することで、少なくとも科レベルまでの同定を試みる。

キーワード：手取層群、伊月層、植物化石



日本地質学会第132年学術大会

©日本地質学会
- J-P-26 -

セッションポスター発表 | J1. ジュニアセッション

2025年9月14日(日) 13:30 ~ 15:00 Jr_ポスター会場(全学教育棟 C棟1-2階)

[1poster64-90] Jr．ジュニアセッション

[J-P-26] 北海道南西部小樽西部海岸忍路地域～桃内地域の後期中新世～鮮新世
における水中火山の噴火活動史とテクトニクスについて

*北海道龍谷学園 小樽双葉高等学校 科学同好会1 (1. 北海道龍谷学園小樽双葉高等学校 科学同好会)

　研究者生徒氏名：中村真子，細田美桜

動機と目的

　北海道小樽西部の忍路・桃内の地質は約1000万年前から500万年前の海底火山の噴出物で
構成されている。昨年忍路に位置する海底火山の特徴をより深く知るために海底火山の噴出

物の種類やそれぞれの特徴を理解し噴火活動史と層序を明らかにすることをテーマとして研

究を行った。そこで今研究ではこの噴火活動が地中でどういった力がはたらくことによって

引き起こされたものなのかを明らかにしたいと考えたため、噴火活動史に加えその土地の当

時のテクトニクスについても調査することにした。

　さらに忍路に位置する海底火山の噴出物である枕状溶岩周辺とハイアロクラスタイトの直

径を測定することにより、岩石の大きさに規則性があるのかについても研究を行うことを予

定している。

1．はじめに
　忍路では枕状溶岩、ハイアロクラスタイト、フィーダーダイクやダイクなどが見られたう

え、先行研究の岩石の偏光顕微鏡観察の結果より、玄武岩質の噴出物が多く見られたことか

ら、穏やかな噴火が起こったと考えられている。また桃内では軽石や火山弾、凝灰質砂岩や

軽石凝灰岩などが見られたうえ、忍路と同様に先行研究の岩石の偏光顕微鏡観察の結果より

安山岩質や流紋岩質の噴出物が多く見られたことから水中火砕流による激しい噴火が起こっ

たと考えられている。

　さらに忍路から桃内にかけての海岸沿いの地質を船から観察したところ地層が忍路から桃

内にかけて斜め下に傾いていたため、層序は忍路から桃内の順であり噴火の順も同様である

と思われる。

　今研究ではこの噴火活動と大地のテクトニクスがどのように関わっているかを調査し、そ

の結果を忍路と桃内で分けて考察した。

2．方法
　フィーダーダイクやダイクはマグマが地中に貫入したものであり、大地に伸長の力が働い

て引っ張られて断裂が生じて形成される。忍路ではそのフィーダーダイクやダイクが数か所

見られたためクリノメーターによりその方向を計測した。

　一方で桃内では水中火砕流の激しい噴火により忍路のようなフィーダーダイクやダイクな

どの大地へ力がかかったことを確認できる形跡を観測することができなかった。そのため桃

内の地層から続いている塩谷地域の地層を観察したところ海底火山噴火終息頃に形成された

と思われる凝灰質の地層中に逆断層を見つけることができた。ちなみに逆断層は大地に圧縮

の力が働くことによって形成されるものであることを「こんにゃく」を使ったモデル実験を

行って確認することが出来た。そこで桃内の近くに位置している約５００万年前（新第三紀

鮮新世）に形成されたとされている塩谷地域の地層でも忍路同様にクリノメーターで逆断層
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の方向を計測した。

３．結果

　クリノメーターを用いた計測により、約１０００万年前から約６６０万年前にマグマが貫

入して形成されたとされる忍路のフィーダーダイクの方向は兜岬から南東方向に位置する２

カ所と国道５号線付近の桃内橋から観測できる２カ所の計４カ所で北西-南東方向に貫入した
ものであることが判明した。つまりこのことはフィーダーダイクの方向と垂直な直角の方向

である北東-南西方向に伸長の力が働いていたと推定できる。
　また、桃内の逆断層も北西-南東方向性をもって形成されていた。すなわち逆断層と垂直な
方向である北東-南西方向に圧縮の力がはたらいたと予想推定することができる。

４．考察

　昨年度の研究により北海道南西部小樽西部海岸忍路地域～桃内地域の海底火山の噴火は、

約１０００万年前～約６６０万年前に玄武岩質マグマによる枕状溶岩の噴火に始まる穏やか

な噴火による海底火山の活動から開始し、次に玄武岩質マグマの水中でのやや激しい噴火に

よる水冷火山弾の噴出と集塊岩の形成、その後安山岩質マグマによるハイアロクラスタイト

の噴出・堆積があり、最後に流紋岩質マグマの活動による爆発的な水中火砕流の流出と軽石

凝灰岩の堆積があり、凝灰質砂岩の堆積とともに火山活動が終息に向かっていったことが解

明できた。小樽南西部に位置する海底火山の噴火は大地の伸長の力が働くことによって断裂

が生じ、そこにフィーダーダイクが貫入して忍路地域で穏やかな噴火を引き起こした。そし

て海底火山噴火活動の終息後の約５００万年前に大地に働く力が今度は圧縮の力へと変換し

たものと考えられる。しかしこれらの大地の力の変換がいかなる要素により引き起こされた

ものなのかは本研究では解明することができなかった。さらに大地の伸長の力から圧縮の力

へと変換した理由についても解明することができなかったため、このことの解明を今後の研

究課題としていきたいと思う。

キーワード：海底火山、噴火活動史、テクトニクス、枕状溶岩、ハイアロクラスタイト
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